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講義概要

　豊かな生活といえば，物質的な豊かさと解釈しがちであるが，精神的な豊かさ，心の豊かさが大きな比重を占めている。物質
　的に，そして精神的に豊かな生活が真に豊かな生活であり，質の高い生活といえよう。この科目では，生活者の家族や地域の
　人々等の「人的環境」，住居や生活用製品などの「物的環境」，「保健医療環境，「社会福祉環境」そして「生活者個人の状態」を
　対象に，生活の質にかかわる「主体性」，「創造性」，「関係性」，「相互扶助性」，「快適性」，「安心・安全性」，「持続可能性」等

　の観点からアプロt・…一一チすることによって自己の生活の質の向上および他者の生活の質の向上につなげる方策や課題を追究す
．る。

授：業の目標

　生活，保健医療，看護，社会福祉の各分野における生活者の自立と共生の観点から生活の質の向上を追究し，家庭，地域，
　企業，非営利組織行政等において，生活や健康，福祉に関する課題を主体となって解決していく力量形成を目標としている。

履修上の留意点

　この科目は，生活健康科学のキーワード「生活の質の向上」の基本的事項を概説したものであり，「生活の質の向上」にかかわ
　る各分野の内容は，それぞれの専門科目の学習によって理解を深めてほしい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
今，なぜ「生活の質」

ｪ問われるのか

生活の場における財・サービスは着実に充足されてきた
ｪ，生活に対する満足度は低下の傾：向にある。生活のさま
ｴまな場面の満足度の総合されたものを「生活の質」とみな
ｷことができ，生活の各分野における質的アプローチが欠
ｩせない。「生活者個人の状態」「生活者の人的環境」「生
?ﾒの物的環境」「保健医療環境」「社会福祉環境」を対象
ﾉ，生活の質にかかわる観点から評価し，その質の向上に
ﾂなげる枠組みを提案する。

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

2
個人と家族の生活経

c

非婚化、晩婚化、離婚と再構成家族の増加等、多様化し
ｬ動化する個人と家族の生活において、生活経営の目；標
ﾆ方法が確立しにくく、生活の質の確保が困難になってい
驕B第一に、生活経営の背景としての経済、社会、家族環
ｫの状況の全体像示す。第二に、生活経営の問題点とし
ﾄ、生活経営の主体形成が稀薄化していること、生活手段
ﾌ利用と配置に格差があること等を取り上げる。第三に、多
lな生活形態における生活経営の主体形成と家族の共同
ｶ活を促すような経済的、社会的環境を展望し、個人と家
ｰの生活経営を総合的に支援する家族生活政策の必要性
�ｭ調したい。

松村祥子
i放送大学教
�j

松村祥子
i放送大学教
�F）

Qスト：

{本みち子
i放送大学教
�j

3
居住環境整備におけ
髀Z居の質

住まいは家族生活の容器である。このことは生活が変わる

ﾉつれて住まいもそれに対応しながら変わらなければなら
ﾈいということを意味している。生活の質を問題にするときに
墲ﾉこのことを念頭において考える必要がある。本章では，
謫�汾｢界大戦後の家族のあり方の変化と住まいの対応について概観し，標準設計方式が大量住宅供給に果たし

ｽ役割と、その仕組みによって提供された住宅の質につい
ﾄ考察する。

本間博文
i放送大学副
w長）

本間博文
i放送大学副
w長）

Qスト：

T田紀子
i放送大学大
w院修了者）
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放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
居住環境整備におけ
骼ｩ立と共生

戦後の住宅供給を担った旧「住宅公団」も改組され，供給
ﾌ第一線から退いたことに示されるように，標準設計方式に
謔髑蝸ﾊ供給はすでに時代の要請から外れ，多様なライフ
Xタイル，ライフステージの居住者に対してどのように対応
ｵていくかが問われている。そのような観点から注目されて
｢るスケルトン・インフィル方式の考え方を、NEXT21のプロ
Wェクトを通じて紹介し、さらにこの考え方を取り入れたスケ
泣gン定借マンション方式を介して住まいづくりにおける共
ｶのあり方を探る。

本間博文
i放送大三三
w長）

本間博文
i放送大学工
w長）

5
21世紀の住まいづく
閧ﾉ求められるもの

　21世紀の居住環境整備における重要な課題の一つは老
?ｻしたマンションの建て替えである。この事業はまさに居
Z者主体の集合住宅づくりそのものである。この事業過程
�gレースし，円滑に事業を進めるための条件を検証した結
ﾊ，有能な事業コーディネータ（専門家）の存在と，集合住
薰ﾉついての客観的であり，国民が容易に理解可能な性
¥表示制度の確立が必要であること，そしてこのような条件
ｪ整備されて初めて自立と共生が意味を持つことを述べ
驕B

本間博文
i放送大三三
w長）

本間博文
i放送大学三
･長）

6

安全で安心できる消

?ｶ活その1商
i・サービスの安全
ｫ確保と情報伝達

自然災害，犯罪，交通事故，消費する食品，生活用品，
ｫ質商法，振り込め詐欺など生活のさまざまな場におい
ﾄ，安全を脅かす事：件や事故が続発している。それを過大
?驍｢は過小に報道するマスコミの影響もあって，危険であ
驍ﾉもかかわらず多くの人々が安心している事例あるいは
ｻの逆の事例もある。商品・サービス消費にかかわる事故に
ｨいても，危険の程度と人々の不安が対応していないもの
ｪある。とりわけ商品・サービス消費においては同じような事
ﾌが繰り返し起きており，この事故情報の収集とその伝達
ﾉよって再発防止を推進する行政，事業者，生活者の役割
�Tる。

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

藤源康晴
i放送大学客
�ｳ授）

Qスト：

?J延二
i放送大学教
�j

7

安全で安心できる消

?ｶ活その2生活
p製品による事故と
g用者’

生活用製品の事故が多発している。その事故原因の30％
ﾈ上が使用者の不注意や誤使用によるものである。製品の
gい方には，取扱説明書に記載されている「正常使用」，
ﾐ会通念に反した無謀な「非常識な誤使用」およびその境
Eに「予見可能な誤使用」があり，これらの使用方法と責任
轄ﾝについて紛争処理の実態を取り上げて考察する。さら
ﾉ，生活用製品による事故の未然防止，再発予防に向け
ﾄ，行政，製造者の取り組みとともに実際の事故事例をもと
ﾉ，使用者が自分の安全のために，そして他者の安全のた
ﾟに取り組まねばならないことは何かについて考える。

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

8
低炭素社会に向けた
ｶ活スタイル

地球温暖化が急速に進行しており，その原因とされている
ｷ室効果ガスの排出削減が緊要である。しかし，家庭部門
ﾌエネルギー消費は増大を続けており，低炭素社会の実
ｻに向けた生活スタイルの創出が求められている。ここで
ﾍ，家庭から排出されるCO2を削減するため，生活系ごみ
ﾌりディースを推進する市民，環境研究者，行政の協働し
ｽ先進的な取組みを紹介する。さらに，日常生活のなかで
r出しているCO2の量を認識することによる生活者一人ひ
ﾆりのエネルギー消費削減の実践とその効果を考察する。

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）。

Qスト：

ﾞ良由美子
i放送大学准
ｳ授）

一一一
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

9
健康生活とケアニー

Y

医学の進歩、保健医療福祉の充実、また経済的発展は、
坙{に世界一の長寿社会をもたらしたが、一方では、急速
ﾈ高齢化や高度医療技術の進歩を背景に、必ずしも皆が
u健康」でいるわけではない。慢性疾患の増加、健康生活
ﾉ対する欲求の高まりは、常に人々を健康不安に陥らせて
ｨり、むしろ「病い」や「障がい」とともに健やかに生きるとい

､考え方が求められつつある。本章では、健康や保健医療
ﾌ領域で20世紀後半に起こった考え方の変遷にはどのよう
ﾈものがあるのか、またそれに応じて登場した「クオリティ・

Iブ・ライフ」という概念の導入を歴史的に理解することで、
l々の生活の自立・自律と「クオリティ・オブ・ライフ」を高め

驛Pアニーズとはどのようなものかを考察する。

井上洋士
i放送大学准
ｳ授：）

井上洋士
i放送大学准
ｳ授）

10
チームケアと看護活

ｮの拡大

医療技術など治療医学の発展は、さまざまな疾病の原因
ﾌ究明と治療に貢献し、平均寿命を飛躍的に延ばした。最
Vの治療も加わり、これまで治せなかった多くの患者の命を
~っている。しかし、長期にわたるケアが重要な社会的課
閧ﾉなっており、それに対応する形でチームケアの必要性
ｪ出てきている。本章ではまず、チームケアとは何か、その
齟[を理解したうえで、チームケアの中心的な担い手であ
驫ﾅ護師は、チームの調整者としてどのように活動し役割を
ﾊたしているのか、具体的な事例を見ながら理解する。患
ﾒ・家族や市民のチームケアへの参加とそれに向けてのレ
fィネスについても考察を深める。

井上洋士
i放送大学准
ｳ授：）

井上洋士
i放送大学准
ｳ授）

Qスト：

m闌ｦ子
i放送大学教
�j

11

健康づくりに向けたプ
宴Cマリケア体制の構

z

人々のプライマリケアは，わが国では，疾病の治療は保険
ｿを財源とした保険制度，そして疾病の予防は税金を財源
ﾆした自治体の保健事業という，ふたつの体制によって担
墲黷ﾄきた。そして，充実したプライマリケア体制が確保さ
黶C平均寿命の大きな伸びがあり，結果として生活習慣病
ﾌ増加が人々の健康づくりの深刻な課題になっている。そ
ﾌような中で，平成18年6月に高齢者医療確保法が制定さ
黶Cわが国のプライマリケア体制は，新たな段階を迎えてい
驍ﾆいえる。本章では，西洋医学のあゆみとそれを支えてき
ｽ体制，わが国のプライマリケア体制の特性と課題，また
l々の健康づくりに向けた，今後のプライマリケア体制の構
zをどのように展望するのか，それらのことを中心に学ぶ。

多田羅浩三
i放送大学教
�j

多田羅浩三
i放送大学教
�j

12

わが国の保健事業の
j的展開一管理型から自発型

ﾖ一

わが国では、昭和12年に保健所法が制定され、医療施設
ｩら独立して、衛生思想、衛生体制の充実、疾病予防に特
ｻした事業を担う機関として保健所が生まれた。昭和57年
ﾉ老人保健：法が制定され、市町村の保健事業が，人々の
注Nづくりの基盤として大きな役割を果たしてきた。その実
ﾑの上に、平成12年3，月に健康日本21が発表され、平成14
Nには健康増進法が制定された。そして平成20年4月に
ﾍ，高齢者医療確保法が施行され，メタボリック・シンドロー
?�ﾎ象とした特定健診・保健指導が、医療保険制度の保
ｯ者によって実施されることになった。本章では，わが国に
ｨける保健事業体制の特徴、推進されてきた主な保健事
ﾆの内容、その概容、特徴について学び、特定健診・保健
w導が実施されることになったことの歴史的意義について
lえる。

多田羅浩三
i放送大学教
�F）

多田羅浩三
i放送大学教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当u　飾　名（所属・職名）

13
利用者主体の社会福

2000年以降の社会福祉制度においては、措置制度（行
ｭ処分による福祉サービス）から利用制度（利用者主体の
_約選択）への移行が目指されている。そこで推進されて
｢るのは、個人の選択を尊重した制度、質の高いザービス
ﾌ拡充、個人の自立生活を総合的に支援する地域福祉の
[実である。しかし、社会福祉が特別なニーズをもった一部
ﾌ人を対象にするものではなく、広範な人々の自立支援の
ｽめに利用されるものに移行する中で多く問題も発生して
｢る。特に自立支援の理念と方法の揺らぎの中で雇用への
U導が過度になされたり、サービスの質量が不足して家族
ﾌ負担が過重になっている等、利用者主体の社会福祉の
ﾀ質化には程遠い状況がみられる。新たな理念と枠組みの
ﾐ会福祉g）現状と課題を整理し、有効な生活支援策になる
ｽめに必要な福祉環境について検討したい。

松村祥子
i放送大学教
�j

松村祥子
i放送大学教
�F）

Qスト：

蜻]根寛
i放送大学教
�j

14 社会福祉の担い手

社会福祉の政策・制度を立案する者、公私の諸機関で社
?沁ヰｧ度の運営に係わる者、相談・コーディネイトに携わ
骼ﾒ、サービス提供に直接従事する者等、多くの種類と数の担い手によって社会福祉は実施されている。少子高齢

ｻ、情報化、国際化等の社会変化と個人や家族の生活変
ｻの中で、社会福祉は大きな転換期にある。拡大するニー
Yと制限される社会資源の狭間にあって、社会福祉が人々
ﾌ生活の質向上に資するためにはどのような社会福祉の担
｢手が必要であろうか。社会福祉の担い手が現在、直面し
ﾄいる問題と課題を明らかにし、これからの社会福祉の担
｢手のあり方について検討したい。

松村祥子
i放送大学教
�F）

松村祥子
i放送大学教
�j

Qスト：

蜻]根寛
i放送大学教
�F）

15
つながりがもたらす「生活の質の向上」

家族，地域，職場等における人と人のつながりが生活満
ｫ度，充実感，安心感を与えていることが知られている。し
ｩし，経済社会の変化やライフスタイルの多様化等によっ
ﾄ人々のつながりが希薄化し，「生活の質」や社会にさまざまな影響を与えている。この科目の最後となるこの回では，生活者とその人的，物的，保健医療，社会福祉環境との共生を考えるとともに，社会福祉分野，次世代育成分野，環境保全分野，交通安全，防犯・防災分野，保健医療分野，看護分野，地域活性化分野など生活の各分野におけるつ

ﾈがりの構築に向けた活動を取り上げ，つながりの再構築のために何が必要であるかを考える。

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

ｽ田羅浩三
i放送大学教
�j

@上洋士
ﾄ放送大学准
ｳ授）

ｼ村祥子
i放送大学教
�j

藤原康晴
i放送大学客
�ｳ授）

ｽ田羅浩三
i放送大学教
�j

苡纓m士
i放送大学准
ｳ授）

ｼ村祥子
i放送大学教
�j
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L載欄
開講
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　　　　　　　科目2009年度　　　　　　　区分

大学院科目

科
目
コ
ー
・
ド 8910502

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 家族生活研究 （’　09）　＝’　（R）

〔主任講師（現職名）　：宮本みち子（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：清水新二（奈良女子大学教授）

講義概要

　現代の家族変動は激しく、21世紀のゆくえは家族のあり方を抜きにしては論じられないといわれるほど、その動向は重要テーマ
　となっている。講義では、家族の歴史的推移を整理し、そのなかに現代家族を位置付ける。また、制度、集団、家族生活として

　の家族の実態と理論的アプローチの方法を述べる。飛雪は家族理論と家族の実態を、研究の具体例を紹介しながら整理する。

授業の目標
　家族現象に関して、生活者として、また、地域、行政、企業で家族や人間生活にかかわる仕事をしている担当者が、動きつつあ
　る家族の実態を多角的視点から柔軟に認識し、科学的知識や理論を修得し、家族をミクロ・マクロの両レベルから理解できること
　をねらいとする。また、個人・地域・公共の場で必要とされる家族をめぐる問題理解を深め、その対応についても社会的サービス

　や行政政策の観点から視野を広げる。

履修上の留意点
　学部開講科目の「現代世界の結婚と家族（’08）」「人口減少社会の生活像（’07）」「家族のストレスとサポート（’08）」「ジェンダ“・・一・…の

　社会学（’08）」を合わせて学習すると理解が深まる。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族のありようは、社会構造の影響を受けるとともに、家

族のありようが社会構造に変化をもたらす。また、家族のあ

りょうは個人のライフコースを規定すると同時に、後者から

1
家族をいかに観察す

驍ｩ

も影響を受ける。本章では、家族のありようを社会と個人と

ﾌ関係から、歴史的に概観する。多元的に家族をとらえる
ｱとで、われわれがかつての家族について抱いているステ
激Iタイプな理解から脱却することが可能になる。

嶋崎尚子
i早稲田大学
ｳ授）

嶋崎尚子
i早稲田大学
ｳ授）

【キーワード】

世帯、親族、直系家族制度、夫婦家族制度、家族認知、
サラリーマンと専業主婦からなる世帯

生活主体としての個人、生活システムとしての家族、社会
構造の関連性から明らかになった実態は、どのように理解
し、説明できるのか。その理論的枠組みを、制度、文化、 嶋崎尚子 嶋崎尚子

2 集団としての家族 規範、関係性、人間行為力をキーワードに整理する。ライ （早稲田大学 （早稲田大学
フコース理論による家族研究を学習する。 教授） 教授）

【キーワード】

核家族、核家族の機能、家族の非社会性、家族周期モデ
ル、家族発達モデル 亀

個人の発達過程と家族のライフコースを実証研究から考
察する。家族は時間の経過のなかで、発達的に変化する

3 ライフコースと家族

ことを理解する。そのさい、現代日本社会の家族をとりあげ　　　　　　　　　　　一

驍ｾけでなく、欧米社会の家族を比較対象としてとりあげ

驕B

’嶋崎尚子

i早稲田大学
ｳ授）

嶋崎尚子

i早稲田大学
ｳ授）

【キーワード】

ライフコース、ライフイベント、ライフコースの（脱）標準化、

ライフコースの（脱）制度化、ライフコースの個人化

一　5　一一一



回 テ　一　マ 内’　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
社会システムとしての

ﾆ族

現代社会における生活システムと家族システムとの相互連
ﾖについて解説したうえで、子どもを生活主体と捉えて、子
ﾇもの育ちを支える子育ちシステムと子育ちシスデムにお

ｯる家族（親）の役割について問題提起をおこなう。

yキーワード】

ｶ活システム、家族システム、子育ち支援システム

神原文子
i神戸学院大
w教授）

神原文子
i神戸学院大
w教授）

5
相互作用としての家

ｰ

家族の相互作用研究を概説する。特に家族ストレス論（A
aC－Xモデル、二重AB　C－Xモデル、　FAARモデルへ
ﾌ理論的進展）、「病」や「問題」を生み出す相互作用研

?Aそして演技や感情から家族の相互作用をみていく視
ﾀなどを説明する。

yキーワード】

ﾆ族ストレス論、演技としての相互作用、感情としての相互

?p

上野加代子
i徳島大学教
�j

上野加代子
i徳島大学教
�j

6
ネットワークのなかの

ﾆ族

個人をとりまくネットワークの一部として家族をとらえる。個

lのアイデンティティが固定化されるにはネットワークが供

汲ｷる「重要な他者」が不可欠であり、重要な他者の供給
葡uとしての家族の意義を概説する。そしてアジアの女性
ﾌ国際移動と携帯やパソコンを利用したネットワーク、彼女
ｽちのアイデンティティの変容についてもみていく。

yキーワード】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

ﾂ人のネットワーク、アイデンティティ、国際移動の女性化

上野加代子
i徳島大学教
�j

上野加代子
i徳島大学教
�j

7 家族。個人化

家族の個人化という観点から動きつつある現代家族の実
ﾔとその背景を説明する。「家族の個人化」研究を紹介す
驍ﾆ共に、近代家族から現代家族への推移を、家族の個人
ｻ、個別化、私事化などの傾向と関連させつつ述べる。

yキーワード】

ﾆ族の個人化、個別化、私事化、近代家族、個人単位の

ﾐ会

清水新二
i奈良女子大
w教授）

　ン

ｴ水新二
i奈良女子大
w教授）

8
生活者にとっての
ﾆ族ライフスタイル

生活者にとっての家族ライフスタイルの多様なとらえ方
ﾆ、家族ライフスタイルが多様化することの意味を解説する
ﾆともに、家族ライフスタイルの多様化を左右するライフ

`ャンスについて問題提起する。とりわけ、健常者のみなら
ｸ、子どもも障がい者も、だれもが生きる権利を尊重される
ｽめのライフチャンスの条件整備を喚起したい。

yキーワード】

ｶ活者、家族ライフスタイル、ライフチャンス

神原文子
i神戸学院大
w教授）

神原文子
i神戸学院大
w教授）

9 職業と家族

家族は職業・労働を通して所得を得て家族生活を再生産
ｵている。この回では家族と職業・労働をどのように結びつ
ｯて捉えるかを整理する。さらに、時代の推移とともに、職
ﾆと労働とがどのように発展し、そのことが家族にどのよう

ﾈ影響を及ぼしてきたかをみていく。

yキーワード】

E業分類・職業・家族経営・雇用システム・日本型雇用・女

ｫ労働

宮本みち子
i放送大学教
�j

宮本みち子
i放送大学教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 ジェンダーと家族

近代化にともなう「近代家族」の誕生が、ジェンダー関係に
ﾇのような影響を及ぼしたかをみる。また、子育てや介護な

ﾇのケア・ワークに焦点を当てて、ジェンダーの視点からみ
驕B最後に、家族の仕事・時間・お金を、ジェンダーの切り

福ﾅ整理する。

yキーワード】

Wェンダー・性役割分業・家父長制・近代家族・アンペイド・

潤[ク

宮本みち子
i放送大学教
�j

宮本みち子
i放送大学教
�j

11
現代社会と家族スト

激X

家族が体験する家族ストレスに焦点をあて、関連する概念
ﾌ整理をしながら家族がどのようにストレスに向き合い、対

?�ｵていくのかを学ぶ。あわせて、現代の家族が直面し
竄ｷい家族ストレスの社会的背景についてABCXモデル
ﾌ枠組みを使いつつ説明し、理解を深める。

yキーワード】

ﾆ族システA、家族ストレス、ストレス対処戦略、家族危

@、家族生活の二面性

清水新二
i奈良女子大
w教授）

清水新二
i奈良女子大
w教授）

12 家族と病い

病いが決して個人的事柄ではなく周囲をも含めた社会的
ﾈ事柄、とりわけ家族にとってしばしば大きな生活上の出
?魔ﾆなって影響をおよぼすことを確認する。そのうえで病

ﾒ本人と周囲の相互作用について学び、これを家族の生
?ﾉ当てはめて考えるとどうなるかを検討する。

yキーワード】

~求充足の相互規定性、分配正義、疾病利得と病者役
пA共依存、アダルト・チルドレン

清水新二
i奈良女子大
w教授）

清水新二
i奈良女子大
w教授）

13 別れと遺族支援

家族生活に焦点をあわせながら、別れと悲嘆、そしてそこ
ｩらの回復について、自死（自殺）遺族の場合を取り上げ、

ｻの実態、直面する苦悩、課題を理解する。その上でそう
ｵた家族問題への社会的対応一般について学び考える機
?ﾆする。

yキーワード】

r失と悲嘆、曖昧な別れ、封印された死、二死遺族、自殺

ﾎ策基本法

清水新二
i奈良女子大
w教授）

清水新二
i奈良女子大
w教授）

14 人口＝構造と家族

わが国の人口構造は、少産少死という歴史的な転換期の
ﾅ終段階にあるが、「超少子化」といわれる低い出生率の
�ﾔが続いている。このような少子高齢化は社会の様相を
蛯ｫく変えっっある。その実態をおさえ、少子高齢化がマ
Nロレベルとミクロレベルでどのような世代間関係と関わっ

ﾄいうのかを整理する。

yキーワード】

l口高齢化・人口転換・合計特殊出生率・第2の人口転
ｷ・少子化対策

宮本みち子
i放送大学教
�j

宮本みち子
i放送大学教
�j

15 社会政策と家族

家族にかかわる社会政策の構成と、それが家族とどのよう

ﾈ関連性を有しているのか、近年の社会政策の特徴をみ
ﾄいく。また、現代家族が生活保障システムとどのようにか

ｩわりながら変容を遂げ、そこにどのような課題があるのか

�沒｢する。

yキーワード】

ﾐ会政策・家族政策・福祉国家・脱商品化・脱家族化・稼
ｬ手モデル・個人モデル・ジェンダー政策

宮本みち子
i放送大学教
�j

宮本みち子
i放送大学教
�j
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度

科
目
　
　
　
大
学
院
科
目
区
分

科目
Rード 8910510

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 食健康科学 （’　09）　＝　（TV）’

〔主任講師（現職名）　中谷　延二　　（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：小城　勝相　　（奈良岡子大学大学院教授）

）

）

講義概要

　高齢化した日本の社会において「健康」は最も関心の高い課題のひとつである。食生活は人間の生命と活動、健康を支える
　もっとも基本的で重要な生活行為である。本科目ではヒトの健康の基盤となる重要な食品成分を解説し、生活の質“QOL”の向
　上に寄与することを目指した食の科学を論ずる。具体的には食品の機能（栄養機能、嗜好機能、生体調節機能）を概説し、食
　品素材に含まれる各機能を有する成分について解説し、動脈硬化、糖尿病、がんなどいわゆる生活習慣病の予防、食：習慣の
　改善、機能性を発揮する食品（特定保健用食品、機能性食品など）について論究する。あわせて大きな社会的脅威と不安を与
　えた食品の安全性に関する問題と食環境の重要性を論ずる。

授業の目標

　健康を目指した食生活を構築するためには食物（食品）に含まれる成分の基本的機能を理解する。栄養素の化学と機能をを習
　得し、さらに多種類の食材に含まれる微量な非栄養素の生体に有効にはたらく機能成分の理解を目標とする。あわせて嗜好性
　を豊かにする食品成分を知る。

履修上の留意点

　化学と生物学の基礎を学んでおくこと、さらに栄養学、生化学関連の科目を履修していることが望ましい。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間生活のなかで「食」はヒトの健康を支える最も重要な位
置を占める。生命の維持、活動エネルギーの補給に食物

1 食品の機能と健康

（食品）を摂取する。食品には3つの機能（栄養機能、嗜好

@能、生体調節機能）があり、食品に含まれる成分が機能
�ｭ現する。これら機能成分について概説する。

中谷延二
i放送大学教
�j

中谷延二
i放送大学教
�j

【キーワード】

食品の機能、栄養機能、嗜好機能、生体調節機能、特定
保健用食品

糖質（炭水化物）は主としてエネルギー源としてはたらく。日

常的に摂取する穀類、イモ類、豆類に多く含まれるデンプ

ンが主なエネルギー源である。糖質は単糖類少糖類（オリ
ゴ糖）、多糖類に分類され、それぞれの有効な機能を紹介 中谷延二 中谷延二

2 糖質の科学 する。消化、吸収、代謝機構を述べ、エネルギー産生機構 （放送大学教 （放送大学教
を解説する。 授） 授）

【キーワード】

糖質、単糖類、少糖類、多糖類、グルコース、デンプン、オ

リゴ糖、食物繊維、エネルギー産生

脂質は水に不溶で、有機溶媒に溶解する脂溶性食品成分
である。高エネルギー栄養素である。脂質を構成する脂肪

3 脂質の科学

酸類の化学的特性を述べ、脂質の酸化反応および生合成
o路を解説する。脂質の消化、吸収機構、機能についても
qべる。

中谷延二
i放送大学教

中谷延二
i放送大学教

授） 授）

【キーワード】

脂質、脂肪酸、不飽和脂肪酸、コレステロール、過酸化脂
質

一一@8一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講＝師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

タンパク質は生命を維持する上で重要な機能を担う。タン
バク質を構成するのは20種類のアミノ酸であり、グリシンを

除くとすべてL型と呼ばれる立体構造を持つ。地球生命に 小城勝相 小城勝相

4 タンパク質の科学
おけるL一アミノ酸の起源からタンパク質の構造、酵素反応、

@能について解説する。

（奈良女子大

w大学院教
（奈良女子大

w大学院教
授） 授）

【キーワード】　　　　　　　　　　　’

L一アミノ酸、必須アミノ酸、タンパク質、酵素、ヘモグロビン

これらは体内では合成できず、食物から摂取する必要のあ
る栄養素である。ビタミンは、化学的性質はそれぞれ異なる
が、すべて微量成分で、生命の維持夕調節に不可欠な役割

5
ビタミンとミネラルの

ﾈ学

を持っている。ミネラルは1日あたり100mg以上摂取すべき
}クロミネラルと必要量がそれ以下のミクロミネラルに分類
ﾅきる。体の中で1kgも存在するカルシウムから、極微量し
ｩ存在しないセレンやコバルトまで多彩である。これらの化
wと機能を解説する。特にカルシウムの機能と骨の健康に

小城勝相
i奈良女子大

w大学院教
�j

小城勝相
i奈良女子大
w大学院教
�j

ついて解説する。

【キーワード】

ビタミン、ミネラル、カルシウム、鉄、コバルト、セレン

「おいしさ」は食品、ヒト、環境などの因子によって決定され

6
嗜好成分の科学
≠關ｬ分の科学

る。それらの相互関係を概説するとともに、食品由来因子の
ﾐとつである「香り成分」を取り上げ、ヒトが香りを感知するレ

ｭみ、食品由来の香り成分、調理過程で生成する香り成分
ﾌ化学的特性および機能性について論じる。

菊崎泰枝
i大阪市立大
w大学院准
ｳ授）

菊暗泰枝
i大阪市立大
w大学院准
ｳ授）

【キーワード】

おいしさを決定する因子、香り成分、香り成分の生成

食品に含まれる船繰成分は、食品のおいしさを決定する最

7 呈味成分の科学

も重要な食晶由来因子である。ヒトが味を感知するしくみを
T説し、三味成分（甘味、塩味、酸味、苦味、うま味の5基

{味、および辛味、渋味）の化学的特性と機能性について
_じる。

菊暗泰枝
i大阪市立大
w大学院准
ｳ授）

菊崎泰枝
i大阪市立大
w大学院准
ｳ授）

【キーワード】

甘味、塩味、酸味、苦味、うま味、辛味、渋味

食品に含まれる色素は構造上、ポルフィリン系、カロチノイド

8 食品色素の科学

系、ララボノイド系などに分類できる。それぞれについて化

w的特性、機能性について論じるとともに、褐変など食品の
ﾛ存、加工、調理過程で生じる色素についても解説する。

三崎泰枝
i大阪市立大

w大学院准

三三泰枝
i大阪市立大

w大学院准
教授） 教授）

【キ「ワード】

ポルフィリン系色素、カロチノイド、フラボノイド、褐変

地球上のほとんどの生命は酸素を使ってエネルギーを得て
いる。エネルギーを使って生命は高い秩序を維持すること
ができる。さらに環境汚染物質や医薬品などは肝臓で酸素
を使った酸化反応によって解毒しているし、体内に侵入し

9
生体内酸化ストレスと

ｾ病

た病原菌などは酸素を使って殺している。一方、酸素は細

E内で活性酸素になって、老化、癌、動脈硬化などいわゆ
髏ｶ活習慣病を引き起こすと考えられている。あとで述べら
黷髏ｶ活習慣病との関連において、望ましい酸化と望ましく

ﾈい酸化、両方について化学的に解説する・

小城勝相
i奈良女子大
w大学院教
�j

小城勝相
i奈良女子大
w大学院教
�j

【キーワード】

酸化ストレス、ATP、恒常性、ラジカル反応、活性酸素、生

活習慣病
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第9章でのべた、望ましくない酸化、即ち、活性酸素によっ

て起こると考えられる生活習慣病の食による予防について

活性酸素による生活 解説する。 小城勝相　、 小城勝相

10 習慣病と食による予㍗ （奈良女子大 （奈良女子大

防 学大学院教 学大学院教
【キーワード】 授） 授）

活性酸素、動脈硬化、メタボリックシンドローム、生活習慣

病、抗酸化系食品、特定保健用食品、コレステロール、高
血圧

糖尿病は戦後急速に増加し、その予備軍まで含めると40歳

以上の国民3人に1人に達する。急増の主因は、食の欧米
化と身体活動量の低下である。糖尿病は血糖が上昇する

11
糖尿病の食による予
hと是正

疾患であるが、自覚症状がないまま進行し、網膜、腎臓、神
oの障害、動脈硬化疾患などの合併症を発生させ、患者の生命と生活の質を脅かす。食事は、運動・薬物療法と並ぶ糖尿病治療の三本柱であり、量とバランスが考慮された

恃A病の食事療法は、すべての生活習慣病の予防・治療の基本となる。

曽根博仁（お

モﾌ水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学
､究院准教
�j

曽根博仁（お

モﾌ水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学
､究院准教
�j

【キーワード】

肥満、インスリン、HbAlC、食事療法、運動療法、食品交i換
表、管理栄養士

食は健康の源であり、その量とバランスの乱れはさまざまな

生活習慣病に結びつく。特に動脈硬化による脳卒中と心臓
病は日本人の死因の三分の1を占めるが、糖尿病と共に、この動脈硬化を強く促進する脂質異常症（高脂血症）と高

曽根博仁（お 曽根博仁（お

12
動脈硬化の食による
¥防と是正

血圧の進行においても、身体運動と並び食習慣が深く関与している。現代に生きる我々は、これらの生活習慣病に対応するために、その食生活を根本的に見直すことが求めら 茶の水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学

茶の水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学

れる。 研究三冠教 研究三四教
授） 授）

【キーワード】

LDLコレステロール、　HDLコレステロール、トリグリセリド、血

圧、生活習慣病

メタボリックシンドロームとは、放置されがちな初期の高血

・糖・高血圧・脂質異常症（高脂血症）が、肥満を背景に同一

人に重なり、動脈硬化疾患が多発する状態である。その根

13

メタボリックシンドロー

?ﾆその他の生活習
ｵ病の食による予防
ﾆ是正

本的原因は、過食と運動不足によるエネルギーバランスの
垂黷ﾅあり、解決には生活習慣の是正が必須である。他に
焜Aルコール性肝疾患、痛風、一部の癌などについても食生活との関連が指摘されている。一方、科学的根拠が薄い

注N食品の氾濫も問題になっており、消費者側も科学的エビデンスに基づく適切な判断が必要である。

曽根博仁（お

モﾌ水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学
､究院准教
�j

曽根博仁（お

モﾌ水女子
蜉w人間文
ｻ創成科学
､究院准教
�j

【キーワード】

リスクファクター、診断基準、内臓脂肪、インヌリン抵抗性’

食の安全について、刹那的な情報に振り回されて不安を感

14
わが国で頻発する食

i由来疾患

じる者が非常に多い。本講義では、消費者として注意すべ
ｫ食品由来疾患を患者数に基づいてランク付けし、各疾患の原因と対策について概要を説明する。

西川禎一（大

緕s立大学
蜉w院生活

西川禎一（大

緕s立大学
蜉w院生活

科学研究科 科学研究科
【キーワード】　　㎏

教授） 教授）

ノロウイルス、カンピロバクター、サルモネラ、腸炎ビブリオ、

下痢原性大腸菌

一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

三冠泰枝
（大阪市立大

学大学院准

15 健康な食生活

摂食の意義、食物の生体へのはたらき（食品成分の機能）
ﾉついて把握する。「何をどのように食べたらよいか⊥に関
ｵ、食生活指針、食事摂取基準、食事のバランス、食事バ
宴塔Xガイドを概説する。これからの栄養学として遺伝子学
�謔闢?黷ｽニュートリゲノミックス（栄養遺伝子学）を語る。 中谷延二

i放送大学教

教授）

ｬ城勝相
i奈良女子大

w大学院教
�j・

]根博仁（お
．授） 茶の水女子

大学人間文
化創成科学

【キーワード】 研究院准教
�j

食品機能、食事摂取基準、食事バランスガイド、遺伝子、

jュートリゲノミックス

中谷延二
i放送大学教
�j
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＝　生活科学II（　・‘　06）＝（TV）

　一住民主体の居住環境整備一

〔主任講師（現職名）・

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

間
林
本

本
小
藤

博文（放送大学湯学長）　　〕

秀樹（千葉大学教授）　　　〕
信義（宇都宮大学名誉教授）〕

全体のねらい

居住環境整備は21世紀の日本社会が取り組むべき重要な社会課題の一つである。従来のように行政や

民間のディベロッパーなど供給者側に依存した整備手法は、様々な限界を露呈し近年急速に居住者参加

型のプロジェクトが増えっつある。本講義では、このような住まいづくり、まちづくりに参加する住民

に対し、有効な知識や様々な情報並びに手法を提示し、プロジェクトの推進を支援しようとするもので
ある。2章から8章までが住まいづくり、9章から15章までがまちづくりと2部構成になっている。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

居住者参加の意 集合住宅づくり、並びに居住地環境整備における居 本間博文 本間博文
味 住者参加の意味を解説し、講義全体の狙いを述べる。 （放送大学 （放送大学

2回目以後は、前半を住まいづくり、後半を居住地 副学長） 副学長）

環境整備について論じる。 藤本信義 小林秀樹
（宇都宮大 （千葉大学

1
学名三教 教授）

授） 藤本信義
（宇都宮大

〆 学名誉教
授：）

世界のコープ住 居住者組合（housing　co－operative）による住宅供 小林秀樹 小林秀樹
宅 給は、歓米、カナダで盛んに取り組まれており、そ （千葉大学 （千葉大学

の全体像を概観する。併せて日本の居住者参加型集 教授） 教授）

2 合住宅の位置づけを明らかにする。

海外取材映像を活用する。

日本のコーポラ 日本のコーポラティブ住宅の歴史と特徴を紹介す 本間博文 本間博文
ティブ住宅 る。とりわけ、最近企業やコーディネーター主導の （放送大学 （放送大学

企画型コープが増えてきているが、現地ロケなどの 副学長） 副学長）
3 映像を交えてその実態を解説する。

ゲスト　中林由行氏（NPOコープ住宅推進協議会事務
局長）

スケルトン定借 スケルトン定借マンションは、居住者参加が必須の 小林秀樹 小林秀樹
マンションの事 条件ではないが、通常のコーポラティブ住宅に比べ （千回大学 ．（千葉大学

業プロセス て土地取得のハードルがない分、参加型の事業が大 教授） 教授）

4 半を占める。この新しい住宅供給システムの紹介と

事業プロセスを解説する。

ゲスト　田村響町㈱アークブレイン代表

一一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

居住者参加によ 環境と共生することにより、都市への建物の環境負 本間博文 本間博文
る環境共生住宅 荷を出来るだけ軽減し、出来るだけ良好な状態で自 （放送大学 （放送大学

分たちの居住環境を造ろうとする運動がコープ住宅 副学長） 副学長）

5 と一体となって実現している。居住者参加による環

境共生住宅の現状を紹介する。

ゲスト　甲斐徹郎㈱チームネット代表

コレクテイブハ 家族形態の多様化を受けて生活の一部を共同化する 小谷部育子 小谷部育子

ウジング 住まい方を求めたコ・ハウジング（スウェーデンで （日本女子 （日本女子

はコレクティブハウス）が欧米を中心に定着してい 大学教授） 大学教授）

6 る。現地での取り組みと近年の日本での展開を紹介 小林秀樹
する。 （千葉大学

教授）

住民参加による 公共住宅の建て替えや大規模改修にあたり、居住者 横山俊祐 横山俊祐
公共住宅の再生 参加を重視する動きが出てきている。その背景と課 （大阪市立 （大阪市立

題について事例を交えて考察する。 大学大学院 大学大学院

7
教授） 教授）

本間博文
（放送大学

副学長）

マンション建て 老朽化するマンションの建て替えは今後重大な社会 本間博文 本間博文
替え 問題に発展する可能性が高い。当然居住者参加によ （放送大学 （放送大学

って事業を進められることになるが、参加のあり方 副学長） 副学長）

8 が大きな課題になる。近年の事例を紹介しながら、

今後の取り組みへの指針を探る。

ゲスト　田村三三㈱アークブレイン代表

まちづくりワー・ 参加型まちづくりの手法として、ワークショップは 藤本信義 藤本信義

9

クショップ（1）

Q加型まちづく

閧ﾌ手法

広く適用されるようになっているが、その種類、内

e、適用範囲な多岐にわたっている。まず、ワーク

Vョップとは何かを明らかにしたうえで、米国の事

痰ﾉ学びながら適用の実態を整理し、実際の企画と

（宇都宮大

w名誉教
�j

（宇都宮大

w名誉教
�j

運営方法等について論じる。

まちづくりワー ワークショップが参加型まちづくりにどのように有 藤本信義 藤本信義
クショップ（2） 効なのか、留意点は何か等について、経験してみな （宇都宮大 （宇都宮大

ワークショップ いと実感としてなかなかとらえにくい。そこで、参 学名誉教 学名誉教
10 の実際 加型まちづくりを進めているひとつの事例を採り上 授） 授）

げ、ワークショップの具体的な進め方にふれてもら

い、初歩的な理解に資する。

「つなぎ」の戦 「まちづくりはヒトづくり」であるが、モノつく 藤本信義 藤本信義
略によるまちづ りとコトおこしが連動しているbモノ・ヒト・コト （宇都宮大 （宇都宮大

くり をつなぐことによって活き活きとしたまちづくりが 学名誉教 学名誉教
11 できることを、具体例で提示する。都市農村交流や、 授） 授）

昔と今をつなぐまちづくりについても、その必要性

を明らかにする。

一一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

NPOによるまち 　　　　　　　　　　　　　　ノmPOによるまちづくりへの取り組みが盛んになりつ 藤本信義 藤本信義
づくり つある’ことに焦点をあて、NPOの活動領域をまず概観 （宇都宮大 （宇都宮大

し、実際にまちづくり活動を展開している・NPOの位 学名回教 学名．三教
12 置づけを行う。具体的な事例としては、特定地域の 授：） 授）

まちづくりに関わるNPOと、全国を視野に入れて都
市農村交流を図るNPOの2つを紹介する。

景観に配慮した 欧米に比べて遅れをとってきた我が国の景観行政 藤本信義 藤本信義
まちづくり も、　「景観法」の公布・施行によって、良好な景観 （宇都宮大 （宇都宮大

を国民資産として守り育てることを明らかにした。 学名三教 学名旧教
景観に配慮したまちづくりを行うためには、市民が 授） 授）

13 景観をどのように評価し、どのように行政との協働
を図るべきかを、先進的な自治体の取り組みをもと

に検討する。また、景観規制の厳しいフランスの事
例から、景観計画の視点を学ぶ。

ゲスト　和田幸信（足利工業大学教授）

グラウンドワー 行政依存により身近な居住環境と関わることが希薄 三橋伸夫 三橋伸夫
ク 化してしまった現代社会で、ボランティアなどコミ （宇都宮大 （宇都宮大

ユニティやNPOの力を引き出し、企業や行政と連 学教授） 学教授）

回して身近な居住環境をコミュニティが創造してい

14 く動きをつくろうとするのがグラウンドワークであ

る。1980年代はじめに英国に端を発し日本のみなら

ず世界に広がりつつあるグラウンドワークの考え方
と実践方法を紹介する。

ゲスト　小山善彦（バーミンガム大学講師）

グリーンツーリ 過密な大都市に生まれ育ち、時間に追われてスト 三橋伸夫 三橋伸夫
ズムと農家民宿 レスを抱える都市生活者が増えるにつれて、緑酒か （宇都宮大 （宇都宮大

な田園環境でゆったりとした時間を家族や友人と過 学教授） 学教授）

こすグリーンツーリズムが注目され、こうした人々

15 を引き受け交流するため農家が自らの居住環境を整
える農家民宿が増えつつある。その動きを先進地の

ひとつである英国やわが国の事例を通して紹介しな
がら今後のあり方を探る。

ゲスト　青木辰治（東洋大学教授）

一一一
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事務局　開講

L載欄年度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8910600

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝＝ 生活リスクマネジメント （’11）一　（R）

〔主任講師（現職名）：奈良由美子（放送大学准教授） ）

講義概要
　生活の質を高めるうえで生活リスクを理解し低減することは不可欠である。このととは生活者自身はもちろん、、地域、企業、行政

　といったリスク管理主体を含めた社会全体の課題といえる。本科目では、リスクの様相の局面、リスクの認識の局面、そしてリスク

　への対処の局面から、生活リスクマネジメントの理論と実践についての講義を行う。

授業の目：標

　リスクの増大化・複雑化する現代において、生活上のリスクを把握し管理することが社会的にも求められている。本科目では、喫
　緊の課題ともいえる生活リスクマネジメントについて、知識の提供と実践能力の育成を行うことを目的とす6eその際、生活者自

　身はもちろん、地域、企業、行政といった立場の異なるリスク管理主体の協働までを射程に入れた検討を行いたい。

履修上の留意点
　生活の総合性や現代的課題をまず理解するためにも「生活健康研究（’09）」を履修していただきたい。また、複数の主体の協

　働、そのなかでの生活者の課題については「生活知と科学知（’09）」（学部科目）も履修しておくことが望ましい。

回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
リスク研究へのいざな

｢

科目全体の導入回として、この回では、現代社会にあってリ
Xクを理解しこれを管理することの意義についての問題提
Nを行う。その際に、生活あるいは生活者の視点からリスク
�ﾆらえる本書の立場を示しておきたい。また、リスク研究に

ﾂいての関連学問領域におけるアプローチを紹介する。

yキーワード】‘

潟Xク、生活、生活者、リスク研究、リスク社会、安全と安心

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

2 リスク概念

リスクの本質は不確実性にある。リスクとは何であるかを理

�ｷるためには、リスクの特性と不確実性とのかかわり、ま

ｽ不確実性から生じる評価の問題、認識の問題、さらには
ﾎ応の問題を理解することが必要となる。これらの内容を中
Sに、リスクの定義、リスクの成分といった項目についても見

ﾄいく。

yキーワード】

s確実性、確率、望ましくない結果、頻度、強度、ハザー

h、ベリル、ダメージ

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

3 リスクの実際

この回のねらいは、わたしたちの生活にどのようなリスクがど

ﾌ程度の大きさで存在しているのかを把握することによっ
ﾄ、リスクの様相の局面を理解することである。具体的に

ﾍ、人間の死亡についての統計データをみることで、いくつ
ｩのリスクの大きさをとらえる。また、現代社会および一人の

l間の生活に発生するリスクについての分類を提示する。

yキーワード】

ｽ均寿命、年間死亡リスク、生涯死亡リスク、リスクの分類

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

リスクの本質は不確実性にあり、これに人間の認知能力の
制約が関わることで、リスク情報の処理の過程には認知バイ
アスが生じる。この認知のゆがみが、主観ウスクと客観リスク

4 リスク認知とバイアス

との乖離をうむ。この回では、リスク認知のバイアスとは何か

ﾉついて、具体的ないくつかの認知バイアスをとりあげなが
逅燒ｾする。

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

リスク認知、客観リスク、主観リスク、認知バイアス、ヒューリ

スティック、リスク情報、正常性バイアス

わたしたちはリスクについてのイメージを形成し、そのイメー
ジによってリスクを判断している。ひとびとのリスクイメージと

5
リスクイメージとリスク

ﾌ受容

リスク認知について見ていく。また、ひとびとのリスクの受容の実態とその要因について、もっとも低いレベルでのリスク

�eすなわちゼロリスク要求にも言及しながら考える。

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

リスクイメージ、リスクの認知地図、リスク受容、便益、自発
性、ゼロリスク

リスクについての認識はひとによって違う。これは、各個人
レ

がおかれている社会的コンテクストが異なるためである。こ

6 社会のなかのリスク

の回では、リスクに対する見方や考え方がどのように社会的
ﾉ構成されるのかについて考える。日本におけるリスク観の
ﾁ徴やその背景にも触れる。

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

社会的コンテクスト、個体的要因、文化的・環境的要因、国
際比較、日本人のリスク観

リスクを低減するための管理手法であるリスクマネジメントに
関して、その意義と基本を提示する。リスクの分析や評価、・

リスク処理の手法を含む具体的なリスクマネジメントプロセス

7
リスクマネジメントの

軏{

について述べる。また、生活者が自らの生活にリスクマネジ

＜塔gを導入する際の留意点や積極性についても言及す
驕B

奈良由美子
i放送大学湯
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

コスト、PDCAサイクル（PDSサイクル）、リスクマネジメント
プロセス、リスク分析、リスク評価、リスク処理技術

あるリスクについて立場の異なる複数の主体が関係すると
き、リスクについての問題解決が困難iになることが多い。リス

8
リスクコミュニケーショ

クに対する考え方や意見の違いがあるとき、リスクコミュニ
Pーションが必要となる。この回では、リスクコミュニケーショ’ンについて、その意義と基本的な方法を考える。 奈良由美子

i放送大学湯
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

リスクコミュニケーション、生活者、専門家、専門家バイア

ス、欠如モデル、相互作用プロセス

わが国は世界有数の自然災害国である。自然災害は生活
に大きな損害をもたらす。この回では自然災害について、

9 自然災害

その様相、認識、対処の局面を考える。とくに地震災害に

ﾅ点をすえながら、社会と生活者にとっての対処の方法と
ﾛ題を検討する。

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】げ

自然災害、地震、公助、自助、共助、時間
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 犯罪

わが国の安全神話の崩壊が指摘されて久しい。この回で
ﾍ、生活の安全・安心を脅かす犯罪について、リスクの様
梶A認識、対処の局面からアプローチする。具体的には、

ﾆ罪の認知件数や被害状況等から犯罪の実際をおさえる
ﾆともに、生活者の体感治安と犯罪不安の様子を見ること
ﾅ、犯罪に対する安全と安心の阻害状況を理解する。その
､えで、犯罪への対処の方策について考えていきたい。

yキーワード】

ﾆ罪、認知件数、犯罪被害、体感治安、犯罪不安、犯罪
ﾒ、ターゲット、環境、地域

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

11 製品安全

科学技術が進展し消費者のニーズも多様化する現代社会
ﾉあって、さまざまな製品が開発・販売され、生活の利便性

�bﾟている。同時に、その使用による被害も指摘されてい
驕Bこの回では、日常生活で使用する製品をとりあげ、事故

笏孖Q実態を見たうえで、製品安全に対する生活者の認
ｯをおさえ、さらにこれへの対処を行政、事業者、そして消

?ﾒの立場から考えていく。

yキーワード】

ﾁ費者、製品事故、製品評価技術基盤機構（NITE）、警告
¥示、消費生活用製品安全法、製造物責任法（PL法）、責

C、誤使用と正常使用、製品の不確実性

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

12 食品安全

食の安全・安心に対するひとびとの関心は高い。この回で
ﾍ食品の安全性について、客観的な様相を具体的なデー
^によっておさえ、これとひとびとの主観的な認識との差が
ﾇうであるか、さらにはその差の要因は何かを考察する。総
ｶて、現代社会にあってわたしたちが食品リスクに向かい合

､たφの手がかりを考えていきたい。

yキーワード】

Hの安全・安心、食中毒、食品添加物、食品安全委員会、
aSE問題、遺伝子組換え食品ぐ中国製冷凍ギョーザ事件、

}スコミ報道

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

一奈良由美子

i放送大学准
ｳ授）

13 信頼とリスク

現代社会においてリスクを考えるとき、重要な分析概念の
ﾐとつとなるのが「信頼」である。この回では、まず信頼の意

｡ならびに生活の安全・安心と信頼との関わりをおさえる。
ｻのうえで、リスクをめぐる複数の主体のあいだで信頼を構

zすることの意義と可能性について、主要モデルや具体的

沫痰�ｦしながら考えていく。

yキーワード】

M頼、生活の外部依存、安全の外部依存、伝統的な信頼
cfル、主要価値類似性モデル、専門的能力、姿勢、誠実
ｳ、参加の重要性、第三者、

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

14
生活者の主体性とリ

Xクガバナンス

この回では、生活者がリスク社会に主体的に関わることの意

`と可能性を検討する。具体的には、ソーシャル・キャピタ
汲ﾌ醸成とリスクガバナンスの展開をとりあげ、そこに生活

ﾒが能動的に参加することでもたらされる新たなリスク対処

糟ｹや問題解決手法について検討していく。

yキーワード】

蜻ﾌ性、参加、ソーシャル・キャピタル、信頼、ネットワーク、

ﾝ酬性の規範、リスクガバナンス、フレーミングの多角化

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准
ｳ授）

15
安全と安心、そして信

鰍ﾌ構築にむけて

これまでに現代社会における生活リスクについて、その様塞相、認識、対処の局面から述べてきた。最終回では、それら

ﾌ内容を①ゼロリスクを前提としない実際的なリスクマネジメ

塔gの導入、②安全に裏付けられた安心の実現、③生活者
ﾌリスク管理の主体としての復権の観点から総括すること

ﾅ、本書全体のまとめを行う。

yキーワード】

潟Xクマネジメントのクライテリア、ゼロリスク、安全と安心、不

ﾀ、生活全体への満足、主体性、セルフエンパワメント、信

奈良由美子
D（放送大学准

ｳ授）

奈良由美子
i放送大学准

ｳ授）
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8910570

履修

ｧ限
無

単位
2

L・H
］

科目名（メディア）　＝・ 健康科学の史的展開 （’　10）＝　（TV）

　　　　　　　〔主任講師（現職名）：多田羅浩三（放送大学教授）　　　　　　　〕

　　　　　　　〔主任講師（現職名）：高鳥毛敏雄（関西大学教授）　　　　　　　〕

講義概要

　平均寿命世界一の社会は、世界一多様な健康状態の人たちが生活する社会であり、そのような社会が求あている新しい科学
、の役割こそ、腱康科学」が担わなければならないか。そうした課題に対し、歴史的な視点に立って、講義ではヒポクラテス以来

　の人類の医学のあゆみ、また人々の健康を支える制度の構築に先駆的な取り組みをすすめてきたイギリスのプライマリケア・シ

　ステムの発展の系譜や現状、またわが国の現代の地平について学ぶ。そして健康科学の新しい展望について、21世紀の健康
　科学が、人々の多様な健康状態を支える科学として、どのような課題に直面し、どのような方向に向かっているのか、考えたい。

授業の目標

　「健康科学」が、どのような道を歩んで築かれてきたのか、現在どのような地平にあるのか、21世紀にどのような方向を展望すべ

　きか考察することによって、人々の保健、医療を担う専門職の人たちが、高齢社会の中で直面する今日の人々の多様な健康課
　題に対し、より広く、より長期の展望のもとに、より自立的な対応をすすめることができるよう、見識を培って欲しい。

履修上の留意点

　健康科学は、対象とする領域が非常に広い。これに対し、歴史的な視点や海外の経験に学ぶという観点から、アプローチして
　欲しいという考えから、本講義では、健康科学の原点である医学の歴史、社会保障制度の母国とされるイギリスのプラマリケア発

　展の系譜、現状を最初に取り上げることにした。そのことに留意して履修いただきたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

1

1．医学の歩み
P．ヒポクラテスの医

w

西洋医学の父といわれ、四神アスクレピオスを奉じて活躍し
ｽ、ヒポクラテスの医学の、症状の観察、液体病理学、瘡気
_という方法と考え方、またヒポクラテスの医学を継承したローマ時代の医師、ガレノスの生気論を中心に、その内

e、特徴について学び、西洋医学の原点を確認したい。

yキーワード】

qポクラテスの医学，症状の観察，液体病理学，二巴論，生

C論

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

2
2．液体病理学・瘡気

_

人間の発見をモットーとする、ルネッサンスという時代を迎

ｦ、ヴェザリウスの解剖学が生まれ、ハーベイ、ラマッツィー

�Aモルガー二、ビシャー、シュヴァン、ウイルヒョウらによっ

ﾄ刻まれた、ヒポクラテスの液体病理学から細胞病理学へ
ﾌあゆみを通じて得られた、人間の疾病の本態についての
揄�Aその特徴について考えてみよう。またヒポクラテスは〆

�Cが悪いから病気になる，環境が悪いから病気になると
lえた。この瘡気論との闘いに，最初に名乗りをあげたの
ｪ，ジョン・スノーである。スノーがどのような手法によって、

結C論の世界を突破する地平を開いたか学ぶ。
yキーワード】

�U学，血液循環論、働く人々の病気、一般解剖学、細胞
a理学，コレラへのたたかい

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

3
3．瘡気論・症状の医

w

パスツールによる免疫学、コッホの細菌学、フレミングによる

R生物質の発見によって、痒気論への挑戦がすすみ、ナイ
`ンゲールの新しい病院機能、看護学校の創設ペッテンコーフェルの衛生学によって瘡気論が継承された。それら

ﾌ実践の中ですすめられてきた疾病への闘いのあとをたど

驕Bヒポクラテスの医学において、最も重視された手法は症

�ﾌ詳細な観察と記録である。産業革命を背景に登場して
ｫた病院を舞台に区分収容という方法を取り入れ、ブライト

ｪ症状の中に疾病を発見するという診断学の手法を明らか
ﾉした。診断学を教える場所として病院附属の医学校が創
ﾝされ、現代の医学を担う医師が養成されてきた。
yキーワード】

ﾆ疫学，細菌学，抗生物質，看護学校，衛生学、病院、区

ｪ収容、診断学

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授〉

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

@　　／
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

4

H．イギリスのプライ

}リケアの歩みに学
ﾔ4．人々の健康を支

ｦるシステム

イギリスでは、1911年の国民健康保険制度の制定以降、公

O衛生、一般医の医療の上に、病院の医療が重ねられるよ
､、プライマリケアの管理システムをどのように構築するか、

P948年置国民保健サービスの実施を経て、100年に近い取
闡gみがすすめられ℃きた。現地にオックスフォードシャー・

vライマリケア・トラストを訪問し、話を聞いた。システム構築

ﾌ歩みについて学び、トラストの現状や成果、課題につい

ﾄ紹介したい。

yキーワード】

走ｯ健康保険制度、国民保健サービス、ドーソン報告、国
ｯ保健サービス・地域ケア法，プライマリケア・トラスト

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

5
5．人々の健康を支

ｦる施設

プライマリケアの中核を担っているヘルスセンター、地域ケ

Aの拠点施設として幅広い役割を果たしているコミュニ
eィ・ホスピタル、多様な住民を対象とした母子保健事業の
駐_となっている小児センター、在宅ケアを受けている難

aの子どもたちのためにかけがえのない役割を担っている
ｬ児のホスピス、これらの施設が、人々の身近にあって、広

ｭイギリスの人々のプライマリケアを担っている。オックス

tォードに設置されている、これらの施設を訪問し、話を聞

｢た。これらの施設の発展の系譜について学び、施設の役
р笂ﾁ徴について紹介したい。

yキーワード】

wルスセンター，コミュニティ・ホスピタル，小児センター，子

ﾇものホスピス

多田羅浩三
i放送大学・
ｳi授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

6
6．人々の健康を支

ｦる多様な専門職

疾病のみではなく健康状態を診るという理念のもとに活躍し
ﾄいる一般医、また地域の健康課題のよき相談相手として
?�ｵてきた保健師、ナイチンゲール以来の伝統をもち、
ﾝ宅ケアを担っている地区看護士など、多様なる保健専門
Eによって、イギリスの人たちの健康は支えられている。
Iックスフォードを訪問し、これらの専門職の人たちに会っ

ﾄ、話を聞いた。プライマリケアを担う専門職の人たちの発
Wの系譜について学び、彼らが担うサービスの現状や特徴

ﾉついて紹介したい。

yキーワード】

齡ﾊ医、保健師、地区看護師、地区新生児臨床看護師

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

7

皿．現代の地平
V．現代社会の健康

ﾛ題

明治期に入り、産業化をすすめる中で、貧困問題、労働者
ﾌ健康問題、不衛生の問題が生じてきた。これに対するた
ﾟに社会制度が整えられ様々な健康課題を克服してきた。

sx経済成長期には公害などの環境汚染問題が課題と
ﾈった。近年は生活習慣病が健康課題として大きな課題と
ﾈっている。生活習慣病に対するには制度を整えるだけで
ﾍなく、人々が主体的に健康を守る社会づくりが大切となっ
ﾄきている。ヘルスプロモーションが社会運動として進めら
黷ﾄきている理由もここにある。明治時代からの健康課題の
цﾚを学び、現代社会における健康課題の現状を三三し、
ｻれに対する社会のあり方や重視されている考え方につい

ﾄ学ぶ。

yキーワード】
V然痘，コレラ，結核，脳卒中、がん、生活習慣病、メンタ

激wレ　ヘレ　　ロ　一ぐ　’

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

わが国は多産多三型からは少産少死型の社会になってき
ている。人口政策、母子保健の対策は、社会、国家の存亡

に関わる重要な問題である。人口政策、母子保健活動の
歩みを振り返ってみる。人口政策の点からは合計特殊出生
率が低下し、少子化に対する対策が課題となっている。母

8
8．人口政策と母子保 子保健領域においては、乳児死亡率、妊産婦死亡率は大

揩ﾉ改善しているが、子育て支援、乳幼児に対する虐待防
~対策、発達障害者に対する支援など、新たな難iしい課題

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

に対する対策が求められてきている。これらについて学ぶ。

【キーワード】

人口政策、乳幼児死亡、合計特殊出生率、保健師、保健
所、母子保健法、地域保健法、自治体

農耕、狩猟生活をしていた人々の中から鉱工業の労働者と
して生活する者、また工場労働者、勤務者、自営業者など
として働らく人々が登場してきた。働らく人々の健康問題は

現代社会におけるの重要な健康課題となっている。労働と

9
9．労働者に対する

注Nへの挑戦

健康、職場と健康について歴史的経過及び労働者の健康
ﾛ護制度を理解する。働く人々の健康管理体制、健康増
i対策、また労働災害、職業病、作業関連疾患の予防を取

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

り巻く状況について考える。

【キーワード】

農耕社会，労働者，勤務者，自営業者

先進国における「都市と健康」の歴史を振り返ってみる。都

市の健康問題は労働者人口の増加により生じてきている。
都市には商人、様々な自営業者、労働者が存在し、現在フ
リーター、ネットカフェ難i民、ホームレスなどの不安定生活

者の健康管理も課題となっている。欧米諸国の大都市には

10 10．都市と健康

移民などの外国人の問題が大きい状況にある。HIV感染
ﾇ、薬物汚染、多量飲酒者、暴力・虐待などの問題も生じ
ﾄいる。社会的な要因を踏まえた都市の新たな健康運動が
iめられている。都市と健康について歴史的な流れの中で

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

現代社会における都市と健康について学ぶ。

【キーワード】

都市、不安定就労者、結核問題，HIV感染者，ホームレス、
移民、ヘルシーシティーズ

わが飼の健康危機管理体制としては、保健所体制の中で
食品・環境衛生、母子保健、結核対：策が進められてきた。

しかし、地域保健法が成立してから、阪神淡路大震災など
の自然災害、腸管出血性大腸菌0157の流行、バイオテロ
の脅威、SARSや新型インフルエンザなどの新感染症の発

11 11．健康の危機管理

生に際し、国民の健康を保護するための公衆衛生制度の
ﾄ構築が課題となってきている。ここでは、わが国のこれま

ﾅの健康危機事例に基づき、健康危機管理体制の現状や
ﾛ題について紹介する。また、イギリスにおける新たな健康

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

危機組織について学ぶ。

【キーワード】

伝染病対策食品衛生，環境衛生，自然災害、大腸菌
0157、バイオテロ、SARS、食品安全、新感染症
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人々の健康を支えるため事業は、社会の様々な組織や団
体の人々によって実施されている。健康を支える事業は、

保健所、自治体、地域医師会などに属する医師、歯科医
師、薬剤師、保健師、看護師、栄養士、理学療法士などの

12
12．人々の健康を支

ｦる事業

専門職の人々によって担われている。学校や事業所にお
｢ても健康事業が行われている。また、地域の健康づくりに

ﾖわる市民組織や地域組織の活動も重要である。人々の

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）

高鳥毛敏雄
i関西大学・

ｳ授）
健康を支える事業について紹介する。

【キーワ弘ド】

健康支援、医療保健専門職，専門職団体，民間団体，自

助組織公衆衛生活動

現代の公衆衛生は、産業革命を背景とした人口の都市へ
の集中と国際的な経済交流の発展を背景とした感染症の
流行という事態に直面して生まれた社会の制度である。フラ

13

IV。21世紀の展望
P3．公衆衛生の役割

ﾆ展望

ンクやチャドウィック、ラムゼイ、シモン，長与専斎らの活躍に

謔ﾁて構築されてきた、公衆衛生の伝統について学ぶ。とく

ﾉ社会の関与が人々の健康に対し、どのような地平を開い
ﾄきたかについて考える。

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

【キーワード】

フランク，チャドウィック，ラムゼイ，シモン，長与専斎、社会

の関与，4つの地平

西洋医学は、人類の疾病への闘いに大きな成果をあげて
きた。その現代の優等生は日本である。1986年には男女
ともに平均寿命世界一の記録を達成した。そのような実績

にもかかわらず、わが国の生活習慣病による死亡数は激増
している。平均寿命世界一の社会は、最も多様な健康状態

14

14．健康日本21の開
ｭ地平一制度と知
bをつなぐ一

の人たちが生活している社会である。結果として、人々の生

?K慣、医療保険制度、保健事業や福祉事業のあり方が
ｵしく問われている。現代の健康科学は、新たな展開を厳
ｵく求められているといえる。そのような状況の中ですすめ

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

られている、健康日本21の推進、特定健診・保健指導実施

の意義について考える。

【キーワード】

平均寿命世界一，生活習慣病，医療保険制度，保健事
業，健康日本21、特定健診・保健指導

人類の歴史の中で生まれ発展してきた制度の中で、とくに
イギリスの歴史にみられる、陪審制度、議会制度、大学、修

道院の解体と救貧法、プロクェッションの誕生などにフォー
カスをあてて、長い歴史の中で人々の社会を支える制度が

15
15．社会を支える制

xの歩みと展望

築かれてきた歩みについて学ぶ。そして講義の最終回とし
ﾄ、21世紀の今日、社会を支える制度のあり方について、
ﾐ会保障の母国といわれるイギリスにおける歩みから何を

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）

多田羅浩三
i放送大学・

ｳ授）
学ぶか、何を展望するか考えたい。

【キーワード】

陪審制度，議会制度，大学，救貧法，プロクェッション，社

会の制度，人々の知恵
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
、
コ
ー
ド 8910553

履修

ｧ限
有

単位
2

科目名（メディア）＝ 精神医学三論 （’10）＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）：石丸昌彦（放送大学教授）　　　　　　　　〕

〔主任講師（現職名）：仙波純一（さいたま市立病院精神科部長）　〕

講義概要

　精神医学は、頭や心の働きの変調や障害に関する知識の集夫成であり、精神疾患の診断や治療のあり方を検討する深くて広
　い学問である。本科目は臨床心理士養成コ・・・・・…ス大学院の科目であるので、専門的な医学的な知識がなくとも理解できるよう工

　夫がなされている。今日見られる代表的な疾患を広くとりあげて事例をあげつつ紹介し、診断ばかりでなく治療の基本的な流れ
　を解説することに力点が置かれている。

授業の目標

　主な精神疾患について、症状・経過・診断・治療など基本的なことがらを正しく理解習得する。そのことを通じ、精神障害をもつ

　人々がどんな困難を抱えているかを知るとともに、適切な援助を行うにはどうすればよいか具体的に工夫できる力を養う。また、

　医学・医療において精神医学が担っている役割を理解し、今日の社会において精神障害者福祉が抱えている課題や将来展望
　を自ら考える姿勢を身につける。

履修上の留意点

　あらかじめ学んでおく科目として特に指定するものはないが、日頃から健康や医学の問題に関心を持ち、家庭医学書や新聞・
　書籍などを通じて心身の健康についての基礎知識を養っておくことが望ましい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

医学において精神医学の占める位置を確認しつつ、精神

1 精神医学とは何か

医学の歴史と現状を展望する。精神症状を把握するため
ﾌ面接法、臨床検査法、診断法についての基本的な考え
福�wぶ。

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

【キーワード】

精神医学、従来診断、DSM－IV、　ICD－10

従来の診断名では逐うつ病と呼ばれる気分障害をとりあ
げ、その疫学、症状、推定されている成因などについて学 仙波純一 仙波純一・

④

ぶ。今日の精神医療において最も重要なテーマのひとつ （さいたま市 （さいたま市

2 気分障害（1） である。 立病院精神 立病院精神
ぎ

科部長） 科部長）

【キーワード】

気分障害、躁うつ病、うつ病

気分障害の治療法を構成する薬物療法と精神療法の役
割を述べる。抗うつ薬・気分安定薬など主な治療薬の特徴 仙波純一 仙波純一
と注意点、精神療法の基本原則のほか、電撃療法や認知 （さいたま市 （さいたま市

3 気分障害（2） 療法などにも言及する。 立病院精神 立病院精神
科部長） 科部長）

【キーワード】

抗うつ薬、気分安定薬、認知療法

／
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 統合失調症（1）

かつて精神分裂病と呼ばれていた統合失調症は、現在で
熕ｸ神医療の大きな課題である。その概念、疫学、症状、

f断基準、成因仮説、最近の動向などについて学ぶ。

yキーワード】

搓㍽ｸ調症、精神分裂病、ドーパミン仮説

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

5 統合失調症（2）

統合失調症の治療法すなわち、薬物療法、精神療法、作
ﾆ療法、SSTなどについて述べる。抗精神病薬の作用・副
?pと使用の意義を理解するとともに、疾患の特徴を踏ま
ｦた援助のあり方について考える。

yキーワード】

R精神病薬、作業療法、SST

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

6
不安障害と関連事項
i1）

従来の診断名では神経症と呼ばれる疾患群を不安障害と
ｵてとりあげ、その主なものについて、疫学、症状、治療法

ﾈどを述べる。本章ではパニック障害、強迫性障害、恐怖
ﾇなどを扱う。

yキーワード】

_経症、不安障害、パニック障害、強迫性障害、恐怖症

石丸昌彦
i放送大学教
�F）

石丸昌彦
i放送大学教
�j

不安障害と関連事項
i2）

第6章に続き，不安障害と関連事項について学ぶ。本章で
ﾍヒステリー、適応障害、心的外傷後ストレス障害（PTSD）

ﾈどに焦点を合わせ、ストレスと心の健康の関係について
熏lえる。

yキーワード】

qステリー、転換性障害、解離性障害、適応障害、心的外
搆繝Xトレス障害（PTSD）

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

8
身体疾患による精神

瘧Q

身体疾患にともなって生じる精神障害は、精神医学におい
ﾄはきわめて重要なテーマである。代表例を通じてその特
･を学び、現代における意義を考える。てんかんについて
煌ﾈ単に言及する。

yキーワード】

ﾇ状性精神病、器質性精神病、てんかん

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

9 小児期の精神障害

小児期に明らかとなる広汎性発達障害、学習障害、注意
㈱ﾗ起動性障害などについて述べる。これらの障害は今
咊獄ﾚを集めており、正しく理解することが必要である。

yキーワード】

ｭ達障害、広汎性発達障害、自閉性障害、学習障害、注

ﾓ欠陥多彩性障害（ADHD）

市川宏伸
i東京都立
~ヶ丘病院院
ｷ）

市川宏伸
i東京都立
~ヶ丘病院院
ｷ）

10
思春期・青年期の精

_障害

思春期・青年期にはさまざまな精神障害が発症・顕在化す

驕Bその中で特にこの時期に特徴的な疾患としてパーソナ
潟eィ障害と摂食障害をとりあげ、概念、症状、診断、治療

ﾈどについて学ぶ。

yキーワード】

pーソナリティ障害、摂食障害、神経性無食欲症、神経性

蜷H症

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教

�j
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回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 壮年期の精神障害

壮年期の精神障害は、職場や家庭での社会的責任やスト
激Xと関連するものが多い。本章では心身症とアルコール
ﾋ存症をとりあげ、その概念や症状について学びつつ今
冾ﾌ現状を展望する。

yキーワード】

S身症、アルコール依存症、物質関連障害

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

12 老年期の精神障害

わが国が直面している超高齢化社会では、高齢者の心の
苧�ﾍきわめて重要な課題である。本章では老年期認知
ﾇを中心に、老年期の精神疾患の特徴や注意点を学ぶ。

yキーワード】

V年期認知症、アルツハイマー型認知症、血管性認知
ﾇ、うつ病

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

13 精神科治療（1）

精神科治療薬の種類とその推定される作用機序について
qべる。個々の治療薬の特徴を知るとともに、精神科の薬
ｨ療法において注意すべき点を学ぶ。　　　　　　　・

yキーワード】

?ｸ神薬、臨床試験、EBM

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�j

14 精神科治療（2）

精神科面接の基本的な進め方について学び、面接そのも
ﾌが持つ治療効果について理解する。また、精神疾患の
ﾁ徴に応じた精神療法のあり方について、いくつかの例を
ﾊして理解する。

yキーワード】

ｸ神科面接、心理教育、疾患に応じた精神療法的配慮

石丸昌彦
i放送太学教
�F）’

石丸昌彦
i放送大学教
�j

15
日本の精神医療の

ｻ状

日本の精神医療の歴史と現状を行政・法律や社会意識の
ﾊから検討する。本人の同意なしに治療を行う場合の人権
ﾛ護の問題や、精神障害者の社会復帰を支える援助のあ
阨福�ﾜむ。

yキーワード】、

ｸ神保健福祉法、強制入院、患者の人権、社会復帰

石丸昌彦
i放送大学教
�j

石丸昌彦
i放送大学教
�F）
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事務局開講
L載欄年度 2009年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8910537

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 看護ケアの倫理学 （’　09）一　（R）

〔主任講師（現職名）：高和絹子（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：山本則子（東京医科歯科大学教授）

〕
ノ
〕

講義概要
　近年、’医学や科学技術が進歩するなかで、医療における倫理的課題への関心は、先端的医療や医療事故等の問題に止まら
　ず、また、医療従事者や医療を受ける患者や病弱者だけでなく、一般の人々の間にも高まっている。それは、医療は予防から
　急性期・慢性期治療、リハビリテーション、さらにターミナルに至る人生のあらゆるステージで、人々の生老病死に密接に関わり
　をもち、QOLに深く関連しているからである。現実的な健康課題や医療的ニー・一・一ズを満たすために・そこに生ずる倫理的謬題を

　理解して看護ケアを提供することである。本科目では、医療倫理の原則、看護倫理の課題を理解し、一人一人がどのよっに判断

　し、看護ケアを提供することが必要かについて考察する。

授業の目標

伊勢翼鱗編羅羅轟講翁藷費擁欝欝糠蝦嫉弾指難壁
　常生活を取り巻く環境や制度・政策の状況等に深く関連していることを理解する。できるだけ事例を多く取り上げるとともに、理

　論的な検討を行うことを目指す。

履修上の留意点
　医療倫理、看護ケアの倫理的課題の特質から、個々の倫理的課題に対応する明確な解答を求めるのではなく、同士をめぐる
　様々な状況を含めて、アセスメント能力、判断能力を高めるのが重要であることを理解する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
看護ケアの特質と看

?ﾏ理

保健医療福祉の場においては、cure（治療）とcare（ケア）が

ｼ輪となって機能することが重要である。しかし、治療や療
{生活の方針をめぐって、患者・クライアント、医師や他の
Xタッフ、あるいは家族との間に意見の違いが生じ、さまざ

ﾜな問題や倫理的課題が起こる。看護者は、その解決をめ
ｮってさまざまなジレンマに直面するが、ここではC3reを第一義的な役割とする看護者は、患者・看護・医師との間の

l間関係や職場環境の調整を含め、問題解決のためにど
ﾌように倫理的責任と役割を果たすことができるかを考察す

驕B噛

@　　　　　　　　　　　o

高暗絹子
i放送大学教
�F）

高這絹子
i放送大学教
�j

2
医療における倫理的

ｴ則

「ヒポクラテスの誓い」を嗜矢とするローカル色強く師弟継承

Iな誓約は、時代下るとともに同業職能集団の自己規定的
ﾈ内視へと発展してきた。現代にいたって、そこに医療を受
ｯる側の人々の権利という視点が導入されることとなった。

纓ﾃ従事者ばかりでなく、市民、法学者・司法者や行政
ﾒ、そして倫理学者が望ましい医療のあり方を模索し、これ

ﾜで実に様々な倫理的な綱領、宣言、原則が提出されてき
ｽ。しかしこれらすべてが矛盾なく調和しているわけではな

｢し、医療従事者が個々のケースにそれらをただ機械的に
K用することで倫理問題を必ず解消できると期待することは
ﾅきない。そこで倫理的原則の厳選・適用範囲・制約を

Tっていく必要がある。

服部健司
i群馬大学大

w院医学研
?ﾈ教授）

服部健司
i群馬大学大

w院医学研
?ﾈ教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

3
医療倫理学と看護倫

搖w

医療倫理の「医療」を医師法に定められた医業を指すとみ
驍ﾆ、医療倫理は医師の振舞い方をめぐる規範としてとても狭く理解されることになる。他方、「医療」を広くとらえるならば、医療倫理は看護倫理をも包含するものとみなされる。その場合、看護倫理に特異的な要素というものは何なのだろ

､か。他の医療職種にとっての倫理と看護倫理とが決定的
ﾉ違う点はあるのだろうか。それらが衝突し合うことはないの

ｾろうか。看護師は看護倫理のみを問い求め、考えていさ
ｦすれば十分なのだろうか。こうした問いに答えるために

ﾍ、医療と看護との関係、倫理と倫理学の意味やはたらきと
｢った基本的な事柄に立ち返って考えてみる必要がある。

服部健司
i群馬大学大

w院医学研
?ﾈ教授）

服部健司
i群馬大学大

w院医学研
?ﾈ教授）

4 看護倫理の理念

看護ケアの実践では倫理的判断を求められる場面が多く、
ﾅ護ケアの倫理は看護の専門性と深くかかわっている。ここ

ﾅは看護倫理の歴史とその位置づけ、看護倫理の原則、
ﾅ護師の倫理綱領について概観し、看護ケアの倫理にお
ｯる理念とは何か、またそれはどのような特質をもつかを考
ｦる。

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

5
看護ケアにおける倫

搏I課題

看護ケアにおける倫理的課題に気づき、適切な倫理的判
fを行うために必要な概念やモデルについて概観する。ま
ｽプライバシー保護や機密保持、インフォームド・コンセン
g、意思決定支援など、患者・クライアントや家族に対する

ﾅ護ケアの実践にとって普遍的な倫理概念について考え
驕B

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

6

成人期の看護ケアと
ﾏ理（1）一急性期の
ﾅ護を中心として一

ライフサイクルにおいて成人期は、個人的にも家族・社会的

ﾉも重要な役割を担っており、特に成人期の疾病は重大な
e響をもたらす。成人期の急性期にみられる倫理的な課題
ﾉは、救急患者のインフォームド・コンセントと代理決定、脳

?ﾆ臓器移植などがあげられる。これらの内容と現状につ

｢て理解し、倫理的課題に直面した場合に看護者が取り得
髑ﾔ度や行動を、既存の理論などを用い、事例を通して考
@する。

山本則子
i東京医科歯

ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
�j

山本則子
i東京医科歯

ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
猿�j

7

成人期の看護ケアと
ﾏ理（2）一ガン看護
@を中心として・一

ガンは生命に関わる疾患であり、ガン患者の治療の過程に
ｨいては、告知やインフォームド・コンセント、治療の進め方

ｩら死の迎え方まで、様々な倫理的課題が生じる。以前に
艪ﾗると、診断や治療は格段の進歩を遂げ、緩和ケアを実
{するところも多くなってきたが、選択肢の増加などにより

Vたな倫理的課題も生じている。ガン看護で患者や家族の
黷ｵみに寄り添う看護者が、どのように倫理的役割を果たすことができるかを事例を通して考察する。　　　　　　　　　　3

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ白授）

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

8

母子看護ケアと倫理
i1）一母性看護の倫

揩�?Sとして一

人が生まれるプロセスは、長期の妊娠期間とドラマチックと

烽｢える出産に象徴される。このプロセスには、妊産婦の身
ﾌ的、心理的な問題だけでなく、家族的、社会的的な状況
ｪ影響しており、そこには多くの倫理的課題が含まれてい
驕B医学技術の発達により、妊娠出産に伴う危機から多くの
ｽが救われるようになったが、一方では～生む生まないの選
�A人工流産、不妊治療、さらには遺伝子診断、対外受精や代理出産の問題等の先端医療技術も医療倫理課題をより複雑にしている。こうした様i々な背景や治療とケアの

竭閧ﾉ伴う倫理的課題を理解し、援助するために看護者の
ﾊたす倫理的役割を、事例を通して考察する。

石井トク

坙{赤十字
k海道看護
蜉w学長）

石井トク

i日本赤十字

k海道看護
蜉w学長）
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回 テ　一　マ〆 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

9

母子看護ケアと倫理
i2）一小児看護の倫

揩�?Sとして一

子どもがこの世に生を受け、心身ともに健康に成長して社
?lとして育つまでには、母親や家庭だけでなく、多くの

l々のあたたかい支援が必要である。特に、疾病や傷害を
烽ﾂ子どもは、医療だけでなく、様々なケアを必要とする

ｪ、家族の養護や育児能力が十分でなかったり、環境が
ｮっていない場合には、生命の危機など、基本的な生存権
�Dわれる場合もある。看護者は、子どもや母親などの養
?ﾒの状況を的確に把握し、適切な援助を行うとともに、倫

搏I課題の解決を図るために何をする必要があるかについ
ﾄ事例を通して考察する。

石井トク

i日本赤十字

k海道看護
蜉w学長）

石井トク

i日本赤十字

k海道看護
蜉w学長）

10
精神科看護ケアと倫

精神科看護ケアにおいては、患者本人の意思が不明瞭で
?ﾁたり、家族の意向や社会の要請との間にギャップを生じ
ｽりすることが多い。また、非自発的な入院治療や隔離・拘

ｩが認められるている領域であることから、患者の立場はき
墲ﾟて弱く、特に倫理的配慮の必要な領域といえる。看護

ﾒが患者を暴力的に支配した負の歴史もふまえながら、そ
ﾌ人権擁護における看護者の役割について、事例を通し
ﾄ考察する。

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ白授）

大西香代子
i三重大学医

w部看護学
ﾈ教授）

11

高齢者看護ケアと倫

掾i1）一急性期に
ｨける看護を中心と

ｵて一

身体的、心理的、社会的のいずれの側面にも自立能力が
瘟ｺした高齢者は、権利や尊厳が侵されやすい立場にお
ｩれることが多い。特に、治療が優先される医療の場では、

ｵばしば治療方針と高齢者や家族のニーズとの間にギャッ
vが生じ、緊急を要する手術や人工呼吸器の装着、あるい
ﾍ臓器移植や高度医療に伴う濃厚な治療が行われる場
〟A倫理的問題が生じることが多い。高齢者をめぐる倫理
I課題を理解し、高齢者の健康と安全，QOLを守るために、

ﾅ護者の倫理的役割は何かについて既存の理論を用い、
沫瘡沒｢を通して考察する。

山本則子
i東京医科歯

ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
�j

山本則子
i東京医科歯

ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
�j

12

高齢者看護ケアと倫

掾i2）一認知症の
ﾅ護ケアを中心とし

ﾄ一

認知症をもつ人とその家族をケアする際には、多くの倫理

I課題に直面する。治療や各種セラピーに関する意思決
閨A社会資源の利用に関する意思決定、療養の場と生活
ﾉ関する決定などである。これらの課題の構造と現状につ
｢て理解し、倫理的課題に直面した場合に看護者がとり得
髑ﾔ度や行動を、既存の理論などを用い、事例検討を通し
ﾄ考える。併せて認知症をもつ人への権利擁護の活動や
ｬ年後見制度などについて学ぶ。

高暗絹子
i放送大学教
�j

高暗絹子
i放送大学教
�j

13 在宅ケアと倫理

家庭はプライベートな場であり、他者の介入には限界があ

驕Bこのため在宅ケアにおける倫理的課題は、施設におけ
驩ﾛ題とは異なる様相を呈する。家族の介護責任について
ﾌ考え方、家族による介護放棄・虐待の問題、社会資源の
?pに関する意思決定などである。これらの課題の構造と
ｻ状について理解し、倫理的課題に直面した場合に看護
ﾒがとり得る態度や行動を、既存の理論を用い、事例検討

�ﾊして考察する。

山本則子
i東京医科歯
ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
�j

山本則子
i東京医科歯

ﾈ大学大学
@保健衛生
w研究科教
�j

14 看護研究と倫理

人間を対象とする研究を行う際には、研究の目的やその結
ﾊがもたらす影響を十分考慮するとともに、研究の対象とな
髏lへのインフォームド・コンセントや、安全に配慮して行う

K要がある。医学・医療の発展の歴史においては、多くの

､究が行われてきたが、研究の対象となる人の安全と権利
�轤驍ｽめに、ヘルシンキ宣言が採択された。看護分野に

ｨいても看護研究の倫理指針が定められているが、医学研

?ﾉ参画したり、看護研究を行う際の看護職の倫理的配慮
ﾆ役割について考える。

高暗絹子
i放送大学教
�j

高崎絹子
i放送大学教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

医療・看護を取り巻く状況は急速に変化し、また、人々の

生活様式や価値観も時代の影響を受けて多様化している。
医療サービスに対するニーズも多岐にわたり、要求レベル

15
看護倫理の課題と展

]

が高まっているが、倫理的問題も増加している。医療の学
ﾛ的な協力、国際化が求められるなかで、チームケアの中心的な役割を担う看護者は、人々のQOLの向上を目指し

ﾄ、様々なジレンマを乗り越え、看護の倫理的意思決定の

高崎絹子
i放送大学教
�j

三三絹子
i放送大学教
�j

プロセスにおけるアセスメントや判断能力を向上させること

により、問題の解決と倫理的役割を果たすことであることを
学ぶ。
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8910545

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝・ スポーツ・健康科学 （’　09）　＝　（R）

〔主任講師（現職名）：樋口　満　　（早稲田大学教授）

〔主任講師（現職名）　：福永　哲夫（鹿屋体育大学長）

講義概要
　はじめに、今日、私たちがスポーツを日常生活のなかに積極的に取り入れることの意義を歴史的視点から概説する。次に、運

　動・スポーツの生理学的基礎、及び健康の保持・増進という視点から運動・スポーツの理論について解説する。さらに、運動・ス

　ポーツが子どもや女性の健康の保持増進、中高年者の生活習慣病の予防に及ぼす効果を解説する。また、生活習慣病の運動
　療法、老化防止・介護予防に及ぼす運動・スポーツの有効性について、社会経済的視点とも関連させて解説する。

授：業の目標

　我々が生活する現代社会は、日常生活において身体活動が著しく不足する傾向があり、さまざまな生活習慣病の発症を助長
　している。そのため、子どもから高齢者に至るすべての年齢階層において、意識的に運動・スポーツを組み込んだライフスタイル
　の構築が必要である。そこで、全15回の講義を通して、運動・スポーツの生理学的基礎理論の理解を踏まえて、全生涯にわ
　たっての運動・スポーツを取り入れた生活が、健康の保持・増進にとっていかに重要であるかを理解し、自発的、積極的な運動・

　スポーツ実践や運動・スポーツ指導につながることを目標とする。

履修上の留意点

　「身体福祉論（’07）一身体運動と健康一」を学んでおくと、本講義の理解が容易になるので望ましい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会において、運動・スポーツが健康の保持・増進、

はじめに 生活習慣病予防のために重要であることを理解するため 樋口満 樋口満
一健康の保持・増進 に、人間の生活史について解説する。日本の健康づくりの （早稲田大学 （早稲田大学

1 という視点から運動・ 沿革について解説する。 スポーツ科学 スポーツ科学

スポーツを科学する 学術院・教 学術院・教

一 【キーワード】 授） 授）

運動不足病、生活習慣病、メタボリックシンドローム、運動

基準2006、運動指針2006

呼吸・循環器系の構造と機能の理解を踏まえて、一過性運

2

運動・スポーツの生理
w（1）

ﾄ吸・循環器系機能
ﾆ運動・スポーツ

動時の喚気応答、心拍数、心拍出量、酸素摂取量の変化
�揄�ｷる。そして、持久性トレーニングによる最大酸素摂

譌ﾊの増加と持久性運動能力の向上について説明する。

yキーワード】

宮地元彦
i（独）国立健

N・栄養研究
梶Eプロジェク
gリーダー）

宮地元彦
i（独）国立健

N・栄養研究
梶Eプロジェク
gリーダー）

呼吸器系、循環器系、最大酸素摂取量、持久性トレーニン
“

神経系の構造と機能、脳の運動中枢、及び運動の発現と
制御、運動が脳・神経系に及ぼす効果を解説する。骨格筋

3

運動・スポーツの生
搖w（2）

_経・骨格筋系機能
ﾆ運動・スポーツ

め構造と機能、骨格筋の力学的特性（筋線維特性）、及び

^動トレーニングが骨格筋の構造と機能に及ぼす影響に
ﾂいて解説する。

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

【キーワード】

脳・神経系、運動の発現と制御、骨格筋の力学的特性
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4

運動・スポーツの生
搖w（3）

Gネルギー代謝機能
ﾆ運動・スポーツ

エアロピック、及びアネロビックな一過性運動時のエネル

Mー代謝と関連する栄養素の機能、及び運動時の各種ホ
泣c涛ｮ態、さらに疲労の発現について解説する。また、
gレーニングによるエネルギー基質の代謝的変化について
�烽ｷる。

yキーワード】エネルギー代謝、エネルギー源栄養素、運動時のホルモン

ｮ態

樋口満
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教
�j

樋口満
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教
�j

5

健康の保持・増進の
ｽめの運動・スポーツ
ﾌ理論（1）

gレーニング概論

　　　　　　　　　　　　　　　　細
gレーニングの理論とトレーニング条件（強度・頻度・期間）

ﾉついて概説するとともに、暑熱環境下におけるトレーニン

O時の水分補給の重要性について健康管理という視点か
迚�烽ｷる。

yキーワード】

gレーニングの法則、トレーニング強度、トレーニング頻度、

gレーニング期間、暑熱環境

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

6

健康の保持・増進の
ｽめの運動・スポーツ
ﾌ理論（2）

Gアロピックトレーニ

塔O

持久性運動（エアロビックエクササイズ）の各種強度指標に
ﾂいて解説する。各種エアロピックトレーニングによる最大

_素摂取量の変化とその要因について健康の保持6増進と
｢う視点から解説する。

yキーワード】　　　　　　　　　　　　　　　、

Gアロピック運動、最大酸素摂取量、％VO2max、　METS（メッ
c）

谷口有子
i国際武道大
w・教授）

谷口有子
i国際武道大
w・教授）

7

健康の保持・増進の
ｽめの運動・スポーツ
ﾌ理論（3）

激Wスタンストレーニ

塔O

筋力と筋量増強に及ぼすレジスタンストレーニングの効果
ﾉついて、健康の保持・増進という視点から解説する。

yキーワード】

激Wスタンス運動、筋パワー、筋持久力

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

福永哲夫
i鹿屋体育大
w・学長）

8
運動プログラムの管

揩ﾆ運動負荷試験

運動プログラムを実施するに当たって必要なメディカル

`ェック、及び運動負荷試験と心電図モニタリングについて
�烽ｷる。また、服薬者における運動プログうみについても
�烽ｷる。

yキーワード】

^動プログラム、メディカルチェック、運動負荷試験、心電

}モニタリング

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教
�j

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教
�j

9

健康の保持・増進と
^動・スポーツ（1）

qどもの発育・発達と

注N

少年期から思春期を経て青年期に至る身体の形態発育、
yび機能発達と、それらに影響を及ぼす運動習慣と各種運
ｮ・スポーツの効果について、健全発達と健康管理という視

_から解説する6

yキーワード】

ｭ育、発達、暦年齢、生理学的年齢

谷口有子
i国際武道大
w・教授）

谷口有子
i国際武道大
w・教授）

10

健康の保持・増進と
^動・スポーツ（2）

乱ｫの健康と性ホル

c唐ﾌ影響

女性の身体的特徴とその加齢変化について、女性ホルモ
唐ﾌ役割と関連させて概説する。そして、女性の健康・体力
ﾆ、それに影響を及ぼす運動・スポーツの効果について、

H習慣とも関連させて解説する。

yキーワ｝ド】

乱ｫの身体的特徴、女性の体力、性ホルモン

谷口有子
i国際武道大
w・教授）

谷口有子
i国際武道大
w・教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

メタボリックシンドロームの概念と定義を概説し、その基礎疾

11

生活習慣病予防と運
ｮ・スポーツ（1）

患としての内臓脂肪型肥満、肥満判定について解説する。

ﾜた、肥満、高脂血症の予防や運動療法について減量と関
Aづけて解説する。

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学

肥満・高脂血症 学術院・教 学術院・教
【キーワード】 授） 授）

メタボリックシンドローム、内臓脂肪型肥満、高脂血痒、減

量

高血圧症、動脈硬化の発症メカニズムとそれらの運動によ 宮地元彦 宮地元彦

生活習慣病予防と運 る予防と運動療法について解説する。 （（独）国立健 （（独）国立健

12 動・スポーツ（2） 康・栄養研究 康・栄養研究

高血圧症・動脈硬化 所・プロジェク 所・プロジェク

【キーワード】
トリーダー） トリーダー）

高血圧症、動脈硬化

糖尿病の定義と分類、および2型糖尿病の発症メカニズム
について概説する。一過性運動時の糖代謝の変化、及び 樋口満 樋口満

生活習慣病予防と運 持久性トレーニングによる糖代謝機能改善効果について解 （早稲田大学 （早稲田大学

13 動・スポーツ（3） 説する。 スポーツ科学 スポーツ科学

糖尿病 学術院・教 学術院・教

【キーワード】
授） 授）

糖尿病、血糖値、インスリン、GLUT4

14
生活習慣病に対する
K切な運動療法

生活習慣病に対する適切な運動療法について、各種有疾
ｳ者に対する注意点と運動処方の実際について解説す
驕B

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教

坂本静男
i早稲田大学
Xポーツ科学
w術院・教

【キーワード】
授） 授）

生活習慣病の有疾患者、運動処方、運動療法

15
老化防止・介護予防
ﾆ運動・スポーツ

高齢社会における介護予防、QOL向上という視点から、高

諶ﾒに対する運動・スポーツの有効性について解説する。
ﾜたくその社会・経済的効果について解説する。

宮地元彦
i（独）国立健

N・栄養研究
梶Eプロジェク

宮地元彦
i（独）国立健

N・栄養研究
梶Eプロジェク

【キーワード】
トリーダー） トリーダー）

高齢社会、老化防止、介護予防、QOL
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8910596

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 発達運動論 （’　11）一　（R）

〔主任講師（現職名）　　臼井永男（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）　岡田修一（神戸大学教授）

講義概要

　健全な成人になるためには、発達期のそれぞれの時期に必要で十分な身体活動が求められる。一方、身体機能の各要素に
　よって、発達の時期ならびに速度が異なることから、当該要素の発達に即した運動の選択が重要になってくる。これらのことはま

　た、運動機能の低下様相がみられる加齢期についても同様である。さらに、この運動機能の発達・加齢変化をふまえると、各人

　生の段階において運動実施の目的・ねらいも異なってくる。そこで、誕生から生涯にわたって発達し、変化する運動機能の特
　徴を概説するとともに・各年齢期における運動実施の重要性について論じる。

授業の印標

　生涯を通じて健康でアクティブな生活を送るためには、発達の各段階において運動実施の重要な適時が存在する。すなわ
　ち、20歳までの成長期、それ以降の加齢期において、最も適切な時期に科学的根拠に裏付けられた運動を実施することが求
　められる。ここでは、それらの運動をどのように実施すべきか、その考え方と科学的な知識を教授したい。

履修上の留意点

　人間発達プログラムで開講されている、心理学、教育学関連の科目と合わせて受講されると、さらに理解が深まり、人間の発達
　を総合的に理解できるものと期待される。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

個体発生は系統発生を繰返す、といわれることがある。
本章では、人類誕生の歴史とともに、動物としてのヒトのか

1 個体発生と系統発生
らだの特徴について概説し、生涯を通じて健康に過ごすた
ﾌ身体活動の重要性について概説する。

臼井三男（放

卵蜉w教授）
臼井永男（放

卵蜉w教授）

【キーワード】　　　　　　　　　　　　　’

ヒト化、二足歩行

子どもは大人のミニチュア版ではないといわれるように、成

長の過程で長育、量育、幅育のそれぞれが同じ割合で発
黙していくものではない。

2 形態の発育 本章では、身体各部の発育の過程を提示するとともに、、そ

黷轤ﾆ身体能力の発達との関係について概説する。

臼井永男（放

卵蜉w教授）
臼井永男（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

身長、体重、年間発育量

手指は脳の出先器官ともいわれ、その機能は幼児期に急
速に発達する。これはヒトの局所の神経・感覚機能の発達
に依存する。

3 手指動作の習得 本章では、手指の発達時期、ならびに動作習得の意義に
ﾂいて概説する。

臼井三男（放

卵蜉w教授）
臼井永男（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

神経感覚機能
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この世に生を受けて間もなく、ヒトは臥位から立位へと大き

な姿勢の転換を強いられる。この時期、神経系の発達ととも

4
足の形態と機能の向

に、身体の土台としての足の機能も急速に発達する。

{章では、直立・二足歩行というヒト特有の移動様式に注
ﾚし、幼児期の足の形態と機能の発達について概説する。

臼井永男（放

卵蜉w教授）

臼井三男（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

直立・二足歩行

立つ、歩く、走る、跳ぶなどの基礎的能力を習得した後

に、全身動作が急速に発達する。これは全身を制御する
脳・神経系の機能が発達する時期と一致する。

5 全身動作の習得
本章では、このような機能がこの時期に発達する要因に

ﾂいて、またこの時期に全身動作を習得することの意義に
臼井永男（放

卵蜉w教授）

臼井山男（放

卵蜉w教授）
ついて概説する。

【キーワード】

脳・神経系、巧みさ

身体のねばり強さは、全身持久力で評価され、その能力
は身長の年間発育量がピークに達するあたりで急速に向上
する。

6 ねばり強さの習得
本章では、全身持久力が呼吸循環機能の発達に大きな

e響を受ける要因について、またこの時期にねばり強さを
臼井三男（放

卵蜉w教授）

臼井永男（放

卵蜉w教授）
習得することの意義について概説する。

【キーワード】

呼吸・循環系

身体の力強さは、筋力で評価され、その能力は骨格の成

長が完成に向かう頃に急速に向上する。

7 力強さの習得

本章では、筋力が筋の特性に影響を受ける要因につい
ﾄ、またこに時期に力強さを習得することの意義について

T説する。

臼井永男（放

卵蜉w教授）
臼井永男（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

筋・骨格系

青年期以降、加齢に伴って身体は変化する。すなわち、
中年期から身体の老化現象が始まり、高齢期には身体の

8
加齢による身体の変
ｻ（1）

老化がいっそう進行する。

{章では、加齢に伴う形態・身体組成、神経一筋系及び
ﾄ吸循環系機能の変化について概説する。

岡田修一（神

ﾋ大学教授）
岡田修一（神

ﾋ大学教授）

【キーワード】

形態・身体組成、神経一筋系機能、呼吸循環系機能

老化期にみられる身体の生理的機能の低下は、体力の
低下や日常動作の変容を引き起こす。

9
加齢による身体の変
ｻ（2）

本章では、加齢に伴う体力・運動機能の変化、ならびに

N立動作、歩行動作などの日常生活動作の変容について
T説する。

岡田修一（神

ﾋ大学教授）

岡田修一（神

ﾋ大学教授）

【キーワード】

体力、運動機能、日常生活動作

体力のなかでも加齢による低下が最も大きい体力要素
は、立位バランス能力である。

10
加齢による立位バラ

塔X能力の低下

本章では、加齢に伴う立位バランス能力の低下のメカニズ

?��烽ｵ、高齢者の転倒問題について概説する。
岡田修一（神

ﾋ大学教授）

岡田修一（神

ﾋ大学教授）

【キーワード】

立位バランス能力、転倒
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

U
中高齢期の身体活動
ﾆ健康との関係

加齢に伴って身体活動量は減少する。この身体活動量の
ｸ少を起点とした悪循環から健康問題が生ずるといわれて
｢る。

{章では、中高年の身体活動と生活習慣病源の健康問
閧ﾆの関係について概説する。

yキーワード】

g体活動、生活習慣病

岡田修一（神

ﾋ大学教授）
岡田修一（神

ﾋ大学教授）

12
中高齢期における運

ｮの効果

中高齢者に対する運動の効果は、生活習慣病の予防や
]倒の予防だけでなく、精神心理的効果もあるといわれて
｢る。

{章では、筋力、バランス能力などの体力的側面、及び
梠ｫ感などの心理的側面に及ぼす運動の影響について概
烽ｷる。

yキーワード】

^動効果、生活習慣病予防、転倒予防、精神心理的効果

　　　　　、

ｪ田修一（神
ﾋ大学教授）

岡田修一（神

ﾋ大学教授）

13
生活機能を高める方
�i1）

高齢になってもアクティブな日常生活を送るためには、生

?@能を高める運動を実施することが必要である。
{章では、生活機能の基礎となる体力・運動機能、ならび

ﾉその能力の維持・向上を目指した体力科学的方策につ
｢て概説する。

yキーワード】

ｶ活機能、体力科学的方策

岡田修一（神

ﾋ大学教授）
岡田修一（神

ﾋ大学教授）

14
生活機能を高める方
�i2）

運動の効果を得るためには、運動の習慣的実施が必要と
ﾈる。誰もが運動は身体に良いと思っているが、運動を継
ｱできないのが実情である。

{章では、運動の習慣化に向けた方策とその具体的アプ
香[チについて概説する。

yキーワード】

^動の習慣化

岡田修一（神

ﾋ大学教授）
岡田修一（神

ﾋ大学教授）

15
アクティブ・エイジン

Oを目指して

生涯における人間の身体や健康の発達を考える場合、個
l個人を取り巻く環境（人間環境、社会文化的環境、自然
ﾂ境）との関係をふまえることが肝要である。

{章では、高齢期において活動的な生活や健康寿命の
юLを具現化した例を紹介し、アクティブ・エイジングの実

ｻに向け、個々人が運動をどのように活用すべきかについ
ﾄ提案するσ

yキーワード】

注N寿命の延伸、アクティブ・エイジング

岡田修一（神

ﾋ大学教授）
岡田修一（神

ﾋ大学教授）
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事務局
記載欄

照
度

三
年 2010年度

科目
　　　大学院科目
区分

目
ド

科
， 8910588

修
艮
頑
護

履
制 岡

田
数 2

科目名（メディア）＝ 社会福祉研究 （7　10）　＝：　（R）

〔主任講師（現職名）：松村　祥子　　（放送大学　教授） ）

講義概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　At

　転換期にある社会福祉の現状と課題を明らかにし、生活者にとって効果的なものにする為の研究方法を示す。社会福祉の専

　門家にとってだけでなく、医療・保険及び生活分野の専門職にとっても有効な教材とする。

　第一に、現在の社会福祉研究の背景と課題を明らかにする。経済、社会、家族環境の下で進行中の福祉改革によって変化す
　る社会福祉が抱える課題を明らかにする。第二に、社会福祉研究のテーマと研究方法について、人々の生活の質の向上と生活
　改善という尺度でみた場合、どこが評価でき、どこに問題があるのかについて検討する。第三に現在の社会福祉が目標とする
　「利用者主体の社会福祉」を実現するために不可欠な「生活者モデル」の構築と展開を示す。第四に、社会福祉の方法・技術の

　展開の課題を他領域も視野に入れながら、検討する。第五に社会福祉研究の発展の為の要点を明らかにする。

授業の目標

　生活健康科学プログラムの1つの柱である「社会福祉研究」は主として社会福祉分野の研究テーマをもつ人だけでなく、家族・生

　活経営、消費科学、健康科学（医療、保健、スポーツ科学）を研究テーマとする人にも履修して頂きたい。

履修上の留意点

　学部の社会福祉関係の科目の他、社会学、経済学、法律学関係の科目も履修すると、社会福祉研究の深さと広さがよく理解で

　きるであろう。

執筆担当 放送担当
テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 知の北旦
21世紀初頭のわが国においては、少子高齢化、雇用の流
動化、男女共同参画社会の進展等の中で、新たな生活問
題が発生・拡大している。それに対して社会的介護体制、

1
現代日本の社会福祉
ﾌ背景と課題

少子社会型子育て支援、障害者の自立支援、新貧困対策
剔ｽくの挑戦がおこなわれている。ここでは、現代日本の
ﾐ会福祉の背景と生活問題、現在進行中の福祉改革の経
ﾟ、問題点及び課題について検討する。

松村祥子’
i放送大学
ｳ授）

松村祥子
i放送大学
ｳ授：）

【キーワード】

生活問題、福祉改革、社会福祉の課題

第二次世界大戦後、先進国に広がった福祉国家の考え
は、完全雇用と安定した労使関係が前提となっていた。
1970年代後半から、世界に広がったグローバリゼーション

2

　8
沁ロ痩ﾆ体制の変化

や先進国の少子高齢化などによって、福祉国家を巡る環境
ﾍ大きく変化した。本章では、戦後の福祉国家の変遷を社
?E経済環境の変化との対応を考察し、これからの福祉国
ﾆのあり方を考えたい。

駒村康平
i慶磨義塾大

w教授）

駒村康平
i慶磨義塾大

w教授）

【キーワード】

福祉国家、資本主義、ベヴァリッジ報告、ブレトン・ウッズ体

制、グローバリゼーション、高齢社会

社会福祉の理論という場合、実践理論と政策や制度の運営
理論などがあるが、ここでは原理論の動向と課題を明らか
にする。社会福祉の原理論とは、社会福祉の本質を明らか
にすることを目的としているが、現在に至るまで論争が旧い

3
社会福祉理論の動向
ﾆ課題

ている。それは、社会福祉と呼ばれる事象には、政策と実

H、社会性と個別性など、ときには対立する要素が含まれ
ﾄいるところがら、その理解を困難にしているためである。こ

黷ﾜでの先行研究を振り返るとともに、なぜ本質を問うことに

岩崎晋也
i法政大学
ｳ授）

岩崎晋也
i法政大学
ｳ授）

意味があるのかを、あらためて検討する。

【キーワード】

補充性、固有性、社会福祉本質論争
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　肇　　　　　容 講　師　名 講・師　名

（所属・職名） （所属・職名）

H
一　　　　　　　　　　　　　〇　一・マ

1990年代以降の福祉改革においては、中央政府主導型社
会福祉から地方分権化の方向へと移行している。そこでは
多様化した地域での生活にとっては、住民に近いところで

4
社会福祉行政をめぐ
髢竭

の支援が有効であると強調されている。しかし社会福祉供

去蜻ﾌの多元化や住民参加による地域福祉にも問題があ
驍ｱとを明らかにする。

松村祥子
i放送大学
ｳ授）

松村祥子
i放送大学
ｳ授）

【キーワード】

社会福祉行政組織、地方分権化、地域福祉

社会保障・社会福祉もヒト・カネ・モノといった資源を使う必

要がある以上、資源の制約から逃れることができない。市場

メカニズムが直接機能しない社会保障・社会福祉において
も、財政からの制約や市場経済からの影響を受けている。 駒村康平 駒村康平

5 社会福祉の経済問題 本章では、社会保障・社会福祉をめぐる資源の配分の問題 （慶磨義塾大 （慶磨義塾大
を市場メカニズムの問題点について考えたい。 学教授） 学教授）

【キーワード】

市場メカニズム、市場の失敗、公共財、情報の非対称性、
価値財、政府の失敗、準市場メカニズム

「社会福祉の専門性」は、社会福祉制度や社会福祉学の専
門性・固有性として論じられる場合もあれば、社会福祉援助

や社会福祉援助職の専門性・固有性として論じられる場合

6 社会福祉の専門性

もある。本章では、後者に焦点を当て、社会福祉援助の固
L性、社会福祉援助職の専門性、「当事者主権」時代にお
ｯる専門性、社会福祉援助職の上級専門職資格、の4点に
ﾂいて論じる。

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）

【キーワード】

専門性、ジェネラリスト・アプローチ、協働、当事者主権、社

会福祉士

生活問題論と福祉ニーズ論をとりあげる。生活問題論とは
貧困や生活上の問題に着目し、福祉ニーズ論とは、利用者
のニーズ（必要）を中心すえ分析する手法である。さらに最

7
対象分析一生活問題 近の社会的排除や社会的周縁化の対象分析とその手法に 山田知子（大 山田知子（大

を中心として 言及する。 正大学教授） 正大学教授）

【キーワード】

生活問題論福祉ニーズ論社会的排除社会的周縁化

社会福祉実践・運動は，それ自体が「福祉」の実現という価
値を含んでいる。だが，何が「福祉」という価値なのかは自

明ではない。むしろ，歴史的社会的状況に応じて変化して

8
社会福祉思想に関す
髀薄竭

きたと言えるであろう。そこで，社会福祉が前提としてきた基

{的な人間観・社会観を明らかにした上で，近代市民社会
ﾉおいて社会福祉が実現しようとしてきた理念や価値を明

Sかにする。

岩崎晋也
i法政大学
ｳ授）

岩崎晋也
i法政大学
ｳ授）

【キーワード】

人権、社会問題、ナショナル・ミニマム、ノーマライゼーショ

ン、エンパワメント、自立支援

皿 土△三三　知の　　一 　りn　a@　ノレの　　　　　　　一

ここでは、第一に、受給者モデルから利用者モデルへの移
行がどのように図られたのか、そこでの問題点は何かを検
澄する。第二に、生活者モデルの2類型とそれぞれの特色

9
総合的生活者モデル

ﾌ構築

を明らかにする。第三に、総合的生活者モデルを構築する

ﾛに必要な生活と社会福祉の課題を示す。
松村祥子
i放送大学
ｳ授）

松村祥子
i放送大学

ｳ授γ
【キーワード】

受給者モデル、利用者モデル、生活者モデル、総合的生

三者モデル
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

これまでどのような利用者をモデルとしてきたのかふりかえ

る。次に、ある高齢女性の生活歴をたどり、生活上の問題が

10

生活者モデルの展開一総合的生活モデル

ﾌ構築

どのように生み出されてきたのか、事例検討する。総合的生
?ﾒモデルをどう構築し、展開させていくのか、その道筋を

Tる。

山田知子
i大正大学
ｳ授）

山田知子
i大正大学
ｳ授）

【キーワード】

貨幣的ニーズ、非貨幣的ニーズ、消費者モデル、ナラティ

ブ・データ

IV 土ム三三の　窃・ 術の　　　　妻

近年、わが国のソーシャルワーク研究においては、ポストモ

ダン・アプローチへの関心と、エビデンスベースト・プラク

ティスへの関心が高まっている。本章では、ポストモダン・ア

11 ソーシャルワーク

ブローチとしての物語アプローチおよび解決志向アプロー
`と、エビデンスベースト・ソーシャルワークおよび関連する

熄ﾈ的実践を取り上げて解説する。

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）
【キーワード】

物語アプローチ、解決志向アプローチ、エビデンスペース
ト・プラクティス、内省的実践

ケアワークは高齢者介護や保育サービス分野などにおいて
使用されることが多い用語であるが、はっきりと概念規定さ

12 ケアワークの可能性

れているわけではない。高齢化の進展、また、女性の社会

i出が進む中で、ケアワークの役割が社会的に増大してい
驕Bここでは高齢者介護におけるケアワークを中心に取り上

ｰる。

山田知子
i大正大学
ｳ授）

山田知子
i大正大学
ｳ授）

【キーワード】

介護介助当事者主権潜在能力感晴労働

社会福祉においては、1990年代に「地域ケア」が、2000年
以降は「地域福祉」がキーワードになり、人々の生活を支援
する地域を基盤とした事業が進展している。ここでは、社会

13
社会福祉の管理・運

c

福祉の管理・運営の例として、こうした事業で行われている
lットワーク構築とそのマネジメントを取り上げ、要保護児童

ﾎ策地域協議会と地域包括支援センターの事業のひとつ
ﾅある高齢者虐待防止活動について述べる。

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）

副田あけみ
i首都大学東

梛ｳ授）

【キーワード】

ネットワーク構築、マネジメント、要保護児童対策地域協議

会、高齢者虐待防止ネットワーク、コーディネーター

V 土ム首回　蜘の のこ　　こ

社会福祉は社会・経済から強い影響を受ける。今日課題と
なっている社会福祉を巡るサービスの提供体制の見直し、
人材問題、財政問題などは、その例である。ここでは少子、

高齢化社会のなかで、経済・行政において社会福祉はどの 駒村康平 駒村康平
14 社会福祉の総合化

ように位置づけられ、関連づけられていくか述べていきた （脚半義塾大 （慶磨義塾大
い◎ 学教授） 学教授）
【キーワード】

準市場メカニズム、措置制度、介護報酬、社会福祉基礎構

造改革、介護保険

これから社会福祉を研究する者が有するべき基本的な視点
や問題意識について、特にフィールドとのかかわり方や、研

究方法としての実証研究および歴史研究の必要性につい
て述べる。最後に、これから社会福祉学が担わなければな 岩崎晋也 岩崎晋也

15 研究者の立場
らない新たな研究課題にどのように取り組むべきなのか，将

?ﾌ社会福祉研究者への期待をこめて述べていきたい。
（法政大学

ｳ授）

（法政大学

ｳ授）

【キーワード】

パラダイム、普遍化、実証研究、歴史研究、新しい福祉課

題
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8910561

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　： 　現代の福祉政策

一担い手の役割と責任一

（’　10）　＝：・　（R）・

〔主任講師（現職名）：大曽根　寛（放送大学教授） 〕
〕

講義概要

　社会福祉は」政策や制度を立案する者、公私の諸機関で実施にかかわる者、市民の福祉へのニーズを制度につなげる者、
　多様なサービス供給に携わる者、ボランティアなど、多様な種類と多数の担い手によって運営されている。また、社会福祉制

　度も大きな構造的変革を遂げつつある現在、その担い手は多分野にわたるようになっており、多くの資格制度とも関連してい

　る。時代の変革期にあって、もっとも必要なことは、政策・制度と市民の間にあり、社会福祉を有効に機能させる担い手の役割

　である。その役割と責任を明らかにし、養成のプロセスを打ちだしてくことは、現代の福祉政策の中心的な課題である。

授業の目標

　この教材では、まず福祉政策が構造的な変容を遂げるとともない、担い手の議論をする必要が生じてきたことを確認する。そ
　して、政策の立案と運営を担当することとなる機関において働く職員、例えば、公務員、法人職員の位置と機能を明確にす

　る。また、立法・行政・司法機関に働きかける運動についても論じよう。次に、担い手の労働と生活について検討しつつ、さら

　に担い手の養成に関しても議論を深め現代的な課題に応えようとする。最終的には、担い手が政策に従属する忠実な遂行
　者として活動するというよりも、政策を形成し変革し続ける主体となることを目指す。

履修上の留意点

　この教材は、社会福祉の入門書ではない。社会福祉についての基礎知識を有し、介護や実践にかかわっている方たちへの
　更なる前進の手がかりを提供しようとするものである。したがって、学部における社会福祉関係科目の履修を前提として作成さ
　れていることに留意されたい。

回 執筆担当 放送担当
● テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　三
章 （所属・：職名） （所属・職名）

この教材の目的が、現代の社会福祉の理念と技術を確
賦するとともに、福祉政策の形成と運営に寄与する担い

1
社会福祉の構造と担

｢手

手の役割と責任を論ずることにあることを理解する。ま
ｽ、市民の活動が立法・行政・司法など国家の機能に影

ｿしていることについても学習する。

大曽根寛
i放送大学教
�j

大曽根寛
i放送大学教
猿�j

【キーワード】

・福祉政策、担い手、市民

戦後日本社会における福祉専門職の形成過程を、四

2

　舌

沁ヰEの形成過程

つの時期区分を設け概観する。また、福祉専門職の「専
蜷ｫ」や「専門職制度」を「属性モデル」や「プロセスモデ

求vの概念から、その性質や可能性を検討する。

三好禎乏
i名古屋経営

Z期大学准

三好禎之
i名古屋経営

Z期大学准教
教授） 授）

【キーワード】

専門性、属性モデル、プロセスモデル

社会福祉は、政策や制度の立案者、実施にかかわる
者だけではなく、より広い範囲の人々によって担われて

いる。そのことを、日本における司法制度改革を実例とし

3
国家の変容と担い手

ﾌ多様性

て取り上げながら、社会福祉へのニーズを法制度につな
ｰる役割を果たす「担い手」について考える。

大曽根寛
i放送大学教
�j

大曽根寛
i放送大学教
�j

【キーワード】

国家、法人、裁判
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回 テ・一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 地域社会と自治体

福祉基礎構造改革の流れにおいて、自治体の役割も
ﾏ化しつつある。福祉政策における国・都道府県・市町
ｺの役割分担を考えるとともに、自治体と協働する立場
ﾉある、NPO・ボランティア・地域自治会などの団体の役

рﾉついても考えたい。

yキーワード】

�普E共助・自助、地方自治体、地域団体、協働

金川めぐみ
i和歌山大学
y教授）

金川めぐみ
i和歌山大学
y教授）

5
立法・行政・司法機

ﾖと運動

地域福祉における当事者・支援団体と行政の連携のか
ｽちをホームレス支援から考える。ホームレス自立支援

ﾌための立法・行政・司法機関と運動の連携はどのよう
ﾉ始まったのか、また現在のホームレス自立支援がかか
ｦる課題は何か考えることを通じて、「運動と「政策」の

ﾚ点をさぐる。

yキーワード】

zームレス、当事者、特別措置法、ネットワーク、自立支

　k

熕?ﾟぐみ
i和歌山大学
y教授）

金川めぐみ
i和歌山大学
y教授）

6

実践から制度・施策への展開

高次脳機能障害者のリハビリテーションの実践におい
ﾄ、現場の問題意識から出発し、国のモデル事業を経
ﾄ、新たな制度・施策へと展開した過程を捉える。

yキーワード】

n沐]機能障害、多職種チーム、実態調査、モデル事

ﾆ

阿部順子
i岐阜医療科
w大学教授）

阿部順子
i岐阜医療科
w大学教授）

7
当事者・家族と専門

ﾆの役割

セルフヘルプグループである脳外傷友の会の設立と活
ｮにおいて、専門家が果たした役割と当事者が当事者
¥力を発揮して福祉の担い手になっていった経過から、
鮪鮪ﾒ・家族と専門家の協働について考える。

yキーワード】

]外傷友の会、当事者能力、協働

‘阿部順子

i岐阜医療科
w大学教授）

阿部順子
i岐阜医療科
w大学教授）

8 福祉職の実践と労働

戦後社会における老人福祉に関する法制度の形成や
?�燉eを概観する。また、戦後混乱する社会のなか
ﾅ、養老院などが、いかに老衰者や生活困窮者らを支え
ﾄきたのかを整理する。加えて、特別養護老人ホームが
n設された背：景を概観する。

yキーワード】

ﾅ護ホーム、特別養護老人ホーム、生活の場、介護実践

三好禎之
i名古屋経営

Z期大学准
ｳ授）

三好禎之
i名古屋経営

Z期大学准教
�j

9
雇用・労働条件と労

ｭ法

日本においては長時間労働や低賃金など介護労働者
ｪ厳しい労働条件に置かれていることが知られ、社会福

ヵｪ野において担い手の労働条件の改善に関心が持
ｽれている。福祉の担い手に関わる、労働基準法や最
癇ﾀ金法など労働法の概要とその問題点を探る。

yキーワード】

ﾅ低賃金、労働契約法、労働者派遣

高橋賢司
i立正大学専
C講師）

　轟

kｴ賢司
i立正大学専
C講師）

10

、福祉職の労働条件の

近時、福祉関係職の労働条件、とりわけ介護保険法や
瘧Q者自立支援法下における福祉専門職の労働条件
ﾌ問題は深刻である。そこで、障害者自立支援法の仕組
ﾝがいかに福祉専門職の労働条件と関わっているのか

�痰ﾉ雇用条件の問題を考えていきたい。

yキーワード】

梔v負担、日割り計算、横だし行政

高橋賢司
i立正大学専

C講師）

高橋賢司
i立正大学専

C講師）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 福祉職と社会保険

福祉職の労働基盤を確保するためには、生活リスクに

ﾎ応する社会保険の存在が不可欠である。ここでは社会
ﾛ険のあらましを概説するとともに、社会福祉における担い手に関する社会保険の適用状況から、問題点と課題

�Tる。

yキーワード】

ﾐ会保険、被扶養者、パートタイム労働者、職業病

金川めぐみ
i和歌山大学
y教授）

金川めぐみ

i和歌山大学
y教授）

12
福祉職養成の実態と

W望

現代社会における福祉専門職養成の現状とその課題
�ｮ理しつつ、次世代福祉専門職養成のあり方を検討
ｷる。とりわけ、中核的な役割を担う社会福祉士及び介

?沁ヮm養成の現状と課題を明らかにする。

yキーワード】

ﾐ会福祉士、介護福祉士、養成教育

三好禎之
i名古屋経営

Z期大学准
ｳ授）

三好禎之
i名古屋経営

Z期大学准教
�j

13
学びのプロセスを伝

ｦる養成研修

障害者ケアガイドライン試行事業に取り組む中で、「ニーズのとらえ方」、「社会資源を開発する方法」を伝え

驍ｽめの演習方法を編み出した。障害者ケアマネジメン

g養成研修における演習が人材養成に果たした役割とそ
ﾌ限界について考える

yキーワード】

瘧Q者ケアマネジメント、ニーズ、社会資源、演習

阿部順子
i岐阜医科大
w教授）

阿部順子
i岐阜医科大
w教授）

14
社会福祉におけるト

宴uルと責任

福祉の担い手は、人間の生活の全体性にかかわるた
ﾟ、その行いが、人の生命、人生、生活を大きく変えてし
ﾜうことがある。このとき、担い手は、どのような法的責任

笳ﾏ理的責任を負うこととなるのだろうか。いくつかのトラ

uルを念頭に置きながら考えてみよう。

yキーワード】

gラブル、権利侵害、責任

大曽根寛
i放送大学教
�j

大曽根寛
i放送大学教
�j

15 専門家と市民の成長

福祉政策と担い手のあり方は、強い関係性を持ってい
驍ﾌであるが、専門職・専門家やスペシャリストと呼ばれ
髟禔Xだけでなく、市民もまた成長していく必要があるこ

ﾆを確認する。このことを、専門性と市民性の関係につい
ﾄの議論を通じて明らかにする。

yキーワード】

s民活動、生涯学習、放送大学

大曽根寛
i放送大学教
�j

大曽根寛
i放送大学教
�j

一　40　一一



事務局開講
L載欄年度

平成20年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8940282

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 教育経営論 （’　08）　＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）：小川　正人（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：勝野　正章（東京大学大学院准教授）

〕
〕

講義概要

　現在、日本では教育改革：が進行中であるが、今日の改革が従来と大きく異なるのは、国の教育行政から学校単位の経営に至
　るまであらゆるレベルで問題が生起し、それらに対応した改革が同時進行的に取り組まれている点である。講義では、国、自治

　体、学校の各段階における教育システムの現状と問題、改革の論議・動向等を概観し、これからの教育システムの改革と経営・

　運営上の課題を考える。現在の教育システムとそれが直面する諸問題、そして、それらに対する対応策＝政策課題について、

　教育の経営・管理という観点から学習することを目的とした科目である。

授業の目標

　全15回の講義を通じて、国、自治体、学校の教育システムの実情と問題、改革の動向と政策課題を理解できるようにすること
　を目標とする。受講対象者としては、現職教職員、教育管理職教育行政職等を想定した講義内容であるが、教育改革に関心
　をもつ保護者、市民等の学習者にとっても広く日本の教育システムと経営・管理の問題、課題を学べるものとしたい。放送教材
　では、国、自治体の教育政策・行政の担当者や学校関係者等からの取材等も多く取り入れるなど具体的な事例を通して学べる

　ものとしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本講義の総論として、本講義全体で考えていきたいことを
明らかにするために、教育経営をめぐる近年の行政環境の

1 転換期の教育経営
変容と教育政策の変化を考える。 ．小川正人 小川正人

泱?ｳ章

【キーワード】

教育経営、教育政策

旧来の国の教育行政組織と教育政策決定過程の構造や
特徴を概観したうえで、2000年以降の中央省庁再編によっ

2
国の教育行政機関と

ｳ育政策過程
てそれがどのように改革され変化したのかを解説する

小川正人 小川正人

【キーワード】

教育行政、文部科学省、与党、内閣府
8、

2000年地方自治法大改正に結実した地方分権改革によ

3
、

地方分権改革による

曹ﾆ地方自治体関係

り、文部科学省と地方自治体・教育委員会の教育行政関係
ｪどのように変化したのかを学ぶ。

小川正人 小川正人
の変化

【キーワード】

地方分権、地方自治法、地方自治体、中央地方関係

2000年以降の中央省庁再編と地方分権改革等によって
国・文部科学省の教育経営手法がどのように変化してきて

国の教育経営手法の いるのか、それら変化の下で自治体の教育経営はいかなる
4 変化と自治体教育経 課題を担うことを期待されているのかを考える 小川正人 小川正人

営の課題

【キーワード】

教育経営手法、出口（成果・結果）管理、評価
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執筆担当 放送担当
回 テ中一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自治体教育経営の要とされる教育委員会制度に対して、

近年、廃止を含めた見直しの論議が浮上しているが、それ

5
自治体教育経営と教

辷ﾏ員会改革

ら改廃論議を吟味しながら教育委員会制度の改革方策と
ﾂ能性を考える 小川正人 小川正人

【キーワード】

教育委員会制度、教育委員会改革、地方教育行政法

今日、学校選択やコミュニティ・スクール、学校評価等、

多様な手法による公立学校改革が進行中であるが、その改

6
公立学校改革の動向
ﾆ課題

革の社会経済的背景と考えながら、公立学校改革の争点と
ﾛ題を探る。 小川正人 小川正人

【キーワード】

公立学校、学校選択制、学校参加
、

教育問題は教員問題といわれるが、学校組織・経営や教
員人事管理の見直し政策の要として現在進行中の教員給

7
教員給与改革の動向
ﾆ課題

与改革の動向と課題を考える
小川正人 小川正人

【キーワード】

教員の処遇、人材確保法、教職調整額、超過勤務

今日の学校経営をめぐる社会的環境の変化は著しいもの
がある。それらを概観しながら、今日の学校経営に求められ

8
学校経営と社会的環

ｫの変化
ている改革について考える。

勝聾正章 勝野正章

【キーワード】

グローバル経済、新経営主義、格差社会
’

学校経営は競争的環境のなかで自主性・自律性を発揮
し、教育効果をあげることを求められるようになっている。こ

9
学校経営をめぐる政

�ｮ向

うした政策・制度的動向について、主要な政策提言などを
Q照しながら検討する軌 勝野正章 勝野正章

【キーワード】

公教育の機能不全、教育の市場化、学校の自主性・自律
－

肱琳

学校は合理性が重視される官僚制組織という側面ととも
に、価値・規範や感情などによって構築される文化的組織
という両面性を持っている。学校経営の基礎理論として、こ

10 学校の組織と文化 の両面性について考える。 勝野正章 勝野正章

【キーワード】

システム論的組織観、緩やかな結合

自律的な学校経営が求められるようになるにつれて、リー
ダーシップに対する注目が強まっている。学校の教育力を
高めるために求められるリーダーシップのとはどのようなも

11
学校リーダーシップ

_
のか、スクールリーダー養成・研修をめぐる最近の動向も参
lにしながら考える。 勝野正章 勝野正章

【キーワード】

教授的リーダーシップ、変革的リーダーシップ、民主主義と
リーダーシップ
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

12 学校評価と学校改善

教育活動についての説明責任を果たすことと、組織の活

ｫ化を目的とする学校評価の重要性が強調されるように
ﾈっている。学校改善という観点から、その現状と課題につ
｢て検討する。

yキーワード】

}ネジメントサイクル、学校評価のマイクロ・ポリティクス、学

Z改善　　　　　　　　　一

勝野正章 勝野’正章

13
教員の評価と専門職
ﾆしての成長

従来の勤務評定に代わる新たな教員評価の一つの特徴
ﾍ力量向上を明確な目的として掲げている点にある。教員
]価は専門職としての成長にどのように貢献しうるのかを国
煌Oの研究を参考にしながら考える。

yキーワード】

l的資源経営、教員評価の職能成長モデル、目標管理

勝野正章 勝野正章

14
学校財務経営と学校

E員

学校の自立的経営を支える財政的側面に注目して、裁量
¥算の拡大などの動向を検討する。あわせて、学校事務職
�ﾈど教員以外の職員に関する政策・制度改革の動向に
ﾂいても検討する。

yキーワード】

w校裁量予算、家庭の教育費負担、学校職員

勝野正章 勝野正章

15 開かれた学校づくり

今日、開かれた学校づくりの名のもとに地域住民・保護者

ﾉよるクラブ活動や授業に対する協力から学校経営への参
ﾁまで多様な実践が取り組まれている。ソーシャル・キャピ
^ル（社会関係資本）という理論的視点を参照しながら、こ

ﾌような実践の課題と可能性について考える。

yキーワード】

w校参加、パートナーシップ、社会関係資本

勝野正章 勝野正章
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目、

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920508

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）＝・　　　　　人間発達論　　　　　　（’09）＝　（R）

　　　　　　　〔主任講師（現職名）：住田　正樹（放送大学教授）

　　　　　　　〔主任講師（現職名）：田中　理絵（山口大学准教授）

講義概要

　　発達を人間の生涯にわたる変化の過程として捉え、その生涯過程を発達社会学の視点から考察していく。発達社会学の視点
　から人間の生涯過程を見ると、社会的役割の移行過程として捉えることができる。そしてその移行過程は、社会的役割の学習過
　程、社会的役割の遂行過程、社会的役割を喪失する喪失過程という3っの過程の段階に区分できる。社会的役割のなかでも特
　に主要な役割は職業的役割と家庭的役割であり、この2っの社会的役割を中心に考察を進めていく。
　　人間の発達過程のなかでも学習過程の段階がもっともドラスティックな変化を示す。そのため人間発達研究は学習過程の段
　階を中心に取り上げるのが、これまでの一般的な考察方法であった。しかし本講義では、遂行過程および喪失過程にも比重を
　おいて考察していく。

授業の目標

　人間の発達過程が社会的・女化的条件によって規定されることはいうまでも濠い。人間の発達は、生物学的現象や心理学的

　現象だけではなく、社会学的現象でもある。本講義は、人間の発達過程を分析していくための発達社会学の基礎的概念と方法

　を学び、人間の発達現象が生起していく過程を考察していくための社会的視点を得ることを目的とする。

履修上の留意点
　発達社会学は、人間の発達過程に対して社会的・文イ』的な文脈や環境がどのような影響を与えているのかを解明していく学

　問である。これに類似した学問に発達心理学（または生涯発達心理学）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発達心理学は年齢に伴う行動や心的機能の
　変化を研究する学問である。同じ人間の発達過程を対象にしても発達社会学と発達心理学ではアプローチも異なり、分析方法
　も異なり、分析の方向も異なる。だが、だからこそ多産的な学問的成果を産む。発達社会学と発達心理学とのアプローチの相
　違、分析方法や分析の方向の相違に留意しつつ人間の発達過程についての考察を深めていただきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第1部　人間発達と社会的役割

発達とは誕生から死に至る全生涯の変化をいう。この、生

涯にわたる人間の変化の過程を発達社会学の視点から見

1

人間の発達過程と役
цﾚ行過程一発達社会学の視点

ｩら一

ていく。発達社会学の視点から人間の生涯をみると社会的
�рﾌ移行過程、すなわち社会的役割の学習（役割学習
?�冝A役割学習期、役割猶予期）、社会的役割の遂行
i役割遂行期）、社会的役割の喪失（役割喪失期）という過

�ﾆして捉えることができる。社会的役割のなかでも職業的

�рﾆ家庭的役割はその中核である。

住田正樹
i放送大学教
�j

住田正樹
i放送大学教
�j

c中理絵
i山口大学准

【キーワード】 教授）

発達、社会化社会的役割、役割移行、発達社会学、職業
的役割、家庭的役割

第H部 社会的役割の学習過程

言語の獲i得と自我形成は人間発達の基盤であり、人間発
達にとって最も重要な側面である。意識の未分化な状態で
生まれてきた子どもは家族とのコミュニケーションを通して 住田正樹

言語の獲得と自我形 自他の区別を意識するようになり、次第に自分自身に気づ （放送大学教

成 き始める。それが言語を獲得するようになると明確に自他を 住田正樹 授）

2
一役割学習準備期 区別するようになり、他者の観点から自分自身を対象化し （放送大学教

一
て認識し、自我を形成していく。 授） 田中理絵

【キーワード】
（山口大学准

ｳ授）
言語の獲i得、シンボル、自我形成、重要な他者、コミュニ

ケーション
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

子どもは児童期にさしかかると、それまでの家族中心の人
間関係は拡大し、新たなネットワークを形成していく。近隣

の大人や、同年代の遊び仲間、教師や同級生などとの関 住田正樹

3

社会的ネットワークの
`成と拡大一役割学習期（1）

係である。この新たなネットワークを通して、子どもはフォー

}ル、インフォーマルに社会化されていくが、特に遊び仲間
ﾍ強い社会化の影響力をもつ。こうした人々とのネットワー

Nを通して子どもは自己を相対化していき、自己中心的な

田中理絵
i山口大学准
ｳ授）

（放送大学教
�j

c中理絵
一 思考から脱却していく。 （山口大学准

【キーワード】
教授）

社会化仲間集団、役割取得、一般化された他者

性別は、それぞれの社会の文化によって異なるけれども、

4

性
役
割
の
分
化
一
役
割
学
習
期
（
l
l
）
一

いずれの社会にあっても最も基本的な区分である。だから
ｫ役割を学習し、性別にしたがった行動をとるようになって
｢くことは子どもの社会化にとって基本的で重要なこととな

驕B性役割の学習は両親、仲間、他の大人との関係を通し
ﾄ、またメディアを通してなされていく。そして性役割に結び

ﾂいた性的行動の意味を学んでいくg

田中理絵
i山口大学准
ｳ授）

住田正樹
i放送大学教
�j

c中理絵
i山口大学准

【キーワード】 教授）

性の社会化、性役割、ジェンダー・アイデンティティ

青年期に人は自分自身の将来や進路を模索する。そして

5

自
我
覚
醒
と
自
己
探
索
一
役
割
猶
予
期
（
1
）
一

「自分とは何か」を問い、自省するようになる。自己を対象化

ｵて、自己を見つめるようになるわけである。そのためにそ

黷ﾜで安定的だった自我は揺れ動き、深刻な葛藤や不安
ﾉ陥ることもあるが、しかしこうした過程を経て、新たな自己

ﾉ気づき、自己を再構築していく。いわゆるアイデンティティ

ﾌ確立の問題である。

田中理絵
i山口大学准
ｳ授）

住田正樹
i放送大学教
�F）

c中理絵
i山口大学准

【キーワード】 教授）

自我覚醒、自己探索、役割混乱、モラトリアム、アイデンティ

テイ、

職業的役割と家庭的役割は社会的役割の中核をなす
が、学校教育を修了すると青年は職業に就き、また配偶者

を得て新たな家族を形成して、自立した生活を営む。その 住田正樹
ための職業的役割の選択と配偶者の選択の試行の時期 （放送大学教

職業と配偶者の選択 が、この段階である。分業が進み職業が多様化し、そしてま 住田正樹 授）

6
過程　　　　　　、一役割干予期（II） た私的交際の自由な現代において、職業と配偶者の選択

ﾍどのような社会的要因に規定され、どのような過程を経て
（放送大学教
猿�j 田中理絵

一 決められていくだろうか。 （山口大学准

【キーワード】
教授）

職業的役割、家庭的役割、職業の選択、職業アスピレー

ション、配偶者選択

第三部　社会的役割の遂行過程

職業的役割を選択・決定し、実際にその職業に就いたと
しても直ちに職業的役割を遂行できるわけではない。職業

役割を遂行していくためには、その遂行に必要な知識や技 住田正樹
術、価値観や行動様式を習得しなければならない。そのた （放送大実教

7

職
業
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
一
役
割
遂
行
；
期
（
1
）
一

めの準備と試行、初歩的職務の遂行といった職業キャリア
`成の期間が必要である。と同時に、この期間はその職業が自分の適性に合っているかどうかを判定するための職業 住田正樹

i放送大学教
�j

授）、

c中理絵
的役割遂行の試行期間でもある。 （山口大学准

【キーワード】
教授）

能力開発、職業的役割、職業的社会化、職業キャリア、職

業文化
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

配偶者を得て結婚し、新たな家族（生殖家族）を形成する

と、それまでの習慣的行動（定位家族における役割行動）を
調整して、夫婦間で新たな行動パターンを形成することに 住田正樹

ら なる。夫婦間での役割配分である（新婚期）。その後、出 （放送大学教
家族の形成と親役割 産・育児によって親は親になったことを自覚し、親としての 田中理絵 授）

8 一役割遂行期（1111） 役割期待や役割義務、また両親性の価値について学び、 （山口大学准

一
親役割を形成していく（育児期＝第一子の誕生から就学ま 教授） 田中理絵
での時期）。 （山口大学准

【キーワード】
教授）

定位家族、生殖家族、夫婦役割、親役割、家族の変容、育

児支援

一定の職業に継続的に従事することによって、職業的役
＼ 割を遂行していくための動機づけと行動パターンは明瞭に

なり、職業キャリア・パターンは確立し、安定化する。終身雇 住田正樹

9

職業キャリア・パター
唐
ﾌ
確
立
と
安
定
一
回
忌
遂
行
期
（
皿
）
一

用・年功序列という日本型雇用慣行のもとで、これまでは多
ｭの人たちは「会社人間」として働いてきた。しかしそのため

ﾉいろいろな問題も生じてきた。そして今職場環境が大きく
ﾏ化して、人々の働き方も変化してきている。

住田正樹
i放送大学教
�j

（放送大学教
�j

c中理絵
（山口大学准

【キーワード】 教授）

職務満足度、集団帰属意識、日本型雇用慣行、会社人
問、役割葛藤職務ストレス

第一子の就学、第二子の誕生と、家族は拡大期に入り、

10

家族の拡大と子ども
ﾌ
教
育
一
役
割
遂
行
期
α
V
）
一

親役割は育児から子どもの教育に移る。子どもの教育を
рﾁてさまざまな問題が生じ、親は何かと気を揉み、不安に
ﾗる時期である。また、子どもの教育費をはじめ経済的負
Sが増す時期でもあり、育児負担が減って時間的余裕が生
ﾜれた母親の再就職も増える。一方、父親の仕事は充実・
ｽ忙化する時期で、父親不在となることも多い。

田中理絵
i山口大学准
ｳ授）

住田正樹
i放送大学教
�j

c中理絵
i山口大学准

【キーワード】
教授）

親役割、青少年問題、父親不在、ワーク・ライフ・バランス

かつての女性の生き方は、伝統的な性別役割意識に支
えられ、周回的・画一的だった。現在、こうした性別役割意

識は次第に薄れ、女性の生き方の選択肢は大幅に増加し 住田正樹
た。しかしその一方で、性役割は明確な社会規範としてな （放送大学教

多様な女性の生き方 おも存在し、女性のライフスタイルは錯綜している。少子化 田中理絵 授）

11 一役割遂行期（V） などの問題とも関連が指摘される女性の生き方の多様化と （山口大学准

一 はどういう事態なのだろうか。 教授） 田中理絵シ
（山口大学准

【キーワード】 教授）

女性のライフサイクルの変容、性別役割分業、性役割の錯

第IV部　社会的役割の喪失過程

o 仕事から引退し、職業役割を喪失する時期。したがって労
働時間は短くなり、経済的報酬は減少し、職業的役割に結

12

職
業
役
割
の
喪
失
一
役
割
喪
失
期
（
1
）
一

びつく人間関係は希薄となる。また子どもも独立し、脱気役
ш冝ipost－parental　period）でもあるから、家庭的役割と

｢っても夫婦関係に限れら、したがって夫婦関係の繋がり
ｪ強まっていく。しかし定年に対する多くの高齢者のイメー
Wはこれまでとは異なり、アクティブなイメージへと変わって

ｫている。

住田正樹
i放送大学教
�j

住田正樹
i放送大学教
�j

c中理絵
i山口大学准

【キーワード】、 教授）

定年制、引退過程2段階説、代替的役割、アクティブ・エイ

ジング、伴侶性
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

全ての仕事から引退して職業生活から離脱する。だが職
業は社会的地位を決定する主要な要因であるだけに、その

13

高齢者の社会参加と
ｶきがい一役割喪失期（II）

代替的役割が不在であれば、孤独感を感じるようになる。だ
ｪ、多くの高齢者は職業的役割の代替的役割として地域の
ﾐ会活動に参加し、その活動を生きがいとして、アクティブ

ﾈ生活を送っている。社会的責任が減り、個人的自由が増
蛯ｵて自分の望むことが可能な時代である。高齢者はどの

住田正樹
i放送大学教
�j

住田正樹
i放送大学教
�j

c中理絵
一 ような生活を望み、どのように生活しているか。 （山口大学准

【キーワード】
教授）

離脱理論と活動理論、第二の人生、社会参加、生きがい

人間も生物有機体である限り、確実に衰退し、老衰の道
を辿る。罹患率も高くなる。老齢化による罹患はそのまま死
を迎えることを意味する。それまで所属していた集団からは
｣脱せざるを得ず、また配偶者の病気・死によって最も親

住田正樹
i放送大学教

14

老
齢
化
と
病
気
・
死
一
役
割
喪
失
期
（
皿
）
一

密な関係にあった夫婦関係も消滅する。こうした社会的繋
ｪりの喪失は孤独をもたらすことにもなる。やがて避けること

ﾌできない死に向かう。高齢者は死をどのように受け入れる

住田正樹
i放送大学教
�j

授）

c中理絵
のか。 （山口大学准

《キーワード】
教授）

老化、孤立、孤独感、不安感、病気、生活習慣病、死ぬ過

程

第V部　人間発達研究の課題

これまでの発達研究は、人間の誕生から成人期に至るま
での時期を中心に進められてきた。この時期が最もドラス

テイクに変化する期間だからである。だが、発達は人間の生 住田正樹
涯にわたる継続的な過程である。成人期に至るまでの過程 （放送大学教

で形成された特性が成人期以降もそのまま保持されるとは 住田正樹 授）

15 人間発達研究の課題 限らない。発達概念および発達研究の方法が再検討され （放送大学教

なければならない。 授） 田中理絵
（山口大学准
教授）

【キーワード】0

生涯発達、発達社会学、社会的役割、役割移行過程、縦

断的方法
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事務局開講
L載欄年度 2010年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920540

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）＝　才能と教育一個性と才能の新たな地平へ　（’10）＝　（TV）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

岩永　雅也（放送大学教授）

：松村　門門（関西大学教授）’

）

）

講義概要

　才能教育は、世界各国で公教育体系の中の特殊教育の一環として実施され、’研究も蓄積されている。その背景には、すべての

　子どもには才能を発現し開花させる権利と可能性があり、また、才能は社会の共有財産であるという信念がある。教育の形式的
　平等を強調してきた戦後日本では、公的な才能教育とその研究は全く低調であったが、教育への要請が多様化し、個性を活か
　す教育が求められている現在では、才能の正しい理解を基礎に、発達障害児も含めたすべての子どもの才能を見出して適切
　に対応することが求められている。本講義では、才能とその発見、社会的意味、そして才能を伸ばす指導について考えていく。

授業の目標’

　学校教育や乳幼児保育、家庭教育に携わる、あるいは関心を持つ学習者が本講義の対象である。まず、従来のエリート教育と’
　は異なる才能教育の概念を正しく理解する。ついで、障害児も含めたすべての子どもが何らかの才能をもつ可能性を認識し、そ

　の上で、それを見出す多様な方法を知る。さらに、才能教育の実践方法としでアメリカをはじめ諸外国では、得意を伸ばし苦
　手を補うため、個性を活かす多様な方法が存在することを理解する。そして、日本社会で今後、通常教育や特別支援教育で展
　開しうる才能教育のあり方について考えることを目指す。

履修上の留意点

　本講義の受講にあたっては、学部における基礎的な教育学関連の科目、例えば、教育原論、教育心理学、教育社会学、教育
　技術学、教育行政学といった分野の諸科目を履修していることが望ましい。その上で、学校臨床や特別支援教育に関する科目
　の履修も勧めたい。、

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会の教育問題の多くは、実は子どもたちの多様な才
能とそれに対する適切な指導への視点の薄弱さに起因す
るものと考えられる。その意味で、才能とその教育は、まさ

1 現代社会と才能教育

に現代日本の教育の本質にも関わる重要なテーマの一つ
ｽり得る。その議論を始めるにあたり、才能とは何か、才能
ｳ育とは何かについて、日本とアメリカの才能教育の歴史
I経緯を踏まえて概観した上で、才能教育を論じる必要性
ﾆ今日的意義について考察する。

岩永雅也（放

卵蜉w教
�j・松村暢

ｲ（関西大学
ｳ授）

㌧岩永雅也・松

ｺ三三

【キーワード】年齢主義英才（穎才）教育平等至上主義
才能教育臨教審中教審新自由主義卓越と平等個
性化教育

才能というものに対する人々のまなざし、つまり才能がどの
ようなものと考えられてきたか、そして、そのまなざしがどの

ように変遷してきたかを見る。人々が才能をどう見るかは、

その社会がどのような社会か、才能に対してどのような視点

を持っているか、そしてどのような才能をどう受け入れるか

2 才能観の系譜 によって左右されるみ才能の本質とその社会的意味がどの
謔､に捉えられてきたのか、ζれまでの才能観の系譜を｛府瞼

岩永雅也 岩永雅也

する。

【キーワード】天才狂気ロンブローゾクレッチマー

ゴールトン知能テストビネターマン知能指数IQエ 、

リートメリトクラシー

才能教育の前提となる才能の概念について、心理学的ア
ブローチから考える。才能と才能教育の用語や実践に対し
て、一般にもたれるイメージを確認した上で、専門用語とし
て「才能教育」という用語を用いるべきことを認識する。アメリ

3
心理学的概念として

ﾌ才能
カの法律における才能の定義を踏まえ、才能は多様な領
謔ﾉ現れることを理解して、才能があるとはどういうことかを

松村三目 松村三三

考える。

【キーワード】才能の概念才能教育のイメージ英才教
育才能Q定義才能と知能
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 才能の発見と評価

才能教育では、プログラムの対象者となる子どもの多様な
ﾋ能の特徴が見分けられ、「認定」される。その際に、前提
ﾌ概念となる、「多重知能」（MI）の理論と「知能の三輪概

O」、およびそれらに基づいた才能の発見、認定の方法に
ﾂいて述べる。そして、アメリカの学校でよく用いられる、才

¥の認定の手順として、テストや観察など多様な方法、手

iが用いられることを理解する。

yキーワード】才能の認定多重知能（MI）理論才能の
O輪概念回転ドア認定モデル才能全体ポートフォリオ

松村暢隆 松村暢隆

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
り

才能教育のタイポロ

Wー

才能教育に取り組む諸国、諸地域では、現在、さまざまな

`態の教育実践を見ることができる。その国や地域の社会
ﾌ在り方に応じ、また子どもたち一人一人の才能の特性に
熨ﾎ応するため、それらの実践の形態は実に多様である。
ｵかし、最も基本的なところで分別するならば、それらは大

ｫく2つの類型にまとめられる。そのタイポロジーとそれぞれ

ﾌ具体例を、特に才能教育の最先進国であるアメリカを中

Sに詳しく見ていく。

yキーワード】早修（アクセラレーション）拡充（エンリッチ

＜塔g）タレント・サーチ螺旋

岩永雅也 岩永雅也

6 三三の方法と意義

才能教育の実施方法の一つである上位学年の学習内容の
謗謔闃w習のうち、上位学年に暦年齢よりも早く移る措置と
ｵての早修について、アメリカのナショナル・レポートを基に

T観する。飛び入学をともなわない円満としてのアドバンス
g・プレースメントにも言及する。さらに、日本の飛び入学に

ﾂいても取り上げ、その現状と意義を論じる。

yキーワード】早修飛び入学飛び級アドバンスト・プ
戟[スメント教育上の例外措置早期大学入学

岩永雅也 岩永雅也

7 拡充の方法とモデル

才能教育の拡充の代表的な方法とモデルを、アメリカを例
ﾉ紹介する。まず、多重知能（MI）を生かす拡充として、
窒lI実践」について述べる。つぎに、「全校拡充モデル」（S

dM）と、その学習法の「拡充三つ組モデル」について述べ
驕Bすべての子どもたちを対象にした拡充によって、一人一
lの特性に応じた学習を提供でき、その中で多様な優れた
ﾋ能も伸ばせることを理解する。

yキーワード】拡充多重知能（MD全校拡充モデル（S
dM）拡充三り組モデル本物の学習ポートフォリオ評

ｿ

松村暢隆 松村暢隆

8
諸外国の才能教育
i1）と法的根拠と政策

「本格的に系統的な」才能教育の実践に、どのような要件が

K要か検討する。その要件を満たして才能教育を実践す
驕A各国や地域の才能教育制度の法的根拠、政策、現状
竅A政治的、経済的、社会的背景などについて説明する。

yキーワード】機会平等公教育義務教育期間全学習
ｳ科教育法規カナダアメリカ韓国台湾香港シン
Kポールオーストラリアイギリス

本多泰洋（帝

梺Z期大学
ｳ授）

本多泰洋

9
諸外国の才能教育
i2）教育実践の現状

@　　一

「本格的に系統的な」才能教育の教育実践制度を類型化
ｵ、それぞれの類型の特徴と現状を、オーストラリアのサウ
Xオーストラリア州、ニューサウスウェールズ州、韓国の才

¥教育の実践制度を事例として取り上げて説明する。

yキーワード】拠点型分散型折衷型世世ストラリアイ
Oナイト・プログラムオポチュニティー学級選抜ハイス

Nール韓国才能学級才能教育院特殊目的高校科
w才能学校

本多泰洋 本多泰洋
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容1
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 理数科の才能と教育

才能教育の教育実践の効果が顕著に現れるのが、数学や
ﾈ学の分野である。ここでは主に、日本の算数、数学や科
wの教育実践やその制度を取り上げ、その特徴と現状か
轣A実質的な拡充教育による才能教育であることを説明す
驕B

yキーワード】総合科学技術会議科学技術政策科学技
p基本計画SSHノースカロライナ科学数学高校韓国
ﾈ学高校・科学才能学校出張授業算数・数学・国際科
wオリンピック

本多泰洋 本多泰洋

11 芸術の才能と教育

才能を活かせる分野として、とくに芸術に注目し、その歴史

Iな背景や社会的意味について理解した上で、日本にお
ｯる芸術分野での才能教育の現状を見る。さらに、美術や
ｹ楽分野での才能を早期から見出して育てる方法や、優れ
ｽ指導者の特徴と条件について検討する。

yキーワード】芸術独創性と法則性音楽音大教育ソ
泣tェージュ美術美大教育デッサン早期教育コン
Oール

岩永雅也 岩永雅也

12
スポーツの才能と教

才能を活かせる分野として、とくにスポーツに焦点を合わせ

ﾄ、その現状を知り、背景や社会的意味について検討す
驕Bスポーツ分野における才能を早期から見出して育てる
菇@や、優れた指導者の特徴を分析する。

yキーワード】スポーツ、身体能力、測定、記録、オリンピッ

N

平野裕一（国

ｧスポーツ科
wセンター・

蜚C研究員）

平野裕一

13 発達障害と才能

才能と発達障害は、同じ子どもに共存することがある。才能

ﾆ発達障害の両面への特別支援が必要な「二重に特別な」
i2Eの）子どもの存在を認識する必要がある。発達障害の
qどもの才能を見つけて、それを学習に活かすという「2E
ｳ育」の理念・方法と、アメリカの2E教育の実践について概
ﾏして、日本の教育への示唆を考える。

yキーワード】発達障害特別支援教育2Eの（二重に特
ﾊな）子ども2E（二重の特別支援）教育認知発達の凸
囀ｾ意と苦手発達障害の天才サヴァン

松村暢隆 松村三三

14
個性化教育で才能を

?ｩす

すべての子どもの才能を学習に活かすために、個性化され
ｽ学習が有効な方法となる。まず、アメリカの「授業の個性

ｻ」の概念と方法を述べる。そして、日本でも長年実践され
ﾄきた「個性化教育」を才能教育に位置づけて概説する。

ｬ学校での実践方法をまとめて見ながら、すべての子ども
ﾌ特性に応じて学習を個性化するという、日米共通の理念
ﾅ教育が可能なことを検討する。

yキーワード】個性化教育指導の個別化学習の個性化
Iープン・スクール完全習得学習順序・課題選択学習
ﾛ題設定学習学習環境

松村暢隆 松村暢隆

15
個性と才能が活きる

ﾐ会へ

最終回として、日本の才能教育に「残された問題」を検討す

驕B才能教育を今後の日本の教育に適切に根づかせるた
ﾟに、発展性のある実践を紹介しながら、社会的および教
逅ｧ度上の条件、問題点を考える。各分野の極めて優れた
ﾋ能を育てるだけでなく、すべての子どもの個性と才能を活
ｩす教育を推進するために、必要・可能なことを論じる。

yキーワード】早修拡充飛び入学大学入試個性化
ｳ育異学年混合学習マイノリティ多文化教育女性

松村暢隆・岩

i雅也
松村暢隆・岩

i雅也
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8920532

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ コミュニティ教育論 （’　10）　＝：　（TV）

〔主任講師（現職名）　　岡崎　友典（放送大学准教授）

〔主任講師（現職名）　玉井　康之（北海道教育大学教授）

講義概要

　学校・家庭・地域の連携・協力・融合が今日的な課題になっている。本科目では、学校教育、社会教育そして家庭教育が地域
　社会のなかでどのような形で実践されているかについて「コミュニティ教育」という新たな概念を用いて考察する。地域社会が急

　激に変動するなかで、さまざまな「教育問題」が多発化している。学校や家庭だけでは解決できない多様かつ深刻な問題の解
　決を図るために、今、「地域の教育力」が求められている。専門科目として、教育学、教育社会学の理論を学ぶとともに全国各地

　の実践事例を詳細に検討しつつ、その解決の糸口を探りたい。　　　　　　　　　．

授業の目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　家庭での子育てや学校教育をめぐり、様々な問題が提示されているが、「家庭崩壊」や「学校崩壊」などセンセーショナルな表
　現で指摘される教育問題は、家庭や学校単独で起きる現象ではない。本科目のねらいは、人間の成長・発達といった社会的な
　作用（教育）を中心的に担う家庭・学校と人間の共同生活の場面としての「地域コミュニティ」との関係を、生涯学習・教育の視点

　から明らかにすることにある。とくに人間のもっとも基本的な教育環境である家庭と学校が地域住民の諸組織や機関との連携協
　力により、どのような形で地域社会＝コミュニティ形成の担い手（主体）を生み出しているかについて、「現代日本の教育課題」と

　して提示することを目的としている。

’履修上の留意点

　この地域社会＝コミュニティレベルでの教育を担う専門職者、また民間の地域教育人材（コーディネータ、マイスター、ファシリ
　チータの呼称で呼ばれる）の養成・育成に資するものである。したがって、大学院の関連科目だけでなく、学部段階の教育・心

　理学関連科目、とくに地域教育社会学、地域コミュニティ論などについてあらかじめ学習しておいてほしい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第二次世界大戦後のわが国の地域開発課の展開過程に
即して、地域社会と教育の関係について、地域社会の教育

1

教育環境としての「地

諠Rミュニティ」～コ

~ュニティとは何か～

環境を類型化することによって、多様な形態のコミュニティ
ｪ存在することを明らかにし、さらにそこに内在する教育上

ﾌ課題について提起する。

岡崎友典
i玉井康之）

岡崎友典
ﾊ井康之

【キーワード】

地域性共同性地域開発地域コミュニティ教育環境

家庭教育、学校教育、社会教育が人々のライフステージに
よって、どのような形で展開していくか。個人の生涯教育・

学習といった視点とともに、急激に変動する地域社会の再

2
生涯学習と地域コミュ

jティの形成
編・再生＝地域コミュニティの形成」といった観点から考察

ｷることにより、コミュニティ教育の今日的課題を提示する。
岡崎友典

岡崎友典

ﾊ井康之

【キーワード】

ライフサイクル家族周期生涯学習生涯教育

近代学校の成立過程、とくに公教育としての学校の役割に
ついて、初等教育・中等教育学校を中心に、その歴史的展

3

学校と地域社会（1）～近代学校の成立と

Rミュニティ～

開に即して、地域社会との関係を地域共同体＝「地域ヲミュ
jティ」の視点から考察する。

岡崎友典
岡崎友典玉井康之

【キーワード】

公教育近代学校　学制　義務教育教育機会　通学
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4

学校と地域社会（2）～コミュニティスクー

汲ﾌ源流～

コミュニティスクールの概念を歴史的に明らかにするため

ﾉ、高度経済成長前に地域共同体が有していた教育力と
ｻれが失われてきた社会的背景をとらえる。また学歴社会
ﾌ中で、学校に求められる機能が変化してきたことをとらえ
驕Bコミュニティスクールの内実として求められる学校と地域

ﾌ関係を提示しつつコミュニティスクールの現代的な役割と

ﾂ能性について明らかにする。

yキーワード】

ｶ活変化地域共同体の崩壊学歴社会学校機能の変
ｻ伝統文化の解体学校外活動

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典

5

地域の子どもの遊
ﾑ・生活と教育コミュ

jティ

　　｝
qどもの遊び・体験活動などの遊び集団が持つ意義をと

轤ｦ、それが教育コミュニティの条件づくりともなることを明ら

ｩにする。また遊びが集団的に展開しなくなった現段階に
ｨいては、居場所や遊びを意識的に作っていくことも必要
ｫもとらえる。とりわけ学校を拠点としたサタデースクール、

匀ﾛ後の居場所づくりなどの必要性やコミュニティの果たす
�рﾉついて、生活指導の視点から考察する。

yキーワード】

ｳ育コミュニティ、地域遊び集団、集団遊び、ギャング・エイ

W期、遊び集団、体験学習放課後子どもプラン居場所

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典

6
総合的な学習とまち
ﾃくり

総合的な学習のあり方は、よりいっそう地域の身近な素材
�謔闖繧ｰるようになっている。総合的な学習の一つの在り
福ﾆして、地域のあらゆる課題を取り上げつつ、まちづくりを

eーマにした総合的な学習も重要な方法となっている。この
ﾜちづくりをテーマにした総合的な学習の意味づけと地域への還元の方法を提示する。

yキーワード】

麹∮Iな学習、まちづくり、地域づくり、地域調査、地域調べ学習、地域課題、地域貢献活動学力

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典

7
地域福祉とコミュニ

eィ教育

福祉が社会的な課題となる社会（福祉社会）において、教
轤�ｬり立たせる条件としての福祉について、現代家族の
ﾁ徴を踏まえたうえで、児童に関わる福祉施設の保育所
i園）や児童養護・自立支援施設、また高齢者対象の施設
ﾈど、地域レベルでの具体的な実践を通して考察する。

yキーワード】

n域福祉福祉教育児童福祉養護施設子育て支援

岡崎友典
岡崎友典

ﾊ井康之

8

PTAと地域住民組織～学校とコミュニティ

�ﾂなぐ役割～

保護者によって組織されるPTAを、子どもを媒介として成・

qする成人の学習組織と捉え、さらに保護者が地域社会の
??｢代として地域社会形成に主要な役割を担うといった
挙_から、大人の教育責任について検討する。

yキーワード】

oTAの現代的役割大人の教育責任親父の会町会・
ｩ治会

岡崎三冠
岡崎友典
ﾊ井康之

9
コミュニティと学校の

燒ｾ責任

保護者・学校への説明責任が求められるようになったが、こ

黷ﾍ単に学校が地域に説明することに留まらず、地域が学
Zの味方になるようにコーディネートすることを含めている。

ﾜた説明責任の一環として、学校評価を導入する学校が増
ｦてきた。この学校評価の基本的な目的と方法を明ちかに
ｷる。学校が説明責任を果たし、地域の関係者を学校の味
福ﾉしていく必要性と効果をとらえる。

yキーワード】

燒ｾ責任、アカウンタビリティ、コーディネートカ、学校評

ｿ、学校運営協議会、自己評価、学校関係者評価学校評
ｿ、学校評議員　学校運営協議会、説明責任

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

学校と地域を結び学校教育を活性化するためには、コミュ
ニティの教育活動を企画・調整・助言する役割を果たす「地
域コーディネーター」の役割が重要である。地域コーディ

ネーターは、教師が行き届かない地域の素材や名人の発

10

学校と地域を結ぶ地
諠Rーディネーター

ﾌ役割

掘も担うことができるからである。地域社会の中から教育人

ﾞが子ども達に直接指導することによって、学校も地域も教
迥?ｮが高まっていくこと、それを調整する地域コーディ

lーターの役割を明らかにする。

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典

【キーワード】

地域コーディネーター、学校支援ボランティア、コーディ

ネートカ、学校支援地域本部事業

学校の校舎も地域開放型の構造を採用する学校も増え
ている。このような学校施設を地域に開放する教育的意義
を明らかにする。また地域の行事や活動や公民館事業など
も、学校施設を活用することによって、学校教育とコミュニ

ティ教育が相互補完的に発展・活性化する可能性につい

11
開かれた学校と生涯

w習施設
て考察するとともに、コミュニティセンターとしての学校の教

迢@能についても考察する。
玉井康之

玉井康之

ｪ崎友典

【キーワード】

学校開放施設、生涯学習施設、複合施設、地域交流棟、
開かれた学校、オープンスペース、社会教育、コミュニティ

センター

中山間地の学校は地域にとって非常に大きな役割を果たし
ている。中山間地の小規模学校の教育実践が、小規模の
特性を活かすとともに、地域コミュニティと緊密な関係を持

ちながら展開することにより、子どもだけでなく住民の生活

12
中山間地の学校と地
諠Rミュニティ

をも支えていることをとらえる。また山村留学などの学校を

xえる活動が子ども・学校・地域に与える教育効果をとらえ
驕B

玉井康之
玉井康之

ｪ崎友典

【キーワード】

コミュニティ教育、山村留学、特認校、中山間地、へき地、

統廃合問題、地域教育力、小規模校教育

地域生活のなかから生み出される「生活文化」について、文
化の基本的な概念を押さえたうえで、文学や地域の産業
（地場産業や観光）などの具体的な事例、とくに新たに創造

13
コミュニティ形成と地

謨ｶ化
される文化がコミュニティの形成に重要な役割をもつことを

ｾらかにする。
岡崎友典

岡崎友典

ﾊ井康之

【キーワード】

地域文化地場産業新旧住民の交流住民の学習運動

学校の卒業生によって組織される同窓会や同郷の出身者
が組織する県人会や郷友会などの、地域コミュニティとの関
係について考察する。とくに移住地においてこれら組織が

14

移住・定住とコミュニ

eィ～同窓会・同郷

?ﾌ役割～

人々の生活に果たす役割について、生涯学習の視点から
ｾらかにする。

yキーワード】

岡崎高高
岡崎友典

ﾊ井康之

移住と定住人材の養成と移動同窓会　県人会郷友
会　郷土意識

地域社会の教育が、学校と家庭そして地域住民との共同作
業・営みによって続けられることの必要性を、各回で学習し

15

コミュニティの教育的ﾄ
編
～
ま
と
め
と
課
題
～

た内容をもとに、「地域教育の創造」と「学習社会」における

u地域社会の教育的再編」といった視点から「教育の課題」

ﾆして提示する。

岡崎友典
i玉井康之）

岡崎友典

ﾊ井康之

【キーワード】

学習社会●生涯教育教育の再生教育改革
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920559

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　・＝ 生涯学習の理論と実践 （’　10）一　＝　（TV）

〔主任講師（現職名）　　三輪建二．（お茶の水女子大学教授） ）

【本学担当専任教員：岩永雅也（放送大学教授） ］

講義概要

　生涯教育や生涯学習が主張されるようになって40年もの年月が経過している。生涯学習の施策化や制度化が国、都道府県、
　市町村レベルで進みつつある反面、知識基盤社会を迎えている今日、生涯学習の果たすべき役割はいっそう増している。本四
　義では、以上のような今日的状況をふまえ、一方では社会全体が生涯学習に求める諸課題について、地域、学校教育、大学か
　らのアプローチをふまえて整理する作業を行う。他方で、海外の生涯学習政策との比較、および学び手である学習者（成人学
　習者）あるいは成人教育者（学習支i援者）にとっての生涯学習の意義と課題についても言及する。

授業の目標

　生涯学習の基本理念については、現在進行形である多様な生涯学習政策、生涯学習事業、学習活動を読み解くことのできる
　基本的な視座を身につけることを目標とする。また、生涯学習活動や実践についての幅広い理解を得ることも目標とする。さら
　に、放送大学における本講座の受講が、受講生にとっての生涯学習であることに示されるように、生涯学習の意味を、単に研究
　対象として考察するだけではなく、自らの学習に引き付けて考える思考法を身につけ、自らの学習を省察する習慣を習得するこ
　とも本授業の目標となる。

履修上の留意点

　専攻科目である岩永雅也『生涯学習論』履修者も受講可能である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容・
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯学習の理念（1）

日本における生涯学習の理念について、戦後から平成20
Nに至るまでの流れを概観する。社会教育、生涯教育、学
K社会、知識基盤社会などの類似の概念との関係を明らか
ﾉすると同時に、生涯学習の理念自体が、ノンフォーマル
ﾈ学習やインフォーマルな学習形態、学校教育の包摂など
�ﾜめて変遷かつ拡大しつつあることを明らかにする。

yキーワード】

ﾐ会教育、生涯教育、学習社会、知識基盤社会、ノン
tォーマルな生涯学習

三輪建二

@蟹

三輪建二

2 生涯学習の理念（2）

平成20（2008）年に、中央教育審議会答申「新しい時代を
ﾘり拓く生涯学習の振興方策について～知の循環型社会
ﾌ構築を目指して」が出され、生涯学習についての新しい
揄�ﾆ政策課題が示された。そこで、この答申の特徴につ
｢て、知識基盤社会、知の循環型社会、個人の要望と社会
ﾌ要請とのバランス、持続可能な社会の発展、連携・ネット
潤[クの構築などの観点から明らかにすると同時に、答申
ｪもつ課題についても言及する。

yキーワード】

m識基盤社会、知の循環型社会、社会の要請、学習成果
ﾌ評価、連携・ネットワーク

三輪建二 三輪建二

3
生涯学習の学習論
i1）

生涯学習は広範囲な概念であるが、生涯にわたる学習とい
､考え方を「学習論」として整理してみると、どのようになるだ

?､か。ここでは、生涯学習の主な担い手である成人学習
ﾒの特性を活かした「アンドラゴジー」について検討する。

l・ノールズのアンドラゴジーを中心とするが、アンドラゴ

Wーのアイディアを拡大した成人学習論（ポスト・アンドラゴ

Wー）についても言及する。

yキーワード】

Aンドラゴジー、ノールズ＼ポスト・アンドラゴジー

三輪建二 三輪建二
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生涯学習の概念はフォーマルな学習活動から、ノンフォー
マル、インフォーマルな学習活動へと領域的、形態的な拡

4
生涯学習の学習論
i2）

大を含んでおり、それにともなって新しい学習論が登場して
｢る。ここでは「省察的実践」（ショーン）「状況的学習∬実

Hコミュニティ」（ウェンガー）などについて検討し、それらの

w習論が生涯学習にとってもつ意義について考察する。
三輪建二

三輪建二
iゲスト：倉持

L江東京学
|大学講師）

【キーワード】

省察的実践、状況的学習論、実践コミュニティ’

第2章で述べた答申は、社会全体の教育力の向上を目指
しため「学校・家庭・地域が連携するための仕組みづくり」に

ついて言及している。学校・家庭・地域との連携が求められ
る社会的背景、連携の仕組みづくりについて考察すると同 三輪建二

5
学校・家庭・地域の連

g
時に、「放課後子どもプラン」や「学校支援地域本部」「学校

x援ボランティア」などの施策を取り上げ具体的に検討す 三輪建二
（ゲスト：佐藤

ｰ雄日本大
る。 学教授）

【キーワード】

学校・家庭・地域との連携、放課後子どもプラン、学校支援

地域本部、学校支援ボランティア

1990年代から生涯学習分野においても非営利団体（NP
0）の役割が注目されるようになった。社会教育事業を担当

するNPOや指定管理者となるNPOの存在の他、　NPOの
活動自体がNPO内外の関係者にとって（ノンフォーマル、 三輪建二

6 NPO・ボランティア
インフォーマルな）生涯学習になっていることが背景にあ

驕BNPOやボランティアと生涯学習との関係について、以
三輪建二

（ゲスト：田中

?ｶ日本女
上の観点から検討する。 子大学教授）

【キーワード】

NPO、　NPO法、指定管理者、　NPOと生涯学習

日本の社員教育や官公庁の研修等はOJTを中心に展開し
てきたが、知識・技能の急速な発展は終身雇用を前提とす
るOJT中心の教育・訓練の転換をせまっている。キャリア開 三輪建二

7 学習する組織
発、エンプロィアビリティなどに言及し、組織全体が「学習す

髑g織」として発展してく可能性と課題について考察する。 三輪建二
（ゲスト：中村

°ﾊ川大学

【キーワード】
准教授）

OJT、終身雇用、キャリア開発、エンプロィアビリティ、学習

する組織、P．センゲ

大学は生涯学習に冷淡と言われてきたが、少子高齢化の
・中で、社会人に門戸を開放するようになっている。社会人

への受け入れシステムの発展、大学・短大・専門学校、大 三輪建二

8 高等教育機関の役
学開放センターの役割について考察する。放送大学にも言
yする。 三輪建二

（ゲスト：山本

虫恫a歌山
蜉w長）

【キーワード】

大学開放、社会人学生、大学開放センター、放送大学

学習者が地域における学習資源を有効に活用していくた
めには、生涯学習機関や施設、団体の連携とネットワーク
が求められる。生涯学習を担当する行政の役割は、学級・ 三輪建二

9
行政の生涯学習支援
ﾆネットワーク

講座の提供から学習情報の提供へ、さらには連携・ネット

潤[クの構築へと転換しつつあることについて検討する。
三輪建二

（ゲスト：倉持

L江東京学
|大学講師）

【キーワ藁ド】

学習情報の提供、連i携・協働、ネシトワーク型行政
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 生涯学習の評価

これまでの生涯学習では、学習の成果としてのアウトプット

ｪ語られないことが多かった。第2回で述べた中央教育審
c会は、生涯学習において学んだ成果を地域などで活か
ｷことを軸に据えた「学習成果の評価」に言及している。評
ｿの理論をふまえつつ、履修証明制度等の活用にも触れ
ﾈがら、学校教育モデルとは異なる生涯学習の評価のあり
福ﾉついて考察を深める。

yキーワード】

w習成果、教育評価、学習評価、履修証明制度

　　　　　／
O輪建二 三輪建二

11
海外の生涯学習（1）

ﾘ国

日本の生涯学習の動向を考える上で、他の諸国の生涯学
Kの理念と現状を理解することは、比較的考察を進める意
｡で重要である。3回にわたって世界各国の生涯学習の理
Oと現状、特色や課題について紹介する。まず、アジアの
ﾗ国である韓国の平生教育を取り上げることとし、平生教育

ﾌ実務者の養成・研修についても言及する。

yキーワード】

ﾘ国、社会教育、平生教育、平生教育士

三輪建二

三輪建二
iゲスト：イ・

rョンジュン

?R大学教
�j

12
海外の生涯学習（2）
hイツ・フィンランド

2回めは、生涯学習の先進国ともいうべきヨーロッパ諸国か
轣A特にドイツおよびフィンランドの生涯学習を取り上げる。

P990年代以降のEU統合の中での生涯学習政策（例えば
Oルントヴィ計画など）をはじめ、社会文化センターでの事
ﾆ（ドイツ）、成人教育理念をふまえた活動理論の展開（フィ
塔宴塔h）に言及する。

yキーワード】

ｬ人教育、継続教育、グルントヴィ計画

三輪建二 三輪建二

13
海外の生涯学習（3）

ｭ展途上国

アジアをはじめとする発展途上国における成人教育（生涯
w習）は、識字教育を意味することが多い。3回目は、発展
r上国の成人基礎教育、成人識字教育の現状と課題につ
｢て言及する。また日本のNPO・NGOが途上国の識字教
轤ﾉ果たしている役割についても検討する。

yキーワード】

ｬ人基礎教育、成人識字教育、NGO、バングラデシュ

三輪建二

三輪建二
iゲスト：巴波

¥美ユネス
R・アジア文
ｻセンター）

14 生涯学習と格差

いつでも、誰でも、どこでもという生涯学習の理念の実現は

｢難iに直面している。一つは生涯学習の入口段階におけ
驫w歴社会の存在であり、他方では、生涯学習によりますま
ｷ経済的・社会的格差が発生しうるという問題である。ま
ｽ、成人の実践知と大学の学問知との相違を大学教育が
ﾄ生産するという問題もある。生涯学習が格差是正にどの
�x貢献しうるものなのかを考察する。

yキーワード】

i差社会、学歴社会、格差是正

三輪建二

三輪建二
iゲスト：岩永

?逡咜卵蜉
w教授）

15
生涯学習の展望と課

日本のみならず世界各国で、フロント・エンド・モデルからの

E却と、生涯にわたる質の高い学習・教育を保証する教育
Vステムの構築が希求される。生涯学習社会の実現への模
�ｪ続くものの、多くの克服すべき課題が未解決のまま残
ｳれている。前回の格差問題に続き、残された課題につい
ﾄ検討すると同時に、講義全体のまとめを行う。

yキーワード】

tρント・エンド・モデル、生涯学習社会、学習観の転換

三輪建二
三輪建二
iゲスト：岩永

?轣j
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8920591

履修　鉦制限　州 単位
2

科目名（メディア）　＝ 教育文化論特論 （’　11）　＝　（TV）

〔主任講師（現職名）：鈴木晶子（京都大学大学院教授） ）

【本学担当専任教員：住田正樹（放送大学教授） 1

講義概要
　人は経験なしに教育について語ることはできない。と同時に、経験だけで教育を語ることもできない。人と人との蓬遁と対峙を通
　して、人は生成や変容を遂げる。そうした人間の生成変容を支えている文化一教育文化の働きは広く、そして深い。この授業
　では、教育文化について、哲学的人間学、文化人類学、歴史学、詩学など教育学の隣接諸科学に基づく思考様式を用いて分
　析や解明を進めていくための基礎を学ぶことを目的としている。場がつくる教育文化、メディアとしての教育文化、伝承のなかの

　教育文化について、様々なフィールドワークの事例を通して、論究する。

授業の目標
　教育文化を分析・解明するための観点や基本概念、分析枠組などを学ぶことを通して、自らがこれまで受けてきた教育を通して
　得た体験や経験や、日常の様々な場面をフィールドとして分析的に捉えることができるカの養成を目標としている。

履修上の留意点
　教育文化論に直接関係するものとしては、「教育文化論一発達の環境と教育関係一（’02）」および「新訂教育文化論一人
　間の発達・変容と文化環境（’05）」を、広く教育に関係するものとしては、「基礎教育（’07）」、「教育の社会史（’08）」、「人間

　発達論（’09）」の印刷教材を学んでおくことが望ましい。また、教育的日常をフィールドとして捉えたり、広く文化の観点から教
　育という営みを考える思考を鍛えるために、「文化人類学（’08）」、「芸術・文∫ヒ・社会（’06）」も参照されることをおすすめする・

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

科目全体の導入回として、教育文化の意義についての問

1 教育文化とは

題提起と科目（学習）の到達点を提示する。また、主要概念

ﾌ定義や方法論を示す。 鈴木晶子（京

s大学大学
鈴木晶子（京

s大学大学
院・教授） 院・教授）

【キーワード】’

教育文化、人間学、人類学、歴史人類学

1場と教育文化

教育文化は場においてつくられる。古くは古代ギリシアのア

2
1場がつくる教育文

ゴラから現代の学校教育現場まで、人間相互の関わりを生
ｩす場の力の働きについて、事例を交えて紹介する。

鈴木晶子（京

s大学大学
鈴木晶子（京

s大学大学
化 院・教授） 院・教授）

【キーワード】

環境世界、場の働き、経験、徒弟制度

教育文化の基盤には、読み書き（リテラシー）の習得があっ

た。だがリテラシーは単に識字能力にとどまらない。知識を

それぞれの状況や社会的文脈において活かす知恵（叡

3
2リテラシー（智）へ

ﾌ誘い

智）も広義のリテラシ｝である。リテラシー思想の系譜を追う

ﾆともに、現代における科学リテラシーの意義についても事

痰��ｦて紹介する。

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

読み書き、リテラシー、知恵、叡智
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 3場と人間の変容

人の才を育てていくには、教育する側にも教育の才が求め
轤黷驕B人と人とが出会い、相互にその才を伸ばしていくに

ﾍ、人をみる目、事柄を見極める目が必要である。こうした
ﾋとしての目（心眼）は、タクトとも呼ばれる。人育ての知恵

竝ﾋ、判断力としてのタクトの働きについて、その思想の系
?�ﾇいながら論究する。

yキーワ「ド】

ﾋ、タクト、ものを見る目、判断力

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

5 4場・言葉・身体

人育ての知恵や才は、人生の極限において自己自身を超
ｦ出ていく力を必要とする。直観や勘の働きに関する思想
ﾌ系譜を紹介するほか、仏教やキリスト教の修練の場を事
痰ﾆして取り上げながら、場における人間変容について考
ｦる。

yキーワード】

ｼ観、勘、瞑想、言葉、身体、感情

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

IIメディアと教育文化

6 1展覧の教育文化

近代的な教育文化の特質は、世界を展覧できるメディアを
J発することであった。ヨーロッパの驚異博物館（ヴンダー・

Jンマー）をはじめ、博物館、美術館、博覧会、動物園など
W覧のメディアが果たした役割について、事例を紹介しな
ｪら示す。

yキーワード】

W覧、博物館、美術館、博覧会、一望のまなざし

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

7
2文化・歴史・メディ
A／

新聞や映像はもちろん身近なメディアとしてすぐに思い浮

ｩぶが、歴史的記録と想起の場として、記念塔や慰霊碑も
ｳ育文化にとってメディアと捉えることができる。教育文化のメディアとしての展覧のもつ功罪について、事例を手掛か

閧ﾉしながら考える。

yキーワード】

Cデオロギー、記念塔、慰霊碑、歴史モニュメント

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

8
3メディアとしての
uもの」

玩具、絵本、童話、童謡などは、教育文化を構成している
d要なメディアである。子どもの日常に深く関わる「もの」

ﾍ、時代の価値観を反映しつつ、これまでも子どもたちをそ
ﾌ時代の子へとっくりあげてきた。「もの」を通して形成され

ﾄきた教育文化の仕組みについて、事例を交えて紹介す
驕B

yキーワード】

ﾟ具、絵本、童話、童謡、教育的配慮

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

9
4メディアとしての儀

儀礼は教育文化のひとつである。儀i礼には、宗教的な儀礼
竦ｬ人に至るまでの通過儀礼、年中行事や祭事の儀礼、さ
轤ﾉ、学校での入学式や卒業式、運動会といった行事：での
V礼、誕生祝や結婚、出産の儀礼まで様々ある。こうした儀
轤�ﾊして人は何をどのように学んでいるのだろうか。事例
�ﾐ介しながら考える。

y・キーワード】　　　　　　　　．

V礼、通過儀礼、反復、演出、ミメーシス

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講・師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

儀式や儀i礼は伝統の様式をなぞりながらも、それぞれの時
代の文化的・社会的条件に合うように、改変されながら伝承

10
5ミメーシス・学習・

`承

されてきた。儀i礼の伝承メカニズムは、パフォーマンスを通
ｵた模倣的な反復（ミメーシス）である。儀礼のこの特質につ

｢て事例を交えて紹介する。

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

儀i礼、パフォーマンス、模倣、学習、伝承

III伝承のなかの教育文化

人が生存のために伝承しているものは様々ある。親から子
への伝承は古代より、もののやり方に関する伝承のうちにみ

11 1生存と伝承

ることができる。また、家庭料理を通して伝わる家庭の味に

纒¥されるように、感覚を通した伝承もある。伝承の様々な

､面について事例を紹介しつつ、考える。

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授：）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

もののやり方、感覚、日常実践のわざ、伝承の知恵

伝統的な技芸やものづくりの場においては、どんな伝承の
知恵が働いているのだろうか。わざを極める場で起きている
事象を、フィールドとして研究する試みを紹介しながら、伝 鈴木晶子（京 鈴木晶子（京

12 2伝承とわざ 承とわざの関係について考える。 都大学大学 都大学大学
院・教授） 院・教授）

【キーワード】

技芸、芸道、ものづくり、修行、フロネシス

教育文化の伝承という広い観点から捉えるとき、学校教育
を含めた学習・伝習・伝承は、今後どのような展開の可能性

13 3伝承の新しい地平

があるのだろうか。学校教育における学習だけに限定せず
ﾉ、伝承というものを捉える観点から、異文化理解や異文化への寛容さを育むといった新たな課題について考える。

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

練習、稽古、比較、異文化理解、寛容さ

古来より、親はその死に際の姿を通して最も大切な事柄を
’子に伝えるものだといわれる。死生の文化は教育文化に
とって重要な意義をもつ。個人の死、近親者の死、同胞の

14
4死と再生の教育文

ｻ

死、人類の死、その死をいかに受けとめ、いかに生きていく

ｩ一死と再生の循環としての教育文化の特質について事
痰��ｦながら考える。

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

死の習俗、死の舞踏、死生の文化、ブリーフィング・ケア

教育文化論は、人類学や詩学の思考方法を通して、人間
の生成変容の歴史的、文化的な違いを明らかにするという

15 教育文化論の可能性

学際的・国際的な研究領野である。これまでの回を振り返り

ﾂつ、教育文化論の意義や今後の可能性について考え
驕B

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

鈴木晶子（京

s大学大学
@・教授）

【キーワード】

人類学的思考、学際、国際、領域横断
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　　　　　　　　　　　　　　　　現代教育改革論
科目名（メディア）　＝
　　　　　　　　　　　　一世界の動向と日本のゆくえ一

（’11）一　（R）

〔主任講師（現職名）　江原武一（立命館大学教授）

〔主任講師（現職名）：南部広孝（京都大学大学院准教授）

【本学担当専任教員：岡崎山高（放送大学准教授）

）

）

1

講義概要

　現在、日本も含めて各国の教育は、経済協力開発機構（OECD）やユネスコなどの国際機関が示す…提案や国際的な改革動向
　の影響を受けながら改革されている。しかし、各国の改革はそうした国際的な動向と必ずしも同調しているわけではない。なぜな

　ら、それぞれがもつ伝統やそれを支える社会のあり方、教育観の違いなどによって多様な取り組みが進められるからである。この
　授業では、幼児教育から生涯学習（生涯教育）までを対象として、国際的な改革動向を整理し、欧米諸国やアジア諸国におけ
　る対応について分析・考察を行うとともに、日本の教育改革のあり方を探ろうとするものである。

授業の目標

　日本の教育改革には、国際機関から示される提案や国際的な改革動向を参考にして進められる側面と、これまでの歴史的経
　緯や日本社会の現状をふまえて進められる側面とがある。この授業では、主として前者に注目して、世界的な改革動向や各国
　の対応を理解し、それらをふまえて日本の教育改革のあり方を考える手がかりを得ることを目的とする。

履修上の留意点

　現代日本の教育が直面する諸課題について、性急に処方箋を求めるのではなく、国際的な動向や各国の対応をふまえてそれ
　を相対化しつつ解決策を考えるごとが望まれる。履修生は、日本の教育改革の状況とともに、諸外国の社会や教育に対して幅
　広い興味・関心を有していることが望ましい。L

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

現在、世界の多くの国ぐにで大規模な教育改革が進めら
れている。そこには共通の動向が見られる一方で、個別課
題への対応が国によって異なることも珍しくない。そうした

1
・教育改革の国際比
r　　　　　　　　〆／

現代教育改革の共通性と個別性が生じる背景について考
@し、日本の教育改革のあり方を国際比較の視点から考
ｦる意義について明らかにする。

yキーワード】

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

教育改革共通性個別性グローバル化知識基盤社

幼児教育・保育は、教育を重視する幼稚園、養護を重視
する保育所の二元的なシステムとして発展してきたが、幼
児教育・保育の需要が拡大する中で、システムの一元化を

φ 図る動きが世界各国で進められており、アクセス性や質を 深堀聰子（国 深堀聰子（国

2
ユニバーサル化する 高めること昏の関心も高まってきている。これらの動向を整 立教育政策 立教育政策
幼児教育・保育 潔して、日本の幼児教育・保育のあり方について考察す 研究所総括 研究所総括

る。 研究官） 研究官）

【キーワード】

幼保一元化アクセス性質保証就学準備発達保障

今日、様々な教育問題の発生やグローバル化の進行によ
り、先進国のみならず発展途上国においても公教育システ
ムの弾力化・多様化が進んでいる。多様な社会的文脈の
中で同時進行する教育改革の国際的動向を整理し、その 服部美奈（名 服部美奈（名

3 教育システムの変容 特質をとらえることを通じて、現代日本における学校教育 古屋大学大 古屋大学大
の社会的役割と公教育の意味を問い直す。 学院准教授） 学院准教授）

【キーワード】

公教育改革弾力化義務教育の多様化国民教育

一　60　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
才能児の教育ニーズ

ﾖの対応

才能教育は、学習スタイルが標準とは異なる児童生徒の
w習権を保障するための教育上の例外措置である。標準
Jリキュラムを高速で履修する早修、より発展的なカリキュ、

宴?�囂Cする拡充などの方法で、多様な組織形態をもっ
ﾄ提供されている。その特徴を整理して、日本の才能教育
ﾌあり方について検討する。

yキーワード】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

￥C拡充飛び級・飛び入学高大接続エリート教育

深堀聰子（国

ｧ教育政策
､究所総括
､究官）

深堀聰子（国

ｧ教育政策
､究所総括
､究官）

5 いじめ問題への対応

現在の学校教育は様々な問題を抱えていて、その早急な
ﾎ応や解決が求められている。そうした問題の一つである
｢じめ問題を取り上げ、諸外国における問題状況や対応
��ｪ析することを通じて、いじめ問題の日本的特質を明
轤ｩにするとともに、その解決の方策について考える。

yキーワード】

ｳ育病理bullyingゼロ・トレランス方式ワンータサイ・
mミー　、“

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

6 公教育と価値教育

今日の学校教育では、基礎的な教科の学習だけでなく、
ｶ徒が多文化社会にふさわしい知識や考え方、態度など
�wぶ価値教育を充実することも求められている。この価
l教育について市民性教育や宗教教育などを中心に考
@し、その意義や課題を考える。

yキーワード】

�ｳ育価値教育多文化社会市民性教育宗教教育

江原武一（立

ｽ館大学教
�j

江原武一（立

ｽ館大学教
�j

7 教師教育の高度化

教員の質を高めることはどの国でも教育改革における重要
ﾈ課題となっており、教員養成と教員研修を含む教師教育
ﾌあり方の再検討が進められている。教員の専門職化や
{成・研修システムの高度化という視点からその国際的な
ｮ向を整理し、日本における改革のあり方を考察する。

yキーワード】

ｳ員養成高度化専門職化教職大学院教員研修

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

8
知識基盤社会におけ

骰s刹ｳ育

知識基盤社会への移行に伴って、高等教育の量の拡大と
ｿの維持向上は多くの国でますます重視されるようになっ
ﾄいる。量的拡大と高等教育の多様化、大学の自律性の
g大や質保証システムの導入といった改革動向を具体的
ﾈ事例を通じて検討し、日本における改革の方向性と課題
�l察する。

yキーワード】

m識基盤社会高等教育量的拡大多様化大学の自
･性質保証

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

9
生涯学習理念の展

J

1960年代に登場・した生涯学習（生涯教育）という考え方
ﾍ、世界の多くの国ぐにで教育改革を進めるよりどころの一つとなっている。生涯学習の理念と、それが諸外国の学

Z教育を含む教育のあり方に対して与えたインパクトを明
轤ｩにし、日本での改革の現状と課題を考察する。

yキーワード】

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

南部広孝（京

s大学大学
@准教授）

10
国際学力調査の拡

グローバル化が進展する中で、諸外国の教育水準への関
Sが世界的に高まっている。日本では、国際教育到達度
]価学会（IEA）によるTIMSSや経済協力開発機構i（OECD）
ﾉよるPISAなどの国際学力調査が、教育政策に重要な影
ｿを及ぼしてきた。それらが測定しようとする学力、それら

ﾌ意義と課題について考察する。

yキーワード】

sIMSS　PISA到達度リテラシー

深堀聰子（国

ｧ教育政策
､究所総括
､究官）

深堀聰子（国

ｧ教育政策
､究所総括
､究官）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 ジェンダーと教育

ジェンダーと教育は、個々の社会の文化的特質や経済発
Wと密接にかかわっており、是正に向けた改革も多様であ
驕Bジェンダーと教育にかかわる理論的な動向、ジェン

_ー問題解決に向けての国際的な改革動向、発展途上国
ﾉおける課題を整理し、日本におけるジェンダーと教育問

閧�ﾄ考する。　　　　　　　、

yキーワード】

Wェンダ鱒・バイアス開発の中の女性ジェンダーと開発

服部美奈（名

ﾃ屋大学大
w院准教授）

服部美奈（名

ﾃ屋大学大
w院准教授）

12
国際教育協力の課

今日の国際教育協力は、教育格差の是正と共通する教育
竭閧ﾌ解決のため、「万人のための教育（Education　fbr

`11）」の普及とともに、教育の地方分権化や参加型学校運

cなど新たな支援の方向性を模索している。各国及び国
ﾛ機関による国際教育協力の課題と発展途上国の教育改
v動向を整理し、これからの国際教育協力に果たす日本
ﾌ役割を考える。

yキーワード】

ｳ育格差万人のための教育教育の地方分権化発展
r上国への教育支援

服部美奈（名

ﾃ屋大学大
w院准教授）

服部美奈（名

ﾃ屋大学大
w院准教授）

13 教育の国際化

現行の教育制度を前提として、日本の教育をどのように国
ﾛ化すればよいのか。この問題を、国際化のための教育
i国際理解教育、外国語教育など）と教育システムの国際
ｻ（教育システムの標準化、在日外国人教育など）を中心
ﾉ分析し、国際化時代における日本の教育のあり方を考え
驕B

yキーワード】

ｳ育の国際化国際理解教育外国語教育日本語教育
ﾝ日外国人教育

江原武一（立

ｽ館大学教
�j

江原武一（立

ｽ館大学教
�F）

14 国際的な教育流動

教育に関する国境を越える人や教育プログラム、教育機関
ﾈどの移動は近年ますます盛んになってきている。そうした
総ﾛ的な教育流動をめぐる改革課題を、海外留学や教育
vログラムの国際移動などに焦点を絞って考察し、国境を
zえて展開するトランスナショナル教育のあり方を探る。

yキーワード】

ﾐ会のグローバル化トランスナショナル教育海外留学
O国大学分校

江原武一（立

ｽ館大学教
�j

江原武一（立

ｽ館大学教
�F）

15
日本の教育改革のゆ
ｭえ

世界の多くの国ぐにでは現在、教育改革が同時進行の形
ﾅ進められている。この最終回では、これまでの講義の内
eをふまえて、幼児教育から高等教育までの教育システ
?A女性と教育、教育の国際化などをめぐる改革課題を国
ﾛ比較の観点から明らかにし、今後の日本の教育改革の
?阨福�W望する。

yキーワード】・

総ﾛ比較教育改革教育システムジェンダーと教育
ｳ育流動

江原武一（立

ｽ館大学教
�j

江原武一（立

ｽ館大学教
�j
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920575

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　・＝ 生涯発達心理学研究 （’　11）　＝　（R）

〔主任講師（現職名）　星　薫　　（放送大学准教授） ）

講義概要
　生涯発達心理学は人b受精から老年期までの個人的発達について研究する学問である。その核となる仮定は、発達が青年期

　に完了してしまうものではなく、全生涯を通じて続く適応過程であり、そこには心理学的構造や機能の獲得、保持、変容、そして
　衰退が含まれているとするものである。今回の授業では、アメリカで行われた、複数の個人を、その子ども時代から老年期まで追

　跡したいくつかの研究の成果を軸に、発達における個人間の共通性1個人差、個人内変イζについて見ていく。

授業の目標
　我々は、高齢者と出会って話をすると、つい、その人がどんな人生を歩んできて、現在の姿に至ったのかを知りたくなる。特に、

　我々の心を引きつける、魅力あふれる老人に出会うと、どうやったら、この人のようになれるのだろうかと考える。人だ幸福な老年
　期（サクセスフル・エイジング）を迎えるために、そこまでの道のりはどのように関係しているのかという、問いへの答えを、追跡研

　究の成果から探ってみたい。

履修上の留意点

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯発達心理学とは

生涯発達心理学では、人の誕生（あるいはもっと遡って受

ｸ）から死までの間に生じる個人の変化について考える。だ
ｩら当然ながら、その人がどういう時代に生まれ、どのような

ﾂ境で育ち、生活したかが重要な要因になっていく。本章
ﾅは、生涯発達心理学（あるいは生涯心理学）の基本的な
lえ方を紹介していく。

yキーワード】．

ｶ涯変化獲得喪失維痔衰退

星薫 星薫

2
ライフコース研究と生

U発達心理学

ライフコース研究では、ライフコースを人間行為力（ヒューマ

刀Eエージェンシー）、社会関係、時空間上の位置、年齢・

梠縺Eコーホートの交差という4要素から観察する。このうち

l間行為力は、遡及的に観察できるものではなく、追跡的
ﾏ察からその効果やライフコースの形成全般にわたる累積
I効果を捉えることができる。というのは、人間行為力それ

ｩ体が、社会的環境、状況に応じて発達的に変化するため
ﾅある。本講義では、ライフコース研究の枠組みを概観した

､えで、人間行為力に焦点をあて、生涯発達心理学での活

pについて考える。

yキーワード】

宴Cフコースの構成要素、人間行為力、発達研究

嶋崎尚子（早

贒c大学文
w学術院教
�j

謡講尚子

3
生涯発達心理学の先
?ﾒたち

人の発達を子ども時代に限定せず、長いスパンで考えよう

ﾆした研究者が、数は少ないがいる。その中で、シャーロッ
g・ビューラー、カール・G・ユング、ダニエル・レビンソン、ロ

oート・ハヴィガースト、エリク・エリクソンの発達論を紹介す

驕B

yキーワード】

rュー・ラー、ユング、レビンソン、ハヴィガースト、エリクソン

星薫 星薫
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
ある生涯発達一福沢

@吉を例として一

慶磨義塾大学の創設者である福沢諭吉は、生涯良く笑う、

�?ﾈ人物であったという。明治維新前後の激動期を生
ｫ、多くの業績を残した彼の生涯を、エリクソンの発達漸成

_との関係で見ていきたい。

yキーワード】エリクソン心理社会的発達論福沢諭吉

軏{的信頼、自我同一性獲得、生殖性、統合

星薫

星薫、
Qスト

ｽ山洋・静岡
ｧ立大学助

ｳ

5 身体の生涯変化

人間の身体は、誕生から、発育、成熟、衰退、死亡するまで

ﾂねに加齢変化を経験する。これを広義の老化という。身
ﾌ的変化と心理的・精神的な変化は表裏一体であり、互い
ﾉ大ぎく影響を及ぼし合う。老化の進行する機序には遺伝
qのレベルと生命の維持機構そのものが関わっており、老
ｻを完全に回避することは不可能である。生理的な加齢
ﾆ、さまざまな疾患がもたらす病的な加齢が引き起こす身体
Iな変化について概観し、いわゆるサクセスフルエイジング

ﾆは何かについて学習する。

yキーワード】

宴Cフサイクル、加齢変化、老化、生活習慣病、老年病、年

纒ﾊ死因

三上洋（大
繿蜉w大学
@教授）

三上洋

6． 運動能力の生涯変化

健康な生涯を送るためには、それぞれの時期に必要で十
ｪな身体活動が求められる。本章では、生涯にわたって変
ｻする運動機能の特徴を提示するとともに、各年齢期に求
ﾟられる適切な運動実施の重要性やその方法について概
烽ｷる。

yキーワード】

ﾌ力、運動能力、運動習慣

臼井三男（放

卵蜉w教養
w部教授）

臼井三男

7
生涯発達心理学研

?@

人の生涯の間に生じる変化を知ると言っても、その方法は
Kずしも簡単ではない。その際に根拠とする事実は、どのよ
､な方法によって得たものが、信頼の置けるデータと言える

ﾌか、どのような記述法が望ましいのかといった問いに対す
體嘯ｦを考えておくことも、必要になる。また、50年以上にわ

ｽって行われた縦断研究で採用された方法についても紹
薰ｷる。

yキーワード】

｡断法、縦断法、ハーバード縦断研究

星薫・ 星薫

8 生活の生涯変化

生活の仕方は、生まれてから老いて死に到るまでの間に、
蛯ｫく変わっていくと考えられる。そして、その生活の仕方

ﾌ総体として我々自身が作られていくと言ってもあながち間
痰｢ではないだろう。我々が一生の時間の多くを割いて行
､「遊ぶ」「働く」という活動を、年代の変化の中で眺め、それ

ｪ我々の発達とどう関わっているのかを見てみることにしよ
､。【キーワード】

Vび、学校、職業選択、仕事、隠居

星薫 星薫

9 知覚の生涯変化

感覚や知覚あるいは注意の年齢による変化は比較的、身
ﾌの変化と連動している要素が強いと思われる。すなわち、

菶c児期には身体的成熟に伴って、機能の上昇方向への
ﾏ化が見出され、青年期から成人期を通じて比較的高いレ
xルが保たれ、老年期には、生理学的衰退に伴って、機能
ﾌ低下が見られる。本章では、こうした感覚、知覚あるいは
壕ﾓの働きの年齢変化について見ていくことにしよう。

yキーワード】

糾o、乳児の知覚、選択的注意、認知スタイル

星薫 星薫
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

乳児期から青年期までの、ピアジェによる認知発達段階を
紹介すると共に、成人期の思考の特徴を、子どもや青年の

10
乳児期から成人期に
桙髞F知発達

それと比較しながら考えてみることで、人の生涯に亘る思考

ﾌ変化について考えてみたい。 星薫 星薫

【キーワード】

ピアジェ、感覚運動期、操作、論理、脱形式的操作

道徳観は、生後の学習経験の産物だと考えられる。従って
人によってその強さには、差があると思われるし、生涯の中
でも変化していくものと思われる。本章では、道徳観の生涯

11 道徳観の生涯発達 変化について見てみたい。 星薫 星薫

【キーワード】

コールバーグ、道徳の発達段階、許し

一人の人物が時間経過の中で示す生活スタイルの変化あ

るいは不変化について検討した研究を紹介していく。本章

12

成人初期から老年期
ﾜでの変化一生活ス
^イル

で紹介するのは、その種のものの中では古く、1977年頃出
ﾅされたものである。これからの4つの章はこうしたデータの

｢くつかを紹介することに当てる予定である。
星薫 星薫

【キーワード】

生活スタイル、男女差、成人期

前章で紹介したマーヌとキュイパース著「30から70まで」で

行われた、同一人物についての40年間に生じた変化に関
成人初期から老年期 する調査のうち、本章ではもう一つの調査項目である、人格

13 までの変化一人格の について、その変化、不変化の様相を紹介する。 星薫 星薫
変化

【キーワード】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Q分類、ハーン自我機能尺度、成人期、男女差

本章と次章とでは、第7章で紹介したハーバード成人発達
研究で得られた知見の一部を紹介してみたい。健康な状態
で老年期を生きる人々とそうでない人々との相違を、彼らの

14 健康的な加齢
若いころの状態に関するデータから探っていき、両者の相

痰�ｾ確化しようと試みる。
星薫 星薫

【キーワード】

肯定的な老化、身体的健康、教育歴、適応的コーピング
ρ

人生の最後の10斜ないし20年が実り豊かで、幸福であるこ
とは、誰にとっても望ましいことである。それは、身体的に健

康であるというだけでも、また経済的に安定しているというだ

けでも達成されるものではないだろう。サクセスフル・エイジ

心理学的サクセスフ ングを遂げた高齢者が生きる姿は、後に続く世代の人々に
15 ル・エイジングを目指 とっての役割モデルであり、人が生きる意味を教えてくれる 星薫 星薫

して ものでもあるかもしれない。

【キーワード】

成熟、サクセスフル・エイジング、生殖性、意味の守護者、

統合
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920583

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 現代社会心理学徳論 （’1，1）＝：　（R）

〔主任講師（現職名） 森　津太子　　放送大学准教授 ）

講義概要

　　本科目では、社会心理学領域の様々な知見についてく2つの“現代的な視点”から解説を試みる。fっは、ヒ・現代的な研究ア

　ブローチ”を紹介するということである。社会心理学では、認知革命以来、特に情報処理モデルをベースとした社会的認知アプ

　ローチが発展したが、それに加え、最近では、さらに進化論や脳神経生理学などの知見を踏まえた新たなアプローチが導入さ
　れている。そこで、これらのアプローチを紹介しながら、社会心理学の新しい潮流を探っていくことにする。またもう一つの“現代
　的視点”として、経済、政治、司法といった“現代的なトピッグ’にも着目する。これらの領域に関わる問題を取りあげることにより、

　現代の社会心理学の知見を幅広く見ていきたい。

授業の目標

　　心理学を構成する分野は数多くあるが、その中でも社会心理学は特に日常生活との接点が多い。本講義で扱う社会心理学
　は、“現代的なアプロー・・・・・…チ”、“現代的なトピック”を採用しているため、「社会心理学」ということばから直感的に連想されるイメー

　ジとは若干異なる内容も含まれているかもしれない。しかし、すべてその本質においては日常的な事象と密接に関係している。

　本講義を受講することで、受講生が自分自身の生活空間（家庭、職場、その他の対人関係）にある問題ついて、社会心理学的
　に省みることができるようになることが、本講義のねらいである。

履修上の留意点

　予備知識等は特に必要ないが、「認知行動科学（’06）」を二緒に履修すると理解が深まる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

放送担当
u　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会心理学はまだ歴史の浅い学問であるが、実に多様な内容
をその研究テー々としてきた。初回である今回は、社会心理学が
どのような学問であり、またどのような内容をその研究テーマとして

いるかを概観する。また20世紀後半以降、社会心理学は、情報処

－
蕊
　
　
毒

現代社会心理学の動
理アプローチと呼ばれる認知心理学的な手法を導入したことによ
阡��Iに発展してきた。このような社会心理学は社会的認知研
?ﾆ呼ばれ、現代の社会心理学を特徴づけるものとなっている。社会的認知はそれまでの社会心理学と何が違い、何をもたらした

放送大学

y教授
W津太子

放送大学

y教授
X津太子

のか、概説していく。

【キーワード】

心理学的社会心理学、認知革：命、情報処理アプローチ、社会的

認知研究

私たちは日々、多くの人々と交流を重ねているが、その際、他者

をどのように知覚、理解するかは、円滑な社会生活を営んでいく
上で極めて重要な問題である。こうした関心から「対人認知」は、

社会心理学研究の中核を担うトピックとして、数多くの研究が蓄積 ■

されてきた。対人認知過程を説明する代表的理論・モデルの変遷 放送大学 放送大学
2 対人認知（1） を見ながら、対人認知研究の歩みを概観し、同時に、情報処理ア 准教授 准教授

ブローチを採用する社会的認知研究が対人認知研究や社会心
搖w全体に何をもたらしたかを考えていく。

野津太子 森津太子

【キーワード】

対人認知、印象形成、社会的認知過程モデル、認知的倹約家、 ♪

動機を持つ戦術家

対人認知は、対象人物の特徴によってのみ規定されるのではな
く、むしろ対象を認知する側の要因に大きく影響する。中でも、認

知者の三四知識は、他者を認知する際、一種の期待として働くこ

3 対人認知（2）

とで対人認知の結果を強く規定することが知られている。そこで今

�ﾍ、前回の講義に引き続き対人認知を取り上げ、特に対人認
mにおける既有知識の役割について、偏見やステレオタイプの問題も踏まえながら概観していく。

放送大学

y教授
X津太子

放送大学

y教授
X三太子

【キーワード】

スキーマ、ステレオタイプ、ネットワーク・モデル、確証バイアス、自

己成就的予言、アクセスビリティ効果
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 社会的推論

対人認知の基盤となっている心的なしくみは、種々の社会的事

ﾛを理解する際にも機能している。様々な社会的事象に対し、原
�竏ﾓ味を求める過程のことを「社会的推論」というが、こ二では、

ｻの社会的推論の代表である原因帰属を中心に、人が身め回り
ﾌ事象を理解する際に行っている推論の傾向について概観して
｢く。基本的帰属の誤りなどの認知バイアス（推論の歪み、偏り）

ﾉついても触れる。

yキーワード】

ﾐ会的推論、原因帰属、基本的帰属の誤り、ヒューリスティックス

放送大学

y教授
�ﾃ太子

放送大学

y教授
X津太子

5 自己

社会心理学には、「自己」の研究も含まれる。我々は、常に他者

ﾆの関係性の中で自己を定義したり、評価したりしており、社会か

迥ｮ全に孤立した自己というものは存在しえないからである。自己
ﾍまたその複雑さゆえに、最も身近でありながら、いまも尚、最も

_秘に包まれた存在でもある。現代の社会心理学研究によって、
u自己」の何がわかったか。三三の成果を紹介したい。

yキーワード】

ｩ己概念・官己知識、自尊感情・自己評価、自己中心性バイアス

放送大学

y教授
X津太子

放送大学

y教授
L津太子

6 態度

私たちは、パブリックなものからプライベートなものまで、身の回り

ﾌあらゆる人、事物、事象に対して、良い一悪い、好き一嫌い、と

｢った評価を下している。なぜ私たちはこうした態度をもっている
ﾌだろうか。また、態度は、他者からの働きかけによって変容する

鼾№烽?驕B態度変化はいつどのように生じるのか。態度の機能

ﾆ、態度変化の過程や、行動への影響について考えていく。

yキーワード】

ﾔ度の機能、精緻化見込みモデル、態度と行動の一貫性　　　　　　　　　　　　一

放送大学

y教授
X津太子

　　、

咜卵蜉w
y教授
X三太子

7 感情

第7回から第9回は、現代社会心理学のトピックの中でも、特に最
ﾟ、高い関心がもたれるようになったものを取り上げる。感情は合

搏Iな思考を阻害するものとしてとらえられることが多く、人間の

Sをコンピュータの情報処理になぞらえる社会的認知研究におい
ﾄは、感情は、長らく研究対象として取り上げられなかった。しか

ｵ、現実には、感情を抜きにしては説明がつかない社会現象が多
ｭ、最近ではむしろ感情の問題を積極的に取り込んだ研究がなさ

黷ﾄいる。代表的な知見を概説する。

yキーワード】

ｷかい認知、気分一致効果、気分と情報処理方略、情動二要因

攪_

放送大学

y教授
X津太子

放送大学

y教授
X津太子

8 自動性と無意識

科学研：究における21世紀最大の課題は意識の解明といわれる
?A社会心理学においても、意識・無意識に関する研究がここ最
ﾟ、爆発的に増えている。20世紀終盤から飛躍的に発展した自動
ｫ研究と潜在的認知研究を中心に、私たちの日常生活に無意識
Iな心理過程と意識的な心理過程がどのように関与しているかを

lえていく。

yキーワード】

ｩ動性革命、潜在的認知、潜在連合テスト、二過程モデル

放送大学

y教授
p歯太子

放送大学・准教授

X津太子

9 身体化された認知

認知革命以降に発展した認知主義的な心理学においては、抽
ﾛ化された知識とその操作が私たちの知覚や推論、判断、行動を
ｱくと考えられてきた。そこでは心と身体は切り離され、まるで外界

ﾌ環境とは独立したところで心が働いているかのように扱われてき

ｽ。しかし最近の研究ではむしろ人間の心の働きは身体活動と密
ﾚな関わりを持つことが示されている。身体化された認知につい

ﾄの社会心理学的知見を概観する。

yキーワード】

g体化された認知、認知主義、心身二元論

放送大学

昼ｳ授
X津太子

放送大学

y教授
X津太子
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回 テ　一　マ ）内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 進化論的視点の導入

第10回と第11回は、近年、社会心理学の研究に積極的に取り
?黷轤黷驍謔､になった2つの視点を紹介する。今回取り上げるの

ﾍ、進化論的視点である。進化論では、人間の身体的特徴が進
ｻ的適応の産物だと考えるが、最近では、人間の心の働きもまた
i化の産物と考える進化心理学という学問が発展ている。進化心
搖wとはどのような学問で、社会心理学にどのような影響を与えて
｢るか、概観する。

yキーワード】

i化論、進化心理学

放送大学

y教授
X三太子

放送大学

y教授
X三太子

11
脳神経生理学的視
_の導入

進化論と並び、近年の社会心理学に強く影響を与えているの
ｪ、脳神経生理学である。特にPETやfMRIといった新たな技術の
J発により、人間の思考・行動時の脳の働きが以前より詳細にわ
ｩるようになってきたことにより、従来的な手法によって明らかにさ

黷ﾄきた社会心理学の知見の妥当性を確認したり、脳というハー
hウェアをベースに、これまで蓄積されてきた数々の知見の統合を
ﾍかろうとする研究などが増えつつある。現在、まさに進行中のこ

黷轤ﾌ研究について、主だった成果をまとめる。

yキーワード】

]神経生理学、PET、　fMRI、脳機能画像

放送大学

y教授
X津島子

放送大学

y教授
X津島子

12
経済・消費行動への

棊p

本講義で紹介してきた社会心理学の知見は、私たちの日常生
?ﾉ重要な意味を持つさまざまな問題に応用的に利用され、人
ﾔ行動の幅広い理解に役立っている。第12回忌ら第14回は、こう
ｵた応用研究を順に紹介する。今回紹介するのは、経済・消費行
ｮへの応用である。この領域の研究は以前より社会心理学におい
ﾄ数多くの研究がなされてきたが、特に最近は経済学からの参入
ﾉよって、「行動経済学」という新たな学問領域にもなっている。代

¥的な研究を紹介する。
yキーワード】

s動経済学、プロスペクト理論、フレーミング効果、ヒューリスティッ

N

放送大学

y教授
ｭ磁太子

放送大学
y教授：

L津太子

13
政治・投票行動への

棊p

現代の政治学において一大潮流を形成している政治行動論に
ｨいては、社会心理学の理論や方法論が数多く取り入れられい
驕B特にマスメディアが一般市民の政治的認知や投票行動に与え
驩e響については、社会的認知研究の知見が数多く応用されて
｢る。この領域の研究の歩みと代表的な研究を概観する。

yキーワード】マスメディアの効果論、議題設定効果、プライミング効果、ブレーミ

塔O効果

放送大学

y教授
X津太子

放送大学

y教授
X津島子

14
司法・裁判場面への

棊p

2009年から始まった裁判員制度により、一般市民に法的判断が
≠ﾟられるようになった。そこで行われる判断は、一般市民の日常

Iな感覚に基づく判断であり、これは私たちが日常生活の中で
sっている社会的な推論や判断が法廷に持ち込まれることを意味
ｵている。裁判の場において、私たちはどのような判断をしがちだ
?､か。また、そこで予測されるバイアスにはどのようなものがある

ｾろうか、考えていく。

yキーワード】

ﾙ判員制度、責任帰属、公正世界仮説、ヒューリスティック

放送大学

y教授
潔ｷ太子

放送大学

y教授
X津太子

15 まとめと今後の展開

社会心理学は、一方では頑なにその拠り所となる考えを保ちつ
ﾂも、他方では新たな考えや研究手法を常に貧欲に取り入れてき

ｽ。最終回の今回は、現代社会心理学の数々の知見に通商する
lえ方をまとめながら、社会心理学め来し方、行く末について議
_していくことにする。｝

yキーワード】

ﾐ会心理学における人間観、人間の主粘性、二過程モデル、進

ｻと文化

放送大学

昼ｳ授
X三太子

放送大学

y教授
X三太子
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＝＝@認知行動科学（‘06）　＝（TV）
　　一心身の統合科学をめざして一

〔主任講師（現職名）：西川泰夫（上智大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人の心や行動を解明しようと取り組む分野は、現状多岐にわたる。なかでも、心理学が果たしてきた

役割は大きいが、一方では、哲学的思索や思弁をふまえながらも、現在では、認知科学、行動科学、数

理言語学、情報科学、コンピュータ科学、そして脳神経科学や物理学などからの科学的取り組みが新た

な地平を開いている。こうした分野を統合して、認知行動科学と総称する。その背景、基盤、応用、そ

して新たな展開状況を解説し、自らの自己実現から心身の健康さらに安全で豊かな社会の実現に向け

て、各自がこの問題解決に創造的に取り組むさいに欠かせない基本的概念体系や論拠を提示する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

プロローグ 認知行動科学一心身の統合科学を目指して一。 西川泰夫 西川泰夫
常識問題一フレーム問題一。パラダイム・シフト。 （上智大学 （上智大学

認識の源泉一ボトム・アップかトップ・ダウンか一。 名誉教授） 名誉教授）
1 パターン認識。問題解決。創造の源、計算力。

認知行動科学への導入。記述、解説用語のレベル。

意味論のはざま。演繹論理と形式論理。

認知行動科学の 心身をめぐる思弁と思索から。 同上 同上

背景（1） デカルトの心身二元論。心とは。身体とは。

心身問題。言葉と自由意志。動物は言葉を持つか。
2 クレバー・ハンスの事例。条件反射学。実験行動分

析学。機械は知性を持つか。チューリング・テスト。

脳、ニューラル・ネットワーク。カントの呪縛。

認知行動科学の 心身をめぐる思索から科学的実証へ。 同上 同上

背景（2） ホツブスの心身一元論。推理、、心は名辞の計算機。

オートマトンの系譜。動物霊気の正体。

ガルヴァー二の起死回生実験。デカルトの心身問題
3 の解消に向けて。精神物理学。三段論法。アリスト

テレスの形式論理学。形式化、抽象化、そして数学

化の意義。論理学の基本ルール。関係構造。

同一律、矛盾律、排中律。逆丸対偶、反対関係。

認知行動科学の 現代記号論理学、命題論理学と述語論理学。 同上 同上

背景（3） 命題論理学。文章と文章を結び付ける4つの規則。

真理値、真理値表、真理関数。論理関係構造、演算5

4 論理代数の基本法則。矛盾、トートロジー。

述語論理学。主語の変数化、述語化。文章の関数化。

一変数関数、二変数関数、多変数関数。量化、量化
記号。公理系の無矛盾性、完結性。
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執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マな 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

認知行動科学の 「反射」の仕組みから「脳」のモデルへ。 同上 同上

背景（4） 精神的分泌現象。パヴロフの条件反射学。無条件刺
激と無条件反応の結びつき。条件付け操作、強化、

消去、消去抵抗、自然回復。精神的分泌の正体。高

次条件付け。一次信号系、二次信号系。洞察対試行
5

錯誤。ケーラーのチンパンジーの知能テスト。ソー

ンダイクのネゴの問題箱。条件反応を引き起こすメ

カニズム。神経系のタイプ。パヴロフの脳モデルの

制約、限界とその後の展開。脳神経細胞は、非線形
閾値素子。．

認知行動科学の 行動（の）科学。行動心理学。ワトソンの行動主義。 同上 同上

基盤（1） 行動主義宣言。行動主義者の綱領。心理学の数学化。

行動科学としての心理学。心は白紙。経験：論。環境

6 論。学習。情動条件付け一アルバート坊やの事例一。

ワトソンの心理科学史の上での評価。新行動主義者

たちの取り組みから一操作的概念の役割と意義。ミ
ラ」の獲得性動因論、不安とは。動因低減、動機論。

認知行動科学の 実験行動分析学一オペラント心理学一。 同上 同上

基盤（2） スキナーの略年譜。スキナーの排除する「理論」と

は。三項関係。機会刺激一オペラント行動一強化の

7 随伴性。弁別刺激。強化子（正、負、罰）。強化の

スケジュール。スキナ一箱。累積記録器。日常場面

での行動分析。刺激制御下にある自発オペラント行
動。環境は、行動を淘汰する。相互商の刺激制御。

認知行動科学の 人間情報処理システム。入力情報の変換・伝達・処 同上 同上

基盤（3） 理・伝達・再変換・情報の出力過程。情報の流れの

中で。情報伝達容量。SN比¢情報量。情報量の単
位。負のエントロピー。秩序と無秩序。対数関数。

8
サイバネティクス。フィードバック・システム。

ホメオスタシネ。サーボ・メカニズム。情報伝達経

路としての人。魔法の数「7±2」。情報の処理と
は。チャンク化、コード化。語の冗長性。

認知行動科学の 認知過程論。情報処理システム・モジュール。 同上 同上

基盤（4） 直接記憶範囲。注意の範囲。スパーリングの実験か

ら。部分報告法。全体報告法。記銘。直後再生。遅

延再生。感覚貯蔵。リセット機能。パターン認識。
9

セルフリッジ・モデル。パンデモニアム・モデル。

おばあさん細胞説。ネットワーク説。ボトム・アッ

プ・プロセス。トップ・ダウン・プロセス6予期図
式。創造性、創造的問題解決。

認知行動科学の 記憶システム。一次記憶、二次記憶。行動論と記憶。 同上 同上

基盤（5） エビングハウスの忘却曲線。無意味つづり。節約率。

記憶崩壊と干渉理論。順行・逆行抑制。緊張理論。

10 抑圧理論。短期記憶過程と長期記憶過程の分離。

系列位置曲線。初頭効果。親近性効果。短期記憶情

報の検索過程。高速悉皆走査直列処理。中途打ち切
り走査。長期記憶過程。確率過程論モデル。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

馬 認知行動科学の 中央制御システム。脳のモデル。形式ニューロン。 同上 同上

基盤i（6＞ シナプス結合荷重（係数）。閾値。シグモイド関数。

形式ニューラル・ネットワーク。パーセプトロン。

分類。誤り訂正学習法。ヘッブの疎通原理。パーセ
11

プトロンの計算。パターン変換計算。学習収束原理。

隠れ層。排他的6r計算。非線形力学系モデル。ホ
ップフィールド・モデル。エネルギー関数。極小値。

ボルツマン・モデル。

認知行動科学の 動物モデル。行動療法。薬理療法。行動医学。 　　　　酔
ｯ上 τ同上

応用（1） パヴロフの分化条件付け。実験神経症。消去法。消
去抵抗。拮抗条件付け。系統的脱感作法。葛藤のタ

イブ。マッサーマンの実験。心的ストレス。ワトソ
12

ンの情動条件付け。刺激汎化。スキナーのオペラン
ト技法。行動修正・変容法。応用行動分析学。教育

工学。エア・クリブ。行動薬理学。生活習慣病。・刺

激制御。自己制御。環境設計（ユートピア論）。

認知行動科学の 動物モデル。認知行動療法。心身問題。ブラディ実 同上 同上

応用（2） 験。ストレス刺激・ストレス反応。心身症。心的疲
労。ストレスと免疫機構。ワイス実験。三つ組み法。

統制群、実験群、ヨークト群。回避・回避葛藤。心

13 因性胃障害。セリグマン実験。学習性絶望感。無力

感。心因性うつ症モデル。信念、世界観。自己制御。

経験の後遺症。対処可能性。認知行動的対処法。認

知行動的免疫法。認知行動的耐性強化法。ハイテク

導入技法。バイオ・フィードバック法。薬理法。

認知行動科学の 動物モデル。比較認知行動科学。 同上 同上

応用（3） スキナーのコロンバン・シミュレーション計画。

ハトによる認知過程のシミュレーション。

二羽のハトによる言語を用いた会話。創造的問題解、
14 決過程。高い天井につるしたバナナをつつくハトの

洞察。短期記憶過程。ハトのメモ取り。自己認識。

自己認識実験パラダイム。ハトの鏡像理解。応用比

較認知行動科学。行動工学。

エピローグ 認知科学の成立基盤再考。人間の知性再考。心の記 同上 同上

号・計算論。論理関係構造。四則演算。文法。人工

知能研究（ダートマス会議）。情報科学セミナー。

情報処理システム。記述のレベルと用語。形式体系。

チューリング・マシンの計算。デネットの計算論を

15 巡る論理地図。高教会派計算主義。禅的全体論。

ドレイフアスの反記号論・反計算論。身体・文脈・

意図、志向性。サールの中国語の部屋思考実験。意

味の役割。チューリング・テスト再考。ペンローズ
の反人工知能論。ゲーデルの不完全性定理。

おわりに。
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8920524

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　・＝ 学校臨床心理学特論 （’　09）　一　（TV）

〔主任講師（現：職名）：滝口俊子（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：高石浩一（京都文教大学教授）

）

）

講義概要

　我が国における学校臨床心理学の発展は、1995年の公立中学校に対するスク…一…ルカウンセラー．．．．の試験的配置に始まり、現在

　小中高校など約10000校にスクールカウンセラーが配置されていることによって示されている。またその活動内容についても、

　特別支援教育や適応指導教室、緊急支援などにまで多岐にわたり、ますますその幅を広げつつある。これまでの学校臨床心理
　学の成果を概観すると同時に、今後のそのあり方を諸外国の例や識者の意見をもとに探っていきたい。

授業の目標

　全15回の講義を通して、多岐にわたる学校臨床心理学の活動を概観し、特にスクールカウンセラーが具体的にどのように関
　わっていけるかを理解すると共に、今後目指すべき方向性を模索する姿勢を学ぶことを目標にする。学校現場で単に受身に起
　こってくる事態に対処するだけでなく、自ら能動的に動くことができる臨床心理士の養成を最終目標とする。

履修上の留意点

　「スクールカウンセリング（’05）」、「乳幼児・児童の心理臨床Co7）」を参考に履修することが望ましい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

壱

我が国の学校臨床心理学が、どのように発展してきたか、
その推移と、スクールカウンセラーのシステム作りの工夫に

1
我が国の学校臨床心

搖w

ついて、紹介する。さらに学校臨床心理学の今後について
lえる。 滝口俊子（放

卵蜉w教授）
滝口俊子（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

教育と心理臨床、文部科学省、学校臨床心理士専門委員
会

子どもの成長の課題について、小学生・中学生の問題や昨
今の子どもの傾：向などを紹介する。問題の低年齢化、家庭

2

学校臨床心理学の実
H～小・中学校の場
〟E

環境の変化などに伴い、幼児期のカウンセリングの要請も
ｽいので、保育カウンセリングについても取り上げる。 滝口俊子（放

卵蜉w教授）
滝口俊子（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

スクールカウンセリング、保育カウンセリング、発達課題、発

達障害、家庭環境、友人関係

義務教育以降の高校・大学における学校臨床は、その進
学率の高さから、小中学校の義務教育機関と同様の問題
を抱えながら、同時に機関の特殊性に基づいて休退学の

学校臨床心理学の実 容易さ、その後のフォローのあり方など、対応に微妙な違い 高石浩一（京 高石浩一（京

3 践～高校・大学の場 がある。そうした機関の特殊性を考慮した学校臨床のあり方 都文教大学 都文教大学
合 を論じる。 教授） 教授）

【キーワード】

休退学、学生相談
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

近年、不登校状態の子どもたちの背景となる心理的・社会
的な状況が多様化してきている。この現状について整理し

4 不登校をめぐる支援

た上で、学校教育システムの中での多面的な不登校支援，
ﾌ仕組みについて、適応指導教室、別室登校、スクールカ
Eンセラーからの支援の役割について論じる。

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）『

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）

【キーワード】

不登校、適応指導教室、別室登校

昨今、教育現場で起こる自殺などの、大きな引き金として注
目されているいじめ、非行といった問題に対して、どのよう

に考え、具体的に対処していけばよいかを考える。とりわ

5
いじめ・非行をめぐる

x援

け、加害者・被害者双方の支援のありかたといった観点か

轣A単なる悪者探しに終わらない支援の方向性を探求して

｢きたい。

吉田圭吾（神

ﾋ大学准教
�j

吉田圭吾（神

ﾋ大学准教
�j

【キーワード】

いじめ、加害者・被害者支援

落ち着かない子ども・対人関係に問題を抱える子ども・学習

に困難を抱える子どもに、LD・ADHD・高機能広汎性発達
障害など発達障害の観点から、「特別支援教育」が学校教

6
発達障害をめぐる支

育の中で始められている。学校臨床心理士は発達障害や
ｻの周辺の子どもたちに対して、どのような支援が出来るか

ﾉついて論じる。

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）

【キーワード】

発達障害、特別支援教育

事件・事故・災害など、学校システム全体が揺らぐような事

態が生じる場合、システム全体を視野に入れながら心理的
な支援活動を行うことを“緊急支援”と呼ぶ。また、暴力被害

7 危機介入と緊急支援

や非行など、当該の児童生徒や家族に対して、個別的で
ﾍあるが緊急性の高い“危機介入”を求められる場合もあ
驕Bこのような際のスクールカウンセラーの活動について論

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）

香川克（京都

ｶ教大学准
ｳ授）

じる。

【キーワード】’

学校システム、緊急支援、危機介入

諸外国、とりわけ学校臨床の先進国である欧米の学校臨床
心理学的支援の展開、現状について学習すると同時に、実

8
諸外国の学校心理臨

ｰ

際の学校臨床心理学的支援について、体験者などのお話
�烽ﾆに、我が国でも導入可能な学校現場における心理臨

ｰの方向性を探る。

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

【キーワード】

スクーールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

スクールカウンセラー制度はかなり定着してきたが、スター

ルカウンセラーと教師との連携は学校ごとに大変難しい場
合もある。教師とスクールカウンセラーがお互い十分納得し

9
教師との連携・支援

ﾌ制づくり

て連携するために必要な条件や校内教育相談システムに
ﾂいて議論し、合わせて学校の保護者・子どもへの支援体
ｧづくりについて考察する。

吉田圭吾（神

ﾋ大学准教
�j

吉田圭吾（神

ﾋ大学准教
�j

ノ

【キーワード】

スクールカウンセラー、教育相談、教師との連携

一一
@73　一一



回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

10 保護者への対応

近年学校を揺るがす保護者からの教育現場への過剰な要
＝Aそれに対応する教師の悩みが数多く報告されている。“困った親”にはどのようなタイプがあるのか、タイプごとの教

tの対応の仕方、“困った親”に対する基本的な態度など
�_じながら、保護者との連携の基本原則について多面的
ﾉ考察していく。

yキーワード】“困った親”、保護者の罪悪感、保護者との連携

吉田圭吾（神

ﾋ大学准教
�j

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

11
学校を越えて一家庭
K問、メール

教育現場は学校だけではない。教育委員会や適応指導教
ｺ、さらには地域の不登校児を受け入れるNPOなどさまざ
ﾜな団体、病院や保健所との連携もまた、学校臨床の視野
ﾉ入りつつある。インターネットの利用や家庭訪問など、学
Zという枠を越えるスクールカウンセラーの活動について考
@する。

yキーワード】

ﾆ庭訪問、メール、適応指導教室

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

12
学校臨床のアセスメ

塔g

学校臨床心理学におけるアセスメントとは、児童生徒のアセ
Xメント、保護者や教師のアセスメントに加えて、学校システ

?S体に関するアセスメントも含まれる。その具体的な方法

竡p勢、さらには学校臨床への活用の仕方について、守秘
`務との関連も視野に入れながら考察する。

yキーワード】

w校アセスメント、心理テスト

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

高石浩一（京

s文教大学
ｳ授）

13
スクールカウンセラー

ﾌ研修

学校臨床心理士（スクールカウンセラー）は、面接室で児

ｶ・生徒・保護者・教職員に面接すると共に、面接室外での
矧?ｮがある。多様な要請に応えられるスクールカウンセ
堰[として不可欠な研修、心理臨床の力量をあげるために
s可欠なスーパーヴィジョンについても、詳述する。

yキーワード】

蜉w院教育、事例検討会、研修会、スーパーヴィジョン

滝口俊子（放

卵蜉w教授）
滝口俊子（放

卵蜉w教授）

14
スクールカウンセラー

ﾖの期待（1）

学校臨床心理学は研究も大切であるが、子どもたちの成
ｷ・発達に役に立たなくては意味がない。子どもの関係者
ﾌ声に耳を傾ける。

yキーワード】

M頼関係、連i携、広い深い視野

滝口俊子（放

卵蜉w教授）
滝口俊子（放

卵蜉w教授）

15
スクールカウ冴セラー

ﾖの期待（2）

教育に深くかかわる方に、スクールカウンセラーへの期待と

v請を語っていただく。

yキーワード】

ｳ育の未来、教育委員会、学校文化、宗教性

滝口俊子（放

卵蜉w教授）
滝口俊子（放

卵蜉w教授）
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年 2009年度

科目
　　　大学院科目
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目
ド

科
あ 8920516

修
両

三
制 無

回
数 2

科目名（メディア）　＝ 心理・教育統計法特記 （’　09）　＝　（R）

〔主任講師（現職名）：福田　周　　　（東洋英和女学院大学准教授）

〔主任講師（現職名）：卯月　研次　　（大正大学准教授）

講義概要

　臨床心理学研究や発達・教育研究において、その研究法には、「数量的」研究と「質的」研究の2つの枠組みで捉えられることが
　多い。特に臨床心理学では、事例研究を中心とした質的研究がその主たる研究法として取り上げられることが多いが、「数量的」
　研究法もまた臨床心理学研究になじまない方法では決してない。あくまでも臨床実践に生かされるような「数量：的」研究を行うに
　はどのような統計法が有効であるのか、実際的な研究事例を用いながら解説していく。具体的には調査研究で多く用いられる多

　変量解析法、実験を用いた仮説検証型の臨床研究などを取り上げて考察していく。

授業の目：標

　全15回の講義を通じ、心理学における統計法の手法を身につけるとともに、臨床実践の中での数量的研究視点のもち方、仮説
　検証型の研究方法の利点と欠点などを理解し、実際の研究アイデアに生かせるようになることを目標とする。さらに、理論的理解

　だけではなく、実際に演習を行いながら、数量的分析を行えるようにしていく。

履修上の留意点
　研究法の全体的な基礎を習得するために、「臨床心理学研究法特論」を学んでおくことが望ましい。また、発達研究や質的研究
　に関しては、「発達心理学特論」を合わせて学んでおくことが望ましい。統計法そのものの基礎的な知識に関しては、学部「心理

　学研三法」、「計量心理学」などを参考にするとよい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属；職名）

1 数量的研究とは

統計学の歴史を概観しながら、臨床心理学研究に統計学
ｪどのように取り入れられてきたかを解説する。さらに仮説

沛ﾘ型の研究方法を用いた研究スタイルの特徴を説明し、
迫ﾊ的分析の基本的手順について理解を深める。

yキーワード】

搆v学、確率論、仮説検定、推測統計、帰無仮説、対立仮
焉A検定力、標本集団、母集団

福田周
i東洋英和女
w院大学・准
ｳ授）

福田周
i東洋英和女
w院大学・准
ｳ授）

2 基礎統計

ここでは、心理・教育統計法で扱う「データ」について理解

�[める。尺度の種類による数値の性質の違いを理解した
繧ﾅ、統計の基礎概念である平均値や標準偏差、正規分
zなどの考え方を確認しておきたい。

Pキーワード】

ﾚ度の種類、記述統計、代表値、標準偏差、不偏分散

卯月研次
i大正大学・

y教授）

卯月研次（大
ｳ大学・准教
�j

3 推測統計

推測統計における帰無仮説の意味を説明し、さらに推測検
閧ﾌ仕組みを解説する。その上で統計学における確率、推
ｪといった基本概念についてt検定を例に取り、理解を深
ﾟる。

yキーワード】

яｪ統計～標準化、有意差、三無仮説、対立仮説、第1種
ﾌ過誤、第2種の過誤、t検定、　t分布

卯月三次
i大正大学・

y教授）

卯月研次（大
ｳ大学・准教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）
、

推測統計の中でも基礎的な検定であるt検定を取り上げ、
その種類や留意点などを説明する。また、対応のあるデー
タと対応のないデータの違いやF検定についても説明す 卯月研次 卯月研次（大

4 t検定
る。

（大正大学・ 正大学・准教

【キーワード】
准教授） 授）

対応のあるデータ、対応のないデータ、対応のあるt検定、

ウェルチの法、F検定

分散分析の基本的な考え方と使い方を説明する。まず実
験研究計画の種類や要因・水準について説明し、一要因

5 分散分析

の分散分析で計算の仕組みと結果の見方を学ぶ。さらに、
�v因の分散分析と交互作用についても理解を深める。

卯，月三次
i大正大学・

卯月三次（大
ｳ大学・准教

【キーワード】
准教授） 授：）

分散分析、要因、水準、被験者間計画、被験者内計画、多
重比較、交互作用

臨床心理学の研究においては、得られるデータが名義尺
度であって、それぞれのカテゴリーにあてはまる人数の比

6

名義尺度の検定一κ2検定

率の差を統計的に検定したい場合が多くある。この回で
ﾍ、このような場合の検定法として、最も一般的なZ2検定
ﾉついて解説する。

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

【キーワード】

名義尺度、期待度数、観測度数、Fisherの直接法

臨床心理学の研究においては、厳密な間隔尺度や比率尺
度を用いた測定にはそぐわない性質の変数を扱うこともよく

あり、その場合は用いられる質的データの分析に有効とな

7 順序尺度の検定

る統計的検定はノンパラメトリック法である。名義尺度につ

｢ては、第6回のκ2検定がその方法であるが、この回では
ｨもに順序尺度を用いた場合のノンパラメトリック法を解説
ｷる。

福田周
i東洋英和女
w院大学・准

福田周
i東洋英和女
w院大学・准

教授） 教授）

【キーワード】

マン・ホイットニーのU検定，ウィルコクソンの順位和検定，

ウィルコクソンの符号付き順位検定，クラスカル・ウォリスの

検定，フリードマンの検定

相関は、2つの変数どうしの関連を探る指標である。人間の
営みにおけるさまざまな行動や反応は普通、ひとつの変数
の要因だけで決定されることはない。その背後にあるさまざ

まな要因がお互い関連しあった結果としてひとつの反応が 福田周 福田周
8、 相関研究 生じる。ここでは、相関に関する基本的な概念とその計算

菇@、そして相関の結果の解釈の仕方について解説する。

（東洋英和女

w院大学・准
ｳ授）

（東洋英和女

w院大学・准
ｳ授）

【キーワード】

相関図、ピアソンの積率相関係数、順位相関、無相関検
定、擬似相関

臨床心理学における研究では、ある事象に関係する多様
Y「 な要因を同時に分析し、その複雑な関係からある一定の傾

向や因果関係を推測していく研究スタイルがとられることが 福田周 福田周
9 多変量解析の概説

多い。その際によく用いられる解析手法として多変量解析法について説明し、その有効性と留意点を理解していく。 （東洋英和女

w院大学・准
（東洋英和女

w院大学・准
教授） 教授）

【キーワード】

外的基準，目的変数，説明変数，外生変数，内生変数
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 重回帰分析

臨床心理学の研究においては、例えば、子供や成人の不
ﾀや精神健康などの適応の水準を調査し、適応に影響を
^える複数の要因を同時、あるいは別に調査して、適応の
??ﾆ要因との関係を分析することがよくある。この回では、

ｱのような場合の分析方法として、最も一般的に用いられる

d回帰分析について解説する。

yキーワード】

_ミー変数、標準偏回帰係数、重相関係数、決定係数

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

11 因子分析

因子分析は，複数の観測された変数の背後にある共通の
v因を探る統計技法であり，心理学では頻繁に使用されて
｢る多変量解析の一つである。この回では，因子分析の研
?痰�ﾐ介した上で，因子分析の基本的な考え方や分析
ﾌ手順について解説する。

yキーワード】　　　　　　　　　　　　　　　　／
�q分析，潜在変数，共通因子，独自因子，因子負荷量，

P純構造，因子得点

堀井俊章（横

l国立大学・
y教授）

堀井俊章（横
l国立大学・
y教授）

12 主成分分析

主成分分析は，多くの変数を縮約し，新しい合成変数を作
闖oすための手法である。この回では，主成分分析の研究
痰�ﾐ介した上で，その基本的な考え方や分析の手順に
ﾂいて解説する。また，因子分析との違いについても説明
ｷる。

@　　　　　　、yキーワード】

蜷ｬ分分析，合成変数，主成分，主成分負荷量，固有ベク
gル，主成分得点

堀井俊章（横

l国立大学・
y教授）

堀井俊章（横
l国立大学・
y教授）

ユ3 共分散構造分析

臨床心理学の研究においては、質問票などで調べた複数
ﾌ構成概念について、やや複雑なモデルを仮定して構成
T念問の因果関係を明らかにしたい場合がある。このような
鼾№ﾉ使われる、共分散構造分析について解説する。

yキーワード】

ﾏ測変数、潜在変数、パス係数、適合度、パス解析

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

藤田悟郎（科
w警察研究所・室長）

14
質的変数の多変量解

ﾍ

臨床心理学の研究においては、質問票などにより、質的
fータを数多く集め、変数間の関係を同時に分析したい場
№ｪ、比較的多くある。このような場合に利用可能な分析方
@である、ロジスティック回帰分析、判別分析、コレスポンデ

塔X分析について解説する。

yキーワード】

鴻Wスティック回帰分析、判別分析、多重コレスポンデンス

ｪ析、数量化皿類

藤田悟郎（科

w警察研究
梶E室長）

藤田悟郎（科
w警察研究所・室長）

15

総括一戸量的研究’
@の活用の際の留意

_

これまでの研究手法を総括しながら、臨床実践における数
ﾊ的研究方法の活用の際、実際に気をつけるべき点を考
ｦていく。特に、実証的研究のデータ収集方法に関する配
ｶを中心に解説する。

yキーワード】

�ﾊ関係、実験的研究、相関的研究、実験計画、剰余変
煤A被験者配置、無作為配置、ワーディング

福田周
i東洋英和女
w院大学・准
ｳ授）

福田周
i東洋英和女
w院大学・准
ｳ授）
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事務局
記載欄

三
度

三
年 2011年度

目
分

科
区 大学院科目 目

ド

科
， 8920567

履修
　　　無制限

繋 2

科目名（メディア）　＝ 発達心理学特論． ’（’11）＝＝　（TV）

〔主任講師（現職名）：子安増生（京都大学大学院教授） ）

【本学担当専任教員：小野けい子（放送大学教授） ］

講義概要

　生物的存在でありかつ社会的存在である人間の発達について、生涯発達の視点から包括的に考える。最初に、発達心理学
　の基礎的課題について、心の進化、愛着、自己理解、学校環境、多重知能、メディア等をキーワードとして解きほぐし、その後、

　周産期、乳児期、幼児期、児童期、青年期｛成人期、老年期のそれぞれの心の発達の課題と発達支援の在り方について検討
　する。

授業の目標

　人間は、生物としてのさまざまな制約を受けっっも、家族、地域、社会の中で人間的な触れ合いを通じて、日々成長し、自己
　実現をはかっている。人間は、生涯発達し続け、自己をつくりかえていく存在である。人間の発達の可塑性の大きさを実感する
　と共に、自己の生き方を省察し、生きることの意味を再考する契機となることが本講義の目標である。

履修上の留意点

　本講義は。，人間発達プログラムと臨床心理学プログラムの共通開設科目であり、日本臨床心理士資格認定協会の認定する選
　択必修科目群B群のうちの1科目である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 発達心理学の基礎

この章では、本書全体の導入として、発達の定義、発達期
ﾆ発達段階、発達曲線、遺伝と環境、個人差と個性、知情
ﾓの機能とパーソナリティなど発達心理学の基礎的概念、
ﾈらびに発達研究の基本的方法などを学ぶ。

yキーワード】発達、発達段階、発達曲線、遺伝と環境、個

ｫ、パーソナリティ、発達研究法、観察、実験、心理検査、

ﾊ接

子安増生（京

s大学大学
@教授）

子安増生（京

s大学大学
@教授）　　　　、麓，

2 心の進化と発達

ヒトらしい心を特徴づけるものは何か。それはいつ、どのよう
ﾉ、なぜそうなったのか。ヒトの形態的な特徴と同様に、目

ﾉはみえない心のはたらきも、ヒトが長い時間をかけて獲i得
ｵてきた進化的淘汰の産物である。「進化」と「発達」、2つ

ﾌ時間軸の物差しを使って、ヒト特有の心のはたらきの成立
ﾟ程を考察する。

yキーワード】心の進化、適応的意義，霊長類、比較認知発

B科学、見つめあい、表情

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

3 愛着の発達

発達の基礎としての愛着に関して、愛着の形成過程、愛着
ﾌ個人葦について述べるとともに、愛着の個人差から見た
e子関係・仲間関係を概観し、愛着から愛情ネットワークへ、また生涯発達における愛情ネットワークの役割につい

ﾄも学ぶ

yギーワード】愛着、基本的信頼感、情動、ストレンジシチュ

Gーション法、しつけ、剥奪事例、アダルトアタッチメントイン

^ビュー

小野けい子
i放送大学大
w院教授）

小野けい子
i放送大学大
w院教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

自分が自分という1つの存在であることを知るようになる自己

4 自己理解の発達

意識の成立について、また、特に生後から青年期までの変
ｻ過程に焦点をあてながら、自分が自分を知るという客体

I自己を理解する自己理解の発達の様相について学ぶ。

中間玲子（兵

ﾉ教育大学
蜉w院准教

中間玲子（兵

ﾉ教育大学
蜉w院准教

授：） 授）

【キーワード】自己意識、鏡像的自己認知、自伝的記憶、ナ

ラティヴ、認知発達、自己概念、自己評価

学校環境での他者（友人や教師）との関わりは、子どもの認
知や社会性の発達に影響を及ぼす。また環境への適応と

5 学校環境と発達

いう点では、集団生活を通じて子どもは学校や教室のルー
汲竕ｿ値観を身につけていく。本章では、他者や集団と関

墲髓?ﾅの発達の様相を学ぶ。

藤村宣之（東

梠蜉w大学
@准教授）

藤村宣之（東

梠蜉w大学
@准教授）

【キーワード】学校の誕生、社会的相互作用、最近接発達
領域、スキヤフオルデイング、学校適応、教室文化、学習観

人の能力が相対的に独立したいくつかのモジュール（機能
単位）から成り立つとする多重知能理論では、人間の能力
を学校知能、社会的知能、芸術的知能に大別する。多重

6 多重知能理論と教育
知能理論を学ぶことは、教育のあり方を考える上で大きな

ｦ唆を与えてくれる。

子安増生（京

s大学大学
子安増生（京

s大学大学
院教授） 院教授）

【キーワード】多重知能理論、モジューール、学校知能、社会

的知能、芸術的知能、全人教育

子どもたちは、生まれたとぎからテレビ、ビデオ、テレビゲー

ム、携帯電話などさまざまなメディアに取り囲まれて生活し
ている。子どもたちは、このようなメディアからどのようなこと

7 メディアと発達
を学んでいるのだろうか。さまざまなメディアと発達の関係に

ﾂいて考えてみる。

子安増生（京

s大学大学
子安増生（京

s大学大学
院教授） 院教授）

【キーワード】メディア、テレビ、ビデオ、テレビゲーム、実行

説、代行説、映像文法の発達

ヒトの新生児は、精緻な知覚、応答能力をもって生まれてく

る。最近の医療技術の進歩は、そうした能力の発達的起源

8 周産期の心の発達

を「生まれつき」ではなく、胎児期からの学習という連続性に

ｩ出そうとしている。最新の知見を学ぶことにより、ヒトの心

ﾌはたらきの発達的起源について考える。

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

【キーワード】胎児、新生児、生得性、感覚運動学習、連続

性

生後1年半にわたるヒトの心のはたらきの成立過程とその特
徴を学ぶ。この過程では、2度の飛躍期が存在する。生後2

9 乳児期の心の発達

望月（2か月革命）と9カ月（9カ月革命）である。とくに生後

Xヶ注目には、他者の視点を通して物事にかかわるという、

qト特有の心のはたらきが顕著に発達する。

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

明和政子（京

s大学大学
@准教授）

【キーワード】新生児微笑、社会的微笑、模倣、三項関係、

社会的参照、共同注視、視線追従、意図理解、教育

幼児期は身辺の自立とことばの発達が進むと同時に、それ
と軌を一にして他者の心の理解が少しずつ進んでいく。近

10 幼児期の心の発達

年、「心の理論」というテーマで研究が進展してきたが、子ど

烽ｽちは幼児期の4歳から6歳の間に、心を読み取る能力
l得の最初のステップに立ち、そのことが子どもの思考や

s動を豊かにしていく。

子安増生（京

s大学大学
@教授）

子安増生（京

s大学大学
@教授）

【キーワード】幼児期、身辺の自立、ことばの発達、他者視

点の理解、心の理論、うそ
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

児童前期（小学校低・中学年）には、具体的な事柄に関す
る論理的な思考が発達するとともに、他者に向けた説明の

ためのことばが用いられるようになる。また小学校中学年頃

11 児童前期の心の発達
には自律意識が芽生え、仲間集団が成立する。認知と社
?ｫの関わりについて考えてみる。

藤村宣之（東

梠蜉w大学
藤村宣之（東

梠蜉w大学
四三教授） 院准教授）

【キーワード】リテラシー、ニュメラシー、読字／読書障害、具

体的操作、二次的ことば、脱中心化、視点取得、仲間集
団、ギャング手イジ、学童保育

児童後期（小学校高学年）には、現実を可能性の一つとみ
る抽象的思考が始まるが、その発達に学校教育が果たす

12 9歳の壁を乗り越える

役割は大きく、それをめぐるつまずきの問題が「9歳の壁」と

ｵて指摘されてきた。児童後期の発達過程と、9歳の壁を乗
濶zえるための教育を考える。

藤村宣之（東

梠蜉w大学
@准教授）

藤村宣之（東

梠蜉w大学
@准教授）

【キーワード】形式的操作、9歳の壁、発達の質的転換期、

学力、メタ認知、友人関係、自己概念

青年期に人はぐ自身の身体や社会的地位など、内外の
様々な変化の過程を生きることになる。その中で、自己や
生き方に向き合い、大人になっていく。本章では、青年期

に訪れる様々な変化の中で展開される自己の問い直しの 中間玲子（兵 中間玲子（兵

13 青年期の心の発達 過程に焦点をあてながら、青年期の心の発達について考え
ﾄいく。

庫教育大学
蜉w院准教

庫教育大学
蜉w院准教

【キーワ藁ド】自己意識、身体発達、ボディ・イメージ、摂食
授） 授）

障害、認知発達、自己への否定的感情、人間関係、アイデ
ンティティ、社会変動

り

成人期になると、次世代を育てる心が発達し、より成熟した

人格へと向かうとされる。だが同時に、新たな役割を獲得す

14 成人期の心の発達

る上での困難や、予期せぬライフイベントに遭遇することも

?閨A心理的危機状況に陥ることもある。ここでは、特に成人

冾ﾉ訪れる自己の変化に焦点をあてながら、成人期の心の
ｭ達について考えていく。

中間玲子（兵

ﾉ教育大学
蜉w院准教

中間玲子（兵

ﾉ教育大学
蜉w院准教

【キーワード】自己受容、親子関係、キャリア発達、中年期
授） 授）

の危機、時間的展望、アイデンティティ、パーソナリティの成

熟

老年期となっても維持される能力は多様で、技能の更なる
熟達化の認められることも少なくない。高齢者の認知機能

15 老年期の心の発達

の変化と個人差について、自己概念や対人的ネットワーク

ﾌ変化と役割について、喪失体験の受容と老年期の人格
ｭ達について論じる。

小野けい子
i放送大学大
w院教授）

小野けい子
i放送大学大
w院教授）

【キーワード】流動性知能、結晶性知能、熟達化、作品の

ピーク、喪失体験・コスモロジー
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事務局

L載欄
開講

N度

　　　　　　　科目’2011年度　　　　　　　区分

大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8950520

履修

ｧ限
無

単位
4

科目名（メディア）　＝ 臨床心理学特論 （’　11）　＝　（R）

〔主任講師（現職名）：齋藤　高雅（放送大学教授） ）

講義概要’

　臨床心理学特論では心理臨床活動の基礎となるさまざまな考え方や心理臨床において必要な基本的な知識や技法を述べ
　る。心理臨床には多様な領域があるが（たとえば教育臨床や病院臨床、職域臨床、司法臨床など）、それぞれの対象領域によ
　る相違はあるものの、こころの専門家として基本的な共通する視点が存在する。このような観点から、臨床心理学的知識や技法

　が心理臨床活動にどのように生かされるのか、心理臨床行為の特異性は何か、また倫理の重要性について論ずる。

授業の目標
　本講義では、心理臨床活動の基礎となるさまざまな考え方や心理臨床において必要な基本的な知識を習得することを目標と

　する。

履修上の留意点
　日本臨床心理士資格認定協会の第2種指定校となっている関係上、この科目は修士全科生には必修科目である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学の定義、心理臨床家の実践の場、教育と訓
練、臨床活動における倫理の問題、研究などについて論ず
る。

齋藤高雅 齋藤高雅
1 臨床心理学とは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
yキーワード】、

（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

臨床心理学の定義、心理臨床家の実践の場、教育と訓

練、倫理、研究

臨床心理学の歩みと精神医学との関係について触れ、臨
床心理学が確立した過程について述べる。

臨床心理学の歴史と

2 展開：臨床心理学と 齋藤高雅 齋藤高雅
精神医学 【キーワード】

臨床心理学の歴史、精神医学の歴史、異常心理学、精神
病理学、臨床心理学の近接領域

精神障害の分類について学び、主要な精神障害である統

精神疾患1： 合失調症、気分障害について述べる。 石丸昌彦 石丸昌彦
3 統合失調症と気分障 （放送大学教 （放送大学教

害
【キーワード】

授） 授）

操作的診断、ICD、　DSM、統合失調症、気分障害

一一一@81　一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

4
精神疾患2：

_経症と関連事項

いわゆる神経症と関連事項について、概念やその特徴、発
ﾇ機制、治療について述べる。

yキーワード】

_経症、パニック障害、’ ｭ迫性障害、転換性障害、解離性

瘧Q

石丸昌彦 石丸昌彦

5
精神疾患3：

Xトレス反応と心身症

心理的なストレスによって生ずる適応障害やストレス反応に

ﾂいて述べる。また、心身症の概念とメカニズム、摂食障害
ﾈどについて学ぶ。

yキーワード】

Xトレス、適応障害、PTSD、心身症、摂食障害

石丸昌彦 石丸昌彦

6
臨床心理学パラダイ

臨床心理学に関わる主要な4つのパラダイム、生物学的、
ｸ神分析学的、認知・行動学的、人間学的パラダイムにつ
｢て述べる。さらに、包括的な人間理解のとらえ方として、

ｶ物一心理一社会モデルがあるが、それと臨床実践にお
ｯるこれらパラダイムと折衷主義、ないしは統合的心理療法
ﾌ動向について述べる。

yキーワード】

ｶ物学的、精神分析学的、認知・行動学的、人間学的パラ
_イム

齋藤高雅

齋藤高雅
Qスト：

k玲子（新
ヰﾂ陵大学
ｳ授）

7
心のはたらき1

ｳ意識の発見

フ直イト，S．による無意識の発見，精神分析療法の起源と成

ｧ，自由連想，抵抗，解釈，心的外傷体験，夢，象徴など
ﾉついて述べる。ユング，C．G．の無意識論については，放

落�ﾆで大場が担当する。印刷教材と放送授業を別の講
tにすることで、多角的・多面的な理解を試みる。

yキーワード】

[層心理学，無意識論自由連想法，抵抗，転移，解釈，
ｴ察，夢，象徴，抑圧，コンプレックス，失錯行為

齋藤高雅
大場登（放
卵蜉w教授）

8
心のはたらき2
ｩ我と無意識の関係

心のはたらきでは、特に自我と無意識との関係が重要に
ﾈってくる。不安と防衛、自我の防衛機制、症状形成などに

ﾂいて述べる。放送授業は大場が担当する。大場の放送
�ﾆでは、「自我と無意識の関係」に関して、ユング心理学の視点からの理解を試みる。

yキーワード】

ｳ意識、自我、自我の防衛機制、自我と無意識の関係

齋藤高雅 大場登

9
心のはたらき3
Cメージと身体

無意識には意識に至るさまざまなチャンネルがある。その中

yキーワード】

{デイイメージ、身、身体言語

佐藤仁美
i放送大学准
ｳ授）

佐藤仁美
i放送大学准
ｳ授）
Qスト：

k玲子

10

ライフサイクル論1ラ
Cフサイクルと心理臨

ｰ

人生の各時期にはその時期の発達的特徴と発達課題が存
ﾝし、各時期に特徴的な臨床心理学的問題が生じる。本章
ﾅはライフサイクルに関する代表的理論を紹介すると共に、
宴Cフサイクルと心理臨床について概説する。

yキーワード】

宴Cフサイクル

小野けい子
i放送大学教
�j

小野けい子
i放送大学教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　、容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

乳幼児期の発達的特徴と発達課題、この時期の臨床心理

11
ライフサイクル論2

菶c児期

学的問題について論じる。
小野けい子 小野けい子

【キーワード】

基本的信頼感、アタッチメント、エディプス・コンプレックス

児童期はほぼ小学生の時期にあたる。この時期の、特徴的
な知的発達、親子関係、友人関係、社会性の変化をとりあ

12
ライフサイクル論3．

剴ｶ期

げ、それが児童期の子どものこころに、どのような影響を与

ｦるのかをみていく。

山口義枝
i放送大学准
ｳ授）

山口義枝
i放送大学准
ｳ授）

【キーワード】

児童期小学生

思春期・青年期の臨床心理学的特徴について述べる。 佐藤仁美 佐藤仁美
13

ライフサイクル論4

v春期・青年期
（放送大学准

ｳ授）

（放送大学准

ｳ授）

【キーワード】

思春期青年期移行期第二次性徴アイデンティティ

成人期の心身の特徴と、臨床心理学的課題について述べ

14
ライフサイクル論5

ｬ人期

る。

yキーワード】

齋藤高雅，

鼬繒r子
i放送大学教
�j

滝口俊子
i放送大学教
�j

働き盛り、中年期の危機、個性化、更年期、うつ病、自殺防

止

高齢期の心身の特徴と臨床心理学的課題、旅立っ準備に

15
ライフサイクル論6

w誧

ついて述べる。’

yキーワード】

齋藤高雅，

鼬繒r子

滝口俊子
Qスト：

k玲子
自我の統合性対絶望，ターミナル・ケア，回想法，認知
症，サクセスフル・エイジング

心理臨床とアセスメント活動について、アセスメント面接、観

察、心理検査について述べる。特にアセスメント面接を中心 齋藤高雅
16

心理アセスメント1

S理アセスメントとは
にその目的、進め方など具体的に概説する。 齋藤高雅 ゲスト：

k玲子
【キーワード】

アセスメント、アセスメント面接、観察、．心理検査

心理検査によるアセスメントについて述べる。心理検査の基

礎と、心理アセスメントの目的、進め方、報告書、フィード

17

心理アセスメント2

S理検査
バックについて概説する。

齋藤高雅 齋藤高雅

【キーワード】，

アセスメント，心理検査，信頼性，妥当性，心理検査の目
的，テストバッテリー，アセスメントの報告，フィードバック
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

知能検査、発達検査作成の歴史、知能の概念、代表的検

心理アセスメント2 査の特徴を概観し、実施の目的や利点、使用上の注意に

18 心理検査： ついて述べる。
山口義枝 山口義枝

知能検査・発達検査
【キーワード】

知能検査、発達検査

臨床場面でよく使用されるパーソナリティ検査の中、投映法

について概説する。投映水準、投映法の種類とその特徴な
心理アセスメント3 どについて述べる。 齋藤高雅

19 心理検査： 齋藤高雅 ゲスト：

投映法
【キーワード】 橘玲子

パーソナリティ、投映法、投映水準、投映法の種類、ロール

シャッハ・テスト、TAT、　SCT、描画法、心理検査状況

臨床場面でよく使用されている質問紙法の種類や評価尺

心理アセスメント4 度と使用、それらの効用と注意点について述べる。

20 心理検査：
一

齋藤高雅 齋藤高雅
質問紙法・評価尺度 【キーワード】

質問紙法、評価尺度，YG性格検査，　MMPI，TEG，　Big
Five　Test

π

フロイト（Freud，　S。）に始まる精神分析療法について概説

ｷる。治療者関係、抵抗、転移、逆転移、行動化、その他 齋藤高雅

21
心理療法1
ｸ神分析と精神分析
I療法

の重要な概念について述べる。

yキーワード】

齋藤高雅
ゲスト：池田

ｭ俊（帝京大
w大学院教

精神分析、精神分析的療法、治療者関係、抵抗、転移、逆 授）

転移、解釈、行動化、ワークキング・スルー，洞察

ユング，C．G．に始まるユング派の心理療法は、日本では河

心理療法2 合隼雄の努力によって、非常に幅広い理解を得るまでに
なった。本章では、ユング派心理療法のもっとも基本的な理

22
分析心理学的心理 解を試みてみたい。 大場＝登 大場登
療法 【キーワード】

ユング派心理療法　　　　Ψ

学習理論を基盤とする行動療法と認知理論を基盤とする認
知療法がそれぞれ発展したが，次第に学習理論に認知理
論を統合する形で認知行動理論が提唱されるようになつ 齋藤高雅

心理療法3 た。行動療法の諸技法，認知行動療法の理論と実際につ

23
認知行動療法

いて述べる。

yキーワード】

F知行動療法，認知療法，行動療法，古典的条件づけ，オ

齋藤高雅
ゲストご堀越勝

i駿河台大学
蜉w院教授）

ペラント条件づけ，系統的脱感作，スキーマ，自動思考，認

知の歪み，認知的再体制化

ロジャーズに始まるクライエント中心療法とパーソン・セン

心理療法4 タード・アブp一チについて解説するとともに、ジエンドリン

のフォ山嵐シング技法・エンカウンター・グループについて
24 パーヅン・センタード・ もその理論と技法について概説を行う。 小野けい子 小野けい子

アプローチ
～

【キーワード】

来談者中心療法、パーソン・センタード・アプローチ
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

25

心理療法5

X田療法・
煌ﾏ療法・

ﾕ床動作法

日本で生まれ発展した3つの心理療法、森田正馬が確立し
ｽ森田療法、吉本伊信が創始した内観療法、さらに成瀬吾
�轤ｪ開発した臨床動作法について紹介する。

yキーワード】

X田療法、内観療法、臨床動作法

齋藤高雅

齋藤高雅

Qスト：中山

a彦（東京慈

b会医科大
w教授）

k玲子（新
ヰﾂ陵大学
ｳ授）

26
心理療法6

uリーフ・セラピー

ブリーフ・サイコセラピーおよびブリーフ・セラピーについて

T説する。ブリーフ・セラピーとは、わが国では「短期療法」

ﾆ訳され、さまざまなモデルがあるが、ここでは主に「解決

u向ブリーフセラピー」モデルを中心に紹介する。

yキーワード】

uリーフ・サイコセラピー，ブリーフ・セラピー，解決志向ブ

梶[フセラピー

齋藤高雅

齋藤高雅

Qスト

X俊夫・
i東京大学大
w院助教）

27

心理療法7

剴ｶの心理療法

児童を対象として行われることの多い遊戯療法について、

軏{概念、実際の設定の仕方について述べる。そして、遊
Y療法の特徴の一つである非言語的交流についての理解
�[める。

yキーワード】

V戯療法、遊び

山口義枝 山口義枝

28

心理療法8

|術・表現療法

言語的な心理療法に対極する形が非言語的な心理療法と
vわれがちだが、クライエントの表現が非言語的であるから
ｱそ、セラピストは受け止めたことを伝えるために言葉を磨

ｩなくてはならず、ある意味、非常に言語的なものである。

ｾ語一非言語のかかわりをはじめ、芸術・表現療法につい
ﾄ概説する。

yキーワード】

¥現芸術療法コミュニケーション

佐藤仁美 佐藤仁美

29

心理療法9

W団心理療法

集団で行われる心理療法について、その考え方と実施の
菇@、個人療法との違い、適応範囲、今後の展開などにつ
｢て述べる。
W団心理療法の歴史，構造、機能、さまざまな集団心理療
@について概説する。

yキーワード】

W団心理療法、集団の力（治療的因子），グループ現象

齋藤高雅

齋藤高雅

Qスト：

粋莓ヮq
i日本赤十字

ﾅ護大学教
�j

30
コミュニティと

S理療法

地域臨床活動場面、さらに学校臨床、犯罪被害者支援な
ﾇ、コミュニティの中で展開する心理療法は、これまでの心
摎ﾃ法とは異なる視点が必要になってくる。連携、ネット

潤[ク、コンサルテーションなどについて考える

yキーワード】コミュニティ・アプローチ、連携、危機介入、コンサルテー

ｮ　　　、

齋藤高雅

齋藤高雅

Qスト：

･口雅博
i立教大学教
�j
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科目名（メディア）＝： 臨床心理面接特論（‘07）＝（R）

〔主任講師（現職名）：大場t＝登　　（放送大学教授）〕

〔主任講師（現職名）：小野けい子（放送大学教授）〕

講義概要

　　心理療法を行う臨床心理士には、外科手術のためのメスも、化学的に身体（脳）に働きかける薬も与

　えられていない。基本は、クライアントの心身が訴える声に耳を傾けること・セラピストの心身で受け

　とめること。しかし、この「心身が訴える声に耳を傾けっづけること」が如何に困難な営みであるか、

　そして、逆に、　「一人の生きた人間（セラピスト）が、長期間にわたって耳を傾けっづける・受けとめ

　つづけること」によって、クライアントの心身がゆっくりとではあるが、確実に「変容」の歩みを始め

　るものであることを、30章（4単位）にわたって詳細に論じる予定である。

授業の目標

　実際の心理臨床の現場で臨床心理学的面接、ないし、心理療法を行ってゆくにあたって、臨床心理士に

とって、もっとも基本となる姿勢・留意点、そして
とを目的とする。

、心理療法技法論の基礎について体系的に学習するこ

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

ず

（所属・職名） （所属・職名）

心理療法とは一体どのようなものであるのだろう 大場　　＝登

か？ （放送大学

教授）

1
はじめに：心理
ﾃ法とは？

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

ゲスト：

?ﾋ　　園
i大阪府立

大学教授・

ユング派分
析家）

悩みや問題をもって来談した方に、忠告や説得を

2 耳を傾ける

しても、それが効を奏するのは、よほど問題の軽い

鼾№ﾅある。心理療法において、サイコセラピスト

i以下セラピストと略）は、クライアントの話にま

小野けい子
i放送大学

小野けい子
i放送大学

ず耳を傾け、そこに示される感清を受け入れてゆく。
教授） 教授）

心理療法という営みは、基本的にはセラピストと

クライアントの間で生起するが、この営みを抱え、

3
心理療法の器
i1）

保護するものとして「心理療法の器」が必要である。

Zラピストの守秘義務から始まって、面接時間・面
ﾚ室・面接頻度・料金といった、　「治療的枠組み」

小野けい子
i放送大学

ｳ授：）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

について考える。
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回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
心理療法の器
i2）

「器」に保護される中で、心理療法のプロセスは初
ﾟて進行する。セラピスト自身もまた、心理的変容

ﾟ程を守り保護する「心理療法の器」であるという
ｱとができる。前章で述べた面接室、面接時間等に
ｱき、本章では，「心理療法の器としてのセラピスト」

ﾉついて述べる。

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

5

トピックス｛心

摎ﾕ床の現場か
辷鼇@児童相談

　本講義では、トピックスとして、様々の心理臨床

ｻ場での実際の心理療法、個々の現場固有の特徴・

o験・感動・困難iさについても紹介してゆくことに

ｵている。第一回の今回は、児童相談所における臨

ｰ心理士の仕事を紹介してみることにしたい。

大場　登
i放送大学

ｳ授）

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

Qスト：

xQ恵介
i埼玉県南

剴ｶ相談
梶j

6 初　回　面　接

　「初回面接」はその後の長い心理療法の第一歩で

?驕Bクライアントにとっても、このセラピストと
竄ﾁてゆくことができるかどうかを見極める機会で

?驍ﾌと同時に、もちろん、セラピストも面接を引
ｫ受けることにするか否かを決定する大切な面接で

?驕B

大場　登
i放送大学

ｳ授）

大場　　＝登

i放送大学
ｳ授）

Qスト：

Xさち子
i慶磨義塾

蜉w医学部
ｸ神神経科
w教室）

7

心理療法とアセ
Xメント（1）
齔ｬ人の場合

　心理アセスメントは心理療法を開始するにあたっ

ﾄ必要不可欠である。アセスメントが確実になされ
驍ｱとが、その後の心理療法にとっての基盤iとなる。

齋藤　高雅
i放送大学

ｳ授：）

齋藤　高雅
i放送大学

ｳ授）

8

心理療法とアセ
Xメント（2）
齊qどもの場合

　年齢や性格によっては、心理検査を用いるアセス

＜塔gも行われるが、幼い子どもの場合は、プレイ
Zラピーをしながらのアセスメントになる。また、

e面接による情報も子どものアセスメントの素材と

ﾈる。

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授）

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授）

9 他職種との連携

　　医療機関で心理療法を行う場合に限らず、医師

�nめとする他職種との連携は一つの大きなテーマ
ﾅある。学校領域での心理臨床業務の遂行には学校
ﾌ教職員（クラス担任、養護教諭、教員、事務：職員な

ﾇ）、場合により児童相談所、教育相談所、あるいは

x察関係者等における他職種との連携は重要な課題

ﾅある。

齋藤　高雅
i放送大学

ｳ授）

齋藤　高雅
i放送大学

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10

トピックス：心

摎ﾕ床の現場か
辷鼇A医療機関

　医療機関における臨床心理士の業務について検討

ｷるとともに、放送授業では実際の現場の臨床心理
m　染谷利一先生をゲストにお迎えしてインタヴューを行いたい。

齋藤　高雅
i放送大学

ｳ授）

齋藤　高雅

i放送大学
ｳ授）

Qスト：

�J利一
ｭ東京大学

繩w部付属
a院精神神
o科）

11

セラピストによ

驕u仮説」の設

　クライアントの姿・語ること・症状に「耳を傾け」

ﾄいると、セラピストの心に、いろいろな疑問・連
z・イメージ、見立てや仮説も、そして、時にはそ

ﾌ見立てと抵触するイメージが浮かんでくることも
??､。

大場　登
i放送大学

ｳ授）

大場　　登
@（放送大学・教授）

12
セラピストの

u問いかけ〕と「コメント」

　「共感的に傾聴」することが、サイコセラピーの一方の柱だとすれば、仮説に基づいて、クライアン

gの反応を慎重に見守りっっ「問いかけ」をしてゆ

ｭことが、もう一方の柱と言えるだろうか。

大場　登
i放送大学

ｳ授）

大場　登
i放送大学

ｳ授），

13

セラピストとク

宴Cアントの関
W性（1）

　クライアントの訴え・セラピストによる傾聴・両
ﾒの個性が「器」の中で次第に「煮詰まって」くる

ﾉしたがって、クライアントの心の中の様々な「外
I・内的人物像」は、心理療法で相対している「セ

eピズトj像と微妙なつながりを持ち始める。

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

14

セラピストとク

宴Cアントの関
W性（2）．

　クライアントから投げかけられるクライアントの

Sの中の「外的・内的人物像」、そして、その「人
ｨ像」に伴う複雑で、濃密、時に圧倒的な様々の感
薰ﾍ、セラピストの心に一定の心理的影響を及ぼさ

ｸにいることは決してない。かくして、セラピスト
ﾌ心もまた、　「器」の中の「心理的なプロセス」に

K然的に関与してゆくことになる。

大場　登
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

15

トピックス：心

摎ﾕ床の現場か
辷鼈鼇B保育カウ

塔Zリング

　心理臨床の新しい領域、「保育カウンセリング」

ﾉついて紹介するとともに、現場の臨床心理士をお
}えして、インタヴューを行う。

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授）

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授）

Qスト：

竢纓且q
i日野市保

辜Jウンセ
堰[）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

16 意識と無意識

　心理療法に携わる中で、人間の心には、意識して

｢る部分の他に、無意識の領域が存在すると仮定し

ｽほうが理解しやすいという経験に遭遇する。治療

_的にも、意識の統制力をやや弱めることによって、

燒ﾊ的なものに向かい、自己治癒力を活性化する方

@がとられることについて論じる。

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

17 箱庭療法

　内面的なものを言語に頼らず自由に表現する方法

ﾆして、描画法、遊戯法などがあるが、ここでは箱
?ﾃ法を取り上げて、この方法を紹介するとともに、

??ﾌ中で自己表現をすることによる自己治癒力の

ｭきについても論じる。

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

18 家　族　面　接

　心理療法においては、様々な問題を顕在化してお

轤黷髢{人ではなく、そのご家族が面接にみえるこ
ﾆも多い。また、本人とご家族両方への面接が求め

轤黷驍ｱとも多い。それらをどう考え、どうずれば

ﾇいのかについて取り上げる。

小野けい子
i放送大学

ｳ授：）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

19
若者たちと心理

ﾃ法

　　思春期～青年期にあたる若者たち特有の心性
ﾆ、いくつかの臨床現場でのセラ、ピストとのやり取

閧�?Sに論じていきたいと思う。思春期～青年期
ﾆ出会う臨床現場での実際を織り込む予定である。

佐藤仁美
i放送大学

y教授）

佐藤仁美
i放送大学

y教授）

20

トピックス：心

摎ﾕ床の現場か
辷鼇C犯罪被害

ﾒ支援

　「犯罪被害者支援」の立場で、警察という職場で

樺k活動をしておられる臨床心理士の業務について
ｲ紹介するとともに、放送授業では、実際の現場の臨

ｰ心理士伊藤可奈子先生をゲストにお迎えして、イ

塔^ヴューを行いたい。 小野けい子
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

Qスト：

ﾉ藤可奈子
i広島県警

@本部警務
伯x察安全
樺k課被害
ﾒ対策室）

21 夢　と　癒　し

　古代ギリシャで、人々が心身の病に見舞われると、
l々はアスクレピオス四神の神殿を訪ねた。斎戒沐

≠ﾌ後、彼らは神殿最奥の小部屋で眠り、　「癒しの

ｲ」の訪れを待った。日本の古代・中世においても、

l生の困難や病に出会った人々は、　「貴船」や「石

R」に詣でたり、　「観音」さんに篭って、　「癒しの

ｲ」の到来を待った。

大場　電登

i放送大学
ｳ授）

大場　登
i放送大学．

ｳ授）
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回 テ　一・マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

22
心理療法と夢
i1）

　古代ギリシャ・アスクレピオス神殿で当時の人々’

ｪ夢による癒しを求めた営みはインキュベーション
ﾆ呼ばれるが、Meier，　C．　A．によれば「このイン

Lュベーションが2000年の眠りを経てFreud，　S．

ﾌ診察室・自由連想のカウチで復活した」と言われ
驕B

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

23
心理療法と夢
i2）

　たしかに心理療法で、我々がクライアントの話に
ｨを傾けていると、　「そう言えば今朝こんな夢を見　　　　　　　　　　σ

ﾜした」と報告されることが多い。　「耳を傾ける」

ﾆは、この意味で、「心の最奥からの声」あるいは、

u人間の意識を超えた領域からの声」に対してのこ

ﾆでもあるのかもしれない。

大場　登
i放送大学

ｳ授）

大場　登
i放送大学

ｳ授）

24

心理療法とコン

Xテレーション
i布置）

　心理療法の面接でクライアントの語ることを注意

[く聴いていると、クライアントの内界で問題とな
ﾁているテーマと見事に対応する外界の出来事が、

Nライアントの周囲で生じていることをよく経験す
驕xだからこそ、一見「外的・日常的」だけと思わ

黷驛Nライアントの経験にも我々は、大きな関心を
�ｹて傾聴することができるとも言えよう。

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

小野けい子
i放送大学

ｳ授）

25

トピックス：心

摎ﾕ床の現場か
辷鼈鼇DHIVカ
Eンセリング

　今回のトピックスでは、いわゆるHIVカウンセリ
塔Oにあたっている心理臨床の現場を紹介したい。

gIV心理臨床の実際・チーム医療・仕事の困難さ・

Zクシュアリティ・日頃感じていること・いわゆる

gIV感染者の方々やエイズ患者の方々との出会い
�ﾊして考えさせられたことなどが紹介される予定
ﾅある。

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

大場　登
@（放送大学

ｳ授）

Qスト：

�瘢mL
@（国立病院

@構　大阪
纓ﾃセンタ
[　免疫感
�ﾇ科）

26
困難な事例との

o会い

　心理療法の営みを続けていると、セラピストは、

Kずといってよいほど圧倒的な難しさ・無力感・不
ﾀを感ぜざるを得ないようなクライアントに出会う
烽ﾌである。人間の心の闇は恐ろしい程に圧倒的で、

獅ﾂ深いものである。
大場　　＝登

i放送大学
ｳ授）

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

Qスト：

?ﾋ　　圓
i大阪府立

蜉w教授・

?塔O派分
ﾍ家）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

面接記録には、クライアントのことよりは、セラ

ピストを自称してきた自分の不安や無力感、あるい

27
心理療法の面接

ﾆ記録

は面接の行われた晩に眠れぬ中で垣間見た「恐ろし

｢夢」が書き留められることも多いであろう。そも
ｻも面接記録は、一体どのようなことを、どの程度

大場　　登

i放送大学
ｳ授）

大場　登
i放送大学

ｳ授）

書いたらよいのだろうか。

心理臨床の研修にとって不可欠な体験として、ス

28
スーパーヴィジ
㏍

一パーヴィジョンがある5個人スーパーヴィジョン
ﾆグループスーパーヴィジョンの比較、スーパーヴ
@イザーの選び方や、スーパーヴィジョンの料金、

匇ﾔについて。さらに個人分析との異同についても

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授）

滝口　俊子
i放送大学

ｳ授：）

述べる。

臨床心理士が企画運営する心理療法機関を紹介 大場　　登

し、臨床心理士・西村寛子先生をゲストに迎えてイ （放送大学

トピックス：心 ンタヴューを行う。
大場　　登

教授：）

29
理臨床の現場か
辷鼈鼇E心理療法

@関

（放送大学

ｳ授）
ゲスト：

ｼ村寛子
（山王教育

研究所）

30回にわたる授業の最後は、今後さらに心理臨床 大場　　登

の勉強を続け、将来的に心理臨床領域において臨床 （放送大学

おわりに：講師 心理士として仕事をしてゆこうとする受講生に向け 大場　　登 教授）

30 からのメッセ・一 た主任講師からのメッセージとなる予定である。 （放送大学

ジ 教授） 小野けい子
（放送大学

教授）
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＝： ﾕ床心理学研究法特論（‘06）　1＝（R）

〔主任講師（現職名）：齋藤高雅（放送大学教授）〕

全体のねらい

　臨床心理学研究の困難さと重要性について解説する。臨床心理学においては、臨床実践や調査研究と

プライバシーを含む倫理面の問題および研究から得られる公共性との両立と相克が重要なテーマであ
る。究極的には、クライエントの利益に還元されることが優先される。これらの点について留意しなが

ら、臨床心理学研究法について解説する。具体的には、量的研究と質的研究、研究のプロセス、面接法・

観察法、質問紙調査法、投影法、事例研究法、アセスメント、家族、グルー・・一・プ、コミュニティ・アプロ

ーチ、評価研究などである。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学の領 臨床心理学の領域と研究法についてアセスメン 齋藤　高雅 齋藤　高雅

域と研究法 ト、心理療法、家族、グループおよびコミュニティ （放送大学 （放送大学

など主な項目を取り上げ、そのアウトラインを述べ 教授） 教授）

る。臨床心理学研究として重要なことは、研究目的

1 の明確化である。それによって、研究方法が自ずと

絞られてくるからである。また、臨床心理学研究の
基本的問題である、1）クライエントの利益の優先、

2）プライバシーや倫理的な問題の重要性について
ふれる。

研究法の種類 近年、研究対象の現象の背後にある重要な鍵概念 名取　三三 名取　琢自

量的研究と質 を抽出したり、現象の構造的特徴を記述できるモデ （京都文教 （京都文教

的研究 ルや仮説を構築することに主眼をおいた「質的研究」 大学教授） 大学教授）

2 への関心が高まっている。　「量的研究」と「質的研
ノ

究」の方法論上の特徴を研究例を通して概説する。

研究の基礎 臨床現場で問題を感じ、その問題意識を研究とし 齋藤　高雅 齋藤　高雅
研究のプロセス て遂行していく研究のプロセスについて概説する。 （放送大学 （放送大学

文献検索、文献レビューを通じて先行研究の文献的 教授） 教授）
3

検討、さらに研究方法・対象を検討し、具体的な研

究計画の立案と実施など、一連の研究の過程につい
て触れる。

研究法① 臨床的面接と調査的面接に大別し、それぞれの面 齋藤　高雅 齋藤　高雅
面接法・観察法 接の特質を概説する。面接・観察は、臨床実践とし （放送大学 （放送大学

ての活動に欠かせないが、同時に臨床心理学研究の 教授） 教授）

4
研究方法論としても欠かせない手法である。近年、

多く用いられるようになってきた構造化面接、半構

造化面接ならびに観察法について触れる。
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執筆担当 放送担当
回 テ、一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

研究法② 質問紙を用いた調査は、様々な研究で使われてい 香川　　克 香川　　克

質問紙調査法 る。多変量解析を用いて、多次元的な質問紙尺度を （京都文教 （京都文教

5 構成する方法について解説する。 大学准教授） 大磐鰍授）

研究法③ 投影法の特徴を、質問紙法などの他の方法と比較 津川　律：子 津川　律子

投影法 しながら説明し、その意義について考察する。代表 （日本大学 （日本大学

的な投影法として、ロールシャッハ法研究の実際に 教授） 教授）

6 ついて紹介し、それを通じて投影法研究にまつわる

留意点について解説する。最後に、大学院生が投影

法研究をする際のポイントについてもふれる。

研究法⑤ 臨床心理学においても、実験による研究は重要で 名取　琢自 名取　琢自

実験法 ある。その古典的1例として、ユングによる言語連 （京都文教 （京都文教

想実験をとりあげ、心理学的事実を明らかにするた 大学教授） 大学教授）

7 めの数量化の意義について解説する。また、実験研

究を実施する際の基本概念（実験群・統制群など）

についても説明する。

研究法⑥ 事例研究法は臨床心理学において最も重要な研究 ＼名取　面謁 名取　面谷

事例研究法 法の1っである。本刷では、知識伝達と技術習得の （京都文教 （京都文教

ちがい、概念的知識と手続き的知識のちがいに注目 大学教授） 大学教授）

8 しながら、臨床の場において人間を統合的にとらえ

る実践的方法として洗練されてきたこの事例研究法

の意義と限界について検討したい。

領域と研究法① 主に個人を対象とした心理療法における研究のト 齋藤　高雅 齋藤　高雅

心理療法 ピックスを取りあげる。治療の場における治療構造 （放送大学 （放送大学

の問題、見立てにおけるこころの病理学の役割、セ 教授） 教授）

9 ラピストークライエント関係における職業的役割関

係と転移・逆転移の問題、心理療法における過程研

究、スーパービジョン・教育、治療効果判定などに

ついて取りあげる。

領域と研究法② 臨床心理学におけるアセスメントについて概説 齋藤高雅 齋藤　高雅

アセスメント し、その重要性について述べる。主に面接における （放送大学 （放送大学

アセスメント、心理検査によるアセスメントなど心 教授） 教授）

10 理アセスメントの諸方法を紹介し、留意点について

述べる。また、アセスメント面接、心理査定などの
9

方法を活用した研究についての概説を行う。

領域と研究法③ 家族療法の歴史を概観し、最近の動向として、ナ 上別府圭子 上別府圭子

家族 ラティブ・アプローチと心理教育について概説する。 （東京大学 （東京大学

11 家族を研究する方法として、家族の三二造や関係性を 大学院准教 大学院准教

視覚化する方法や、家族成員の感情表出の評価方法、 授） 授）

家族を評価する質問紙法について解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

領域と研究法④ グループを利用して、個人の成長や適応に資する 香川　　克 香川，克
グループ・アブ 活動が広い領域で活発に適用されており、グルー （京都文教 （京都文教

三一チ プ・アプローチ、集団心理療法などと呼ばれている。 大磐働授） 大磐田授）
12 これらの活動の意義や特徴を明らかにする研究法に

ついて解説する。

領域と研究法⑤ 近年、学校や地域社会における心の問題が社会的 香川　　克 香川　　克
コミュニティ・ に関心を集めている。臨床心理学はこの領域に様々 （京都文教 （京都文教

アプローチ な接近を試みている。その接近法から明らかにされ 大磐縫三三） 大学准教授）
13 る諸側面を概説する。

評価（効果）研究 心理療法やコミュニティ・アプローチの効果を明 元永　拓郎 元永　拓郎

らかにすることは、臨床心理学にとって重要な課題 （帝京大学 （帝京大学

の一つである。心理療法の効果研究、対人サービス 大学院准教 大学院准教
14 支援のシステマティックな評価研究、メタ分析につ 授） 授）

いて概説する。また、これらの効果評価を通して実

践活動をどう改善していくかについてもふれていき
たい。

総括：臨床心理 臨床心理学研究法のまとめとして、研究の難しさ 齋藤　高雅 齋藤’高雅
学研究の難しさ と重要性について述べる。難しさに関しては、クラ （放送大学 （放送大学

と重要：性につい イエントのプライバシーや利益、倫理問題が関わっ 教授） 教授）

15 て ていることがあげられる。重要性については、研究

によって臨床的な活動が公共の知識として活用さ
れ、ひいてはクライエントに貢献することができる
ことを概説する。
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8950504

履修

ｧ限
有 単位 2

，

科目名（メディア）＝ 社会心理学三論 （’　09）　＝：　（TV）

〔主任講師（現職名）：細江達郎（岩手察立大学教授）

〔主任講師（現職名）：菊池副乳（東北大学名誉教授）

講義概要

　①心理学と社会学（文化人類学）の境界領域の科学としての社会心理学の学的な発展をたどり、その特質や研究方法を概説す
　る。②社会心理学の視点からのパーソナリティー、社会（集団）、文化について、さらに社会心理学的人間理解の重要な視点で

　ある社会化、生涯発達についてそれぞれ論考する。③社会心理学の基本的方法である、フィールドワークの方法に基づく、研究
　例（社会変動と個人の発達・身体表現、占い、職業伝承、医療などを）を具体的に提供する。④臨床社会心理学的な視点から、

　犯罪・非行、被害者支援の課題をとりあげ社会心理学と臨床心理学の接点との関係を明らかにする。

授業の目標
　心理学と社会学の境界領域の科学としての社会心理学の研究視点は日常のレベルでの人間理解の視点でもある。人は個人と
　して心身の過程を持つとともに、他者との社会的関係、その関係を規定するさまざまな規範・文化との関係で実際の行動を起こし
　ていく。本講義ではこの多面性そのものを探求する社会心理学的アプロー…一…チを理解するとともに、そのことが臨床心理学的課題

　のみならず、多くの人間生活上の課題の理解に適切な枠組みの提供となることを明らかにしていく。

履修上の留意点
　臨床心理学的課題がさまざまな社会適：応上の課題であるという視野を持ち、社会的日常的な問題に常に関心をもちながら履修

　されることを願っている。各授業名称や提供される素材の表面的な関心だけでなく、それぞれが持つ、人間生活理解への意味

　づけおよび人間科学の全体的な枠組みへの位置づけなどを常に意識した履修を期待したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会心理学の対象と

菇@

1）全体の講義の概要、2）社会心理学の成立の歴史、対象
ﾆする人間、方法の特殊性を概説する。本社会心理学細君
S体で一貫して扱われるフィールドワーク的社会心理学の
菇@について説明し、人間生活上の諸課題の理解にもつ
ﾓ味を明らかにする。

yキーワード】

ﾐ会心理学史、研究方法、フィールドワーク、

細江達郎
i岩手県立大
w）

細江達郎
i岩手県立大
w）

2
社会心理学とパーソ
iリティ

社会心理学とパーソナリティ心理学という隣接する2つの立
黷ｩら行われてきた「パーソナリティ」研究の史的展開につ

｢て簡潔に論じるとともに、両者の統合にむけた、人と状況
ﾌ相互作用論に基づくコピアラント（coherent，統合的）なア

vローチの重要性について、行動指紋、ライフコース、自己

ｨ語研究等の具体研究例を示しながら解説する。

yキーワード】

pーソナリティ、相互作用論、コビアランス

堀毛一也
i岩手大学）

堀毛一也
i岩手大学）

3 集団の社会心理学

1）個人と社会（集団）の関係、2）他者へのさまざまな影響’

ﾖ係の中での「集団」の位置づけ、3）集団の諸特徴、を概

烽ｷる。4）集団の諸特徴がある状況下では目的達成に阻
Q的な働きをしてしまう例を見て明らかにする。

yキーワード】

Q集、集団過程、服従、同’調、集団浅慮

、細江達郎
i岩手県立大
w）

細江達郎
i岩手県立大
w）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4

文化と社会心理学

`ねだられた民族誌

ﾆ（エスノグラファー）

`

社会心理学など人文社会科学において、文化への接近法
iアプローチ）として大別して2種類ある。外在的アプローチ

ﾆ内在的アプローチである。外在的アプローチとは普遍的
ﾈ心理学的プロセスを想定し、アウトプットの違いを文化に

謔ﾁて説明する。内在的アプローチとは文化を身をもって、
熾狽ｩら理解しようとする。本章では実際にどのように文化

揄�ｪ進むか、そのプロセスをアフリカ牧畜民トゥルカナの

lびととのやりとりとみていく。人間存在の理解を旨とする社

?S理学にとって、文化への内在的アプローチの重要性を
w摘する。

yキーワード】

K範、価値、文化の諸理論

作道信介
i弘前大学）

、
作
道
信
介
（
弘
前
大
学
）

5 社会化の社会心理学

人・社会・文化の交差点で人間形成をとらえる社会化研究

ﾍ社会心理学の基本概念の1っであるが、その学際性の故
ﾉ多種：多様な研究課題、アプローチと理論を抱えることに

ﾈった6ここでは社会化研究に現れた主要な概念、理論、
､究領域を整理し解説する。

yキーワード】

ﾐ会化

大江篤志
i東北学院大
w）

大江篤志
i東北学院大
w）

6
生涯発達の社会心理

w

人間の発達は成人期までに留まらず、生涯にわたって続
ｭ。これは社会心理学的な人間理解にとって特に重要な視
_である。それぞれの段階での発達課題をどのように達成
ｵ、ひとは人生を歩んでいくのか理解のための理論的枠組
ﾝを提供する。

yキーワード】

ｭ達課題

菊池三三
i東北大学）

菊池三図
i東北大学）

7
ポジティブ心理学の

ｭ展

最近急速に注目を集めているポジティブ心理学の研究動
?ﾉついて概説する。ポジティブ心理学は、従来の心理学が疾病モデルを中心に、病気や障害からの回復に焦点を

№墲ｹてきたという反省のもとに、人間の長所や強さを積極
Iに探求しようという方向性をもつ心理学的動向を指す。こ
ｱでは主観的充実感（subjective　well－being）の概念を軸に、ポジティブな認知様式の特質や、対人関係・健康との関連

ﾉついて論じる。

yキーワード】

|ジティブ心理学、主観的充実感、ポジティブ認知

堀毛一也
i岩手大学）

堀毛一也
i岩手大学）

8
社会変動の社会心理

w

個人の進路・職業選択などの分岐点での選択行動は、その
赶ﾕとなる社会の変動と関わる。戦後日本の団塊の世代と
｢われる人々の人生、特に社会変動経済変動に大きな影
ｿを受けた地方出身層の長期にわたる追跡調査を素材に
ｵて社会心理学的視点で見ていく。

yキーワード】

c塊の世代、戦後社会、集団就職、職業的社会化

細江達郎
i岩手県立大
w）

細江達郎
i岩手県立大
w）

9 地域の社会心理学

多くの地域社会はいま深刻な過疎化、高齢化という変化のなかにある。本講義では宮城県の小離島である江島を

tィールドとして取り上げ、地域社会の変化を解き明かす鍵となるような活動をとおして、過疎高齢化の過程を世代間の社会化の相互作用という視点からみていく。

yキーワード】

n域社会、進路選択、伝統的社会化システムの：解体と再

ﾒ、伝統漁携

大江篤志
i東北学院大
w）

大江篤志
i東北学院大
w）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会はそれぞれ問題対処の独特の方法をもっている。本章
では北西ケニア・牧畜民トゥルカナにおける問題対処の論
理と方法を交渉、治療儀礼、占いにみる。まず、日常的な

交渉・治療儀i礼・ 問題は相手にi援助を求める交渉で、病気については家畜

10

占い～北西ケニア・

gゥルカナの問題

を使った儀i礼が頼りにされている。解決できないような問題

ﾍ占いに委ねられ、背後に「他者の怒り」があるとされる。そ

ｱには牧畜という生業を支える「協働原理」を見いだすこと

作道信介
i弘前大学）

作道信介
i弘前大学）

対処～ ができる。

【キ・一ワ・一ド】’　　　　　・

牧畜社会、交渉、儀礼、占い

1980年代にアフリカ牧畜民トゥルカナの間に新しい病気が
出現した。「糞黄門」である。この病気は干ばつ以後の食生

活の変化によって引き起こされた病気であるという。私たち

は新しい病気に対して免疫など生物学的適応をおこなうだ

【11
社会変動と身体～「糞肛門」の出現～ けではない。社会文化的に意味づけ、対処法をあみだす。

{章ではこの「糞肛門」を、トウルカナの人びとが干ばつ以

繧ﾌ社会変動にたいして身体をこしらえなおすことで対応し

作道信介
i弘前大学）

作道信介
i弘前大学）

た例として提示する。

【キーワード】

社会変動、マッサージ、体現化と身体化

犯罪・非行の原因論は，人を犯罪に向かわせる要因をとら
えようとしてきた。特に青少年非行の場合，その当事者であ
る少年に対して焦点が当てられてきた。しかし非行という行

動そのものが社会関係の中ではぐくまれ，起こっているので

12
犯罪・非行の社会心

搖w

あるから，単に当事者だけを見ていては，この問題を理解
ｷることはできない。一つの研究を取り上げて吟味すること

ﾅ，青少年非行の問題に社会心理学的に接近することの

菊池武剋
i東北大学）

菊池武剋
i東北大学）

意味を考える。

【キーワード】

非行

犯罪や非行という行動は，加害者・被害者・第三者の相互
影響関係の中で発生する。被害者に目を向けることで，加
害者・被害者の関係，犯罪・非行場面の力動的な理解：がな
される。さらに近年，大きな課題となっている「被害者支援」

13
被害者支援の社会心

搖w
について考察する。被害者支援は被害者にとって必要であ
驍ｪ，このことは加害者の更正・矯正にとっても大きな意味

菊池武剋
i東北大学）

菊池武剋
i東北大学）

があることである。

【キーワード】

被害者支援

人と人との相互作や影響関係扱う社会心理学と心理・行動
の障害の治療や援助をめざす臨床心理学とは、本来、相
互に補完しあえる関係にありながら交流は少なかった。近

14
臨床心理学と社会心

搖w

年、この二つの心理学のインターフェイス（境界領域）を積

ﾉ的に開拓しようとする新しい分野が「臨床社会心理学」と

ﾄばれて関心が高まってきている。

菊池武剋
i東北大学）

菊池武剋
i東北大学）

【キーワード】

インターフェイス、臨床社会心理学

1）講義全体をまとめ、本社会心理学丁丁が目指すものを

再確認する。

2）特に普通の人間生活のレベルを理解する社会心理学的

15
社会心理学のめざす
烽ﾌ：講義の総括

な接近や枠組みの重要性についてあらためて明らかにす
驕B

細江達郎
i岩手県立大
w）

細江達郎
i岩手県立大
w）

【キーワード】

l間生活、フィールド研究、社会心理学の応用、しろうと理

払
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8950512

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝： 家族心理学特論 （’　10）　：　（R）

〔主任講師（現職名）：亀口憲治（東京大学特任教授） ）

【本学担当専任教員：滝口俊子（放送大学教授） ］

講義概要

　近年の少子高齢社会、高度情報化社会の中で、私たちを取り巻く社会環境は大きな変貌を遂げようとしている。こうした時代背
　景の中で、現代の家族には、これまでにない新たな課題が生じている。その一方で、いかなる時代、文化においても普遍的な
　課題を有してもいる。本講義では、まず今日の家族が抱えるさまざまな課題について検討し、次に、この課題が果たせなかった

　場合に生じうる諸問題について取り上げることにする。そして、このような諸問題に対する家族療法を始めとする最新の援助法の

　理論的背景と具体的な技法について概説する。

授業の目標

　家族関係の心理的な仕組みについて、その発達の初期から生涯に及ぶ長い変化の三冠として理解できるようになることを目標

　とする。また、家族がかかえるさまざまな心理的問題の社会的背：景との相互影響についても見識を深めることが期待される。さら

　に、家族療法の理論と技法を学ぶことにより、具体的な家族への心理援助の専門的基礎を形成することが目標となる。

履修上の留意点

　発達心理学や臨床心理学、あるいは社会心理学については、本講義の受講前後に学習することが望まれる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

家族心理学は、主に個人の心理を対象として発展してきた

、

心理学に、家族関係などの「関係」の心理的メカニズムを解
明する新たな専門領域を確立しつつある。さらに、既存の
臨床心理学、発達心理学、教育心理学、社会心理学、ある 三口憲治 三口憲治

1 家族心理学の役割 いは老年心理学等の領域で得られた知見を、「関係系」の 東京大学特 東京大学特
視点から統合する役割も期待されている。 任教授 任教授

【キーワード】

関係の心理複合的視野　統合的役割

個人の発達が新生児期から老年期までの生涯にわたる視
点で探求されるようになってきている。さらに、個人の心理

2 家族人生周期

的発達の過程を人生という時間軸で捉えるだけでなく、家

ｰ関係というある種の空間軸を取り入れた総合的な人間発
Bについての認知的枠組みが紹介される。

亀口調治
結梠蜉w特
C教授

亀口憲治

結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

生涯発達人生周期家族人生周期　　　　・

「家族システム」は、家族を単に個人の寄せ集めとみるので

はなく、固有の関係性や特徴をもつ特異な集団（ペットも含

3 家族システム論

む）として理解する家族心理学の基礎をなす概念である。こ

ﾌ回では、理論的基盤である家族システム論が詳しく解説
ｳれる。

三口憲治

結梠蜉w特
C教授

亀口憲治

結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

家族システム論入れ子構造関係系の心理学

一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族心理学の強みは、日常生活に密着した家族成員間の
情緒的コミュニケーションの仕組みを解明し、さらにその間

題点を解決する実践的な手法を積極的に開発し、普及す
ることを目標にしている点にある。ここでは、具体例を踏まえ 亀口憲治 亀口憲治

4
家族内コミュニケー ながら、家族内コミュニケーションの病理や解決法について 東京大学特 東京大学特
ション 解説する。 任教授 一任教授

【キーワード】

コミュニケーション情緒的コミュニケーション家族内コミュ

ニケーションの病理コミュニケーションの改善

心理的問題を正確に把握するために各種の心理査定法が

5 家族関係の心理査定

存在するものの、家族関係の心理査定法は数が少ない。そ
ｱで、代表的な家族心理査定法を紹介し、その実践上の問

闢_を明らかにする。

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

一

【キーワード1

心理査定法家族心理査定家族イメージ法（FIT）

個人心理の深層に家族関係の問題が潜むことは、フロイト
による精神分析の創始以来、一般にも良く知られた事柄で

6 家族心理の深層構造

ある。家族心理学の隣接領域である家族臨床心理学は、個
lのみならず、家族全体の深層心理のメカニズムを解明
ｵ、さらに具体的な心理援助の手法を提案してきている。

亀口憲治
結梠蜉w特
C教授

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

家族臨床心理学深層心理家族の情動システム

個人やその集合体としての家族にとって、心理的環境とし
ての現代社会から受ける影響を無視することはできない。そ

7 社会の中の家族

こで、激変する社会環境の視点から家族を見た場合の問題
_と、逆に個人や家族の側から見た少子高齢化などの社
?I問題を対比させる試みを提示する。

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

亀口憲治
結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

心理的環境少子高齢化社会と家族

個人の内界における「内なる家族像」の果たす役割につい
ては、多くの検討がなされてきた。家族心理学の立場からこ
の問題を再考すれば、どのような新局面が浮上するのだろ
うか。ここでは、幼児期に複雑な家庭環境を体験した夏目 亀口憲治 亀臼憲治

8
個人の中の家族イ 漱石の人物像と作品を手がかりに、個人にとっての幼児期 東京大学特 東京大学特
三三ジ からの家族体験の影響を深く掘り下げる。 任教授 任教授

【キーワード】

自己形成と家族システム家族イメージ夏目漱石心理
描写

1950年代に欧米で誕生した家族療法は、家族心理学の
成立に大きな影響を与えた。ここでは、家族療法の成立に

9 家族療法の理論

関わった主要なパイオニアや理論を概観し、その時代背景
ﾉついても言及する。また、わが国における家族療法や家
ｰカウンセリングの発展の過程や現状の課題についても触

黷驕B

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

三口憲治
結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

家族療法家族療怯の開拓者家族カウンセリング
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講．師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族療法は1980年代以降、世界的な広がりを見せてい
る。その原動力となったのが、構造的家族療法であり、わが

国を含め、家族療法の基礎を学ぶ上で、必須とされてい

る。そこで、構造的な面接技法を中心とする主要な技法を 三口憲治 三口憲治
10 家族療法の技法1 紹介する。悪循環に陥っている家族の関係が、どのような 東京大学特 東京大学特

援助的介入によって改善されるのであろうか。 出教授． 出教授

【キーワード】

構造的家族療法ジョイニング技法エナクトメント技法

1990年代以降の家族療法は、それまでのシステム論に忠
実な理論的枠組みにこだわらず、むしろ物語論的なアブ
ローチへと大きく軌道修正した。ある点では、家族支援にお
ける歴史的側面の再評価がなされたともいえる。この変化 亀口憲治・ 亀口憲治

11 家族療法の技法H によって、対立的であった個人療法の各学派との対話が促
iされるようになった。

東京大学特

C教授
東京大学特

C教授
【キーワード】

物語的家族療法物語的（ナラティヴ）アプローチ物語的
アプローチの事例

家族療法が世界的に広がるにつれ、多文化的あるいは多
世代的な側面への関心が高まっている。同時に、個人療法

12 家族療法の技法III

との統合を図る動きが活発となりつつある。さらに、多様な

齧蜷E間の協働の必要性も指摘されるようになり、この面で

燗搓∮I視点に立った技法の重要性が増している。

三口憲治

結梠蜉w特
C教擬

三口憲治

結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

統合的家族療法多文化多世代協働

夫婦療法は、家族療法ともに発展を遂げつつあるものの、

わが国では未開拓の分野である。しかし、少子高齢化に

13
夫婦療法の理論と技

@

よって、その必要性が高まりつつあるのも事実である。夫婦
ﾆいう親密で独特な人間関係の問題を理解し、解決するた
ﾟの実証的で具体的な知見を紹介する。

亀口憲治

結梠蜉w特
C教授

三口憲治

結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

結婚の深層夫婦療法夫婦療法の技法

家族療法の有効性が期待される不登校、家庭内暴力、ひご
もり、摂食障害などの事例を紹介し、危機に立つ家族の具

14 家族療法の実際‘

体的な支援の実際に関わる実践過程について解説する。
ﾜた、家族相談士や家族心理士などの専門家の資格や養
ｬについての情報も提供する。

四三憲治

結梠蜉w特
C教授

三口憲治、

結梠蜉w特
C教授

【キーワード】

不登校ひきこもり家族相談士家族心理士

家族心理学は、激変する現代社会において人間が直面す
る諸課題を真正面から受け止め、狭義の心理学に留まら
ず、学際的な知見を取り込み、あるいは発信することが求め

られる先端的な学問領域として発展することが期待されて 窓口憲治 三口憲治
15 家族心理学の未来 いる。そのいくつかの萌芽について、最新の情報を提供す 東京大学特 東京大学特

る予定である。 任教授 任教授

【キーワード】

家庭生活ワーグライフ・バランス心理教育的アプローチ
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事務局
記載欄

開講　　平成20年度
年度　　（第2学期）

目
分

科
区 大学院科目

目
ド

科
， 8950245

修
両

三
高 湿

回
数 2

科目名（メディア）　＝ 障害児・障害者心理学三論 （’　08）　＝：　（R）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

：佐藤新治（別府大学教授）

：田中新正（大分大学教授）

：古賀精治（大分大学教授）

〕
〕
〕

講義概要

　様々な障害のある人に臨床心理学的援助を提供するに当たって必要な基本的知識を全15回にわたって講義する。各障害に
　ついて理解するために、先ず、障害の概念（状態像）やアセスメントの方法について説明し、さらに、発達的視点からみた障害の
　もつ意味、社会的視点からみた障害のもつ意味について説明し、障害のある人の心理学的援助のあり方について講義する。

授業の目標

　全15回の講義を通じて、各障害について定義（概念）を明確にし、それぞれの障害に特有の発達上の課題、社会生活上で生
　じてくる様々な問題を理解すること、そして問題解決のための心理学的援助のあり方を理解することを目標とする。また、このこと

　を通して人にとっての障害の意味について考えることを目標としたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）
／
〕

2007年4，月より「特殊教育」から「特別支援教育」に法改正

が行われ施行された。今回の改正により転換された理念

1
特殊教育から特別支

㈲ｳ育へ

や、見直しされた学校制度や教員免許制度について、従
?ﾌ理念・制度と比較しながら解説する。

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

特別支援教育・特別支援学校・センター的機能

乳児幼児期における障害児の心理的問題を中心に解説
し、発達の基礎となる時期であることを踏まえ早期発見・早

2

発
達
早
期
に
お
け
る
三
宝

期治療の重要性や親の支援のあり方について述べる。 佐藤新治（別

{大学・教
佐藤新治（別

{大学・教
口 授） 授）

【キーワード】

早期教育・早期発見、遺伝子、代謝障害、染色体異常、心
身障害児施設

視覚障害の概念、分類について概説した後、心理的特性

3
視覚障害児・者の理
�ﾆ心理的援助

として、触覚の発達、言語発達、行動等について説明し、

l々な困難に対する心理的援助のあり方について述べる。
佐藤新治（別

{大学・教
�j

佐藤新治（別

{大学・教
�j

【キーワード】

視覚障害、盲、弱視、点字、歩行、バーバリズム、ブライン
一　　　　“

聴覚障害の概念、分類について概説した後、心理特性と
して、コミュニケーション、認知、学習、社会性等について説

4
聴覚障害児・者の理

�ﾆ心理的援助

明し、様々な困難に対する支援のあり方について述べる。 佐藤新治（別

{大学・教
�j

佐藤新治（別

{大学・教
�j

【キーワード】

聴覚障害、ろう（聾）、難聴、言語発達、聴能、手話、聴音難

聴、感音難聴、補聴器、人工内耳
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

まず知的障害にかかわる用語について整理する。次に米
国精神遅滞協会における知的障害の定義と分類について

5
知的障害児・者の理

述べた後、わが国の医学、教育、福祉における知的障害の
闍`と分類について解説する。 古賀精治（大

ｪ大学・教’
古賀精治（大

ｪ大学・教

【キーワード】
授） 授）

AAMR（2002）、AAMR（1992）、DSM－IV－TR、就学基準、療
育手帳

米国精神遅滞協会のマニュアルに基づいて知的障害の
ある人に必要な援助の全体像について概説した後、臨床

6
知的障害児・者への

S理的援助

心理の専門家に求められる援助としての心理アセスメント、心理療法、発達援助法について解説する。 古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

支援、知能検査、適応行動の検査、行動障害

肢体不自由の定義、分類、主な起因疾患について概説し
た後、脳性まひの運動発達の特徴、そして認知と学習、発

7
肢体木自由児者の
揄

語と言語の問題、身辺自立、情緒・社会性等の発達上の特
･について解説する。

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

脳性まひ、随伴障害、ADL、水蛭子

肢体不自由があるひとの発達過程における心理的援助
について解説する。早期発見について紹介した後、早期療

8
肢体不自由児・者へ

ﾌ心理的援助

育について医学的立場と心理学的立場について解説する。家族への心理的援助についても解説する。 田中新正（大

ｪ大学・教
�j

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

早期療育、動作法、体験様式、ピア・カウンセリング

》 重度重複障害児の特性を紹介し、重複障害児の教育の
場と教育課程について解説する。重度重複障害児の多くが

9
重度重複障害児・者
ﾌ理解と心理的援助

受けている「訪問教育」について解説し、心理的立場からの
㍼浮ﾌ考え方と事例を紹介する。

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

重度重複障害、重症心身障害、訪問教育

病弱者の定義と、病弱・虚弱児教育の歴史および病気の
概要について解説し、2002年に改正された就学基準と、病

10
病弱児・者の理解と

S理的援助

早教育対象児童生徒の病気の種類の推移について解説
ｷる。ホスピタリズムや家族支援について解説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

田中新正（大

ｪ大学・教
�j

【キーワード】

病弱教育の歴史、病気の推移、ホスピタリズム

尺（
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気

団 テ　一’マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11

発達障害児・者の理
�ﾆ心理的援助一
`DHD（注意欠陥／
ｽ動性障害）一

発達障害の概念について整理した後、医学と教育におけ
驍`DHDの定義と分類について解説する。それからADHD
ﾌ原因や併存障害などについて概説し、最後にADHDのア
ZスメントとADHDのある人への基本的な援助のあり方、家

ｰへの支援等について論じる。

yキーワード】

s注意、多動性、衝動性、自尊心の低下

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

12

発達障害児・者の理
�ﾆ心理的援助一自

ﾂ症一

医学と教育における自閉症、高機能自閉症、アスペル
Kー症候群の定義、自閉症と他の障害との鑑別等につい
ﾄ述べた後、自閉症のある人に特有の物の見方や考え方
ﾉ応じた専門的な援助方法のいくつかについて解説する。

yキーワード】

ﾎ人的相互反応の質的な障害、コミュニケーションの質的

ﾈ障害、反復的で常同的な行動や興味、構造化、ソーシャ
泣Xキルトレーニング

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

13

発達障害児・者の理

�ﾆ心理的援助一LD
i学習障害）一

LDの概念に関する歴史的経緯、そしてわが国の教育と医
wにおけるLDの定義と分類について解説した後、　LDのあ
髏lの学習上の諸問題に対する心理学的アセスメントに基
ﾃく教育・心理的な援助の方法について述べる。

yキーワード】

ﾇむ、書く、計算する、認知処理特性

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

古賀精治（大

ｪ大学・教
�j

14

　　　　　　　　’

瘧Qの受容

障害の受容は、障害のある人々、及び家族にとって最も
蛯ｫな課題である。障害の受容とは何か、受容のプロセスな
ﾇ心理臨床的課題を中心に、援助のあり方について考え
驕B

yキーワード】

瘧Q受容、価値の転換、ステージ理論

佐藤新治（別

{大学・教
�j

佐藤新治（別

{大学・教
�j

15
地域社会と障害一
ﾐ会参加一

障害のある人々の社会参加は、今日の大きな課題であ
驕Bバリアフリー、ノーマライゼイションが叫ばれてきたが、障

Q者を取り巻く環境はまだまだ厳しく、その中で障害者の苦
Yは大きく渦巻いている。そのような悩みについての心理
ﾕ床的援助について述べる。

yキーワード】

総ﾛ障害分類（ICIDH）、国際生活機能分類（ICF）、自
ｧ、社会参加、バリアフリー、障害者雇用促進法

佐藤新治（別

{大学・教
�j

佐藤新治（別

{大学・教
�j
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8950539

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 臨床心理地域援助三論 （’　11）一　（R）

〔主任講師（現職名） 箕口　雅博（立教大学教授） ）

【本学担当専任教員：滝口　俊子（放送大学教授） 1

講義概要

　社会（コミュニティ）とのかかわりのなかで生活している人間の心理社会的問題を解決するためには、人の環境への適応を援
　略するだけでなく、その個人をとりまく環境を人に適合するように改善していく働きかけが重要であると考える。本講義では、「臨

　床心理アセスメント」「臨床心理面接」に次いで、心理臨床実践の第三の柱と位置づけられる「臨床心理地域援助（コミュニティ
　援助）」の考え方と方法をコミュニティ心理学の視座から追求する。

授業の目標

　講義の前半では、臨床心理地域援助の定義、歴史、理論的背景、基本的発想、介入・i援助の方法などについての概論的な
　解説をおこない、後半では、予防的介入、危機介入、コンサルテV一一・・iション、社会的支援とネットワークづくり、他職種との協働な

　どに焦点を当て、臨床心理地域援助の実際について、さまざまな領域における実践例を通して体験的理解を得ることを課題と
　する。

履修上の留意点

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

現代社会と心の問題一臨床心理地域援

浮ﾌ視座

「社会（コミュニティ）の変化に呼応する形で噴出している

｡日のさまざまな心理社会的問題の解決に心理臨床家が
ﾇのように応えられるか」について、コミュニティ心理学の立

黷ｩら検討する。

ｦ現場インタビュー

@中堅心理臨床家

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

三口雅博（立教大学・

ｳ授）

2

臨床心理地域援助と
ﾍ何か一定義・理念・

ｭ想・独自性一

「心理アセスメント」「心理面接」に次いで心理援助活動の

謗Oの柱である「臨床心理地域援助（コミュニティ援助）」の

闍`・理念・発想・独自性について質疑応答形式で概説す
驕B

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

Qスト：若手心

摎ﾕ床家／
蜉w院生

3
予防の概念と予防的
贒

コミュニティ・アプローチと伝統的心理臨床のそれとの大き
ﾈ違いは、「治療より予防を重視する」点にある。ここでは、

ｸ神保健領域における予防の概念について明らかにし、予
h的介入の実際について概説する。

yキーワード】

久田満
i上智大学・

ｳ授）

久田満
i上智大学・

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 危機理論と危機介入

　日常生活で危機に直面している個人や集団に迅速で即
�Iな援助的介入をおこなうことは、独自の理論と目的を
烽ﾁた心理援助の方法のひとつであり、コミュニティ援助を

iめていくうえで欠かすことのできないものである。ここで
ﾍ、「脅威査定・管理」という新たな危機介入の枠組みも紹

薰ｵつつ、危機介入の理論と実際について概説する。

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博（立
ｳ大学・教
�j

Qスト：毛利元
蛛iモリインターナ

Vョナル）

5
コンサルテーションに

謔驩贒?ﾆ援助

コミュニティ援助を進めていくうえの基本的な介入方法で

?閨A実践上の重要な戦略のひとつである、心理コンサル
eーションの理論と実践について、事例を交えながら概説

ｷる。

ｦ現場インタビュー：
@児童福祉施設職員（コンサルティとして）
Aスクールカウンセラー（コンサルタントとして）

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

6

ソーシャル・サポート・

lットワーキングー連g
と
協
働
に
よ
る
援
助
一

コミュニティのなかで、どのような人びとと手をたずさえ、ど

ﾌような人びと対象に、どのような方法でアプローチすれ

ﾎ、心理臨床が役に立つのかについて、「ソーシャル・サ
|ート・ネットワーキング」、「連i携」と「協働をキーワードとし

ﾈがら検討する。

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博（立
ｳ大学・教
�j

Qスト：丹羽郁

v（法政大
w・教授）

〆
7

学校臨床における臨

ｰ心理地域援助

今日、学校現場では、不登校・いじめ・学級崩壊・切れる

qども・LD・ADHDなどの問題が起こるだけでなく、学校内
Oでの子どもの安全も脅かされる状況が発生している。この
謔､な学校コミュニティへの多様なアプローチをどのように展

Jしていくかについて、スクールカウンセラーの立場から検

｢を加える。
ｦ現場インタビュー①スクールカウンセラー　②学校関

W者
yキーワード】

藤後悦子
i東京未来大
w・講師）

藤後悦子
i東京未来大
w・講師）

8

発達障害の子どもへ
ﾌコミュニティ援助一

ﾁ別支援教育を中心
ﾆして一

U）（学習障害）、ADHD（注意欠陥多高障害）、高機能自
ﾂ障害など、いわゆる「軽度発達障害」あるいは単に「発達
瘧Q」と呼ばれる子どもたちを、学校・地域ぐるみでどのよう

ﾉ支援していくかは、今日、心理臨床家が取り組むべき重
v課題のひとつとなっている。これらの課題について、応用

s動分析および行動コミュニティ心理学の立場から述べ
驕B

yキーワード】

大石幸二
i立教大学・

ｳ授）

大石幸二
i立教大学・

ｳ授）

9

子育て・保育支援に

ｨけるコミュニティア

vローチの実際

育児をめぐる不安と子どもを虐待する母親の増加、家庭
燉｣婚と夫婦（異性）間暴力の問題などにみられるように、

ﾆ庭の機能は孤立化し、親と子は閉ざされた環境の中で向
ｩい合っている。多くの親たちは、子育てに関して体験的な
m識をほとんどもてず、苦労や喜びを分かち合う仲間も少
ﾈいなかで悪戦苦闘している。こうした問題への多様かつ
¥防的介入として、子育て・保育支援におけるコミュニティ・

Aプローチの実際をとりあげる。

ｦ現場インタビュー；①保育園職員②子育て支援ボラン

eィア

yキーワード】

藤後悦子
i東京未来大
w・講師）

藤後悦子
i東京未来大
w・講師）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10

暴力・犯罪に関するコミュニティ問題への

tェミニスト・アプロー

`

暴力・犯罪の関与する心理社会的問題のうち、児童虐
ﾒ、異性間暴力（DV）など、ミクロレベルの家族コミュニティ

ﾉ起こる暴力・犯罪問題の解決と予防について、「フェミニ

Xト・アプローチ」の枠組みにもとづき、コミュニティ援助のあ

阨福�沒｢する。

ｦ現場インタビュー①シェルター支援ボランティア

yキーワード】

高畠克子
i東京女子大
w・教授）

高畠克子
i東京女子大
w・教授）

11

グローバル社会に生
ｫる人びとへのコミュ

jティ援助

近年、グローバル化の動きが活発になり、国境を越えた人

ﾌ移動とモノや情報の交流が人びとの価値観や生き方の
ｽ様さを生んでいる。同時に、多様な文化を担った人びと
ﾌ共生支援をどのように進めていくか、紛争・テロなど長期

Iかつ多面的な危機状況のもとで生活している人びとへの
S理社会的支援にどのように取り組むかなどは、グローバ
去ﾐ会に生きる私たちにとってきわめて現実的で重要な課
閧ﾆなっている。こうした問題の解決と予防の実践例として「中国帰国者・留学生に対するコミュニティ援助活動およ

ﾑ、「コミュニティ・アプローチにもとつくパレスチナ難民への

纒緖x援活動をとりあげ検討する。
ｦ現場インタビュー：①パレスチナ難i民支援NGOスタッフ

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

12
精神障害者へのコ
~ュニティ援助

f

精神障害者が地域コミュニティで生活するためには、「生

?ｷる場」「仲間づくりの場」「働く場」が保証されていなくて

ﾍならない。ここでは、地域精神保健の現場で展開されて
｢るコミュニティ援助活動の実際について述べるとともに、

ｻこで働く心理臨床家の他職種との連携と協働のあり方に
ﾂいて検討する。

ｦ現場インタビュー1①精神科デイケア心理職

yキーワード】

高畠克子
i東京女子大
w・教授）

高畠克子
i東京女子大
w・教授）

13

保健・医療・福祉領

謔ﾉおけるコミュニ

eィ援助

保健・医療領域におけるコミュニティ援助として、ターミナ

泣Pア・HIVカンセリングをとりあげ、心理臨床家の活動の
ﾀ際を述べる。福祉領域におけるコミュニティ援助の実際と

ｵて、児童相談所・児童福祉施設それぞれの場における児
ｶ虐待問題へのアプローチをとりあげる。

ｦ現場インタビュー：①児童相談所心理職　②児童福祉
F施設心理職　③保健・医療領域心理職

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

14

産業領域におけるコ

~ュニティ援助一EA
o活動を中心として一一

産業領域におけるコミュニティ援助として、主にEAP（従業

�x援プログラム）活動の実際をとりあげ、その効用と意義

ﾉついて述べる。

ｦ現場インタビュー　①EAP心理職

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

Qスト1松本
j樹（ジャパ

唐dAPシステ
?Y）

15

臨床心理地域援助の
ﾛ題と展望一研究と
ﾀ践の統合をめざし

ﾄ一

　臨床心理地域援助（コミュニティ援助）を今後どのように

W開していくかについて座談会形式で検討する。主なテー
}としては、「対象と領域ごとの展望」「理論と実践方法の検討」「教育と訓練」「職業倫理」「研究

ﾆ実践の統合」などを扱う予定である。

yキーワード】

箕口雅博
i立教大学・

ｳ授）

座談会：

･口雅博
tｩ克子
v田満
蜷ﾎ幸二
｡後悦子
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8930562

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 公共哲学 （’10）＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）：山岡　龍一（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）　：齋藤　純一（早稲田大学教授）

講義概要
　現代社会における「公共性」の諸問題を、新たに問い直し、新たな解決法を考えていく方法を検討する。「公共哲学」という、近

　年再定義・再考察が試みられている視角・考え方を、理論的なレベルで紹介・解説しつつ、さらには、いくつかの具体的な問題
　に関する公共哲学的なアプロ・一・…一チを紹介・解説する。狭義の「哲学」ではなく、社会科学的な知のあり方の刷新の方法を、批判

　的に紹介することで、講義全体が公共哲学の展開の事例となる予定である。

授業の目標
　本講義の目標は、公共性に関する特定の教義を提供したり、公共的な問題を取り扱う特定の方法を教え込むことではない。む
　しろ、「公共性」を再考察する可能性を示し、学生が自らの具体的な問題を基に、独自でありかつ他に開かれた仕方で、「公芸
　性」に関する考えを身につけられるようにすることが目標である。社会・人文科学的な知の基礎を提供することも目標であるが、

　それ以上に、すでに何らかの学問を習得した学生が、それを批判的に展開し、他の学問や実践的課題との連関を理解、もしく

　は創造できるような知の提供を目指している。

履修上の留意点
　履修の上で、特に必要な知識はない。もちろん、既に何らかの社会科学になじみをもっているなら、より理解が容易になるであ
　ろう。社会経営科学プログラム以外のプログラムに属する学生にも、その学習の成果を公共的な仕方で生かすために・積極的

　に履修してもらいたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 公共哲学とは何か

「公共哲学」という視角・考え方の概要を示す。「哲学」に関

ｷる一つの考え方を紹介しながら、批判的な学問としての
�､哲学の可能性を考える。「公共性」概念の多様性を、

v想史的な説明を使って検討し、現代社会における公共
N学のあるべき姿を、各人が批判的に考えていく準備をす

驕B

yキーワード】

u公共性」の概念、「哲学」の橿念、批判としての公共哲学、

�j的文脈、公と私

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

2
公共哲学の原像：リッ

vマンとデューイ

公共哲学という問題提起の原初的形態として、W．リップマ
唐ﾆ1．デューイの論争を取り上げる。古典古代の理想であ
骭�､性の概念を、20世紀アメリカのような社会において
ﾇ求する際に生じる問題性と可能性を考えることで、非国

ﾆ的公共性の現代的意義を検討する視点を獲得する。

yキーワード】

ｯ主主義、大社会、世論、ステレオタイプ、暫定協定》トラ

塔Uクション、大コミュニティ、自由民主主義の危機

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

3

公共哲学の提唱：

Aーレントとハーバー

}ス

公共哲学にとっての古典的なテキスト、H．アーレントの『人

ﾔの条件』と」．ハーバーマスの『公共性の構造転換』を取り

繧ｰ、意見の複数性を重視する公共性の理解と市民による
ﾓ思形成と国家の活動に対する批判的監査を重視する公

､性の理解を検討する。

yキーワード】

ﾓ見交換、複数性、市民的公共性、批判的公開性

齋藤純一（早

贒c大学・教
�j

齋藤純一（早

贒c大学・教
猿�j

@　　魯

一　107　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会を統合する原理として社会正義を論じたJ．三三ルズの
『正義の理論』を取り上げる。その上で、ロールズ批判の文

4

公共哲学の展開
i1）：ロールズとサン

fル

脈から新たな公共哲学を共和主義の伝統に依拠しながら
�ｦするM．サンデルの試みを検討し、後期ロールズの政
｡的リベラリズムにおける公共性の概念を評価する。ダ

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

山岡龍一（放

卵蜉w・教
�j

【キーワード】

公正としての正義、格差原理、負荷なき自己、共和主義、

理に巡った多元性

一方で人々の価値観が多様であることを認め、それを推し
進めさえしながら、他方で一つの社会としての統合が果たさ

5

公共哲学の展開
iH）：テイラーとコノ

梶[

れることを可能にするのは、はたしてどのような「公共性」なのだろうか。現代の二人の哲学者、Ch．テイラーとW．コノ

梶[の論争を手がかりにして探究する。

田中智彦（東

梭繪ﾈ歯科
蜉w・准教

田中智彦（東

梭繪ﾈ歯科
蜉w・准教

【キーワード】
授） 授）

アイデンティティ、差異、承認、穏やかな専制、民主制下の

当事者能力

経済学の視点から公共性について論じる。合理的に行動
する個人が構成する社会において、公共的な価値の実現

6

公共哲学の展開
i：皿）：経済学のアプ

香[チ

や集団的意思決定をめぐって生じる諸問題について考察
ｷる。従来の経済学の考え方を超える方向性にも言及す
驕B

神事直人（京

s大学・准教
�j

神事直人（京

s大学・准教
�j

【キーワード】

合理的選択理論、公共経済学、公共財、社会的選択理又
論、ケイパビリティ・アプローチ

立憲主義と民主主義とを同時に標榜する近代国家は近代
的憲法によって構成されている。その憲法は、世俗化と善
の多様性を前提とした政治の運営の原則を示すものであ
る。その前提として、市民の対等な関係によって成り立つ私

的な領域と、市民が国家権力と対峙する関係にある公的な 川岸三和（早 川岸令和（早
7 憲法と公共性 領域の区別がなされている。純粋に私的でもなく、また国家 稲田大学・教 稲田大学・教

権力自体でもない公共的なものを憲法理論はそもそも想定 授） 授：）

しているのであろうか。

【キーワード】

主権、人権、近代立憲主義、表現の自由、公私区分論、市
民社会、公共の福祉’

＼

自由で民主的な社会においてマス・メディアが果たしてい

る、あるいは果たすべき役割を通じてその公共性の問題を
考える。現代の社会においては影響力のある表現主体とし
てマス・メディアの果たす役割は大きい。報道機関は、世界

8
マス・メディアと公共

ｫ

で起きている事実を人々に伝え、人々の意見の形成にかか
墲驕B新聞を中心とした印刷メディアとテレビを中心とした電

gメディア、さらに伝達技術の発達により、通信と放送が融
№ｵている最近の状況を法的観点から検討する。

川岸令和（早

贒c大学・教
�j

川岸令和（早

贒c大学・教
�j

【キーワード】

表現の自由、マス・メディア、新聞、放送、通信と放送の融
合、インターネット

何にもまして「私的」に思われる生命・身体一しかしそれ
らをめぐる「生命倫理」が目指すのは、「公共政策における
基準策定」でもある。こうした「公」と「私」の交錯は、私たち、 田中智彦（東 田中智彦（東

9 生命・身体と公共性
の生命・身体にとって何を意味するのだろうか。過去と未来

ﾌ間で検討してゆく。
京医科歯科
蜉w・准教

京医科歯科
蜉w・准教

【キーワード】
授） 授）

自己決定権、生命倫理、生権力、生政治、生命科学技術
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 労働と公共性

急増する「ワーキング・プア」と後を絶たない「製品偽装」一

齪J働をめぐりこうした問題が起きたのは、労働をたんなる
u商品」、消費のための「私的な手段」とみなしてきたことに

ﾖ係があるのではないだろうか。労働とは何かを「公共性」

ﾌ観点から再考する。

yキーワード】

J働の義務と権利、贈与と交換、市場、貧困、自己責任

田中智彦（東

梭繪ﾈ歯科
蜉w・准教
�j

田中智彦（東

梭繪ﾈ歯科
蜉w・准教
�j

11、 社会保障と公共性

社会保障は人びとが相互の生活を支え合うための公共の
ｧ度である。社会保障制度の意義を明らかにするとともに、

｡後債権されるべき社会保障制度の条件と方向について
煬沒｢を加えたい。

yキーワード】

ﾐ会保障、社会的連帯、福祉国家

齋藤純一（早

贒c大学・教
�j

齋藤純一（早

贒c大学・教
�j

12
デモクラシーと公共

ｫ

公共性とデモクラシーは不可分の関係にある。排除のない
�､の議論は、政治的な意思形成一意思決定が正統であ
驍ｽめの条件であり、また、政府に説明責任を求め、その活

ｮを批判的に監査するための条件でもあることを明らかに
ｷる。

yキーワード】

｢議デモクラシー、民主的正統性、民主的統制、公共的理

R

齋藤純一（早

贒c大学・教
�F）

齋藤純一（早

贒c大学・教
�F）

13 ローカルな公共性

地域や地方自治体が直面する公共的価値をめぐる問題に
ﾂいて考察する。廃棄物処理場や原子力発電所の立地な
ﾇ、いわゆるNIMBY（Not　In　My　Back　Yard）問題を取り上

ｰる。また「共有地の悲劇」や協調ゲームの含意についても
_じる。

yキーワード】NIMBY問題、迷惑施設の立地、共有地の悲劇、協調ゲー

神事直人（京

s大学・准教
�j

神事直人（京

s大学・准教
�j

14 グローバルな公共性

グローバルな公共性の問題として、温暖化をはじめとする

n球環境問題を取り上げる。社会的ジレンマを手がかりに、
ｻの発生メカニズムと問題の構造を考察し、個人の立場と
ｭ府の立場の両面から解決方法を模索する。

yキーワード】

n球温暖化、生物多様性、社会的ジレンマ、多国間環境協

神事直人（京

s大学・准教
�j

神事直人（京

s大学・准教
�j

@　　　ρ

15
公共哲学の課題と展

]

14回の講義内容を踏まえ、国際社会が直面している諸問
閧ﾉ公共哲学がどのようにアプローチしうるかを明らかにす
驍ﾆともに、親密圏やインターネットなど現代の公共性にとっ

ﾄ重要なピックスにも言及する。

yキーワード】

e密圏、インターネット、国際社会、政治的責任

齋藤純一（早

贒c大学・教
�j

齋藤純一（早

贒c大学・教
�j
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事務局
記載欄

三
度

開
年 2009年度

目
分

科
区 大学院科目 目

ド
科
， 8930503

旧
記

履
三 無

三
三 2

科目名（メディア）　＝ 経済政策 （’　09）　＝＝　（TV）

　　※この科目は「経済政策1（’05）」を一部改訂した科目で
　　す。

　　　改訂回は1，9，10，12，13，、14，15回です。

〔主任講師（現職名）：林　敏彦（同志社大学教授） ）

講義概要

　政府の経済政策は、民間経済活動が円滑に行われるための制度的及び経済的基盤を整え、市場制度を補完し、必要に応じて
　自ら市場に参加して、効率的で、公正で、よりよい資源配分の実現を目指すことを目標とする。この科目では、前半で現代の経

　済政策が果たすべき役割に関する基礎理論を学習し、後半では7つの個別分野の政策課題について検討する。

授業の目標

　政治を志す人、国や地方自治体の政策担当者、さらに政策の最終的判断者である一般市民を対象として、「温かい心情と冷静
　な頭脳」（マ・・…シャル）を備えた政策論争の作法を身につけることを目的とする。

履修上の留意点

　学部共通科目「経済学入門（’04）」または「経済学入門（’08）」、および学部専門科目「…現代経済学（’04）または「…現代経済学，

　（’08）」を学んでおくことが望ましい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師・名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名，（所属・職名）

1

経済政策はなぜ必要
ｩ（※改訂回）

政府が行う施策のうち、人々の経済生活に直接影響するも
ﾌを経済政策と呼ぶ。日本のような市場経済において、経
ﾏ政策はなぜ必要なのだろうか。シカゴ学派の考え方と制
x学派の考え方を比較検討してみよう。

yキーワード】

ｭ府の役割、新古典派、制度学派

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）σ

2 社会の厚生

@ノ

　　　　　9ｭ策効果は、社会全体の構成を基準にして判断されなけ
黷ﾎならない。社会厚生は、市民主権の原則のもとに、効
ｦ性と公正さを追求することにより高まる。経済政策決定、

ﾀ行過程への参加のあり方も重要な政策評価の対象となり
､る。

yキーワード】

�ｦ性、公正さ、社会的厚生関数

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

3
カルドア＝ヒックス基

政策が人々の全員一致で支持される場合には問題ない
ｪ、一般にある政策がとられれば、それによって新しく利益
��ｯる人と利益を失う人が現れる。利害得失を超えた政
�ｻ断はどのような基準に基づいて行えばよいのだろうか。

yキーワード】

pレート効率性、カルドア＝ヒックス基準、費用便益分析

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

　　　　　　　　　　（
s場メカニズムによって最適な資源配分が実現されるという
のはどういうことだろうか。市場はどのような場合に成功し、

失敗するのだろうか。どのような財でも市場取引に委ねるこ 林敏彦 阻喪：彦

4 市場の成功と失敗 とで社会的最適が実現されるのだろうか。 （同志社大学 （同志社大学
教授） 教授）

【キーワード】

社会的余剰、市場の成功、独占

企業や消費者の経済活動が、契約当事者以外の第3者に

5
外部効果と政府の役

影響を及ぼすことを外部効果という。外部効果の例にはど
ﾌようなものがあり、外部効果が存在すれば市場が失敗す
驍ﾆ言われるのはなぜだろうか。

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

【キーワード】

外部効果、コースの定理、市場の失敗

社会の構成員が同じ量だけ消費するしかないサービスは、
公共財と呼ばれる。市場は公共財の最適供給に失敗すると
いうのはどういう意味なのか。公共財のただ乗り問題とは何 林敏彦 林敏彦

6 公共財 か。公共財は政府が供給すべきなのだろうか。 （同志社大学 （同志社大学
教授） 教授）

【キーワード】

純粋公共財、リンダール均衡、ただ乗り問題

金融活動に限らず経済活動は絶えず不確実性にさらされ
ている。リスクと不確実性には民間の保険だけで対応が可
能だろうか。情報が偏っている場合、市場はうまく機能する 林敏彦 林敏彦

7 不確実性と情報 だろうか。何らかの政府の介入は必要だろうか。 （同志社大学 （同志社大学
教授） 教授）

【キーワード】

期待効用仮説、保険、逆選考、依頼主・代理人関係

外部効果、公共財、情報の偏在などがある場合、市場は失
敗するといわれる。では、それらを補正する役割に担う政府

8 政府の失敗

は失敗しないのだろうか。投票のパラドックス、政府の活動

ﾉ伴う英じえんし一費用などについて考えてみよう。

林敏：彦

i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

【キーワード】

投票のパラドックス、間接民主主義、官僚制度

政府は景気や雇用、物価や国際収支など、マクロ経済の運

9
マクロ経済政策

i※改訂回）

営に大きな役割を担うと考えられている。政府は財政政策
ﾉよってどこまでマクロ経済を制御できるのだろうか。日本

竝sが直面する金融政策上の課題は何だろうか。

野間敏：克

i同志社大学
ｳ授）

野間敏克
i同志社大学
ｳ授）

【キーワード】

財政政策、金融政策、IS－LM分析、総需要、総供給

10
社会保障政策
i※改訂回）

年金を含む社会保障制度は、近代国家が担うべき重要な
ﾓ務となっている。社会保障の基本原理、日本の社会保障
ﾌ制度的特徴、現状と問題点などについて考える。

坂井三思
i放送大学教

�j

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

竏芬O思
i放送大学教

【キーワード】 授）

社会保険、社会保障、国民負担率、年金制度
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の家計所得の8割を占めるのは勤労所得である。労働 林敏彦
市場にはどのような変化が起こっているのであろうか。人々 （同志社大学

の働き方に変化は見られるのだろうか。日本の労働市場政 林敏彦 教授）

11 労働政策 策について考えてみる。 （同志社大学 ゲスト出演
教授） 大竹文雄

【キーワード】 （大阪大学教

労働市場の失敗、失業の問題、日本の雇用政策
授）

交通における産業政策とインフラ整備は重要な公共政策と
して位置づけられている。本章では交通部門の市場特性と

12
交通産業と経済政策
i※改訂回）

料金設定政策、及び交通社会資本整備における経済学的
ﾛ題について考察する。

新井圭太
i近畿大学准
ｳ授）

新井圭太
i近畿大学准
ｳ授）

【キーワード】

交通市場、料金決定論、インフラ整備、公共交通政策

地方自治体も経済政策を担当している。その中から、国レ

13
中山間地域政策
i※改訂回）

ベルとは異なる自治体の政策について、農山村あるいは中
R間地域が抱える課題と政策の変遷について考える。

伊藤勝久
i島根大学教
�j

伊藤勝久
i島根大学教
�j

【キーワード】

中山間地域、農業、林業、地域政策

大量消費・大量廃棄経済は、環境にどのような影響を及ぼ
しているのだろうか。地球環境と経済活動、大気汚染・土壌

14
環境政策
i※改訂回）

汚染・騒音・ヒートアイランド現象やごみ処理システムにつ

｢ても考える。

坂田裕輔
i近畿大学教
�j

坂田裕輔
i近畿大学教
�j

【キーワード】

外部不経済、静脈産業、環境問題、ごみ処理

近年、中国を中心とするアジア諸国の急成長を機に、開発
｛ 国家戦略、地域経済協力、エネルギー問題、グローバルな

15
国際公共政策
i※改訂回）

環境問題等、国際的な広がりを持つ政策課題の重要性が
揩ｵている。世界政府なき国際公共政策は可能だろうか。

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

林敏彦
i同志社大学
ｳ授）

【キーワード】

日本型経済モデル、政策の国際協調、グローバルな政策

課題
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8930511

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 途上国の開発政策 （’　09）　＝＝　（TV）

〔主任講師（現職名）　　高木　保興（放送大学教授） ）

講義概要
　途上国の貧困問題は、21世紀に入っても改善の兆しを見せていない。スーダン南部のダルフールを中心とする内戦は、未だ
　に終戦への見通しが立っていない。また、ジンバブエの桁外れのインフレは、食糧不足に拍車をかけ、子供や女性に深刻な影
　響を及ぼしている。この科目では、途上国が貧困から脱出できるためには、どのような点を重視して政策を推進するほうがベター…一一‘・

　なのかについて、検討を加える。

授業の目標
　多くの大学院用のテキストが、基礎の重要性を強調し、分析の厳密性を求めている中で、この授業では、途上国に関する主要
　問題を毎回取り上げ、その問題を掘り下げていく過程で、修士論文の課題になりうるテーマを示唆するという手法をとる。この科

　目を学ぶことで、途上国が発展していく上で何が重要かを理解し、各自の修士論文の中に、関連する項目として、少しでも活か

　すことができれば、目標は達成されたことになる。

履修上の留意点
　この科目は、学部開設科目「途上国の開発（507）」を取得し、ある程度途上国に関する知識を持っていることを前提にしている。

　したがって、前もって、この学部科目の履修が望ましい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属く職名）

なぜ、アフリカには政治的に不安定な国が多いのか、これ 高木保興（放

が1回目の課題である。アフリカの専門家武内進一氏をゲス 送大学教
トとして迎え、過去の植民地時代の残津、外国の資源を求 高木保興（放 授）、ゲスト：

不安定なアフリカ諸 めての介入、民主主義的制度の移植などが、内戦とどのよ 送大学教 武内進一（ア
1

国 うに結びついているのか、意見を伺っていく。 授）、コラム： ジア経済研究
ゲスト 所アフリカ研

【キーワード】 究グループ

アフリカの途上国、政治的不安定 長）

2 歪んだ所得分配

なぜ、中南米諸国には、所得分配が極端に歪んだ国が多
｢のか、これが2回目の課題である。さらに、共産主義活動
ﾍ、政権をなぜ奪取できなかったのか、についても、中南米

剥曹ﾌ専門家恒川恵市氏に意見を伺っていく。

高木保興（放

卵蜉w教
�j、コラム：

高木保興（放

卵蜉w教
�j、ゲスト：

P川恵市（政
ゲスト 策研究大学

【キーワード】 院大学教授）

所得分配、中南米諸国、社会（関係）資本

一次産品輸出の拡大は、どのような問題を途上国にもたら
すのか、これが3回目の課題である。地下資源では、枯渇と

3
一次産品輸出は促進
ｷべきか

国土荒廃問題を、プランテーションでは国際価格変動との

ﾖ係を明らかにしたい。
高木保興（放

卵蜉w教授）

高木保興（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

流通業者、政商、農業社会の不安定化
，
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 農業と水不足

途上国の主要産業である農業には、水は無くてはならない

烽ﾌだが、水に関する紛争は耐えない。水不足の主要な問
閧�c論することが4回目の課題である。1地域の水配分、
纓ｬと下流の水配分、そして、都市工業と地方農村の水配
ｪについて検討を試みる。

yキーワード】

�T事業、貧困削減、社会（関係）資本

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

5
バランスの取れた工

ﾆ化は望ましいか

バランスト・グロースは望ましい成長・発展の姿か、これが5

�ﾚの課題である。3種のバランスト・グロースを紹介し、そ

ﾌ検討を試みる。

yキーワード】

oランスト・グロース、コストとベネフィット

高木保興（放
卵蜉w教授）

高木保興（放

卵蜉w教授）

6 初期工業化戦略

近代工業をスタートさせるのに必要なことは何か、これが6

�ﾚの課題である。比較優位産業は何か、輸出に必要なノ
Eハウは何かなど、潜在的企業家に起業させるのに必要な
﨣��A政府はいかにして提供すればいいのだろうか。

yキーワード】

A出加工区、経済特区、殖産工業化政：策

高木保興（放送大学教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

7
輸入代替政策は必要

ｩ

輸入代替政策は産業育成に必要か、これが7回目の課題
ﾅある。日本の自動車産業の成功例は、途上国の見本とし
ﾄ活用できるか。タイや台湾は、なぜ1自動車産業の育成
ﾉ失敗したのか。自国企業と外国企業の区別は必要なの
ｩ。これらの問題点について検討する。

yキーワード】

A出加工区、経済特区、殖産工業化政策

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

8
債務問題はなぜ発生
ｷるのか

途上国には、なぜ、債務問題が頻発するのか、これが8回
ﾚの課題である。債務問題の発生原因を探ることで、何が
ｾらかにされるだろうか。世界経済の変動による影響を最
ｬに留めるには、途上国政府はどうずればいいのか。

yキーワード】

ﾂ務問題、ハイパー・インフレ

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

9
構造調整政策は途上
曹ﾉ有効か

1980年代に世銀によって推進された構造調整政策は、途
纃曹ﾉとって有効と言えるのだろうか、これが9回目の課題

ﾅある。同時に、政府主導の開発の長所と短所も議論され
驕B

yキーワード】

¥造調整、政府主導、

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

@　㌧

10
東アジアに奇跡を起

ｱしたものは

なぜ、東アジアに高度成長国が集、恕したのか、これが10回

ﾚの課題である。東アジア諸国の成長を押し上げた外部要
�ﾍ何か。内部要因として、世銀は何を指摘しているのか。

yキーワード】

激Aジアの奇跡、マクロ経済の安定

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師’名
i所属・職名）

11
東アジアの通貨危機
�[刻にした原因

東アジアの通貨危機は、なぜ、深刻になったのか、これが

P1回目の課題である。アメリカとIMFの対応について、メキ
Vコ（1994年）とタイ（1997年）のケースを比較しながら、政

｡的要因が色濃く反映されていることを指摘する。

yキーワード】

ﾊ貨危機、伝染、地域協力

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

12
途上国にとっての2国

ﾔEPAと地域共同体

2国間FTAと地域共同体とは、途上国に異なった影響を及
ﾚすのか、これが12回目の課題である。同時に、21世紀に
?ﾁて、2国間FTAが活発になってきたのは、なぜかについ
ﾄも、検討する。

yキーワード】

n域共同体、安全保障、経済連携協定

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

13 援助の考慮点

援助について議論するときに、気をつけなければならない
_は何か、これが13回目の課題である。NGOの援助は効
ﾊが上がっているが、ODAは適切になされていないという
w摘は、的を射ているのか。組織の目的を明確にすること
ｩら議論を始める。’

yキーワード】

nDA、　NGO、組織の目的

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

14
社会的企業と貧困削

ｸ

途上国の貧しい人に無担保で融資をしながら、高い返済率
�m保して、ビジネスとして継続を可能にする試みが展開さ

黷ﾄいる。なぜ、貧しい人への融資が成功を収めているの
ｩ、これが14回目の課題である。

yキーワード】

ﾐ会的企業、グラミン銀行、KIVA　　　　　　　　5

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）

15 途上国政府の役割

途上国政府は、何を実行し、何をすべきでないのか、これ
ｪ15回目の課題である。債務問題に対する構造調整政策
竰ﾊ貨危機に対するIMFコンディショナリティに共通するこ
ﾆは何か。制度や政策に先進国のものを導入しても、期待
ﾊりの結果が生まれない理由は、どこにあるのかが議論さ

黷驕B

yキーワード】

s動決定要因、制度

高木保興（放

卵蜉w教授）
高木保興（放

卵蜉w教授）
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
　
　
　
　
8
9
3
0
5
2
0
コ
ー
ド

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝・ 自治体と政策 （’　09）　一　（TV）

〔主任講師（現職名）　天川　晃（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：稲継裕昭（早稲田大学大学院教授）

）

）

講義概要

　最初に自治体と政策を検討するための、政治的サイクルと政策的サイクルという枠組みを提示する。次に自治体の政治行政の
　制度的枠組みと近年の改革について説明をする。さらに、自治体とコミュニティ、住民の関係を概観し、これらをつなぐ自治体の

　諸政策の課題を検討する。最後に、現代の自治体と政策のあり方を歴史的・比較的文脈の中に位置づける。

授業の目標

　分権改革後の自治体は、自治体運営（ガバナンス）の主体としての責任が大きくなった。都道府県、市町村を問わず、それぞ
　れの自治体は、地方制度の枠組みの中で、自らが持つさまざまな資源を活用しつつ住民の求める政策を展開することになつ

　た。この科目では、政策主体としての自治体という観点から、自治体が当面する政策課題について、歴史的比較的考察を含め
　て、検討する。

履修上の留意点

　　自治体の直面する諸課題について、性急な回答を求めることよりも、理論的・歴史的な考察を踏まえつつ検討することが望ま

　れる。学部の政治学・行政学関係の諸科目を履修していることが望ましい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 自治体と政策

講義全体のイントロダクション。自治体の活動はあるサイク

汲�揩ﾁて展開される。4年毎に行われる選挙のサイクル
ﾆ、1年毎に編成される予算のサイクルである。また、自治

ﾌはさまざまな類型の政策を展開するが、個別政策のサイ
Nルがある。これらがどのように交錯するのかについて検討

ｷる。近年、自治体政策をめぐる大きな環境変化が生じつ
ﾂあり、政策における自治体の役割もあらためて再検討す
驕B

yキーワード】

ｭ治のサイクル、政策のサイクル、政策過程、政策の類型、

Q加と協働、ガバナンス

天川 天川・三三

2 分権改革

包括的地方自治ガバナンス改革としての分権改革の実績
ﾆ課題について検討する。さらに、三位一体改革など税財
ｭ改革の背景と意味を含め、今後の改革：の課題について、
熏lえる。

yキーワード】、

ｪ権一括法、三位一体改革：、市町村合併、未完の分権改

v

稲継 稲継

3 自治体の制度

自治体の制度を二つの角度から考える。一つは都道府県と

s区町村の二層制の制度である。これは中央政府と自治
ﾌとの関係という問題に関わるが、ここでは二層制度が何を

咜ﾒされていたのかという問題を考える。もう一つは歴史的

ﾉ一貫する自治体の制度の特徴と制度改革の問題を考
ｦ、近年の自治体制度の動きと今後の展望を考えてみる。

yキーワード】

�w制、融合型と分離型、内務省一府県システム、内閣一
ｹ州制システム、画一化と多様化、地域自治区

天川 天川
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自治体議会の権能・機能、地方議会の構成と運営につい
て考える。議会を構成する議員は、どのような属性の人が
ついているのか、報酬等はどうなっているのか、また、住民

4 議会と議員 参加と地方議会の関係をどう考えるかについて触れる。 稲継 稲継

【キーワード】

議会の役割、標準規則、議員報酬、議会と住民参加、地方

議会改革

自治体の首長と議会の関係について考える。両者の関係
を歴史的、比較的に検討した上で、自治体の内部行政組
織にまつわる問題を指摘する。最後に二元代表制と自治体

5 首長と執行機関 の政策に関する近年の研究について紹介する。 天川 天川

【キーワード】

首長公選制、局部法定主義、執行機関多元主義、二元代

表罫、政策過程

地方公務員の種類と数について簡単に見た後、職員の採
用・配置と異動・昇進など、人事全般に関する問題を考え
る。また、人事交流や給与についても扱う。時代環境の変

6 人事行政
化の中で今後の人事行政はどうなっていくのかにρいても
lえる。 稲継 稲継

【キーワード】

地方公務員、配置と異動、昇進制度、人事交流、給与体

系、積み上げ型褒賞システム

マクロな税財政構造を説明した上で自治体の予算編成を
めぐる問題を考える。歳入と歳出について基本的な理解を

7
税財政構造と予算

ﾇ理

得ると共に、予算編成のスケジュールと決算過程、および

ﾅ近の自治体における予算改革について理解する。 稲継 稲継

【キーワード】

地方交付税、国庫支出金、地方税、地方債、予算編成、自

治体財政健全化法

分権改革と並行して進められた自治体自体の改革の二様
相を考える。NPM（ニュー・パブリック・マネジメント）に基づ

く考え方、行政評価、指定管理者制度、公会計改革などの

8 自治体改革 具体的事例についても検討する。 三三 稲継

【キーワード】の

集中改革プラン、NPM（ニュー・パブリック・マネジメント）、

行政評価、指定管理者制度、公会計改革

少子高齢化社会への変化の中で自治体とコミュニティの
関係はどのように変化してきたのか。自治体とコミュニティの

9 自治体とコミュニティ
関係の再編と再生の課題を検討するρ

天川 天川

【キーワード】

少子高齢化、限界集落、コミュニティ、町内会、NPO、中間

団体、ソーシャル・キャピタル

日本の地域開発は「地域の均衡ある発展」を目標としてきた
が、その開発の結果として大都市部の過密と農山村部の過
疎という不均衡を生んできた。その後、開発の目標や手法
も変化してきた。国家中心の都市計画法も次第に分権化さ
れさまざまな自治体でまちづくりの経験が重ねられてきた。

10 開発と環境 今後必要な都市と農村の関係を含めて発展の方向を模索 天川 天川
する。

【キーワード】

蒼y総合計画、国土形成計画、条件不利地域、持続可能
な発展、環境基本法、都市計画、まちづくり、合意形成、自

治基本条例
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 福祉政策と自治体

自治体の福祉行政をめぐる問題を考える。融合型自治制
xの枠組みで、福祉政策を担うのは自治体である。福祉政
�ﾌ展開を見る中で、また、生活保護を素材として中央地
絈ﾖ係を考える。さらに、福祉政策を担う第一線公務員の
s動様式も合わせて考える。

yキーワード】

沁モﾌ磁石、福祉政策の展開、生活保護、第一線公務員

稲継 稲継

12 警察と教育

中央一地方関係の観点から見ると、警察行政と教育行政は
ｼめ政策分野とは異なる行財政の構造を持っている。これ
轤ﾌ政策分野の戦前・戦後の制度改革の経過とも無縁では
ﾈい。この制度の歴史的背景を見るとともに、これら行政分

?ﾌ現状と課題を明らかにする。

yキーワード】
阯ﾌ改革、内務省解体、自治体警察、公選教育委員、「逆コース」、体感治安、危機管理

天川 天川

．13 自治体のネットワーク

自治体は地域的・制度的には独立した存在であるが、近
ﾗの自治体、同種の自治体などとの間にさまざまなネット
潤[クを持っている。自治体間の公式な関係だけでなく、市

ｷや議員、職員、さらには市民団体や個々の市民が持って
｢る個人的なネットワークもある。これらのネットワークと自治

ﾌの政策とはどのような関係があるだろうか。

yキーワード】

L域行政、地方六団体、姉妹都市、国際協力、政策ネット，

潤[ク、鉄の三角形、政策波及、政策革新

天川 天川

14 地方自治の歴史

「地方自治は民主主義の学校」という理念が語られるが、実

ﾛの地方自治の歴史はどうだったのか。近代日本の地方
ｩ治の歴史を「民主化」、「国際化」、「現代化」という観点か

逅Uり返り、これからの地方自治の方向を考える。

yキーワード】

ｯ主化、国際化、現代化、三新法、市制町村制、大正デモ
Nラシー、戦時体制、「民主主義の学校」

天川 天川

15 国際比較

日本の地方自治のあり方の特質を明らかにするには、諸外
曹ﾌ地方自治との比較検討が必要である。ヨーロッパにお
ｯる地方自治の類型化を中心として、さまざまなパターンの
n方自治を比較検討し、日本の自治体の特質を考える。

yキーワード】

p米型と大陸型、連邦制国家と単一主権国家、分離型・融
㈹^、内政の総括官庁、活動量、ウルトラ・ヴァイレースの

@理

稲継 稲三
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事務局

L載欄
開講

N度
平成20年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930376

履修

ｧ限
無

単位’
2

科目名（メディア）　＝ 社会的自我論 （’　08）　＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）　：船津：　衛（放送大学客員教授） ）

講義概要
　自我の社会理論を展開した研究者であるC．H．クーリー、　G．　H．ミード、　H．ブルーマー、　R．H．ターナー、K．ガーデンらの理

　論を中心に検討し、社会的自我論の問題点を明らかにし、新たな自我論の形成を目指します。

授業の目標
　　自我に関する理論的研究の流れをフォローし、自我の社会的あり方を理解し、さらに、人間の自我についての新たな見方を身

　につけることを目標とします。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自我に関するこれまでの理論を検討し、自我の社会性を
明らかにする社会的自我論の必要性を強調します。 船津：衛（放 船津：衛（放

1 社会的自我論の展開 送大学・客員 送大学・客員
教授） 教授：）

【キーワード】

社会的自我

＼

これまで支配的であった近代的自我論を批判的に検討
し、その問題点を明らかにし、そこから現代的自我論のあり

2
近代的自我論から現

纉I自我論へ
方について考えていきます。 同上 同上

【キーワード】

近代的自我

現代に生きる人間の自我の様相として、「アイデンティティ

の喪失」、「多面的、流動的自我」などについて考察しま

3
現代人の自我のゆく

ｦ
す。　　　　　　　　　　一 同上 同上

【キーワード】

現代人の自我
向

社会的自我論のスタート台となったアメリカの社会学者
C．H．クーリー（cooley）の自我論を取り上げ、自我が第一

次集団（primary　group）における他者との関わりにおいて社

4 自我と第一次集団 会的に形成されることを明らかします。 同上 同上

【キーワード】

第一次集団
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

クーリーの自我論の主要概念である「鏡に映った自我」

5 「鏡に映った自我」

（100king－91ass　self）1こついて、その内容を検討し、これま

ﾅの批判をふまえて、その問題点を指摘します。
船津衛（放
卵蜉w・教

船津衛（放
卵蜉w・教

授） 授）

【キーワード】

「鏡に映った自i茂」

クーリーの自我論において、自我とイコールにされている
「自己感情」（self艶eling）の具体的内容を検討し、その意義

6 自我と「自己感情」 と問題を明らかにします。
同上 同上

【キーワード】

自己感情

自我論を確立したアメリカの哲学者、社会心理学者のG．
H．ミード（Mead）の「役割取得」（role　taking）による自我形

7 自我と「役割取得」 成論をとりあげ、その背景と意義について論じます。
同上 同上

【キーワード】

「役割取得」
●

ミードの自我論において自我を構成する2側面とされる
「主我」（1）と「客我」（鵬）の概念を検討し、その問題点とこ

8 「主我」と「三三」 れまでの解釈について問題とします。
同上 同上

【キーワード】

「主我」、「客我」

ミード理論では、自我とコミュニケーションが深くかかわっ

ており、そこにおいて「意味のあるシンボル」（signi且cant

9
自我とコミュニケー

Vョン
symbol）が大きな役割を果たしていることを明らかにします。

同上 同上

【キーワード】

「意味のあるシンボル」

アメリカの社会学者であり、シンボリック相互作用論

（symbolic　interactionism）の創始者であるH．ブルーマー

10
自我とシンボリック相

ﾝ作用

（Blumer）の自我論の内容とシンボリック相互作用論におけ

驤ﾊ置について明らかにします。 同上 同上

【キーワード】

シンボリック相互作用

ブルーマー理論の主要概念である「自分自身とゐ相互作

用」（self　interaction）を取り上げ、その内容と意義について

11
自我と「自分自身との

褐ﾝ作用」
論じます。

同上 同上

【キーワード】

「自分自身との相互作用」

一．一一一
@120　一一一一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ミードやブルーマーの理論を展開したアメリカの社会学者

12 自我と役割形成

R．H．ターナー（Turner）の「役割形成」（ro16　making）概念

�謔闖繧ｰ、その意義と内容について検討します。
船津衛（放
卵蜉w・客員

船津：衛（放

卵蜉w・客員
教授） 教授）

【キーワード】

役割形成

自我論の新しい展開である自我の社会的コシストラクショ

ン論について、アメリカの社会心理学者のK．ガーデン

13
自我の社会的コンス
gラクション

（Gergen）の理論を取り上げ、その意義について論じます。 同上 同上

【キーワード】

社会的コンストラクション

自我が「ナラティヴ」（narrative）を通じて形成され、変容す

るというガーデンの見解を取り上げ、その内容をくわしく検

14
自我のナラティヴ・コ

塔Xトラクション

討します。 同上 同上

【キーワード】

ナラティヴ・コンストラクション

社会的コンストラクション論の中心的テーマであり、社会的
自我論の主要テーマである’「自我のリコンストラクション」に

15
自我のリコンストラク

Vョン

ついて考察し、そこから新たな社会的自我論の形成を目指

ｵます。 同上 同上

【キーワード】

自我のリコンストラクション
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930546

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 社会経済組織論（’10） （R）

〔主任講師（現職名） 坂井　四四（放送大学教授） ）

講義概要

　　本書の目指すテーマは、なぜ、いかに人間は「協力」を行うのかという問題です。ここでいう協力とは、人と人を結びつける相互作用のことで

　す。交換、支配、信頼などの社会的協力という、根本的ではあるがきわめて日常的な問題を扱っています。わたしたちは、日常生活のなかで、

　他者との協力ということを無数に行っています。多くは意識されることなく、互いの力を出し合って、また自らの欠点を補い合って、社会的協力

　関係を結んできています。ところが、いざそれ以上の協力を取り付けようとすると、なかなかうまくいかない、という問題が存在します。このように

　異なる者同士が社会で協力し合うには、表面的な相互の力だけでは成り立たちません。その裏で働いている潜在的な力を必要としています。
　社会全体のなかで活動する社会組織体がどのように組織化され、社会構造全体がどのように成り立っているのかを知ることが必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴへ
授業の目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　この科目は、なぜ現代の社会組織が変化を遂げているのかを学ぶための講座です。近年、組織間の境界領域があいまいになってきていま
　す。このような状況のなかで、「社会経営」分野を学ぶ場合に対象となる「組織体変化」の認識が必須となってきています。そこで、社会組織個

　別の専門認識も必要ですが、それに加えて、組織体相互の間の関係についての全体認識も重要です。このような全体を見通す考え方を整理
　する必要があります。従来、個別の企業、政府組織、家族組織については、「企業論」「公共システム論」「家族社会学」などですでに取り上げ

　られていますが、公私部門などの組織間の問題や組織の体制・秩序の問題については、既存科目ではあまり取り上げられていません。「社会
　組織の連関」を考えるという特色を生かした講義を目指しています。家族、企業、政府などめ伝統的な社会組織体に関して組織論の見地から
　比較検討するだけでなく、近年急速に発達を見た、「社会ネットワーク論」「組織社会学」「中間組織論」などの知見を盛り込みながら、講義を「

　進めます。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　　師　　名
i所属・職名）

放送担当
u　　師　　名
i所属・職名）

亙 社会組織とは何か

社会組織とは、人びとの「社会的協力（social　cooperation）」を結集する仕

gみのことを意味している。組織における協力が結集されると、複数の人
ﾑとが集まるので、一人では出来ないような作業が可能になる。ここに、

g織がネットワークを組んで、集団的な活動するのはなぜかという、根本

Iな理由が存在するといえる。個人が個々の楽器を演奏するだけでなく、

Iーケストラの一員としても活動するような集団効果について注目した

｢。　　　　　　　　　　　　　　　　＼

yキーワ「ド1

ﾐ会的協力、組織、個人、社会、アノミー、不確実性、秩序、ルール、

Iーケストレーション効果

坂井四三（放

卵蜉w教授）
坂井三思（放

卵蜉w教授）

2 近代社会と公式組織

社会組織は、近代社会の動輪たる労働や資本や技術などをつなぎとめな
ｪら活動してきたが、この活動に当たっては「公式と非公式」というコイン

ﾌ表裏のような不思議な関係を必要としていた。近代社会特有の公式化
ﾆいう動きは企業組織においてばかりでなく、政府組織さらには市場組織
ﾉおいても、同じように図られてきた。この章では、このようなフォーマル化
i公式化）という近代社会特有の動きがなぜ生じたのか、ということを考え

ﾄみたい。

yキーワード】

�ｮ化、非公式組織、ルール、近代化、標準化、大規模組織、動機付
ｯ、科学技術、アソシエーション、コミュニティ

坂井素思（放
卵蜉w教授）

坂井素思（放

卵蜉w教授）

3
社会組織と個人化

近代になって、封建的な人間関係のネットワークから解放されると、個人

ﾍ新たな問題を抱えるようになった。個人が従来の古い絆から自由になる

ﾆいう面と、同時に都市生活や国際的な関係のなかで、親密でない、より
�魔ﾈネットワークを形成するという面との両方の特性が含まれ、そのこと

ｪ個人過程には作用する。この章では、このような個人化傾向と社会組
Dとの関係について考えていく。

yキーワード】
ﾂ人化、ブーメラン効果、反省、アノミー的自殺、再帰的近代、第二の近代、軽い近代

坂井素思（放
卵蜉w教授）

坂井素思（放

卵蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属r職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
エージェンシー化と

g織

エージェンシーあるいはエージェントは、組織で演じられる役割としては、

墲ﾉ二面性のあるものとして考えられてきた。二面のうち、一方では、本

ﾌから切り離されて、自由に活動を羽ばたかせるための「活動媒体」とし

ﾄの面があり、もう一方では、本体から切り離されたのち、その本体たる依

叶lとの関係を担う役割を持った「代理人」としての面である。この章で

ﾍ、なぜ組織のなかにエージェント、あるいはエージェンシーという考え方

ｪ表れるのかを見ていきたい。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一yキーワード】

y一ジェンシー、組織人格、個人人格、能動性、代理性、依頼人、代理．

l、契約

坂井素思（放

卵蜉w教授）
坂井素思（放
卵蜉w教授）

5
ヒエラルヒー組織と近

纉I支配

近代になって、人びとの協力は、きわめて大掛かりな制度的装置としての
u市場」や「政府」が発達したために、いわば協力の「大量生乾」が可能な

�ﾔになっていた。近代組織では、ルールを定め、それに則って組織化
ｪ進められるという「公式化」が進んだが、この過程でヒエラルヒー組織が

K要とされた。この章では、このようなヒエラルヒー組織の生成について見

ﾄいくことにする。

yキーワード】

qエラルヒー組織、支配、服従、統制、集権、合法的支配、官僚制、専門

ｫ、分業、弱い権力

坂井素思（放

卵蜉w教授）
坂井素思（放
卵蜉w教授）

6
企業家機能と時間要

f

なぜ組織には、トップと呼ばれる者が存在するのか、という点である。ヒエ

宴泣qーは空間配置の問題で、上下関係における協力を示していたのだ
ｪ、じつはもうひとつ、時間配置の問題がここには同時に含まれていた。

ｱめ章では、時間問題としての企業家機能という興味深い問題を考察し

ﾄみたい。

yキーワード】

驪ﾆ家機能、リーダーシップ、監督、不確実性くリスク、革新、新結合

坂井三思（放

卵蜉w教授）
坂井素思（放
卵蜉w教授）

7
近代組織と大規模経

ﾏ

大垂生産方式による工場体制は、製品生産という物的な生産においては

烽ｿろんのことであるが、人びとの結合が大量に進む仕組みに関しても、
ﾐとつの頂点を示すものであった。この章では、なぜこれほどの大量の協
ﾍ関係を結集させることが可能になったのであろうかという点を考察する

ｱとにある。

yキーワード】

K模の経済、範囲の経済、互換性、組立ライン、テーラー主義、大量生

Y、企業結合

坂井素思（放

卵蜉w教授）
坂井素思（放
卵蜉w教授）

8 近代組織の限界

18世紀に工場制が整備され、19世紀の後半から、企業組織においても大
ﾊ生産方式が意識されるようになってきた。これに対して、経営組織のな

ｩでも、大企業体制の発達の中で官僚制の弊害を危惧する批判が相継
｢で出されることになる。官僚主義化は、大企業ではとくに避けることので

ｫないものであり、組織内のネットワークに深刻な影響を与えてきている。

g織原理に絞って、近代組織の特性と限界について考えて行きたい。

yキーワード】

ｯ僚主義化、労働意欲、ルーティン化、硬直性、セクショナリズム、柔軟

ｫ、バッファ効果

坂井三思（放
卵蜉w教授）

坂井三思（放
卵蜉w教授）

9
社会組織変容とマネ

Wャー問題

企業組織は、現代の市場経済のもとでは、「営利性」に特化した組織とし

ﾄの特徴を持っている。それは、株式会社制度のもとにおいて、利害関
W者の了解事項であった。ところが、実際には、企業組織の利害関係者
ﾍきわめて多様であり、組織の内外ではさまざまな利害が渦巻いている。

g織原理に絞って、企業という組織の特性と限界について考えて行きた

｢。

yキーワード】

}ネジャー、ミドル・マネジメント、トップ、ボトム、リエゾン機能、コンフィ

Mュレーション

坂井三思（放
卵蜉w教授）

坂井三思（放
卵蜉w教授）

10
社会組織とあいまい

ｳ

目標を定め、手段を準備し、成果物の評価を行う、という、古典的で合理

Iな戦略モデルについては、さまざまな批判が提出されている。また、

E土一バーやテーラーなどの単一の視点による合理モデルにも欠陥があ
驍ﾆされる。この章においては、現代の社会組織に適合した「非合理」を

ﾜんだモデルを追求すべきとする考え方を検討する。

yキーワード】

∠攝ｫ、あいまいさ、ゴミ箱理論、弱い連結、組織化

坂井素思（放
卵蜉w教授）

坂井素思（放

卵蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 影響力と組織

人間社会には、影響力を行使して、縦社会の関係を形成する傾向が存
ﾝする。つまりは、人を動かすには、どのような方法があるのかということで

?驕B他者を「協力」に導くためには、単に交換や支配などの方式だけで

ﾍ十分ではない6影響力などの潜在的な力を必要としている。どのように

ｵたら、影響力が生ずる可能性があるのか。この章で検討したい。

yキーワード】

e響力、権威、信頼、ハロー効果、期待

坂井三思（放
卵蜉w教授）・

坂井三思（放

卵蜉w教授）

12
フラット化と組織の革

V

現代において組織を考える場合に、1つの焦点になっているがフラット化

ﾆいう現象である。1990年以降、現代社会の中でとりわけ顕著な特徴を
揩ﾁている考え方である。人間の協力関係で横の繋がりが増大してきて
｢ることを表現している。この章では、このようなフラット化という現象は何

ｩということを考えてみたい。

yキーワード】’

Eフラット化、アウトソーシング、ダウンサイジング、分業、協業、柔軟性

坂井三思（放

卵蜉w教授）
坂井素思（放

卵蜉w教授）

13
家族的協力関係ど
vーリング

なぜ家族組織は生計をともにするのか、という普遍的な協力関係が、家

v組織を中心に見ることができる。ここで、家計の外部と内部とでは、所得

�ｪ配する協力関係について、適用される方法に違いのあることが注目
ﾉ値する。所得分配をめぐる協力関係について、この章では注目してい

ｫたい。

坂井三思（放

卵蜉w教授）
坂井三思（放

卵蜉w教授）

14
公式組織と非公式組

Dの境界問題

非公式組織とは、個人的な接触や相互作用の総合、および人びとの集
cの連結を意味する。社会において、あるいは組織内において、このよう

ﾈ非公式組織は社会や組織の統合機能を発揮し、潜在的な価値の安定
ｻを図るために有効な部門として存在してきている。近代組織の中で、イ
塔tォーマル（非公式）部門とはどのような領域のことをいうのか、そしてな

ｺこのインフォーマル部門の問題が組織内の協力関係を要請するのかと
｢うことをこの章で問題として取り上げたい。

yキーワード】

Cンフォーマル、ケア、配慮、世話、標準化

坂井三思（放

卵蜉w教授）
坂井三思（放

卵蜉w教授）

15 社会的協力と組織

組織は協力を結集する作用であり、その仕組みである。社会組織が「組

D化」されるためには、それに参加する個人の意欲や組織の目的が存在
ｷるだけではうまくいかない。個人の中で起こる「組織との葛藤」を調整し

ｽり、個人間の信頼性を確保する、ソーシャル・キャピタルのような社会的

ﾈ潜在力が必要であり、時間をかけてこのような仕組みが醸成される必要
ｪある。

yキーワード】

g織化、個人意欲、葛藤、ソーシャル・キャピタル、社会的潜在力

坂井素思く放
卵蜉w教授）

坂井白岡（放
卵蜉w教授）
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事務局開講　　　　　　　2011年度記載欄年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930589

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 行政裁量論 （’11）　＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）：原島

〔主任講師（現職名）：筑紫

【本学担当専任教員：誕生

良成（熊本大学准教授）

圭一（山梨学院大学専任講師）

新　教授：

〕
ノ
、
〕
】

講義概要
　行政裁量の法的コントロールは、行政法学の主要な理論的関心対象であると同時に、行政実務にi携わる者、また過剰・過少
　な行政的規制に直面しその問題性を追及する全ての者にとって、現実の関心事である。行政裁量論が関係する社会問題の裾
　野は広く、原子力発電や鉄道事業の認可といった大規模なものから、外国人に対する在留特別許可、産業廃棄物処分場の立
　地に関する住民運動等、およそ行政的規制の妥当性が問題とされるあらゆる場面に及ぶ。本科目は、そのような具体的関心と

　結びつけながら、行政法学が蓄積してきた基礎理論を提供し、主要な裁判例を解説し、国内外の最新の話題について分析を

　加える。

授業の目標
　行政法理論を現実の社会問題に適：用して、自ら思考する能力を養う。

履修上の留意点

　行政法の理論に通じている必要はないが、法学の基礎知識が求められる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

行政活動を法的にコントロールする、そのことの必要性と、
、

実際の手法について、概説する。法律家の理想と行政過程 原島良成（熊

1 行政法の基礎理論

の現実とのはざまに目を凝らすことで、「行政裁量」概念に

獄ﾚすることの重要性が、感得されよう。まずは、行政法学

ﾌ用語法と基本的な主張（基礎理論）に親しむ。

原島良成（熊

{大学・准教
�j

本大学・准教

�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）

法律による行政、適正な行政過程’

2 行政裁量の概念

行政裁量とは何か。また、行政裁量はなぜ存在するのか。

s政裁量の意義と存在理由を、具体例を挙げて説明する。 筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

原島良成（熊
{大学・即金授）筑紫圭一

i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）

専門技術的裁量、政治的裁量、地域的裁量、時の裁量

3
行政裁量の具体的な

ｻ象形態

行政活動は、行政処分・行政立法・行政計画・行政指導な
ﾇ、多様な形態をとる。各場面において、どういつだ性質の

s政裁量が問題となりやすいのか。第3回授業で問題関心
�ｾらかにし、第4回以降の授業で個別的な検討を加える。

筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）

公共の福祉、許可基準、要綱行政
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師・名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4 行政処分と裁量

行政処分は、原則として、法律が提示する一定の基準のも
ﾆでなされるべきである。しかし、一般的、抽象的な書き振り

ﾌ法律は、個別具体の案件に適用するに当たり、疑義が生
ｶることがある。すなわち、法律の示すところを一義的に劃
閧ﾅきないことがある。結果として、行政がある枠内で自由

ﾉ判断しているように見えることがある。それは本当にf自

R」なのか。具体例を挙げて検証する。

yキーワード】

s政行為、自由裁量と三三裁量

原島良成（熊

{大学・准教
�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）

5 行政立法と裁量

法律の指示するところが曖昧である場合にも、行政処分は一定の基準の下で公平に行われなければならないことに、

ﾏわりはない。政令、省令といった行政立法のかたちで、法
･の規範内容が充填されることは、時に、法律で明示的に
¥定されているところでもある。行政処分の場面と対比しな

ｪら、また国会の立法裁量との相違も意識しながら、行政

ｧ法裁量の特殊性を把握する。

yキーワード】

s政立法、裁量基準、立法裁量　　　　　　　　　w

原島良成（熊

{大学・准教
�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）野口貴公
?i中央大学
y教授）

6 行政計画と裁：量

複雑かつ不確実な世界で公益を擁護する現代行政には、
@律から行政立法が生まれ行政処分に到る、という、シンプ
汲ﾈモデルでは説明しきれない事象が多い。長期的な展
]の下、規制、誘導に関する諸手法を組み合わせた計画と
ｵての法政策に対する需要が、行政国家化を後押ししてい
驕Bそのような政策立案主体としての役割は、必然的に広
ﾍな裁量を要求する。

yキーワード】

s政計画、パブリック・インヴォルヴメント

、原島良成（熊

{大学・准教
猿�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）川合敏樹
i國學院大
{・専任講
t）

7 行政指導と裁量

行政活動を法行為のみで語りつくすことは、到底できない。

@的効果を伴わない「事実行為」に対する行政法学の対応
ﾍ、比較的簡素なものであったが、今日では、行政指導の
K法性を中心に裁判例の充実が見られる。行政処分、行
ｭ立法における裁量との関連で、行政指導の実際を眺め、
ｻの限界を考察する。

yキーワード】

s政指導、事実行為

原島良成（熊

{大学・准教
�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）

　
　
　
　
＼
8 中間まとめ

行政過程を法律家の問題意識をもって眺めるということは、

s政裁量の現象を学びその適正なあり方を構想することに
ﾙかならない。行政には、機械的な法律の執行を超えて、
�､の福祉を擁護し増進させるという、実に「裁量的」な振

髟曹｢が求められている。行政を縛るはずの法は、そのこと
�ﾇのように受け止めているか。これまでに見た具体例を整

揩ｵ、行政裁量概念を再確認する。

yキーワード】

原島良成（熊

{大学・准教
�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）

9 行政裁量の統制

行政裁量がどこまで認められているのか。これは行政現場
ﾅ法を執行する職員にとっての切実な関心事であるが、行
ｭ裁量の影響を受ける市民の視点からすると、行政裁量を
ﾇのように統制し、恣意的専断的な行政にいかに歯止めを
ｩけるか、ということに、関心が向けられる。そのための手続

ﾉついて、法整備と裁判例蓄積の経緯を踏まえながら、概
烽ｷる。

yキーワード】

s政手続法、行政不服審査法、行政事件訴訟法

原島良成（熊

{大学・准教
�j

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

10
行政立法の司法審査
i1）

第10回以降の講義では、行政立法の司法審査に焦点をあ
ﾄる。今回は、行政立法論の専門家をゲストに迎え、伝統
Iな「法規命令・行政規則の分類論」について理解を深め
驕B

筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講
t）野口貴公

【キーワード】 美（中央大学
准教授）

行政立法に対する手続的統制（パブリック・コメント手続）に 原島良成（熊

11
行政立法の司法審査
i2）

着目する。とりわけ、手続的統制と司法審査の関係につい

ﾄ理解する。
筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

本大学・准教

�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）

12
行政立法の司法審査
i3）

行政立法に対する政治的統制（国会や内閣の統制）を把
ｬした上で、政治的統制と司法的統制の関係を考察する。

@　　　、

筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワー1ド】 師）

原島良成（熊

行政立法の無法審査は、他国においても重要な問題であ 本大学・准教

13
行政立法の司法審査
i4）

る。第13回授業では、アメリカ行政法の専門家を交えて、同

曹ﾌ行政立法に対する司法審査の現状と課題を学ぶ。
筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

授）筑紫圭一

i山梨学院大
w・専任講
t）古城誠

【キーワード】 （上智大学教
授）

14
行政立法の司法審査
i5）

行政立法に対する司法審査は、どうあるべきか。前4回の授
ﾆ内容を踏まえつつ、今後の課題と展望を考察する。 筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

原島良成（熊

{大学・准教
�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）

原島良成（熊

15 総括

これまでの講義内容を総括し、行政裁量を論じる上で必要

ﾈ視点を整理する。 筑紫圭一（山

怺w院大学・
齡C講師）

本大学・准教

�j筑紫圭一
i山梨学院大
w・専任講

【キーワード】 師）
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科目名（メディア）＝＝　法システムH（‘07）＝　”（TV）

　　　　　　　　　　一比較法社会三一日本とドイツを中心に一

〔主任講i師（現職名） 広渡　清吾（専修大学教授）〕

講義概要

　口癖の法と社会にはどのような特徴がみられるだろうか。その特徴を明らかにする一つの方法としてド

イツの法と社会との比較を行う。近代日本の法制度は、ドイツの法制度を模範にして作られ、また、日本

法の理論もドイツから継受されてきた。この歴史的な背景に加えて、・第二次世界大戦後のドイツと日本は、

敗戦国として共通の課題をかかえながら、それぞれに固有の歩みをみせ、国際社会においてもしばしば比
較される地位にある。様々な領威と閥題に即して、二つの法と社会を比較し、日本の特徴を示したい。

授業の目標

　日本とドイツの比較を通じて、日本の社会における憲法の意義、戦後責任の問題、女性の法的地位、労

働者と企業をめぐる法的問題、外国人と共生する社会をめぐる法的問題、社会における法と法律家の機能

と役割、また、法の形成における市民の役割などについて特徴づけを行い、理解を深める。法制度の内容

を把握するとともに、社会のなかで法がどのように機能するか、どのような条件によって法の機能が左右

されるかについて考察し、理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

比較法社会論は 比較法社会論は、日本の法と社会の特徴を明らか 広＝渡清吾 広渡清吾
何を問題とする にするための方法論である。法と社会の比較の意義 （専修大学 （専修大学

1
のか とその方法について検討し、ドイツを比較の対象と 教授） 教授）

することの意味について明らかにする。第2回以降
の各論のための総論を提示する。

戦後の反省とし 敗戦国としての日本とドイツは、新憲法を制定して 同上 同上

ての憲法 戦後の歩みを始めた。新憲法は「戦争」をどのよう

2
に位置づけるか、「軍事力」をどのように取り扱う

かを最大の問題の一つとした。二つの社会の歩みの

共通性と差異について考える。

「戦後」はどの 日本とドイツの戦争犯罪は、極東国際軍事法廷およ 同上 同上

ように終わるの びニュールンベルク国際軍事法廷で裁かれた。しか

3
か一戦争責任と し、戦争が引き起こした問題は、今日に至るまで終

戦後責任 わっていない。これについての「責任」のあり方を
考える。

♪

社会のなかの憲 憲法は国家と国民の関係を定める基本法である。で 同上 同上

法一統治構造の は憲法と国民の関係は、具体的にどのようなもので

4
あり方および憲 あろうか。統治構造のあり方、基本権の位置づけ、

法と国民の関係 憲法裁判の役割、憲法が社会の統合に果たす役割な

どについて、比較して考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

法のなかの女性 近代の法は人の平等を原則にしながらも、性による 同上 同上

一男女平等の 平等を承認してこなかった。第2次世界大戦後には

法的意味 おおむね男女の平等が実現するが、抽象的なものに

5 とどまり、なお実質的な平等に向けての問題が法と

社会に残る。この流れを整理し、現在の問題を明ら

かにする。

婚姻・家族の変 女性の役割を家庭に閉じこめ、政治や経済活動を男 同上 同上

容と法ト 性固有のものとする「性別役割分業」の考え方は、

社会において根強くあり、また、法制度を伝統的に

6 規定してきた。婚姻と家族の大きな変容のなかで、

法制度の対応が要求されている。その状況を比較的

に分析する。

アイデンティテ 日本法は、夫婦と親子（未婚の子）が同じ氏である 同上 同上

イとしての氏一 べきことを定めている。氏は、　「個人の呼称」であ

夫婦同氏制の問 るから別氏を認めよとする主張も強い。ドイツはす

7 題 でに夫婦が別氏を選択することを認めている。同氏

制にはどのような根拠があるのか。それぞれの議論

を比較しながら考える。

企業のあり方と ドイツの企業は、　「社会国家」という憲法の規定を 同上 同上

法の役割 背景にして、労働者の企業運営への参加を認める独

特の制度を法によって与えられている。　「共同決定
8

制度」というこの仕組みを中心にして、日本の企業

との比較を考える。　　　　　b

法からみる労働 労働者は集団を組織して労働条件の改善のために 同上 同上

者の組織と働き 企業と交渉する。労働者組織は、企業のなかでの労

方 働者の働き方に大きな影響を及ぼす。法は、労働者

組織のあり方や労働者の働き方を規制する。一方で
9 労働者組織、そして他方で法が、労働者の働き方に

どのような役割を果たしているか、日本とドイツを

比較してみる。

国民と外国人の ドイツ社会に住む外国人の比率は1割に近くなって 同上 同上

2分法の揺らぎ いる。日本でも1980年代後半から外国人労働者

10
一国民国家と多

lな共生社会

が増加してきた。外国人を国民から区分する法制度

ﾌ比較しながら検討し、外国人と共生する社会の法

制度のあり方を考える。
ノ
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

グローバル化の グローバル化の下で国境をこえる人々の流れは、ま 同上 同上

下での国際移住 すます増大している。各国は、このような国際移住
と法 にどう対応するか、政策と法制度の検討をたえず迫

11 られている。とくに、ドイツも日本も少子化・高齢

際移住の実態をみながら、日本とドイツの問題と政

策、法制度の変化を比較してみよう。

社会の法化一社 人々の法の利用の程度（裁判所の利用の頻度）を 同上 同上　　　　臓

会における法の 比べるとドイツは、日本よりもはるかに大きい。つ

12
使われ方 まり、ドイツは日本に比べて「社会の法化」が進ん

でいるといわれる。これは、どのような原因による

ものかを法制度や人々の法意識、法についての観念

などを比較して考える。

社会のなかの法 日本はドイツに比べて法律家の数がはるかに少な 同上 同上

律家一どのよう い。法律家（弁護士・裁判官・検察官）の養成はど

13
に養成され、ど

ﾌような役割を

のように行われているか。また、法律家はどのよう

ﾈ役割を果たすのか。日本とドイツの近年の法曹養

果たすのか 成制度の改革をとりあげながら、社会のなかの法律

家をめぐる問題を考える。

市民による墨形 市民は様々な場面や領域で広い意味での法を形成す 同上 同上

成と司法参加一 る役割を果たす。日本で新たに実施される裁判員制

14
法における市民 度は、その一つである。ドイツでは市民が素人裁判

の役割一 官として活動する。これらを比較しながら、市民の

法における役割を考える。

変化のなかで「 ドイツと日本の比較は、それぞれの法と社会の特徴 同上 同上

法と社会」をと を明らかにする。しかし、この相互の特徴は、．それ

らえる一講義の それ歴史的に形成されてきたものであるが、同時に

15 まとめ 未来に向けて変化し、ある場合には同じところに収

質する可能性すらある。講義のまとめとして、触れ

ることのできなかった問題を含めて、これからの問

題を考えてみよう。
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事務局
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開
講
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0
1
1
年
度
年
度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930597

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝・ 20世紀中国政治史研究 （’　11）＝　（R）

〔主任講師（現職名）：西村成雄（放送大学教授） ）

講義概要

　21世紀に入り、内外ともに政治経済的存在感を高めている中国について、20世紀史的な歴史的視点と現状認識的視点を基
　軸とし、政治的正統性の磨滅流出過程と新たな正統性構築過程の交錯する局面を分析する。さらに、その制度的基盤との関係

　性のなかで、政治的正統性の中国的特質を再定義し、今後の政治的変容の諸条件を解明する。

授業の目標
　アジアの中の日本が、中国という政治的存在をどのように認識してきたのかを含め、100年中国の政治史を一望のもとに傭瞼し
　うる論理を提起したい。第一に、政治的支配の正統性問題からみた100年中国の変容過程と、第二に、正統性の対外的資源と

　しての国際的地位の変容過程をあきらかにしたい。

履修上の留意点

　政治学、国際関係論および世界の地域研究に関連する講義の受講を期待する。

’回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

20世紀中国の政治
�ﾔ一その国民国家形成

ﾆ正統性原理一

21世紀に入り、内外ともにその政治経済的存在感を高めている中国に

ﾂいて、20世紀史的な歴史的視点と現状認識的視点という複眼的視野の
ﾈかに位置づけなおし、現代中国の再認識を試みたい。それは、近代国
ｯ国家体制の生成と展開過程、さらに変動過程を、国家の政治的支配の
ｳ統性原理と制度化がどのように社会の側に受容され抵抗を受けたのか
ﾆいう分析課題にほかならない。つまり、対内的正統性の磨滅流出、ある
｢は社会内部からどのように新たな正統性が構築されたのかという政治史
ﾆしての諸局面をあきらかにしたい。とともに、そうした政治体制変動に影

ｿを与えた国際的条件と対外的正統性の内部化過程についても視野に
?黷ﾄ、20世紀中国政治をとらえなおすことにある。

yキーワード】国家と社会の政治空間、正統性（1egitimacy）、近代国民国家形

ｬ、立憲共和制、政党国家（党国）体制、歴史的経路依存、25年　　≡口　　　　　　　　　　　　　　　、

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

2

長い20世紀のはじま

闊鼾総ﾛ的条約の内部

ｻと清朝正統性の再

ｲ達一

中国世界が世界の中の中国へと移行する中で、1895年
ﾌ日清戦争の敗北は清朝中枢権力の構造的変容をもたら
ｵた。1898年の戊戌変法は長い20世紀の起点であった。清
ｩは20世紀初頭の10年をかけて、その政治的支配の正統
ｫを再編し、1907年には立憲主義の導入にふみきった。資
ｭ院という国会も開設したが、その正統性はもはや社会に
�eされないほどの政治的矛盾のなかにあった。立憲君主

ｧ導入の歴史的意味をとらえなおしたい。

yキーワード】

﨎ｴ戦争、戊戌変法、義和団運動、辛丑和約、新政・憲政、欽定

尠@大綱

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）
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回 テ　一　マ ＼　内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

3

立憲共和制の国家正
攝ｫ一中華民国北
梵ｭ府の政治変動一

@　　　亀

清朝の支配の正統性は、1911年武昌起義のなかで崩壊
ｵた。あらたな政治的正統性を提起したのは孫文を中心と
ｷる革命派であり、1912年1月南京に中華民国を樹立し、2
獅ﾉは清朝皇帝を退位させた。ここにアジアで最初の立憲
､和制国家の誕生があり、1913年には議会が開設された。その後1925年頃までは総統制、議会制、さらに北京政府の

ﾎ外的対内的正統性が承認されていた。

yキーワード】

h亥革命、中華民国臨時政府、孫文、哀世凱、1913年国会、哀’
｢凱帝制、議会制、「護法政府」、連省自治、「軍閥混戦」、1923　r　　　、　’　　　　　　・v

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

4

中華民国再生への道一新たな国家・政府

ｳ統性構築一

哀世凱死後の北京政府の正統性を否認して、孫文らは
P917年広州に中華民国臨時約法の回復を主張する政府を
�ｧした。中国国民党による国民政府樹立の1928年まで
ﾌ約10年間は、政府レベルの正統性は事実上の分裂状態
ﾆなった。1924年国共合作のもとで北京政府打倒をめざし、

ｻの後広州、武漢、南京の国民政府が組織され、1926年に
ﾍ対外的にもその正統性を獲得した。

yキーワード】

窓､合作、北伐戦争、広州・武漢・南京国民政府、農民運動、蒋
譿ﾎ、4・12中国共産党弾圧事件、張作森北京政府

西村成雄（放

卵蜉w教授γ
西村成雄（放

卵蜉w教授）

5

中華民国「党国体

ｧ」の正統性一政治
搓№ﾆもう一つの「三

荘ﾌ制」一・

1928年10月、国民党は「訓政綱領」を決議し、国民党三冠：下の

?ﾘ民国国民政府の樹立を明確にした。国民党が政府と一体化
ｷるという「党国体制（政党国家ともいう）」の政治的経路が創出さ

黷ｽ二その実施過程には中国共産党鎮圧作戦も含め曲折があっ
ｽが、蒋介石への権力集中がすすみ、「南京の10年」といわれる

痩ﾆ建設と国民統合政策が展開した。この間、1931年満満洲事
ﾏ後の民族的抵抗は中国政治のあらたな正統性根拠となった。
ｼ方、中国共産党は1931年中華ソビエト共和国を樹立し、中華民
曹ﾆ対抗した。

yキーワード】

P政綱領、中華民国戸政時期約法、党国体制、「早早」、満洲事
ﾏ、国際連盟、「南京の10年」、中華ソビエト共和国

西村成雄（放
卵蜉w教授）

西村成雄（放

卵蜉w教授）

6

「党国体制」下の憲政

ﾚ行プログラムー
u五五憲法草案」と西

ﾀ事件一
@　≧

、1928年10月の中国国民党「三三綱領」と31年6月の国民会議制定になる「三三時期

�@」は、中華民国憲法に準じる根本法の制定であった。それらは、国民の政治的代
¥をア・プリオリに中国国民党を幽霊した「政党国家体制＝三国体制」を法的に確認したものであった。訓政時期約法は「人民」自身が主権を行使しえない「党治」（訓政

_）として規定された。中国国民党を「国民代表」として擬制することによってその支配の正統性を確保しようとした。しかし、約法そのものが、「憲政への準備段階」にあるこ

ﾆを明文化していたこともあって、1932年12月には立法院院長漆科を責任者とする「憲法起草委員会」が国民政府内に組織され、1936年5月5日に「憲法草案」が公布さ

黷ｽ。これは、憲政運動のひとつの到達点であった。「憲法草案」第4条の領土規程
ﾉ、東北七癖の回復を明記したことは「西安事件」の契機でもあった。

yキ向ワード】

尠@起草委員会、直濡、憲政運動、「五五憲草」、国民大会代表
I挙、西安事件、張学良

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

7

日中戦争と国民政府

ｳ統性のゆらぎ一
u国民参政会」の新経

H一

日中戦争が本四化したもとで、国民政府を指導する国民
}にとって～全民族的抵抗をどう組織するかが重要な政治
I課題となった。1937年忌は第二次国共合作を実現した。1938年設置された国民参政会は、中国共産党などの党派1

燻Q加しうる事実上の政治的なプラットフォームとして機能し
ｽ。と同時に、国民参政会は、国民党訓政そのものの基盤をゆるがし、連合政府樹立プランすら提起され、これが新た

ﾈ中国政治の正統性の創出につながった。　　　　　一

yキーワード】

謫�沚窓､合作、国民参政会、1944年連合政府論

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

戦後中国における二
ﾂの正統性の相克一その政治的帰趨一

第二次世界大戦の終結とともに、中国政治空間には「三国二方
ﾖ係」という構造が生まれた。アメリカ、中華民国、ソ連の三ヵ国

ﾆ、中華民国内の中国国民党、中国共産党、第三政治勢力という
O方関係がアメリカやソ連と関係する五方関係の政治的対立が

ｾ確となった。この政治的構図は～1945年10月号重慶会談、46年
P月の政治協商会議を経た多党派による聯合政府論と、46年11月
走ｯ党による訓政下の国民大会開催によって、明瞭に対立する
�ﾂの正統性として示された。国共内戦の軍事的帰趨は、中共
Rの48年11，月の東北解放を契機に、中国共産党指導下の、新国

ﾆ建設のための新政治協商会議路線が推進され、中華民国とは
ﾙなる新たな国家・政府正統性を獲得することになった。

yキーワード】

с泣^会談、ポツダム会談、重慶会議、政治協商会議、憲法制定
i制憲）国民大会、中華民国憲法、三大戦役、新政治協商会議

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

9

中華人民共和国め国

ﾆ正統性構築一
u冷戦」から」「中ソ対

ｧ」への17年一

ソ連社会主義圏の一員として参入した中華人民共和国

ﾍ、朝鮮戦争への動員を通じて、社会主義圏内および国
燗Iにその政治的正統性を確立した。1957年以降、スター
潟梼?繧ﾌソ連とは異なる社会主義への道を主張し中ソ対
ｧにまですすんだ。この間の社会主義的経済建設によって
送L経済の優位するシステムの構築と、政治権力の中国共
Y党への集中をはかった。建国当初の民主党派を含んだ
wゲモニー政党制から事実上の一党制へと転換した。さら
ﾉ政治的に毛沢東個人の優越的地位を認める段階へと移
sした。

yキーワニド】

?ﾘ人民共和国、朝鮮戦争、54年憲法、社会主義的改造、中共
ｪ型大会、大躍進、人民公社、中ソ対立

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

10

「文化大革命」の正統性

糟ｹとその崩壊一毛
�倹ｭ治の臨界点一

1966年にはじまる「プロレタリアート文化大革命」は、党というより

ﾑ沢東個人への忠誠を前提とした一元的政治支配体制に移行
ｵ、政治経済的、さらには社会的混乱を生みだした。国際的には
¥連に対抗する必要性のなかで、1972年には対米国交回復へ転
ｷした。その前年、中華民国に替わって国際連合の常任理事国
ﾆして国際社会に復帰した。しかし、毛沢東の国内政治は、その
ﾉ限にまでゆきつくなかで、毛沢東派と、中共党組織の回復をは
ｩる現実主義的政治勢力の対抗を生みだした。76年9月毛沢東
ﾌ死を契機に、その個人に集中した政治支配の正統性は崩壊
ｵ、現実主義的な党の担い手が復活し、新たな支配の正統性を
ﾄ調達することになった。

yキーワード】

vロレタリアート文化大革命、紅衛兵、革命委員会、林彪事件、国

A議席回復、中米・中日国交回復、四人組、周恩来、郵小平、毛

�撃ﾌ死、三中全会

西村成雄（放

卵蜉w教授）
西村成雄（放

卵蜉w教授）

11

　　　　　、

|スト毛沢東・郵小平

梠繧ﾌ幕開け一華
走Nからの実権奪取
ﾆ改革・開放路線のス

^ートー

毛沢東後の最高指導者に就いた華国鋒だが、毛沢東を
竭ﾎ化し、固守することで、政権掌握の正統性の根拠とし
ｽが、自ずと限界があった。逆に毛沢東を否定することで、

苴ｪしたのが郵小平だった。軍慮を掌握し、「2つのすべ
ﾄ」を論破したことで、郵小平は1978年の11期3中全会で実
?�D取した。そして後に高度経済成長へとつながる改
v・開放路線がスタートした。郵小平は、「4つの基本原則」

��･し、「党と国家の指導制度の改革について」で政治
ｧ度改革の方針を明らかにした。この2つは、その後の党の
w導の基礎をなすものとなった。

yキーワード】

u2つのすべて」、「真理の基準」論争、名誉回復、11；期3中

S会、改革・開放、4つの基本原則、「党と国家の指導制度

ﾌ改革について」「摩史決議」

佐々木智弘
i日本貿易振
ｻ機構・アジ

A経済研究
梶E地域研究
Zンター副主
C研究員）

佐々木智弘
i日本貿易振
ｻ機構・アジ

A経済研究
梶E地域研究
Zンター副主
C研究員）
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執筆担当 放送担当
回 テ、一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

改革・開放が進展し、市場か計画かのイデオロギー対立

が生起すると、改革派は胡耀邦や趙紫陽らの推進派と長老

12

改革・開放の進展と

Z四天安門事件一
�]胡・趙のトロイカ

ﾌ制と長老の抵抗一

らの慎重派に分かれた。そして社会からの民主化要求がお
ｱると、改革派内の分裂に党の指導の是非をめぐる対立が
ｽ映され、政治闘争にエスカレートした。それはさらにポスト
X小平をめぐる権力闘争へと転化したのが、1986～1987年のブルジョア自由化反対闘争と1989年の六四天安門事件

ﾅあり、胡耀邦と趙紫陽が失脚の憂き目を見たのである。

佐々木智弘
i日本貿易振
ｻ機構・アジ

A経済研究
梶E地域研究
Zンター副主

佐々木智弘
i日本貿易振
ｻ機構・アジ

A経済研究
梶E地域研究
Zンター飼主

【キーワード】 任研究員） 任研究員）

ブルジョア自由化反対、精神汚染一掃、政治体制改革、六

四天安門事件

六四天安門事件後、趙紫陽を失脚させた慎重派の攻勢
が続き、さらに国際的な対中制裁も加わり、改革・開放は一

時的にストップした。郵小平は1992年初頭の南巡講話を機
に流れを改革・開放の加速に転じた。総書記就任当初は 佐々木智弘 佐々木智弘

六四天安門事件の後 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜梶[ダーシップにかけた江沢民だったが、第14回党大会で （日本貿易振 （日本貿易振
遺症と市場経済化の 社会主義市場経済を掲げ、改革路線の継承を宣言し、最 興機構・アジ 興機構・アジ

13 進展一志小平時代 高指導者としての権威の確立に遭進した。そして1997年2 ア経済研究 ア経済研究
の終焉一 月、郵小平が死亡し、改革・開放を突き進んだ郵小平時代 所・地域研究 所・地域研究

は終焉を迎えた。、 センター戸主 センター副主

【キーワード】 任研究員） 任研究員）

平和的転化、南巡講話、社会主義市場経済、中央の権
威、軟着陸、国有企業改革、WTO加盟、郵小平理論

新たな最高指導者、江沢民と胡曲柱は、市場経済化、グローバ
リゼーション、社会階層の変化に対応した新たな一党支配の正統

新たな一党支配の正

性の模索を迫られた。江沢民は「3つの代表」重要思想を提示し、

K級政党から国民政党への転換を打ち出したかに見えたが、政
?ﾀ定のために台頭する私営企業家の共産党への取り込みを図

佐々木智弘
i日本貿易振

　　聖ｲ々木智弘
i日本貿易振

統性の模索一江沢 り、エリート政党色を強めた。胡錦濤は「調和社会」の構築を掲 興機構・アジ 興機構・アジ
14 民「三つの代表」と胡 げ、社会の不安定要素となっている格差の縮小を政権の至上命 ア経済研究 ア経済研究

三三「調和社会卜 題としている。この弱者重視の「調和社会」の実現が共産党の新 所・地域研究 所・地域研究
たな一党支配の正統性になりうる可能性を有している。 センター副主 センター副主

【キーワード】 任研究員） 任研究員）

三大改革、三つの代表、格差、調和社会、科学的発展観、
党内民主、エリート、非エリート

2001年12月のWTO加盟承認が、郵小平政治の経済的配当と
して国際的に振り込まれたとすれば、それは20世紀、100年中国

の政治的帰結点でもあった。第4四半世紀段階の中国政治空間
は、経済的中間層の生成と蓄積を社会的基盤として、新たな政治
的正統性を制度化する可能性を内在させている。と同時に、この

15

21世紀中国における
ｭ治的正統性変容の
拍�

間の経済的格差の増大に象徴される社会的経済的矛盾の激化
ｪ、どのような新たな政治的課題を生みだしているのかに注目し

ｽい。もちろん、政治共同体内の民族問題や台湾との関係が国
ﾛ問題化する条件もあり、それらを含めた総合的かつ内在的中国

西村成雄（放

卵蜉w教授〉
西村成雄（放

卵蜉w教授）

理解が必要となっている。

【キーワード】

中華人民共和国の歴史的位置、政治的正統性の変容、「三四関

係」、WTO加盟
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科目名（メディア）＝： 国際政治（‘07）＝：（TV）

〔主任講師（現職名）：藤原帰一（東京大学教授）〕

講義概要
　　現代世界の国際関係を解説する。第一部（基礎）では国際政治の基本概念を説明する。第二部（外交）

ではより焦点を絞って、外交とは何を目的にどのような手段を行使する政策領域であるのかを考察する。

次に、第三部（体系）では国際政治の体系を、横並びの闘争（力の均衡）と縦の支配（帝国と覇権）、さ

らに横断的な協調の可能性（相互依存）から考察する。第四部（変容）と第五部（統合と紛争）では現代

国際関係の特徴を議論する。

授業の目標
　　現代国際政治に見られるさまざまな現象を、ごく基本的な問題に置き直して検討する。平和は兵隊が

保つのか、非西欧諸国は主権国家といえるのか、戦争を制限する試みには意味はあるのかなど、素朴で、

トゲのように刺さる問題から議論を起こし、歴史上の事例を踏まえて考えてゆく。ひとつの状況を異なる

視点から考え、そのなかでとることのできる複数の選択を構想する能力を身につけることが・この授業の

目的である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

基礎1 近代国際政治は国家を主体とし、その国家が戦争を 藤原帰一 藤原帰一
戦争の体系とし 遂行することを当然の手段として認める体系であ （東京大学 （東京大学

ての国際政治 る。どうしてそのような体系が生まれたのか、ヨー 教授：） 教授）

1 ロッパ中世末期の状況にさかのぼって、国際政治の

誕生を議論する。

基礎2 国家間の対抗が国際政治の常であるとしても、戦争 藤原帰一 藤原帰一
国際秩序はどう ばかりが続くわけではない。それでは、戦争がない （東京大学 （東京大学

構想されてきた 状態はなぜ生まれるのか、またそれはどのような条 教授） 教授）

2 か 件によって支えられるのか。思想家たちの構想にさ

かのぼって、国際秩序の類型を整理する。

基礎3 国際政治は国家を主体とする体系である、といわれ 藤原帰一 藤原帰一
誰が国際政治の る。だが、それにはどんな意味があるのか。国家と （東京大学 （東京大学

3
主体なのか 市民を主体とする国際政治概念の相克を論じる。 教授） 教授）

外交1 外交の目的は権力を行使することで自国の国益を最 藤原帰一 藤原帰一
権力と国益 大にすることである。それでは、何が権力として有 （東京大学 （東京大学

効に働くのか、また国益とはなにか。それが今回の 教授） 教授）

4 課題である。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

外交2 外交政策にはさまざまな手段と領域がある。そして、 藤原帰一 藤原帰一
外交政策の類型 数多い手段のうち、どれを選べばもっともその状況 （東京大学 （東京大学

に適切な対応となるのか、その判断が外交政策の当 教授） 教授）

5 否を決めることになる。外交政策の多様な類型につ
いて考察する。

〆

外交3 さまざまな国際問題、特に危機管理に関わる領域で 藤原帰一 藤原帰一
外交政策はなぜ は、昔から実に数多くの判断の誤りが繰り返されて （東京大学 （東京大学

誤るのか きた。なぜ、外交政策は間違えるのか。外交政策の 教授） 教授：）

6 決定を扱うこの回では、その一点に絞って考えてみ
たい。

体系1 国際政治のなかでももっとも基本的な概念が力の均 藤原帰一 藤原帰一
力の均衡とはな 衡であり、現実主義者にとってはほとんど唯一の秩 （東京大学 （東京大学

にか 序の観念である。この力の均衡の意味を、それを体 教授） 教授）

7 現した制度とされるウィーン体制の検討を通して考
える。

体系2 力の均衡を支える政策のなかでも代表的なものが同 藤原帰一 藤原帰一
同盟の力学 盟であり、近代国際政治の始まりから冷戦期、さら （東京大学 （東京大学

’

に米ソ冷戦が終わった後もなお、同盟の役割は失わ 教授） 教授）

8 れていない。それでは、この同盟とはいったい何か、

その多様な形態と機能について考察する。

体系3 大国による他の地域の支配は、ローマ帝国の昔から 藤原帰一 藤原帰一
帝国と覇権 植民地帝国など数多く行われてきたが、このような （東京大学 （東京大学

「帝国」を概念として明確に捉える試みは、こと国 教授） 教授）

9 際政治学のなかでは少なかった。この限界を捉えて、

帝国の系譜を考察したい。

変容1 17世紀まで、国際政治とはヨーロッパの大国を主 藤原帰一 藤原帰一
国際政治はどの 体とした君主の世界であった。これが現在、どう変 （東京大学 （東京大学

ように拡大した わったのか。ひとつには、地理的な変化がある。ヨ 教授） 教授）

のか 一三ッパを主体とした国際政治は、アメリカへ、さ
らにアジア、アフリカへと主体が地理的に拡大した。

10
また、国内の担い手も変わる。君主や貴族に限られ

た国際政治の担い手が、国内政治の民主化とともに

変化を遂げたからだ。このような国際政治における

地理的拡大と身分的拡大についてここでは考えてみ
よう。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

変容2 近代国家とは国民国家とも呼ばれる。それは、国民 藤原帰一 藤原帰一
ナショナリズム が共通の伝統と文化によって支えられているという （東京大学 （東京大学

　　　もiショナリズムが各国の基礎に置かれているからだ 教授） 教授）

11 が、それではナショナリズムとは何だろうか。そし

て、ナショナリズムは、国際政治を考える上でどの

ような意味があるのか。

変容3 冷戦期の戦争とは、核抑止体制のもとで、核戦争に 藤原帰一 藤原帰一
戦争とその変化 つながる可能性の少ない紛争を大国が熾烈に戦うと （東京大学 （東京大学

ζ いうものだった。その冷戦も終り、大国の国際政治 教授） 教授）

12 と地域紛争とのつながりは切れている。そのなかで
生まれた戦争のかたち、新しい戦争について考える。

統合と紛争1 長く敵国であったドイツとフランスが同じEUのも 藤原帰一 藤原帰一
相互依存は国際 とで協力するという変化ほどヨーロッパ統合の成果 （東京大学 （東京大学

政治を変えるの を示すものはない。それではなぜEUは成立したの 教授） 教授）

13 か か。また、地域統合はヨーロッパに限られた現象な

のか。地域統合の過程と条件を考える。

統合と紛争2 現代国際政治の特徴は、経済分野の争点が、戦争と 藤原帰一 藤原帰一
EUはなぜ生ま 平和という伝統的課題と並び、時にはそれ以上に重 （東京大学 （東京大学

れたのか 要となった点に求められる。通貨体制と貿易体制に 教授） 教授）

14 ついて、統合の進展と、その生み出した新たな紛争

について解説を加えたい。

統合と紛争3 予算を見ても、人員を見ても、国連は世界政府と呼 藤原帰一一 藤原帰一
国際政治の制度 べるようなものではない。だが、国連のような公式 （東京大学 （東京大学

化 の組織ばかりでなく、非公式の協議や機構を見れば、 教授） 教授）

15 国際関係における制度形成はやはり進んできた。制

度化の条件を探ってみたい。
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事務局
記載欄

三
度

開
山 平成20年度 目

分
科
区 大学院科目

目
ド

科
㍗ 8930392

修
限

履
制

無
冠
数 2

科目名（メデ4ア）　＝ 大学のマネジメント （’　08）　＝＝　（R）

〔主任講師（現職名）　山本　眞一　　（広島大学大学院教授）

〔主任講師（現職名）　田中　義郎　（桜美林大学大学院教授）

）

）

講義概要

　近年、大学を巡る諸環境は大きく変化し、とくに18歳人口の減少は私学経営に大きな影を投げかけ、また国公立大学におい
　ては法人化後の大学運営に格段の工夫が求められている。さらに雇用構造の変化や科学技術の高度化、大学マーケットのグ
　ローバル化などに対応するためには、従来の大学事務処理を遥かに超えるマネジメントの革新が求められている。本科目で
　は、これらの変化に対応するための知識や考え方を、大学事務職員を始めとする関係者に身に付けさせることを目的とする。

授業の目標

　受講者が現職の大学職員あるいは管理職にある教員であることが多いとの前提の下、できる限り実践的かつ実際的な教育内
　容を提供するよう努める。このことにより、受講者に広く大学マネジメントに関する知識を提供するとともに、彼らが現実に直面し

　ている大学マネジメントの諸課題を適切に解決するための問題設定、解決に至るための複数の代替案の策定、採用すべき解
　一案の決定、実際のマネジメントへの応用など、幅広い実践力を身につけさせるようにする。

＼　，

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

今、わが国では、18歳人口の減少や国際化、知識基盤社
会の到来などの社会変化の中で、大学を巡る諸環境は大
きく変化してきている。その変化が大学にどのような影響を
及ぼすか、とりわけ大学経営にとってどのような意味を持つ 山本眞一 山本眞一

1 大学を巡る環境変化 のかを考察する。　　　　　　　　　　　　　　一 （広島大学大 （広島大学大

【キーワード】 学院教授） 学院教授）

18歳人口減少、国際化、外国大学との競争、知識基盤社
会、大学教育の大衆化、科学技術、競争的環境の進展、
国立大学の法人化

大学は、教育・研究を任務とする教員という専門職を多数
抱えている組織である。彼らの活動の活性化を図り、かつ
大学が社会に説明責任（アカウンタビリティー）を果たすに

2
大学という組織の特

ｫ

は、どのようにすればよいのか、大学という組織の特性およ
ﾑ経営体としてのあり方を念頭に論じる。

yキーワード】、

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

高等教育、学術研究、学問の自由、大学の自治、アカウン
タビリティー、教授職、政府と大学、学校法人、国立大学の

法人化、市場、意思決定

近年、大学経営を支える事務職員の役割に関心が高まつ
ている。これまでのアンケート調査等から見た彼らの現状を

3
大学事務職員の現状
ﾆ能力開発の必要性

紹介するとともに、これからの大学経営とって重要な職員の

¥力開発について論じる。

yキーワード】

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

事務職員、大学の意思決定、教授会、大学経営、職員の
役割、職員の能力開発、学長のリーダーシップ、国立大学

の法人化

大学のマネジメントをより効果的にするには、外国の大学
事例にヒントを求めることも意味がある。ここではアメリカ大

4
外国の大学マネジメ
塔g（アメリカ）

学のマネジメント事例を取り上げ、組織化、意思決定、管理

^営の方策など大学経営の諸側面について論じる。

yキーワード】

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

CEO学長、エグゼクテイブズ、理事会、職務記述書、大学

経営、大学組織、多様性、競争的環境、アドミニストレー
ター、ファンドレイジング、大学の大道具
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5

外国の大学マネジメ
塔g（イギリス、そして

?[ロッパ高等教育
浴j

ヨーロッパ諸国は、ヨーロッパにおける雇用可能性と移動

ｫを高め、高等教育の競争力を強化するために、ヨーロッ
p高等教育圏を模索している。ここでは、イギリスの大学、

ﾁにオックスフォードの昨今の経営改革を事例に上げつ
ﾂ、ボローニャ・プロセスへの参加によって期待される大学

ﾌ活性化について論じる。

yキーワード】

Iックスフォード大学、ボローニャ・プロセス、経営組織改

v、競争的環境、雇用可能性、移動性、学位の互換性、学
煤E大学院構造、ヨーロッパ高等教育圏

　　　＼

c中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

6
大学広報・学生募集

嵭ｪ

競争的環境が進む中で、大学経営にとって重要なこと
ﾍ、大学の認知度を高め、優秀で意欲ある学生を多数集め
驍ｱとである。ここでは、1980年代にアメリカの大学で広
ﾜったマーケティングとエン聖誕ルメント・マネジメントの手法

ﾌ導入とその後、そして今日的課題について、我が国の大

w事情に照らして論じる。

yキーワード】

w生募集、大学広報、戦略的思考、個性的大学、競争的
ﾂ境、多様性、優秀性、大学教育のユニバーサル化、マー
Pティング、エンロールメント・マネジメント、大学のブラン

fイング

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

7
国公立大学の人事・
J務・財務

国公立大学の人事・労務および財務は、これまで公務員
ｧ度や国の予算決算システムの制約下にあったが、法人
ｻを機にそれぞれの大学の自主自律に基づく判断と業務
ﾌ効率的実施が求められるようになった。その新しい制度

ﾌ枠組みとその実際の運用を解説する。

yキ｝ワード】

�ｱ員法制、労働法制、公的規制と大学の特性、教職員
l事、運営費交付金、中期計画、経営の効率化

工藤敏夫
i大学評価・学

ﾊ授与機構
搦磨j

工藤敏夫
i大学評価・学

ﾊ授与機構
搦磨j

8
私立大学の人事・労
ｱ・財務

前回取り上げた国立大学に続いて、私立大学について、
ｻの経営にとって欠かせない人事・労務・財務の知識とそ
ﾌ運用の実際を、専門的・実務的立場から眺め、実務者と
ｵて必要な知識やノウハウについて教授する。

yキーワード】．

J働法制、学校法人会計、教員人事、：職員人事、私学経
嵓?竢普A運営費交付金、企業会計、経理事務、資金運
p、募金戦略、監査

井原徹
i実践女子学
?搦磨E前早
贒c大学理
磨j

井原徹
i実践女子学
?搦磨E前早
贒c大学理
磨j

9
大学の教務・学生

Tービス

近年の大学教育を巡る環境変化の中で、大学教育の質
I向上や学生支援の充実がますます重要性を増している。
ｱこでは、大学経営の根幹である教務および学生サービ
X・プロクェッションについて、その現状と今後のあり方を論

ｶる。

yキーワード】

ｳ育活動支援、アカウンタビリティー、成績管理、履修管
掾Aカリキュラム管理、研究活動支援、学修指導、学生生活
x援、職務記述書、大学の小道具、教育者マインド、大学
ｳ育のユニバーサル化、プロフェッショナル化

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

10 大学の研究管理

科学技術の振興が重要な国家戦略となる中、大学におけ
骭､究活動の役割に注目が集まるようになってきた。産業
Eとの連携、知財関係なども含めて、効率的な研究管理の
?阨福ﾉついて実態を踏まえて考える。

yキーワード】

､究資金、大学院、研究室運営、インキュベータ、白白法
ｧ、研究マネジメント、産業界との連携、イノベーション

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

山本眞一
i広島大学大
w院教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 三二師　名

（所属職名） （所属・職名）

認証評価の制度化に伴い、大学教育の質保証が求めら
れている。また、資源確保のためにはさまざまな評価を経な
ければならない。このようにさまざまな評価が始まった今日

の大学環境の中で、これにどう対処すればよいのかを論じ 山本眞一 山本眞一
11 評価と大学経営 る。 （広島大学大 （広島大学大

学院教授） 学院教授）

【キーワード】

大学評価、認証評価、質保証、学位の国際的通用性、国
立大学法人、専門職大学院

大学マネジメントにとって危機管理のノウハウは必要不可
欠である。各種の不祥事、教育・研究上の事件・事故、また

長期的には財務上の問題など、大学経営を脅かす各種の 山本眞一 山本眞一
12 大学の危機管理 要因を如何に軽減し、解決するかについて論じる。 （広島大学大 （広島大学大

学院教授） 学院教授）
【キーワード】

理事長・学長のリーダーシップ、迅速な意思決定、管理運
営組織、広報、危機管理のノウハウ、問題認識

近年、法人化に伴いその変化の著しい国公立大学につ
いて、その改革の実際を関係者へのインタビューなども交

13
大学改革の実際
i国公立大学〉

えて紹介し、またその改革の背景や今後の課題について、
ｳまざまな観点から分析しつつ受講者に紹介する。

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

【キーワード】

法人化、中期目標・計画、運営費交付金、外部資金、経営
マインド、学長のリーダーシップ、社会貢献

18歳人口の減少に伴う学生マーケットの縮小、大学教育
のユニバーサル化とそれに伴う質の維持の要請など、私立
大学を巡る環境は大きく変化している。ここでは、優れて、

固有と思われる教育改革の事例を私立大学に求め、担当

14
大学改革の実際
i私立大学）

者へのインタビューなども交えて紹介し、その背景や今後
ﾌ課題について論じる。

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

田中義郎
i桜美林大学
蜉w院教授）

【キーワード】

18歳人口の減少、大学教育のユニバーサル化、全入時
代、教育接続、教育プログラム、GPグッドプラクティス、リー

ダーシップ、競争的環境、個性が輝く大学、教育改革
●

これからの知識社会において大学は、知識の生産（研
究）・伝達（教育）・活用（社会貢献）において大きな役割が

15
21世紀知識社会と大
wのマネジメント

期待されている。経営環境の変化の中で先行き不透明な
､面があるが、これらの側面を克服しつつ役割を果たすべ
ｫ大学の将来とそのマネジメントについて論じる。

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

山本眞一
i広島大学大
w院教授）

【キーワード】

知識社会、生涯学習、雇用環境、科学技術、グローバル社
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事務局開講
L載欄年度 20io年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930570

履修

ｧ限
、無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 地域の発展と産業 （’　11）一　（R）

〔主任講師（現職名）．河合明宣（放送大学教授） ）

講義概要　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一

　私たちの生活や生産活動にとっての地域の役割が重要度を増している。これは、グローバル化の中で大きな影響を被った
　個々の生活及び生産活動の見直し、建て直しを図ることが主要な背景の一つとなっている。地域経営、地域産業、内発的発
　展、発展途上国における参加型農村開発等に関する先行研究の論点の整理を通して、地域の形成に関わるアクター（担い

　手）に注目し、持続可能な開発が求められる21世紀における地域像を考察する。

授業の目標

履修上の留意点
　地域に関わる研究は、幾つかの流れがある。デシプリン（方法論）の違いに分けて先行研究をサー・・…一・Lベイする。地域は、地球、

　国際、世界さらに国家や経済、産業、社会等のように広大で抽象度が高く、見えない存在ではない。関心と方法を持てば、地
　域を把握しうる。地域は、私たちが一員として生活し、地域のあり方を決める決定に参加しうる身近な単位である。紹介する幾

　つかの事例から、地域にどのように関わるかについても学んで欲しい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

わが国における地域研究は、戦後復興を経て1960年代に
アジア経済研究所や国立大学に新設された研究所等で
始まった。こうした地域研究の背景、その後の成果、提起 河合明宣（放 河合明宣（放

1 地域研究とは された課題等をサーベイする。’ 送大学・教 送大学・教
授） 授）

、

【キーワード】

地域研究、日本の地域研究、地域研究対象

戦後日本の地域研究は、外交や通商政策上の必要性か
ら推進された側面を持っている。一方、こうした戦後地域

研究の広がりと深まりから地理学、歴史学、水利学、農学

2
地域研究のデシプリ
刀i方法論）

等を基礎に発展途上国への国際協力研究に一定の蓄積
ｪ見られた6こうした研究動向を概説する。

河合明宣 河合明宣

【キーワード】

開発途上国研究、国際協力研究

1970年代以降、県史、次いで町村史刊行事業と資料収集
及び文書館創設という行政主導の地域研究が展開した。
他方で、水俣の反公害闘争や過疎の農村地域再生という

3

日本における地域網
､究と「地元学」の展

J

切実な課題解決を指向する「地元学」や「地域学」等が各

nから生まれている。1990年代には、市町村レベルで郷
y資料館等、地域をよく知るための場が生み出されるよう

ﾉなる。この動向を見る。

河合明宣 河合明宣

【キーワード】

地方史編纂；、郷土資料館、地元学
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

海外を対象とした地域研究の進展と、並行する形で国内
では東北均等を先駆してr地域学」や「地元学」が提唱さ

4
内発的発展論と環境

_
れてきた。内発的発展論は、海外と国内の地域研究にお
ｯる共通点を持つ。 河合明宣 河合明宣

【キーワード】

環境、公害、市民社会

地域の経済発展をどう捉えるべきか。発展・変化の観点か

ら地域の把握、何を基準にした発展の目標であるのか。発

5 地域経済論（1）
小倉行雄（福

芟ｧ立大学・
小倉行雄（福

芟ｧ立大学・

【キーワード】
教授） 教授）

地域経済分析、発展の担い手、土地利用、品種、農具、
在地

地域発展計画さ策定に関わった国内の二つの事例を基
に、具体的に、論述する。経済構造の相違、国、地方行政
の施策、担い手等における相違に注目する。また、その成

6 地域経済論（2） 果の評価法にも言及する。 小倉行雄 小倉行雄

【キーワード】

地域経済振興関連法、中小企業、まちづくり、

地域の把握において空間的広がりを地形図上に描くこと
が基本になる。地理学は、気候、植生、土壌、産業、都市・

7
地域研究の方法論
i1）地理学

農村、民族、政治等の分布を空間として捉えるのみなら

ｸ、空間的相違の構造、時間的変化の把握においても研
月原敏博（福

苟蜉w教育
n域科学部・
ｳ授）

月原敏博（福

苟蜉w教育
n域科学部・
ｳ授）

【キーワード】

地域の把握、構造の把握、変化の把握

森林は人間に様々な物資を提供している。また多くの野生
生物の生息地でもある。地域レベルでの森林利用と地球 竹田晋也（京 竹田晋也（京
規模；での森林の重要性について森林生態学の研究を概 都大学大学 都大学大学

8
地域研究の方法論 説する。今日における森林の減少と保全の問題にも触れ 院アジア・ア 院アジア・ア
（2）森林生態学 る。 フリカ地域研 フリカ地域研

究研究科・准 究研究科・准
【キーワード】 教授） 教授）

熱帯霜林、里地・里山

日本を含めアジアモンスーン気候下では、稲作を中心に
した家族農業によって多くの人口が支えれれている。稲作

及び畑作、さらに家畜や森林の利用、漁業との結びつき
方等から多様な生業と土地利用、集落景観が広がる。農 安藤和雄（京 安藤和雄（京

9
地域研究の方法論 学の観点からの地域の把握方法を学ぶ。地域のまとまり 都大学東南 都大学東南
（3＞り農学 （固有性）と外部世界との関係に注目した「在地性」が重視 アジア研究 アジア研究

される。 所・准教授） 所・准教授）

【キーワード】

生業、農具、技術
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

内発的発展論と関連させて、「在地」論を述べる。農村地

域における「在地性」が地域の発展にいかなる意義を有す

10
地域発展の方法論一

O三論
るかに注目する。 安藤和雄 安藤和雄

【キーワード】

外部世界と内部世界、外部の内部化、持続性

地域研究における歴史的把握の意義を述べる。土地や災
害、環境等について歴史的記述は可能である。ここでは、
地域が継承している制度として集落、最も住民に近い地方

11
地域研究の方法論、
i4）歴史学

行政（基礎的単位）について、バングラデシュを事例として

燒ｾする。
河合明宣 河合明宣

【キーワード】

ユニオン史、集落論、集落組織、バングラデシュ

基礎的単位としてのユニオンの歴史的変遷を軸に、郡一

12
地方行政・地方自治

ﾌ
県一国に編成される中央一地方関係を論ずる。

河合明宣 河合明宣

【キーワード】

バングラデシュ、住民参加型農村開発

ブータンが国際社会に登場した1960年代から2008年成
文憲法発布、総選挙実施による地方議会（県／郡二議会）

制導入にいたる半世紀を概観する。国家統治体制整備と
住民参加による地方自治が段階的、並行的に進行した経

13 地域発展の理念
緯を述べる。環境保全重視の発展理念と政策決定におけ
驛梶[ダーシップに注目する。

河合明宣 河合明宣

【キーワード】『

国民葬幸福（qNH：Gross　National　Happiness）、地方議
会、ブータン

国家レベルでの資源配分は様々な配慮を経て、地方に渡
る。地方で得た資源と中央から配分された資源の利用は
地域の発展計画に基づいてなされる。環境や貧困等のグ

14 地域発展の基礎単位 ローバルな課題を含め、住民参加型政策決定のあり方を
lえる。

河合明宣 河合明宣

【キーワード】

地産池消、自然と人間の共生、住民参加型決定

現代において生活するために必要な活動は産業である。
地域における産業のあり方は、生活の質、生活し消費する
住民の満足感に影響を与える。この点に関連させて地域

15 地域産業論 の持続性を論ずる。 河合明宣 河合明宣

【キーワード】

日本の発展、アジアの発展、持続的発展
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930538

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）＝　コーポレート・ガバナンス （’　09）　：　（R）

〔主任講師（現職名）　吉森賢（横浜国立大学名誉教授）

〔主任講師（現職名）：齋藤　正章（放送大学准教授）

）

）

講義概要

　コーポレート・ガバナンスは続発する企業の違法行動、経営破綻などにより国際的に注目を集めている問題領域である。この科
　目はこのような状況を阻止し、企業の永続的発展を確保するためにコーポレート・ガバナンスの制度化と実践はいかにあるべき
　かを考察し、提言することを目的とする。

授業の目標

　コーポレート・ガバナンスの定義を明らかにし、その背景を歴史、理論的、運用面の視点から考察する。営利企業の最終的成果
　は利益と企業価値により評価される。このために不可欠な会計、財務情報の理論と実際を理解し、これらに対する株式市場の

　反応過程を明らかにする。またM＆Aが経営者への規律付けとして果たす役割、不正行為を監視・防止する会計監査、内部統
　制を把握する。状況依存牲の視点から同族大企業と中小企業のコーポレート・ガバナンスの特質を理解する。最後に日露仏に
　おけるアメリカモデルの採用とその実態、収敏の状況を概観し、日本のコーポレート・ガバナンスの将来像を展望する。

履修上の留意点

この科目の分析視角は歴史、理論、実態であり、多面的であるので、履修生には広い視野と高い知的好奇心が望まれる。特に
会計、財務および証券市場に関する基礎的知識が重要であるので、学部科目「会計学」、「組織運営と内部監査」、コーポレー
ト・ガバナンスに関しては学部科目「企業統治と企業倫理」、「企業戦略と企業文化」の履修が勧められる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
●コーポレート・ガバナ

塔X総論

会社は「ヒト」なのか「モノ」なのか。会社は誰のものなのか。コーポレート・ガバナンスの意義・目的について解説し、本

u義の全体像を傭緻する。

yキーワード】

Rーポレート・ガバナンス（企業統治）、利害関係者、株主、

ﾂ権者、従業員、消費者、取締役会

放送大学

y教授
V藤正章

横浜国立大学
ｼ誉教授：

g森町
咜卵蜉w
y教授
V藤正章

2
コーポレート・ガバナ

塔Xの歴史的視点

コーポレート・ガバナンスの問題は17世紀初頭の株式会社
ﾌ誕生と共に生じていた。当時における所有と経営の分離
ｪどのような結果をもたらしたかをアダム・スミスの指摘と事

痰ﾉより理解する。その後これを是正するためなされた制度
I改革：がかを概観する6

yキーワード】

博ｮ会社、東インド会社、所有と経営の分離、機会主義的

s動

横浜国立大
w名誉教授

g森賢

横浜国立大
w名誉教授

g森賢

3
コーポレート・ガバナ

塔Xの基本理論（1）

新制度学派の所有権理論とエージェンシー理論を理解し、
蒲L権の歴史的発生過程と機会主義的人間観に基づくエージェンシー理論が日米欧5か国のコーポレート・ガバナン

Xの現実の問題をどの程度説明しえるかを考察する。

yキーワード】

V制度学派、所有権理論、エージェンシー理論、日米欧比

r

横浜国立大
w名誉教授

g森賢

横浜国立大
w名誉教授

g森賢
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u＝師　名
i所属・職名）

4
コーポレート・ガバナ

塔Xの基本理論（2）

株式会社の発展を陰で支えてきたのは、会計である。会計
ﾉはどのようなコーポレート・ガバナンスの思考が組み込ま

黷ﾄきたのであろうか。会計の本質について考察する。ま
ｽ、会計の大きな役割である「情報提供機能」と「利害調整

@能」について解説する。

yキーワード】

ﾝ借対照表（バランス・シート）、資本中心主義、アカウンタ

rリティ、情報提供機能、利害調整機能

放送大学

y教授
V藤正章

放送大学

y教授
V藤正章

5
コーポレート・ガバナ

塔Xと企業価値

企業価値とは何か、またその測定方法について解説する。
ﾜた、コーポレート・ガバナンスと企業価値の関連性につい

ﾄも検討する。

yキーワード】

驪ﾆ価値、株主価値、DCF法、経済付加価値（EVA）、市

齦t加価値（MVA）

放送大学

y教授
V藤正章

放送大学

y教授
V藤正章

6 株価の形成と指標

株式会社の経営の良し悪しは市場でどのように評価される
ﾌか。株価形成の理論と各種指標について解説する。ま
ｽ、株価の高い企業がコーポレート・ガバナンスに優れてい
驍ｩどうかについても検討する。

yキーワード】

秤ｿ、株式市場、ファンダメンタルズ理論、効率的市場理

_、需給理論、EPS、　PER

高崎経済大
w准教授

｢部圭司

高崎経済大
w准教授

｢部圭司

7 M＆Aによる市場規律

経営者が経営に失敗すると株価は低迷し、M＆A（企業買
禔jの格好の標的とされる場合がある。これは企業内部のガ
oナンスがうまく機能しない場合に企業外部からのガバナ
塔Xと握えることも出来る。こうした市場による規律について

l察する。

yキーワード】

l＆A、敵対的企業買収、ヘッジファンド、プライベート・エク

Cティ

放送大学

y教授
V藤正章

放送大学

y教授
V藤正章

8
企業不祥事と会計監

ｸ

会社が作成する会計情報の開示の正確性・透明性を担保
ｷるために、会計監査人による監査の充実が重要である。
?v監査の概要について解説する。また、会計監査と後を
竄ｽない企業不祥事との関連についても考察する。

yキーワード】

?v監査、会計監査人、監査法人、会社法

放送大学

ｾ教授
V藤正章

放送大学

y教授
V藤正章

9 内部統制

金融商品取引法により、平成20年4月1目以後に開始する
幕ﾆ年度より適用されることとなった財務報告に係る内部統

ｧ制度について解説する。

yキーワード】

熾箔攝ｧ、金融商品取引法、SOX法、内部統制監査、財

ｱ諸表監査

放送木匠

y教授
V藤正章

放送大学

y教授
V藤正章

10
日米欧の取締役会改

v

コーポレート・ガバナンスの最も重要な機関である取締役会
ﾉ焦点をあて、その構造を日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、

tランスについて比較する。次いで取締役会の改革がどの
謔､な形で実行されているかを概観し、日本の取締役会の

L効性向上の参考にする。

yキーワード】

謦��?A社外取締役、単層型取締役会、二層型取締役

横浜国立大
w名誉教授

g森賢

横浜国立大
w名誉教授

g森賢

一　145　一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

同族上場企業に焦点をあて、日米欧5か国におけるこれら
企業が上場企業全体に占め喬割合を比較する。同族上場
企業め経営成果を非同族上場企業と比較し、同族企業特 横浜国立大 横浜国立大

11
同族上場企業のコー
|レート・ガバナンス

有の同族内ガバナンスと企業ガバナンスの構造と機能を比
rする。

学名誉教授 学名誉教授

吉森賢 吉森賢
【キーワード】

同族企業、支配の三類型、ウェーバー、正当性、経営成果

株式会社の9割以上を占める中小の非公開会社のコーポ
　　　　　　　　　　　　●戟[ト・ガバナンスについて考察し、中小企業再生のための

中小企業のコーポ 手がかりを検討する。また、社長の世代交代によって生じる 放送大学 放送大学
12 レート・ガバナンスと 事業承継問題についても考察する。 准教授 准教授

事業承継問題 齋藤正章 齋藤正章

【キーワード】

オーナー企業、中小企業庁、事業承継、中小企業会計

アメリカ型コーポレート・ガバナンスの制度的側面が日本、

ヨーロッパ諸国においても採用されつつある。これとその前

提をなす株主を主権者とする概念は歴史、価値観の異なる 横浜国立大 横浜国立大

13
コーポレート・ガバナ

塔Xの四三と課題
アメリカ以外の諸国においてどの程度の普遍妥当性を有す
驍ﾌかを検証する。

学名誉教授 学名誉教授

吉森賢 吉森賢
【キーワード】

制度、収敏、主権者、規範、資本主義、日米欧比較

コーポレート・ガバナンスは重要ではあるが、これのみで企

業の永続的発展は期待できない。これと密接に関連する他
の経営者機能である企業理念、企業倫理、企業文化、企 横浜国立大 横浜国立大

14
コーポレート・ガバナ

塔Xの有効性と限界
業戦略を理解し、コーポレート・ガバナンスの役割を正当に
]価する。

学名誉教授 学名誉教授

吉森賢 吉森賢
【キーワード】

経営者機能、企業理念、企業倫理、企業文化、企業戦略

本講義を総括し、コーポレート・ガバナンスは今後どのような

i展をみせるのかについて占う。また、国や自治体、NPO
横浜国立大学
ｼ誉教授

横浜国立大学
ｼ誉教授

15
コーポレート・ガバナ

塔Xの展望

や学校など非営利組織のガバナンスについても言及する。 吉森賢

咜卵蜉w
吉森賢

咜卵蜉w

【キーワード】
准教授

V藤正章
准教授

V藤正章
コーポレート・ガバナンス、大企業、中小企業、国家、地方’

自治体、NPO
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科目名（メディア）＝＝ 環境工学（‘07）＝（TV）

〔主任講師（現職名） 鈴木　基之（放送大学教授）〕

講義概要
　環境工学は、環境問題の解決手法開発の学問である。環境問題そのものは、過去半世紀の間に大きく変

化し、従ってその問題の解決のための考え方も変化している。工学は単なる個別の技術開発ではなく、将

来ビジョンに基づく総合的なシステム確立を目指して、そのために科学技術を総動員することが求められ

る。本講義においては、いくつかの重要な分野における最先端の研究がどのようになされているのかを紹

介し、総合的な見方を身につける助けとしたい。

授業の目標
　地球上の限られた資源の量、限られた自然環境の恩恵という制限の中で、ますます人間活動が増大して

いくことが予想されている現在、人類が活動を持続していくために何が必要とされるのか、何が可能なの

かが今問われており、授業を通じて、この答えを見出すための「考え方」を学んで欲しい。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

環境問題とは 人間の活動の拡大・二活性化によわてそれを取り巻く 鈴木基之 鈴木基之
環境との間に相克が生じてきた。すなわち、人間活 （放送大学 （放送大学

動による環境の劣化が人間の生存に制約を与えるこ 教授） 教授）

1 ととなった。環境問題の発生、変化を概括し、その

解決のために工学がどのようにかかわっていくこと

になるのかを考えてみよう。

環境中の物質変 生産活動、人間活動から環境中に流出した物質はど 同上 同上

化の収支と速度 のような挙動をとるのか、自然界の物質の流れに人

問活動がどう影響するのかなどを定量的に理解する

2 うえで基本となる物質収支の考え方、変化の速度な

どについて基本的な考え方を概説する。さらに物質

の変化とエネルギー収支との関係に関して解説す
る。

環境リスク 人間活動に起因する化学物質が環境中に排出され、 同上 鈴木基之
巡り巡っ，て人体に影響を与えたり、自然生態系の健 （放送大学

全性に影響を与えたりすることが懸念される。この 教授）

ような環境リスクには多種多様な要因、その影響も

異なった形で現れるものとなるために、どのように ゲスト：

3 評価して、どのような対策を考えるべきなのか、こ 中西準子
のような種々の環境リスクを総合的に考える手法を （産業総合

理解するようにしよう。 研究所化学
物質リスク

管理研究セ
ンター長）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

空気環境 大気・室内の空気を通じて人体、生態系に影響を与 同上 鈴木基之
える有害物質の存在も重要である。近年重要となつ （放送大学

ている室内空気環境のおける問題として新しい建材 教授）

などが原因となっている室内空気汚染に対して工学

4 はどのような対応をしているのかを解説する。 ゲスト：

加藤信介
（東京大学

生産技術研
究所教授：）

水管理（1）上 水環境の劣化に伴い安全な飲料水確保のために種々 同上 鈴木基之
水処理 の技術が用いられる。我が国における飲料水に関す （放送大学

る発展の状況を概説するとともに、汚濁水源に対応 教授）

するなど、飲料水処理に関する新しい浄水技術に関
5

する工学の基礎を解説する。 ゲスト：

真柄泰基
（北海道大
学教授）

水管理（2）流 環境水域は産業排水や生活排水、さらには都市の降 同上 鈴木基之
域の水管理 雨排水、農地、山林からの流出水など流域全体から （放送大学

派生する排出水などによる多様な影響を受けて水質 教授）

や水域生態系の劣化が生じている。水域を健全に守
6

るためには、河川流域の総合的な管理が必要となつ ゲスト：

てきており、それによって下流の海域の保全も可能 渡辺正孝
となる。東京湾流域に関する研究事：例を説明する。 （三二義塾

大学教授）

水管理（3）藻 自然環境は身近なところを考えても、色々な面で人 同上 鈴木基之
場・干潟の生態 間活動の影響を受けくまた同時に環境浄化の面で大 （放送大学

工学 きな役割を果たしている。水域環境における種々の 教授：）

機能を活用すると同時に、自然環境も保全するため
7

には人間がどのようなエ学的な配慮が可能なのか陸 ゲスト：

域と海の接線である藻場・干潟における浄化機能を 岡田光正
例に考えてみよう。 （広島大学

教授）

水管理（4）地 地球上の水は海域に大量に存在するが、太陽エネル 同上 ・鈴木基之
球規模；の水資源 ギーを受けて蒸発し、降水となって地上に戻ってく （放送大学

るわずかの水が淡水資源として人間活動、陸上生態 教授）

系を支えている。食料生産もその持続性は水資源に

8 かかっている。世界的な水危機を迎ええる今、食料 ゲスト1

生産にかかわる大量の水の仮想的な移動など水問題 沖　　大幹
に工学としてどのようにかかわるのかを考えてみよ （東京大学
う。 生産技術研

究所教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　：容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

資源循環（1） 現在の社会は大量な資源の採取、大量な廃棄に支え 、同上 鈴木基之
資源生産性 られている。資源の有効利用を図り、廃棄物をも最 （放送大学

小にすることが資源の有効利用と環境保全のために 教授）

必要である。資源生産性という概念の重要性につい

9 て考え、循環型社会を構威するための技術的方策、 ゲスト：

社会的方策などについて考えてみよう。 山本良一
（東京大学

生産技術研
究所教授）

資源循環（2） 活発化する人間活動から発生する固体廃棄物は、そ 同上 鈴木基之
固体廃棄物 の処分場の問題や、廃棄物が生む環境影響の問題な （放送大学

ど多面にわたる問題を生じている。資源化が求めら 教授）

10 れる廃棄物に関する現在の状況と今後の方向をプラ

スティック廃棄物などを考慮しつつ考えてみよう。

資源循環（3） 循環型社会を構築していくためには自治体、地域、 同上 鈴木基之
バイオマス地域 国など種々の単位での検討が必要であろう。このよ （放送大学

、

うな方向での取り組みの例として千葉県山田町のバ 教授）

イオマスを中心としてたプロジェクトを取り上げ、

11 完結した物質循環を地域において構築していく上で ゲスト：

の問題などを検討している例をみてみよう。 迫田章義
（東京大学

生産技術研
究所教授）

資源循環（4） バイオマスの利活用は資源循環・温暖化対策の上で 同上 鈴木基之
バイオマス・プ も重要な課題である。大量のバイオマスを利用する （放送大学

ランチ・一ション にあたっては、バイオマス生産におけるブランデー 教授）

ション、生産物の工業的な変換など持続可能なシス
12 テムの設計・構築が必要となる。インドネシアにおけ ゲスト：

るバイオマス生産、利活用プラントの設計について 藤江幸一
示す。 （横浜国立

大学教授）

地球環境（1） 地球環境のように種々の現象が複雑に絡み合った対 同上 鈴木基之
温暖化の予測 象の将来予測を行うのは容易ではない。このような （放送大学

場合に有効となる数理モデルはどのように構築され 教授：）

るかを考え、このモデルを用いて地球温暖化のどの

13 ような予測がなされているかの例を見てみよう。こ ゲスト：

れによりモデル化の有効性と限界を理解しよう。 西岡秀三
（国立環境

研究所理
事）
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執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地球環境（2） 地球温暖化は主として化石燃料の燃焼に伴う二酸化 同上 鈴木基之
温暖化への対策 炭素ガスの発生により大気の温室効果が増すことに （放送大学

その原因がある。この温暖化問題に対応する工学の 教授）

取り組みを都市から発生する二酸化炭素の問題を例

14
に考えてみよう。 ゲスト：

花木啓祐
（東京大学

大学院工学

系研究科教
授）

問題解決型から 人間活動は全ての面で環境と何らかの相互作用を有 同上 鈴木基之
着地点誘導型へ している。最終的に人類の活動を持続していく条件 （放送大学

としてなにを考えていく必要があるのか、有限な資 教授）

15 源と環境の下で人間活動のあるべき姿を考えていく

ためにはどのようなパラダイムの変更が必要なのか
を本講義の総括として考えてみよう。
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
一　大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8930554

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 都市環境デザイン論 （’　10）　＝：　（TV）

〔主任講師（現職名）：仙田

〔主任講節（現職名）　：佐藤

【本学担当専任教員：仙田

【教材作成協力教員：矢田

満　　（放送大学教授：）

滋　　（早稲田大学教授：）

満　　（放送大学教授）

努（愛知産業大学大学院教授）

講義概要

　地球環境時代の都市環境デザインは、サステイナブルシティ、コンパクトシティ、防災・復興、そして急速に進む少子高齢化へ
　の対応などの現代都市の課題にいかに解答し、その魅力を高められるか問われている。そこで、これらの課題とともに、交通、観
　光、水・緑、都市の空間演出装置、そして多様性と回遊性といった都市の魅力、そして関係性、統合性、参加性、調和性を持続
　可能性とともに実現し現代都市を創造する都市環境デザインの手法について論究し、21世紀の都市環境デザインを展望する。

　第1編（第1回～第5回）現代都市の課題
　第2編（第6回ん第10回）現代都市の魅力
　第3編（第11回～第15回）…現代都市の創造

授業の目標
　地球環境時代におけるまちづくりの中心的な謙題の一つとして位置づけられる都市環境デザインについて、その理念、歴史、

　事例、手法などに関する知識を広く習得し、21世紀にふさわしい人間的で環境に優レい都市環境デザインを実現するために社
　会的に求められる分析力、調整力、組織力、開発力、戦略性などへの理解を深め、現代日本の都市環境デザインを構想する

　高い企画力と批評性を養う。

履修上の留意点

　都市デザイン論（’06）、環境デザイン論（’09）等を履修することが望ましい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
都市再生と都市環境
fザイン

第二次産業を中心とした都市の時代は終焉した。都市再生
ﾌ思想は、単なる荒廃した産業都市の復興を越え、ヨー
鴻bパにおいては「アーバンルネッサンス」、我が国では「中

S市街地活性化」あるいは「都市・地域再生」として、新たな

綷?�ﾚ指し始めている。高松市の事例を示しながら都市
ﾄ生における都市環境デザインの果たす役割を講義する。

yキーワード】

Aーバンルネッサンス、都市再生、中心市街地活性化、ま

ｿづくり三法

y事例】

oｼ

仙田満
ｲ藤滋

仙田満
ｲ藤滋

2

　　　　　　　脅

Tステイナブルシティ

ﾆ都市環境デザイン

サステイナブルシティあるいはその実現をめざすサステイナ

uル（持続可能）なまちづくりは都市環境デザインにおいて
ﾆりわけ重要な理念である。モデル的事例よりサステイナブ

泣Vティの条件とこれを実現する地球環境時代の都市環境
fザインの課題を考える。

yキーワード】

Tステイナブルシティ、サステイナブル（持続可能）なまちづ

ｭり、地球環境時代

y事例】

Nリチバ、ポートランド、フライブルク、ハイデルベルク、IBA

Gムシヤーパーク、流山市

仙田満
贒c努

仙田満
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

20世紀に郊外に急速に拡大した都市は、現代の都市問題
の根源的な課題である。これに対応して現れた考え方が
「コンパクトシティ」である。持続可能でコンパクトな都市の在

り方は、それぞれの地域の歴史・文化、地理的風土的条件
のもとで、当然のことながら、さまざまな方法があり得る。日

3
コンパクトシティと都

s環境デザイン
本型コンパクトシティのあり方を考える。

佐藤滋 佐藤滋
【キーワード】

郊外化、歴史的都心、都市骨格、地域性、コミュニティの保

全、城下町都市

【事例】

熊本

阪神淡路大震災以来、、中越、中越沖、岩手・宮地大震災な
ど、大きな地震被害が続いている。また、気候変動の影響と

も言われる集中豪雨や台風による大災害も顕著である。し
かし、災害に対する防災や、復興まちづくりは新たな都市
環境デザインを実践する舞台でもある。歴史と現代の実

4
都市環境デザインと
h災・復、興

践、今後の展望を講義する。

yキーワード】 佐藤滋 佐藤滋

震災復興ビジョン、復興まちづくり、協働復興協議会、防災
まちづくり

【事例】

関東大震災、阪神淡路大震災復興まちづくり

少子高齢化社会における都市環境デザインについて、子
どもが育ちやすい都市、高齢者も元気に暮らすことのできる
都市のあり方を中心に論考する。誰もが安全、健康で心身

5
少子高齢化と都市環
ｫデザイン

ともに解放される都市空間を創造するユニバーサルデザイ
唐ﾌ展開可能性についても考察する。・ 仙田満 仙田満
【キーワ臨ド】

少子高齢化、ユニバーサルデザイン、子どもに優しい都
市、豊かな成育空間、バリアフリー、安全・安心の都市環境

デザイン、都市の中間領域

自動車交通がこれまでの都市の交通計画の基本であった
が、近年、本来の人間的で環境に優しい都市の移動手段、
そしてこれらを組み立てる斬新な都市環境デザインの方法
が世界各地で取り組まれている。公共交通を充実させ、歩
行者主体の環境デザインにより魅力的な都心環境を創出 望月真一

6
交通と都市環境デザ

Cン

し、自転車や各種の乗り物が調和した豊かな都市環境をデ
Uインする方法を解説する。

（アトリエUDI

s市設計研
?梶j

佐藤滋

【キーワード】
佐藤滋

公共交通、LRT、トランジットモール、交通結接点

【事例】

広島、ストラスブール

都市の観光は、都市の魅力にふれることをその原点とする
が、近年、その概念を大きく広げ、最先端の人々を都市に
引きつけ、交流をうながし、新たな産業を生み出す。これを

都市観光と位置づけ、その特徴、成立条件および都市環
境デザインとしての展開の可能性を考える。

7
観光と都市環境デザ

Cン
【キーワード】 仙田満

贒c努 仙田満
都市の集客性、遊環構造、観光ポテンシャル、観光満足、
グレートスポット

【事例】

フライブルク、IBAエムシヤーパーク、広島、北九州、黒川温
5ノ

泉（熊本県阿蘇郡南小国町）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

水と緑は都市のうるおいの要素として大切にされてきた。近
年、生態学的環境の回復という視点からも、都市環境デザ

インの中心的な対象の一つとして位置づけられるb近代化
の中で破壊された水・緑の環境システムを回復する都市環

8
水・緑と都市環境デ

Uイン

境デザインの方法と試みを解説する。

yキーワード】

仙田満
贒c努

仙田満

環水都市、緑地の機能、緑地確保の戦略、緑地の創造

【事例】

サンアントニオ、富山県富岸運河環水公園、ポートランド、

柳川

集積して都市空間の魅力をつくる都市環境デザイン要素を
都市の空間演出装置とし、ストリートファニチャー、照明デ

ザイン、公共交通機関、パブリックアート、音環境、舗装、広

告などを取り上げ、黒子としての節度、調整の重要性など、

9
都市の空間演出と都
s環境デザイン

そのあり方を論考する。

仙田満 仙田満
【キーワード】

都市の空間演出装置、ストリートファニチャー、照明デザイ

ン、公共交通機関、パブリックアート、音環境、舗装、広告

【事例】

みなとみらい21地区（横浜市）、プラハ、滝川（北海道）

都市環境デザイン要素の多様性とそれらをつなげてその体
験：を可能とする回遊性が魅力ある現代都市の創造には不
可欠である。空間的序列と融合性などの多様性の条件、回
遊性のある空間の構成理論および事例などより、これを実

10

　　　　　　　　’
ｽ様性と回遊性の都
s環境デザイン

現する都市環境デザインの手法を探る。

仙田満 仙田満
【キーワード】

多様性、回遊性、空間的序列、機能三四合性、遊環構造、
テレビを消してまちに出よう

【事例】

広島、ポートランド、クリチバ

都市環境デザインの主体は公共セクター、民間益利セク
ターだけではなく、NPOや社会的企業など、多主体が連携
することにより達成出来る。その基礎として市民参加と協働

の方法は、普遍的なものになりつつある。具体的実践例を
通して参加のデザインの到達点を解説する。

11
参加のまちづくりと都

s環境デザイン 【キ』ワード】 佐藤滋 佐藤滋

参加のデザイン、ワークショップ、グラウンドワーク、まちつく

りゲーム、地域協働

【事例】

三島市源兵川の再生、鶴岡、東向島一寺言問防災まちづ
くりの会
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

公共事業による都市環境整備は限界が見えており、民間
や市民セクターと連i回する事業方法が新たな時代の要請
になっている。Public　Private　Parしnershipなどによる共同事

業方式、関係者による事業組合方式，市民主体のまちづくり

市民事業、あるいは複数のプロジェクトを地域として運営す

るエリアマネイジメントなども含め、多様な事業手法が生み

12
事業手法と都市環境
fザイン

出されている。具体的な事例を通して最先端の方法を講義
ｷる。 佐藤滋 佐藤滋
【キーワード】

PPP、エリアマネジメント、多主体協働、社会的企業、

LLP、まちづくり市民事業

【事例】

仙台、高松丸亀商店街、鶴岡

都市環境デザインの質を高めるには創造性を喚起する社
会システムが欠かせない。設計者・コンサルタントの選定方

式はその中核をなすものであり、これが都市環境デザイン
の成否を分けるといってよい。最先端の方式を事例より学
び、今後の可能性を検討する。

13
設計者・コンサルタン

gの選定
【キーワード】 仙田満 仙田満
コンペティション（設計競技）、プロポーザル、設計者選定委

員会、随意契約、QBS方式、設計入札方式の問題、発注方
式

【事例】

横浜

都市の生き生きとした魅力をつくる多様性、継続性の実現
には長期的なマスタープランあるいは全体的な理念の共
有、デザインの調整などに関して責任を負う体制が欠かせ
ない。ここにマスターアーキテクト、マスタープランナーの意

マスターアーキテク
義があり、その役割を整理する。　　　　　　　　・

14 ト・マスタープラン 仙田満 仙田満
ナー 【キーワード】

マスタ「アーキテクト、マスタープランナー、田村明、宮本
忠長、ジェレミー・ハリス、ジャイメ・レルネル

【事例】

横浜、小布施、ホノルル、フライブルク、クリチバ

現代都市の課題、魅力、これを創造する都市環境デザイン
の方法について講義全体のまとめとなる総括的論考を行
う。魅力的な都市をつくる総合的な戦略をもつ人、組織、社

15
現代都市環境デザイ
唐ﾌ展望

会的システムを生み出すための将来的な戦略として次世代のための都市環境デザインを展望する。

yキーワード】

仙田満
ｲ藤滋
贒c努

仙田満
ｲ藤滋
贒c努

機能と生活、健康と意欲、歴史と創造、マスタープランと都－

市環境デザインの構成要素、継承と変革、サステイナブル
なまちづくり、節度と展望、次世代育成環境都市
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事務局

L載欄
開講

N度 2011年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8940576

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝・ 国語国文学研究の成立 （’11）＝：　（R）

※この科目は「言語文化研究1（’07）」を一部改訂した科目です。
　　　改訂回は、第1，2，3，4，6，7，8，9，10，12，，13，14，15回です。

〔主任講師（現職名）：長島　弘明　　（東京大学大学院教授） ）

【本学担当専任教員二島内裕子　（放送大学教授） ］

講義概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　江戸時代の国学は、日本古来の精神ゐあり方を考究する学問であったが、その一方で、古語や古典文学を文献を通じて明ら
　かにする学問であった。その意味で、国学は、今日の国語学研究・国文学研究の先躍と見なすことができるが、．幕末・明治という

　変動の時代の中で、その国学的な語学研究・文学研究が、西欧文化をはじめとする様々なものの影響のもとに変容を重ねつ

　つ、近代的な国語学研究・国文学研究として成立していった過程を明らかにする。

授業の目標
　この授業では、国学から国語学研究・国文学研究への学問的方法の変化を考察するだけではなく、国学・国語学研究・国文学
　研究が研究対象にしている、ことば（国語）や文学（国文学）自体が幕末・明治期にどのような変化を遂げているかを併せて考察

　し、研究対象の変容が、それを研究する方法の変容や革新と、密接に関わっていることを理解してもらうことを目標としたい。

履修上の留意点

　各回の放送教材を聞く前に、その回に当たる印刷教材を読んでおくこと。印嗣教材はくり返し読むことがのぞましい。また、印
　刷教材の中にに出てくる本がどのようなものか、いくつかでよいが、実際に手にとって見てみることがのぞましい。この授業では

　主として明治期を扱うので、明治時代の文学史についても高校生程度の知識を持っていることが、前提として必要である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

伝統的な歌学を基盤として｛江戸時代に入って契沖・真淵・

1
歌学・国学・国文学

､究

宣長らによって確立した国学が、明治時代に至り新たな近

纉I国文学研究へと変化するまでの経緯と、それを促した
�j的な状況について考察する。

長島弘明
i東京大学大
w院教授）

長島弘明
i東京大学大
w院教授）

←

【キーワード】

和学、国学、契沖、本居宣長ぐ平田篤胤

江戸時代の幕府の学問所か転明治政府による大学設置
にいたる高等教育の学制改革と、和漢文学科から和文学

2
大学の設置と国文学

､究

科へ、さらに国文学科へという改組について触れながら、初

ｭ期の国文学研究が抱えていた問題について考察する。 同上 同上

【キーワード】

皇学、漢学、洋学、皇学所㍉「大学規則」

留学してドイツ文献学を学び、国文学に近代文献学の方法
を取り入れたとされる芳賀矢一の業績に焦点を当て、江戸
時代の国学者や漢学者による、本文批判や注釈等の文献

3 文献学の成立 学的方法との共通性・異質性を検証する。 同上 同上

【キーワード】

考証学、芳賀矢一、ドイツ文献学、日本文献学、国民性
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属2職名）

国文学の時無性に鋭い感性で切り込み、「国文学全史」を

構想した藤岡作太郎の業績を中心に、文学史の概念の成

4 文学史の成立 立について考察する。
同上 同上

【キーワード】

『国文学読本』（芳賀矢「他著）、『日本文学史』（ミ上参次三編）、　『近

世列伝体小説史』、藤岡作太郎、『国文学全史平安朝篇』

文献学と文学史の方法を基本として進んできた国文学研究
、 も、時代の変化に伴って、隣接する学問領域の方法から大

きな影響を受けることとなるが、その中でも、特に大きな影 林三親 林廣親
5

国文学と民俗学・歴 響を与えている民俗学的方法・歴史社会学的方法・文芸学 （三蹟大学教 （成二大三教
史社会学・文芸学 的方法について解説する。 授） 授）

【キーワード】

岡崎義恵、唯物論的歴史観、反映論、民間伝承、柳田国男

古典的な和歌・俳譜が近代詩歌としての短歌・俳句に生ま

6 詩歌論の近代1

れ変っていく様相を、佐佐木信綱・与謝野鉄幹と晶子・正

ｪ子規らを中心に考察する。 猪狩友一
i白百合女子

猪狩友一
i白百合女子

大学教授） 大学教授）

【キーワード】、
’

ポエトリー、文学改良運動、新派和歌、『明星』、写生説

『新体詩抄』に始まる新体詩（近代詩）の展開を、落合直

文・大和田建樹ら国文学者とともに、上田敏・徳富蘇峰ら洋

7 詩歌論の近代H 学者、ジャーナリストの詩歌論も含めて考察する。
同上 同上

【キーワード】

新体詩、翻訳詩、象徴主義、自然主義、口語自由詩

江戸時代後期の漢詩文と明治時代の漢詩文の継承と断絶

8 漢詩文の近代

に注目しつつ、新しい時代への対応を様々に模索しながら
焉A最終的には近代文学から脱落し、古典劇への歩みを進
ﾟていった漢詩文について考察する。

長島弘明
i東京大学大
w院教授）

長島弘明
i東京大学大
w院教授）

【キーワード】

「外国詠史」、成島柳北、洋詩の漢詩訳、「詩月旦」、中野遣遙

江戸時代の戯作から近代小説への転換の様相を、『小説

9 小説論の近代1

神髄』や没理想主義論争など、明治初期から中期の小説
_や文学論争を中心に考察する。 猪狩友一

i白百合女子
猪狩友一
i白百合女子

大学教授） 大学教授）

【キーワード】
¢

戯作、美術、写実主義、浪漫主義、言文一致体

高田小峰『当世書生気質の批評』をはじめとする近代的な
文学評論（批評）の成立とその展開、および島村当月ら自

／10 小説論の近代H 然主義の小説論を中心に考察する。 同上　ラ 同上

【キーワード】

文学批評、合評形式、社会小説、自然主義、平面描写
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 演劇の近代

演劇の近世が演劇の近代に至る過程を、歌舞伎における
?�ﾌ試み、演劇改良運動の時代、新派劇の発生等の動
ｫをi押え、時々の演劇論の展開に留意しつつ、具体的に検
｢してゆく。

yキーワード】

煙??ﾇ、新派劇、自由劇場、新劇、築地小劇場

林三親
i成践大学教
�j

林廣親
i成践大学教
�j

12 国語学の成立

明治時代において、国学が近代的学問に脱皮する過程に
ｨいて、語学研究がどのような位置を占めたかを構築論的
ﾉ解説する。その中において、近代の言語文化の様相を検
｢する。

yキーワード】

糟鼕w、日本語学、言語学、国学、’ 纉c万年

近藤泰弘
i青山学院大
w教授）

近藤泰弘
i青山学院大
w教授）

13 文法研究の近代化

明治期の文法研究がどのような過程をたどっで、西洋文典

ﾆ和文典との折衷を果たし、また、それ以上のものになって
｢ったかを実例を検討しつつ考え、「文法」というものの日

{における構築のあり方を提示する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一yキーワード】

ﾄにをは、活用、『語学新書』、『広日本文典』、大槻文彦

同上 同上

14 表記論と近代の表記

外国語との出会いから生じた日本語表記への自覚と表記
?ﾇへの意欲がどのような研究を呼びおこしたか、またそ

黷ｪ近代的な日本語表記の成立にどのように関わったかを
沛ﾘする。

yキーワード】

�j的仮名遣い、「近世かな表記」、一意的表記、唯一表記、送り

ｼ名法

著名池誠
i慶磨義塾大
w教授）

著名池誠
i慶磨義塾大
w教授）

15 外国人の日本語研究

明治時代の帝国大学の外国人教師などの実例を調査し、
O国人による日本語研究が果たした役割の重要性を述
ﾗ、その研究がその後どのような形で日本の学術に影響を
^えたかについても考察する。

yキーワード】来日欧米人、比較言語学、方言研究、話しことばの史的研究、連

同上 同上
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事務局開講
L載欄年度 2011年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8940550

履修
ｧ限’

無
単位

2

科目名（メディア）　＝・ 21世紀メディア論 （’　11）　：　（TV）

〔主任講師（現職名） 水越　伸（東京大学大学院情報一環教授） ）

講義概要

19世紀後半以降に登場した電話、ラジオ、テレビといった電気・電子メディアの数々は、20世紀を通じて著しく発達し、アメリカを
中心とする先進資本主義諸国のマス・コミゴニケv…一ション型、大量生産大量消費型の社会様式を生み出した。私たちは現在、20

世紀的な様式を部分的に引き継ぎつつ、インターネットやケ口強イに象徴される新たな様式をはらんだデジタル・メディアが環境

化した21世紀のメディア社会を生きている。国家や共同体、文化やリテラシーのあり方が大きく変貌する混沌としたこの社会のな

かで、メディアに焦点をあて、過去を振り返りっっ、未来を目指すための批判的で実践的な知を育むこと、すなわちメディア論的

想像力を養うことが、この授業の大きな目的である。授業ではまずメディアの歴史や理論を踏まえ、次に現在進行形で展開する
21世紀メディア社会の相貌をとらえた後、後半でその可能性と課題に対していかに取り組むかを具体的に検討していく。

授業の目標

　（1）メディアに視点をおいて人間や社会をとらえていくというメディア論の基礎的素養を培うこと。（2）現代のメディア社会が抱える

　さまざまな問題を構造的にとらえられるようになること。（3）メディア社会に積極的に参画し、そのあり方をデザインしていくための

　学際的で、実践的な知を身につけること。

履修上の留意点

　日常生活で当たり前のように思われていることがら、微細なことがらを見出し、とらえなおすことができるセンスを持つ学生、およ

　び学問をたんなる勉強としてとらえるのではなく、現実社会に対して働きかけるための実践知、デザイン知としてとらえる覚悟を持

　つ学生、およびそれらの資質の基本として学際的な素養を持つ学生の履修を期待している。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u＝師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
メディアに気づく、メ

fィアを学ぶ

講師の自己紹介などの後、メディアに視点をおく知の意義
竅Aメディアをめぐる問題の所在をしめす。放送大学という
＜fィアを通してメディア論を学ぶという特殊な状況を活か

ｵた授業の構成、スタイルや道具立てを説明する。

yキーワード】

叝岦ｶ活、コミュニケ「ション、メディア、情報、・社会

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

2 メディア論の視座

コミュニケーションの媒（なかだち）や媒介性に着目するメ

fィア論のものの見方、すなわち理論的、思想的な「視座」
�ｵめす。第7回、第8回とゆるやかに連動していく内容とな
髣¥定。ノ

yキーワード】

﨣�Z術、ソシオ・メディア論、市民参加、デザイン

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

3
19世紀の電気情報

ｻ爆発

19世紀半ば以降の電信、電話、無線、ラジオの発達を概
烽ｵ、メディア史のパースペクティブを学ぶ。第3回一図6回
ﾅは歴史的想像力を養う。

yキーワード】

d気情報化、近代、電信電話、無線、ラジオ、放送

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｷ谷川一（明
｡学院大学・
y教授）
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回 、テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
20世紀型メディアの

ｶ成

19世紀後半に現れた情報技術が20世紀型マスメディアと
ｵて生成展開していく過程を、ラジオ、デレビを中心に概説

ｷる。第3回一年6回では歴史的想像力を養う。

A【キーワード】

宴Wオ、テレビ、大衆消費社会、マス・コミュニケーション

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｷ谷川一（明
｡学院大学マ
y教授）

5
20世紀型メディアの

m立

新聞、放送など20世紀型マスメディアの形成と確立、それ
ﾆ平行するマスコミュニケーション研究の発達を、日本の状

ｵを中心に概説する。第3回一説6回では歴史的想像力を
{う。

yキーワード】

V聞、放送、マスメディア、マス・コミュニケーション研究

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｬ川明子（愛
m淑徳大学・
y教授）ド

6
21世紀デジタル情報

ｻの混沌

ネットやケータイに代表される21世紀のデジタル・メディア

ｪ普及しつつある混沌とした社会状況から、トピックを取り

繧ｰて解説し、講師が議論を繰り広げて問題の構図を明ら
ｩにする。第3回一第6回では歴史的想像力を養う。

yキーワード】

fジタノレ惰報化、インターネット、ケータイ、デジタル・メディ

A、コスプレ

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｷ谷川一（明
｡学院大学・
y教授）

7 メディア論の系譜

第2回の内容を受け、メディア社会を批判的にとらえつつ、
¥動的に実践に参画する、新しい時代に対応したメディア
_の思想史的「系譜」をたどる。

yキーワード】

}ス・コミュニケーション研究、トロント学派、カルチュラル・

Xタデイーズ

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

8
メディアの生態系を

fザインする

第7回の内容をさらに具体化する。新しい時代のメディアの
ｶ態系をデザインする意図を含んだメディア・ビオトープ
i生態学の用語）という考え方の「構図」をしめす。

yキーワード】

rオトープ、生態系、批判的メディア実践、リテラシー、遊

ﾑ、デザイン

水越伸（東京
蜉w・教授：）

水越伸（東京
蜉w・教授：）

9
メディア・リテラシーの

o醒

メディア・ビオトープの中核には、メディアを批判的に受容

ｷると同時に、メディアで能動的に表現する素養としてのメ
fィア・リテラシーがある。新しいメディア社会を生み出すた

ﾟのリテラシーの試みを紹介し、その可能性と課題を論じ
驕B

yキーワード】

＜fィア・リテラシー、学び、批判、表現、ワークショップ

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

10 メディア遊びの挑発

メディア・ビオトープの基層には、メディアの体制的で当た

闡Oのあり方を異化し、それをとらえなおすきっかけを与え
驍謔､な営みとしての、メディア遊びがある。新しいメディア

ﾐ会を生み出すための遊びやアートの試みを紹介し、そ

ﾌ可能性と課題を論じる。

yキーワード】

＜fィア遊び、メディア・アート、異化、周縁、子ども

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11
マスメディアと市民：

ﾎ決と対話

yキーワード】マスメディア、産業、制度、パブリック・アクセス、メディア表

ｻ

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授〉

12
モバイル・メディアと

g体、共同体

第6回を受けるかたちで、とくにケータイをはじめとするモバ
Cル・メディアの普及がもたらす光と影を指摘する。そのうえ

ﾅ「情報があふれかえる社会」から「表現が編みあがる社
?vへのメディア・デザインの試みを紹介していく。

yキーワード】

Pータイ、ネット、公共性、共同体、アイデンティティ、身

ﾌ、物語

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

13
グローバルな「生態

n」のデザイン

グローバル化する世界のなかで日本のメディアがいかなる
ﾊ置づけにあるか、アニメ、ゲームをはじめとするポピュ

堰[文化がどのように表象され、流通しているかを探る。そ
､した現状がはらむ課題を克服するための試みも紹介して
｢く。

yキーワード】

Oローバル・メディア、ナショナリズム、ポピュラー文化、ステ

激Iタイプ、異文化コミュニケーション

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｬ川明子（愛
m淑徳大学・
y教授）

14
ローカルな「生態系」

ﾌデザイン

日本の中のローカルメディア、エスニックメディア、市民メ

fィアなどに焦点をあてつつ、日本社会の内側からの変化
�ｾらかにしていく。また日本に多様なメディアの生態系を
轤ﾞための試みも紹介していく。

yキーワード】

香[カル・メディア、エスニック・メディア、市民メディア、多

ｶ化共生

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｬ川明子（愛
m淑徳大学・
y教授）

15
21世紀メディア社会
�ﾇう生きるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●�ﾆ全体をふり返り、メディア論の構図を整理したうえで、

cされた課題を示す。そして最後に、21世紀メディア社会
�｢かに生きるか、そのための参考になる提言をおこなう。

yキーワード】

癆ｻ的メディア実践、メディア・ビオトープ、21世紀、市民

Q加

水越伸（東京
蜉w・教授）

水越伸（東京
蜉w・教授）

ｷ谷川一一（明

｡学院大学・
y教授）

ｬ川明子（愛
m淑徳大学・
y教授）
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事務局
記載欄

三
度

三
年 2010年度

目
分

科
区

大学院科目 目
ド

科
， 8940533

修
三

三
三

無
記
数 2

科目名（メディア）　＝ 　　　人類学研究

一環境問題の文化人類学一

（’　10）＝　（TV）

〔主任講師（現職名）　内堀基光（放送大学教授） ）

〔主任講師（現職名）：本多俊和（スチaアートヘンリ）（放送大学教授）　〕

講義概要

　環境問題を文化の文脈のなかで考えていこうというのがこの講義の眼目である。世界の多様な環境のなかで暮らす人々の伝統
　的生活様態とその価値観が当該環境の保全に寄与してきたことはよく指摘されているが、外的要因によって環境変化が起きた
　場合、こうした文化はどのような変容をこうむるか。あるいは文化そのものに環境変化に対処する可能性がひめられているか。こ

　れらのことを考えることは、環境問題を単に物質的状況として見るのではなく、人々の生活に意味づけを与える文化の問題とし
　て見ることに通じる。これを生態環境の多様性、問題の性質に応じて具体例を示しつつ講義する。

授業の目標

　本講義は文化人類学の講義なので、講義の眼目としている環境問題のみならず、この具体的トピックをとおして人類文化という
　ものがいかなる特性をもっているか、その機能はいかなるものかを考えられるようにしたい。大学院の科目としては本講義が文化

　人類学としては唯一のものなので、自学を促進しうる方向で、受講者に問いかけをおこなうような授業を考えている。この問いか

　けは、とりあげる多様な生態系と環境の個別性のなかで問題意識を拡散させることを避けるためでもある。

履修上の留意点

　授業の目標で述べたとおり、自学を進める意欲をもってほしい。放送教材、印刷教材だけでなく、授業の中で示される文献資
　料、および文化人類学の基礎的な文献について、一定程度の自習が必要とされる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師’名

（所属・職名） （所属・職名）

環境問題に文化人類学はどのように接近できるかについて
導入の講義。文化の中核である生についての価値、生活

1
環境問題への文化人
ﾞ学的アプローチ

様式と自然（生態）環境との関係、相互のフィードバックに

ﾂいて考え、文化にとっての環境変化の意味を探る。 内堀基光
内堀基光

{多俊和

【キーワード】

文化、生活様式、環境変化、生態

比較的身近な日本の環境問題を具体例としてとりあげ、課
題の全体像を描く。地域（北海道、沖縄）からの視点を生か

す。二風谷地域のアイヌ民族伝統的生活空間イオルを主

2

列島の両端：沖縄の
ｩ然環境、北海道ア
Cヌ民族の文化環境

題に戦前環境の「復元」と、イオルをめぐる社会的環境考察

ｷる。沖縄で気候変動の変動が珊瑚礁におよぼす生物学
Iな影響と、珊瑚礁の変化による地元の生業活動や観光と
｢う社会的な側面を取りあげる。

本多俊和 本多俊和

【キーワード】

アイヌ、沖縄、地域文化、イオル、珊瑚礁

都市は現代の人類にとって重要な生活環境である。人類文
明史における都市の意義から論をはじめ、南アジア、アフリ

カの都市生活の環境問題を取りあげる。都市の生活形態そ

3 都市環境と都市文化 のものがもたらす環境汚染と、それを解決するための生活
ﾀ践を見る。

内堀基光 内堀基光

【キーワード】

都市、文明、アフリカ、アジア、衛生
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当レ
u　師　名
i所属・職名）

4
’生活用水および大気

ﾆ居住環境

飲用水と生活用水の確保は、生存にとって重要な問題であ
驕B水は環境中の自然循環に由来するために、病原性をもつ微生物や化学物質を含む可能性がある。人類はそれぞ

黷ﾌ社会ごとに、飲用あるいは生活に利用するのに「適し
ｽ水」と「適さない水」を区別し、生物学的・文化的に安全な

?�?pできるような仕組みを作り上げてきた。大気は、温

g化・オゾン層の破壊などによって人類全体の環境問題と
ﾈりつつある。この問題に人類学はどのような貢献ができる
ｾろうか。

yキーワード】

�ｿ水、生活用水、温暖化、大気、共有地の悲劇

　　臨

~崎昌裕
i東京大学医
w系研究科・
y教授）

梅崎昌裕

5
、

自然災害と環境激変
ﾉたえる生活と文化

地震、火山噴火などの大自然災害による環境の激変に住
ｯはどう対処したか6そのなかで文化はどういう役割を果た
ｵえたのか、あるいはこうしたカタストロフィックな事態のなか

ﾅ、文化はどのような変容を強いられたか。古代における自

R災害への対応や、自然災害と文明の盛衰についても考
@する。

yキーワード】

n震、火山噴火、自然災害、アエタ、文化の自覚化

稲村哲也
i愛知県立大

w国際文化
､究科・教
�j

@　秘

稲村哲也

6
極北地帯の環境：イ
kイト社会と気候変動

極北の事例として、北部グリーンランドの採集狩猟社会と、
?買Oリーンランドの農業・ヒツジ放牧に気候変動（「温暖

ｻ」）がおよぼす影響を比較する。この章では、自然環境と

ｶ化・社会的な環境を歴史的な視点から現代の気候変動
�lえる。

yキーワード】

ﾉ北、気候変動、文化・社会環境、経済

本多俊和 本多俊和

7 病気と環境

近代では、地球上における人の流れが加速されたことによ

閨A地域生態系ごとの問題であった感染症は地球規模の疾
ｳとなった。食生活および身体活動パタンの変容により、心

穴ﾇ疾患など生活習慣と強い関連をもつ疾患が増加した。
{章では、極北イヌイトと南太平洋住民に焦点をあてなが．

轣A人類が経験してきた近代化あるいは近代医療の受容と
ｾ病構造の変化のプロセスを紹介する。

yキーワード】

注N、病気、近代化、近代医療、南太平洋、極北

本多俊和

~崎昌裕
本多俊和

~崎昌裕

8

　　〕

ﾍ川と湖沼をめぐる
ﾂ境問題と生活文化

河川と湖沼という陸水をめぐる環境問題と住民の社会文化

ﾌ変容を、利水、治水という人間の経済活動との関連を中
Sに論ずる。歴史的に長い視野を含みつつ、現代の文脈
ﾅは途上国における開発問題との関連で、東アジア、東南
Aジア、アフリカなどの地域における事象を具体例として取
閧?ｰる。

yキーワード】

､水、アラル海、灌概、水力社会、開発環境

内堀基光
内堀基光

~崎昌裕

9
山岳地域の文化と環

ｫ問題

アンデスとヒマラヤを取りあげ、多様な環境を内部に有する

R岳地域の伝統的な環境利用システムの特徴、複雑で多
lな背景を有するグ：ローバルな環境問題、ローカルな環境

竭閨Aその相互関係などを検討する。

yキーワード】

R岳、熱帯高地、アンデス、ヒマラヤ、ラクダ科動物、ヤク

稲村哲也 稲村哲也
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国境をはさんで隣…接し、異なる社会体制と歴史をもつモン

ゴル国と中国内モンゴル自治区をとりあげ比較する。乾燥

地域に適合した持続的な生業としての遊牧が、近代化や国
の政策によって変化し、それが環境問題にどのような影響

10
草原と砂漠における

ﾐ会文化と環境問題
を与えたか。また環境問題に対処する政策が社会にどのよ
､な影響を与えたかを考察する。

稲村哲也 稲村哲也

【キーワード】

草原、砂漠、モンゴル、内モンゴル自治区、遊牧、生態移

民

森林の保全と地球環境全体の関連を概括し、また人類と森
林の関係史を概略する。そこから、熱帯林と北方林に居住
する狩猟採集民、農耕民の生態環境利用に論を進め、森
林の減退がその生活文化に与えている影響を考える。森林

11 森林の環境と文化 資源の利用に関わる政治的諸主体と現地社会との交渉に
?ﾚする。

内堀基光 内堀基光

【キーワード】

商業伐採、焼畑、狩猟採集民、熱帯林、亜寒帯林、政治生

態学

自然資源を維持しながら地域の経済にも貢献するエコツー
リズムは、現地の社会の伝統的知識を生かしっっ展開され
てきたが、外部者からの当該社会と文化への直接的な影響

12
エコツーリズムと地域

ﾐ会

がみとめられる。世界のエコツーリズムを事例にして、その

?ﾊにある現地社会の具体相を考察する。

yキーワード】

池谷和信（国

ｧ民族学博
ｨ館・教授）

池谷和信

エコツーリズム、伝統的知識、環境保全、生態資源、地域

経済

人類はこれまで食肉用を中止tんとして毛皮や薬など、様々
な形で野生動物を利用してきた。その結果、絶滅したり、稀
少動物となった種も少なくない。その一方、世界中で獣害も

問題となっている。ここでは野生動物と地域住民、ひいては

13
野生生物と人びとの

驍轤ｵ
人類との共存の可能性を、住民の視点から考える。ここから

ﾂ境としての生物界と、生き物にとっての環境としての人間
池谷和信 池谷和信

存在という対称性の観点に導く。

【キーワード】

野生動物、獣害、毛皮交易、食文化、狩猟

環境破壊、環境劣化を引き起こす諸活動に対抗して、その
保全をめざす諸主体のあり方を探る。地域社会の文化に対
して、イデオロギーの面を含め、国際組織、NGO、政府機

14
環境保全をめぐる政

｡と社会
関など組織体の文化というべきものがそこにある。 池谷和信 池谷和信

【キーワード】

政府、国際組織、NGO、住民コミュニティ、環境イデオロ

ギー

まとめ：主任講師2名と担当講師1名による鼎談を軸に講義
全体を総括する。環境を、人間にとっての環境としてだけで
なく、他の生物種にとっての環境としても見るという拡大した

15
人類の生存圏と人類

ｶ化

視野をも取り入れることにより、地球上における人類の生存

翌ﾌあり方に注目し、現在の環境問題が人類の将来にどの
謔､な意味をもつかを考える。

内堀基光

{多俊和

本多俊和

r谷和信
燒x基光

【キーワード】

地球環境、生存圏、人類文化、生物種としての人類
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目　㍉ 科目

Rード 8940568
履修

ｧ限
無、

単位
2

科目名（メディア）　＝ 哲学史における生命概念 （’　10）　一　（R）

〔主任講師（現職名）　：佐藤康邦（放送大学教授） ）

講義概要

　今日、学問の世界に限っても、様々な領域で生命、生、命という言葉が問題とされている。分子生物学を初めとした生命科学の
　新たな展開、臓器移植技術の開発、また、生命を脅かす環境問題の深刻化等の現象がそのきっかけとなっているとも考えられ
　る。しかし、それとは別に、古代以来、生命の問題は哲学の重要な領域であった。とりわけ、近代においては、哲学的生の概念一
　が、学問の世界における近代科学の支配に対する何らかの反発の文脈で主張されてきたということもある。そのことをふまえて、
　生の概念を軸として、哲学というものを捉え直してみる。

授業の目標

　生概念を中心に据えた上で、西洋哲学史に関する基本的理解を得られることを目指す。たとえば、近代哲学を代表するカント
　の哲学。体系を構成する批判哲学の場合、第三番目の『判断力批判』になってようやく生命の問題が出てくるが、それはどのよ
　うな理由からなのかの理解を目指す。まZc、ニーチェやベルクソンにおける生の概念の近代科学にとっての挑戦的意義を明らか

　にするとともに、それら哲学的生概念の科学論的意義の理解を目指す。

履修上の留意点

　この科目で、哲学的生の概念が検討される際、今日の生命にまつわる諸問題は意識されているとは言え、授業の基本は、あくま
　でも正統的な哲学の研究を目指すものである。したがって、近代哲学を中心にした哲学一般に関する興味と基礎的な知識が必
　要となる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

序章では、生命という主題を哲学の立場から取りあげること

の意義について考察する。それに続いて、古代ギリシア人

1

序章と古代ギリシア

N学における生命概
O（1）一神話から哲

がいかなる形で生命を捉えたのかを見る。ホメロスの神話か
邇nめ、ソクラテス以前の古代ギリシアの生命観の検討が行
墲黷驕B

佐藤康邦 佐藤康邦

学へ 【キーワード】

（序章）生命「ミュンヒハウゼン・トレンマ」

（第1章）神話、有機体論、プネウマ、アナクシメネス、ヘラク

レイトス、プシュケー、アトム論　　　　　　　　　，

まず、プラトンにおけるイデア論に着目する。次にアリストテ

2

古代ギリシア哲学に
ｨける生命概念（2）一プラトンとアリストテ

レスの形相因、目的因、エンテレケイア等の概念に即して、

ｻの有機体論的性格を検討する。最後にガレノスに言及す
驕B

佐藤康邦 佐藤康邦

レス 【キーワード】

イデア論、霊魂、ピロソフィア、ピュシス、形相因、資料因、

作用因、目的因、エンテレケイア

ガリレオ、デカルト、ベーコンの時代は科学革命の時代であ

り、機械論に先導された近代科学の登場の時代であった。

近世哲学における機
そこでは、生命も、また、機械論の原理によって探究され、

ｻの成果がいわゆる「動物機械論」として現れた。ここでは

3
械論と有機体論（1＞一レオナルドとデカル

それに先行するレオナルド・ダ・ヴィンチの解剖学も検討す
驕B

佐藤康邦 佐藤康邦

ト
【キーワード】

四割学、絵画、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ミクロコスモス、動

物機械論、デカルト、延長実体、還元主義
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

機械論的自然観への反駁の例をパスカルとライプニッツに

近世哲学における機

見る．あわせて、その現代における、有機体論、目的論についても考える。

4 械論と有機体論（2）’ 佐藤康邦 佐藤康邦

一機械論への反駁 【キーワード】

機械論、繊細な精神、i幾何学的な精神、目的論、モナド、
rF、

ニーダム、有機体論

ヒューム晩年の宗教論における目的論の扱いを見る。それ
とカントとのつながりを検討する。

5 ヒュームからカントへ 佐藤康邦 佐藤康邦
【キーワード】

スコットランド倫理学、単純印象、想像力、自然宗教、自然

神学、『純粋理性批判』、アプリオリな総合判断、悟性

カントの批判哲学を、有機体の理論である目的論との関連
の観点から検討する。ここでは、『純粋理性批判』と『実践理

目的論の観点から見 性批判』が検討の対象となる。、

6 た『純粋理性批判』と 佐藤康邦 佐藤康邦
『実践理性批判』

【キーワード】

理論理性、統覚、超越論的論理学、超越論的弁証論、アン
チノミー、実践理性、徳と幸福、神の創造目的

まず『判断力批判』の全貌が検討される。その上で、第一

部、美的判断力の批判の検討に入る。とりわけ、構想力が

7
『判断力批判』の研究

i1）一美と構想力

検討の対象となる。

yキーワード】

佐藤康邦 佐藤康邦

判断力、美的（直感的）判断力、趣味判断、美、構想力、美

的（直感的）規準理念、崇高

『判断力批判』における有機体論が検討される。とりわけ目

的論との関わりで検討される。
『判断力批判』の研究

8 （2）一自然の合目的

ｫ
【キーワード】

ﾚ的論的判断力、客観的合目的性、内的合目的性、自然

佐藤康邦 佐藤康邦

目的、一個のシステムとしての全自然、根源的有機体、

オートポイエーシス

『判断力批判』における反省的判断力の問題が主題的に検
討される。それを通して、ハイデッガーの解釈学的循環との

9
『判断力批判』の研究

i3）一反省的判断力

つながり等、後代の哲学との関わりについて考察する。
佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】

反省的判断力、規定的判断力、アンチノミー、偶然、直観

的悟性、全体、部分、解釈学的循環

『判断力批判』の終結部分で論じられている世界の究極目
的について検討する。それと並んで『判断力批判』の後代

『判断力批判』の研究 における継承の過程が検討される。美と生命が哲学の主題
（4）一世界の究極目 となることの意味を確かめる。ついで、ヘーゲルの成立過程

10 的 と『自然哲学』が検討の対象となる。 佐藤康邦 佐藤康邦

ヘーQルにおける生
命概念（上） 【キーワード】

究極目的、最終目的、道徳神学、ドイツ観念論、シェリン
グ、『手ンチュクロペディー』、「自然哲学」
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヘーゲル哲学における生命概念の意義が『精神哲学』の社
会哲学に即して検討される。さらに、『論理学』についても

11
ヘーゲルにおける生
ｽ概念（下）

生命の観点から検討される。
佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】

「精神哲学」、家族、市民社会、国家、労働、教養、部分、

四肢、「論理学」、推理、必然、偶然、自由

ヘーゲルの体系を最後として、哲学は人文科学の一領域
に閉じこもることになる。それ以降、哲学における生命概念

8 は、物理学に指導された近代科学への反発という動機を

12
ニーチェの生哲学
i1）一力への意志

伴って展開されることになる。その代表的例としてニーチェ

ｪ扱われる。 佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】

生哲学、ルサンチマン、パースペクティヴイズム、力への意

志、永遠回帰、超人

ニーチェの哲学を、音楽との関係を通じて検討する。リビア
ルト・ヴァグナーの芸術が取りあげられる。

13
ニーチェの生哲学
i2）一哲学と音楽

佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】

リヒアルト・ヴァグナー、ディ三三ュソス的、・バイロイト、『トリス

タンとイゾルデ』、無限旋律、フルトベングラー、『カルメン』

ベルクソンの生哲学を概観する。特に、生概念を進化論と
の関係のもとで扱う。また、ともすれば、反科学的と受け取ら

れがちの生哲学と科学との対話を模；索する。
14 ベルクソンの生哲学 佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】　　　　　　　　　　　　　　エラン．ヴノタ＿，レ

直観、時間、空間、純粋持続、創造的変化、生命の跳躍、
エントロピー

構造主義は、文化系の学問として展開された。しかし、その
構造概念は、20世紀後半には、生物学者の注目するところ
となった。ここでは、その＝構造概念を介しての、文化科学ど

15 構造主義と生命科学 自然科学の対話の例を追ってみる。 佐藤康邦 佐藤康邦

【キーワード】

構造主義、構造、形態、レヴィ＝ストロース、民族学、象徴ぐ

図式、言語、ネオ・ダーウィニズム
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事務局
記載三

三
三

冠
年 2010年度

目
分

科
区 大学院科目

目
ド

科
， 8940541

修
限

羽
冠

無 繋 2

科目名（メディア）　：＝ 東アジアの歴史と社会 （’　10）　＝＝　（TV）

〔主任講師（現職名）：吉田光男（放送大学教授） ）

講義概要

　中国と朝鮮を舞台にして、4人の講師が、各自の研究テーマに基づいてオムニバス形式で講義を行う。学説史・研究動向・史料
　的状況を基礎として、史料を用いた研究の方法を、具体的な事例の読み：解き方を基礎として展開する。定説や通説を無批判に’

　自明の理とすることなく、史料に基づき、社会学，経済学・人類学・文学など隣接諸分野を含めた新たな理論や方法論を取り入

　れてより豊かな歴史像を描き出す道を探求する。

授業の目標

　講師ごとに提示される、歴史研究の多様な方法や視点を学び、東アジア史研究の最前線がどのような研究をしているのかを理
　解するとともに、史料批判と史料読解に基づく歴史研究の方法を身につける。また、現代の国家的枠組みにとらわれない、時代

　的実態に合わせたフレキシブルな地域理解を目標とする。

履修羅の留意点

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

上田信（立教 上田信（立教

本講座で検討対象とする東アジア（中国る朝鮮）史の研究 大学・教授） 大学・教授）

方法について、中国史・朝鮮史を専門とする4人の講師が 鶴間和幸（学 鶴間和幸（学

それぞれの立場から論じる。従来の研究を基礎としながら、 習院大学・教 習院大学・教

1
総説一束アジア史を

､究する視点

第2章から始まる各論を見すえて全体像を提示し、実際の
激Aジア史研究をどのように行うかについて示していく。

授）

ｴ谷弘（東京
o済大学・教

授：）

ｴ谷弘（東京
o済大学・教

授） 授）

吉田光男（放 吉田光男（放

【キーワード】方法、史料、理論、環境
送大学・教
�j

送大学・教
�j

中国文明の舞台は黄河と長江が作り出した平原にある。そ

の自然環境の変化と地域文化の多様性に注目しながら、

2

中国文明から東アジ

A文明へ一文明の多
l性と多元性

中国文明が東アジア文明として広がっていくことを見てい

ｭ。紅山遺跡の玉器と三星堆遺跡の青銅器を素材として取
闖繧ｰる。

鶴間和幸（学

K院大学・教
�j

鶴間和幸（学

K院大学・教
�j

【キーワード】黄河、長江、良渚文化、紅山文化、星堆遺跡・

中国史上最初の帝国と皇帝の誕生の歴史を資料に基づい
て見ていく。始皇帝の秦時代の暗殺未遂事件の解明、統

3
古代中華帝国の成立一三皇帝の時代 一項の巡行と三石（顕彰碑）の検討を中心に進めていく。基

{文献である『史記』への見直しでもある。

鶴間和幸（学

K院大学・教
�j

鶴間和幸（学

K院大学・教
�j

【キーワード】『史記』、画像石、統一、巡行、刻石、始皇帝

陵　　　　　　　’
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
階唐帝国一束アジア
｢界における古代

秦漢帝国に続く階唐帝国を東アジア世界から見ていく。内

､の帝都長安も実は東方の平原や東アジアの海域とつな
ｪっていた。高階使や遣唐使の海域の海路と中国の運河
ﾌ水運ネットワークの結びつきなども解明していく。

yキーワード】関朧集団、長安、運河、遣唐使、埋葬高、新

?A東アジアの海

鶴間和幸（学

K院大学・教
�j

鶴間和幸（学

K院大学・教
�F）

5
モンゴル帝国以後の

C域アジア史

13世紀以降、中国の歴史を、東シナ海・南シナ海・インド洋

ﾆ連なる海域アジアとの交流のなかで、大局的に把握す
驕Bそこに活躍する人々の姿を、歴史として見るためには、
ﾇのような方法があるのだろうか。科学を標榜する歴史学は「英雄史観」から脱却するために、人物を描くことに消極的

ﾅあった。一一個の人物の多様な側面を、史料を通じて客観

Iに把握するめための方法を提示する。

yキーワード】生態環境史、文明の生態史観、文明の海洋

j観、人格の標識

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）

6
碑文を通してみる明

奄ﾌ世界一鄭和

七回にわたる大航海をしたことで知られる温和は、雲南のムスリムの家に生まれた。明軍の雲南攻略のなかで去勢さ

黶A明朝第3代の皇帝・朱様（永楽帝）の三図となった鄭和
ｪ、なぜ大航海の率いることになったのか。この航海がその

繧ﾌ中国に残したものは何だったのか。鄭和に関する碑文
�ﾇみ解くことで、明らかにしてゆく

yキーワード】明朝、海禁政策、朝貢、宙官

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）

7

武装海洋商人の世界一王事

新安商人として知られる商人グループの故郷・徽州で生ま

黷ｽ王直は、なぜ倭逡の統領として名を歴史に留めること
ﾉなったのか。三三本人が記したとされる上訴を読み解くこ
ﾆで、考察していく。明朝・ポルトガル人・日本人など、立場

�ﾙにする人々が記した史料から、日本に拠点をおいた心
sの実像に迫る。また、今日における日中間の人物評価の
痰｢にも目を向ける。

yキーワード】後期倭逡、、王直上訴、稚子島への鉄砲伝来

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）

@　　砂

8
清朝の勃興と海域ア

Wアの変容一三成功

日本人を母に持ち、中国海洋商人を父とする鄭成功がどの
謔､なヴィジョンを持っていたのか、オランダ語史料に残され

ｽ鄭成功が出した布告を手掛かりにして迫る。また、「実録」

ﾆ呼ばれる史料の読み方を示す。

yキーワード】平戸、海洋商人、オランダ東インド会社、思子

Iワン、実録の読み方

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）

9
清代行政文書から見
ｦる社会一陳弘謀

清代を通じて最も有能な地方官僚の1人として知られる陳
O謀は、詳細な行政文書を後世に残した。この文書を読み
�ｭことで、18世紀の人口爆発に清朝がどのように対応しよ
､としたのか、地方の情報を官僚がどのように把握していたのか、地方官は皇帝とどのような関係を持っていたのか、具

ﾌ的に知ることができる。海域アジアに在住する華人への
ｭ策をめぐる公文書を読む。

yキーワード】科挙、地方官、人口爆発、食料輸入清船行政

ｶ書

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10

近代世界システムと
?争黹Eィリアム＝

Wャーゲイン

アヘン戦争の仕掛け人として、中国史に悪名を残すジャー
fィンは、スコットランドで生まれ、イギリス東インド会社の船

繧ｩらカントリー・トレーダーに転身、三葉とアヘンの交易で

?�ｷる。彼が創立したジャーディン・マセソン商会は、ア

Wア有数の商社として、発展を遂げる。転機となったアヘン

岺?�A書簡から読み解いていく。

yキーワード】イギリス東インド会社、アペン戦争、ジェントル

}ン資本主義

上田信（立教
蜉w・教授）

上田信（立教
蜉w・教授）

11
高麗と元帝国・東ア

Wア

モンゴルと高麗の間は、支配服属関係で語られる。しかし、

w寘痩､は元の王女を妻にむかえ、元王室の婿として鮒
n高麗国王という特殊な地位を得た元王室の一員の地位
ﾉもあった。元の強大な軍事力による東アジアの変動の中
ﾅ高麗のとった外交政策が可能だった背景を探り、朝鮮史
ｿを中心として考察することによりし、日本・中国から見たの

ﾆは異なった東アジア史像を構想する。

yキーワード】モンゴル、元、高麗、元応、支配、服属

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

12
東アジアの国際関係
ﾆ近世の朝鮮

近世の日朝関係において、朝鮮王朝から江戸幕府に派遣
ｳれてきた通信使が注目されている。東アジアの外交現場
ﾅ、お互いめ利益をかけた戦いが繰り広げられていた。さら

ﾉ朝鮮は清に燕行使を派遣し、北方の安定化もはかってい
ｽ。それぞれがどのような思惑で国際関係を結んでいった
ﾌか、日本・朝朝・中国の史料を対比しながら、同時代の歴
j的リアリティーに迫る方法を探求する。

yキーワード】通信使、燕行使、外交、下館、交隣、清

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

13
戸籍で見る朝鮮の近

｢社会

朝鮮王朝は14世紀末の創建以来、3年ごとに全国一律の
Z民調査を行い、戸籍大帳というかたちでまとめていた。こ
ﾌ戸籍大忌を資料として用いて、朝鮮近世社会の実態を人
福�ﾊして探求する。また、歴史学における通説的理解の
ﾅきかたと問題点、その批判と克服の方法について提示し

ﾄみる

yキーワード】人口、身分、両班、通説、戸籍、歴史人口学

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

吉田光男（放

卵蜉w・教
�j

14 植民地期の朝：鮮

朝鮮における植民地支配の歴史を取り上げ、欧米の植民
n支配との比較、産米増殖計画、植民地工業化の意味、
A民地都市の形成、皇民化政策などの問題について、史
ｿや統計を示しながら具体的に検討する。また、解放後の
�jとの関連や、現代からの視点も意識して取り入れる。

yキーワード】植民地産米増殖計画植民地工業化植民
n都市皇民化政策

橋谷弘（東京

o済大学・教
�j

橋谷弘（東京

o済大学・教
�j

15
アジアNIESとしての

ﾘ国

20世紀後半の世界史特徴づけるアジア工業化の一環とし
ﾄの韓国の工業化の歴史を取り上げ、欧米や日本の工業
ｻとの比較、アジアNIES（新興工業経済地域）の工業化プ
鴻Zスの特徴などについて、史料や統計を示しながら具体
Iに検討する。また、「ポストアジアNIES」ともいえる80年

繹ﾈ降の展開についても考察する。

yキーワ「ド】工業化アジアNIES輸出志向外資導入
J発独裁　　　　　　　　　　　　　　‘

橋谷弘（東京

o済大学・教
�j

橋谷弘（東京

o済大学・教
�j
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＝＝ ¥象文化研究（‘06）＝（TV）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

：：渡辺保（演劇評論家）　　〕
：小林康夫（東京大学大学院教授）〕

：石田英敬（東京大学大学院教授）〕

全体のねらい

新しい角度からの表象文化研究。本年度の新機軸は表象文化研究を美術、建築、膨刻、文学、演劇、音

楽、．映画の各分野を拡大し、かつ、平易に現代的に学生に理解されるように企画した。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

表象の舞台（1） 「ラス・メニナス」をめぐって。 小林康夫 小林康夫
ベラスケス「ラス・三三ナス」。ミッシェル・フー （東京大学 （東京大学

コー「言葉と物」。表象の問題の一般的設定。主体 大学院教 大学院教
の問題。空間の問題。近代の問題。演劇性。表象装 授） 授）

置。身体。 石田　旧臣
1 表象文化研究のキーワード解説。 （東京大学

大学院教
授）

渡辺　　保
（演劇評論

家）

近代の閾 1　ディドロと『百回全書』 青山　昌文 青山　昌文

一近代の乗り越 2　存在と表象がずれる以前 （放送大学 （放送大学

えとディドロー 3　『百科全書』における全体性と普遍性 教授） 教授）

2 4　カントを乗り越えるディドロ

表象の舞台（∬） マネの作品（「草上の昼食」、「オランピア」、「鉄 小林康夫 小林康夫
道」、「フォリーベルジェールのバー」など）をめ （東京大学 （東京大学

ぐって。スキャンダルとモデルニテ。「世界の首都」 大学院教 大学院教
3

パリの成立。鉄とガラスの都市。フラヌール。都市 授） 授）

のなかの出会い。　「表象」から「投影（プロジェグ

ション）」へ。無意識のイマージュ。

詩と記号 マラルメからソシュールへ： 石田　英敬 石田　英敬
マラルメの詩と「言語の学」の構想を、文字・活字・ （東京大学 （東京大学

書物・言語の問題をめぐって概説したのち、ソシュ 大学院教 大学院教
4 一ルの記号学がどのように19世紀の言語と表象の 授）’ 授）

問いを転換させたのか、「一般言語学講義」と「ア

ナグラム」研究にかけちれていた表象批判の問題系
を解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

文化装置の誕生 1　都市と表象装置 青山　昌文 青山　昌文

一表象の政治性 2　広場・街路・劇場 （放送大学 （放送大学

5 一 3　塔と超高層ビル 教授） 教授）

4　美術館の誕生と現在

伝統と近代（1） 演戯における近代と伝統的な古典劇の表象の分析b 渡辺　　保 ＝渡辺　　保

一九代目団十郎 明治の名優九代目団十画面、近代にふさわしい歴史 （演劇評論 （演劇評論

6 の試み一 劇としていわゆる「活歴」をはじめた。その成功と 家） 家）

失敗の両面を分析する。

伝統と近代（II＞ 明治二十七年七月、日清戦争がおきる。この戦争劇 渡辺　　保 渡辺　　保

一九代目団十 が流行。九代目は、これによって川上音二郎の戦争 （演劇評論 （演劇評論

7 郎・挫折と回帰 劇に敗退して古典に回帰する。その挫折と回帰を通 家） 家）

一 して近代の意味を問う。

表象の舞台（皿） 「大ガラス」をめぐって 小林康夫 小林康夫
マルセル・デュシャンの作品（「階段を降りる裸体」、 （東京大学 （東京大学

「彼女の独身者たちによって裸にされた花嫁、さえ 大学院教 大学院教
も」、「泉」、「遺作」など）をめぐって。キュビ 授） 授：）

8 ズムとフォービズム。　「表象」から「構成（コンポ

ジション）」へ。無意識の欲望。レディーメイド。

オブジェ。シュールレアリズム。「ナジャ」の物語。

マニフェストの時代。見る装置。

女性作家と身体 「身体の美の歴史」とは、とりわけ「女性の美」の 工藤庸子 工藤庸子
問題だった。堂々と「男性の美」を鑑賞してしまつ （放送大学 （放送大学

た女性作家の身体性とは、いかなるものか。舞台か 教授：） 教授）

ら写真、そしてラジオまで、あるいは美食からファ
9 ッションまで、貧欲に20世紀の前半を生きぬいて、

国葬という儀式によって顕揚されたコレットを素材

とし、市民社会におけるジェンダー構造の変容とい

う新たな問題系を浮上させる。

映像の時代 19世紀末にフランスで発明された映画は、またたく 野崎　　歓 小林康夫
一映画と越境の 間に国境を超えて広がり、物語装置として成長をと （東京大学 （東京大学

体験一 げた。ハリウッド的「夢の工場」の強大化による、 大学院准教 大学院教
映像文化の画一化が進む一方、さまざまな「新しい 授） 授）

10 波」が今もなお、映画の可能性を問い直し続けてい 野崎　　歓

る。映像の時代を担い続ける、映画に固有のダイナ （東京大学

ミズムを明らかにする。 大学院准教
授）

音楽の解体 20世紀に入って、音楽の分野では「音楽の解体」 笠原　　潔 笠原　　潔

が起こったといわれる。そのようにいわれる理由は （放送大学 （放送大学

どこにあるのか、また、音楽は20世紀に入って実 教授） 教授）

11 際どのように変質したのか、19世紀以前の「調性」

音楽の「機龍和声体系」にまで遡って考察する。、
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

表象の舞台（rv） 「マリリン・モンロー」をめぐって： 小林康夫 小林康夫
ウォホール・ニューヨークの時代。芸術が記号化す （東京大学 （東京大学

ることと「記号化した現実」との関係を、ウォホー 大学院教 大学院教
12

ルに代表されるポップ・アートの表象戦略を解説し 授） 授）

つつ解き明かす。 石田　英敬 石田　英敬
（東京大学 （東京大学

大学院教 大学院教
授：） 授）

表象メディア論 TVの表象文化研究：・ 石田　英敬 石田　英敬
1 日常生活がテレビという記号装置によって作り出さ （東京大学 （東京大学

13
一テレビを考え
驤

れる私たちの世界の表象を、マクル三三ン以後のメ
fィア論を紹介した上で、テレビ番組の蓑象分析の

大学院教
�j

大学院教
�j

具体例を提示しつづ分析する。

表象メディア論 メディアとコンピュータの表象世界： 石田　英敬 石田　英敬

H サイバースペース上に成立するヴァーチャル・リア （東京大学 （東京大学

一コンピュータ リティがもたらした表象世界とはどのようなもの 大学院教 大学院教14
一 か。コンピュータ・アートの作品にみる表象作用を 授：） 授）

分析することによって明らかにする。

文化創造の現場 表象文化研究の現在： 小林康夫 小林康夫
へ 19世紀からの現代の表象文化を通時的に振り返り、 （東京大学 （東京大学

一来るべきもの 21世紀の文化の行方を表象文化論の視点から展望 大学院教 大学院教15 のために一 する。 授） 授）
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科目名（メディア） ＝　地域文化研究皿（‘07）＝＝（TV）
　　＼一ヨーロッパの歴史と文化一

〔主任講師（現職名）
〔主任講二師（現職名）

草光　俊雄（放送大学教授）〕
宮下　志朗（放送大学教授）〕

講義概要
　これまでヨーロッパの歴史は各国別に分断され、それらを一冊にまとめて論じるということが多かった。外

交や戦争を扱うときには勿論他国との関係が論じられるが、それもあくまでも一国の歴史という脈絡のなかで

しかなかった。しかしヨーロッパはいろいろな意味で、考えられる以上に有機的につながっている。ギリシア・

ローマの古典文化、ゲルマン民族、キリスト教という三大要素ばかりでなく（民族的、宗教的にももっと複雑
ではあるがプ、古くからヨーロッパの人々は旅をし、知見を広め、自国の文化のなかにヨ・・一・一・…ロッパという普遍

的なものを作り上げてきたと言っても良い。本講義ではそのようなヨーロッパの歴史のなかからいくつかのテ

ーマを選び、国境にまたがる地域に広がる、国境を越えた文化を採り上げる。それはあるときには空間を支配

する関係についてのネットワーク論であり、人やモノの移動や交流、交換と流通を考える社会史や文化史でも

ある。またヨーロッパが非ヨーロッパと出会ったときに自らのアイデンティティをどのように築いていったか・

そしてそれがヨーロッパの地球規模での進出にどのような役割を果たしたのか、といった点にもふれて考えて

みたいと思う。

授業の目標
　当然のことながら、包括的なヨーロッパの歴史を学習することが目標ではない。授業で採り上げるテーマを

一つのきっかけ、あるいは参考にして、学生のみなさんが自らの関心で越境する文化について調べたり書いた

りしてくれることを望んでいる。放送授業や教科書にはそのためのいくつかの方法やヒントをちりばめておく

つもりである。

執筆担当 放送担当
回’ テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

イントロダクシ 授業の全体のテーマを紹介し、ヨーロッパの歴史を 草光俊雄 草光俊雄
ヨンー人、モノ、 見ていくなかで、人、モノ、情報などがいかに国境 （放送大学 （放送大学

情報の交流一 を越えて交流していったか、そしてそれがどのよう 教授） 教授）

1 にしてヨーロッパのアイデンティティを築いていっ

たか考えるヒントをまず提示する。 宮下志朗
宮下志朗　　　㌔

（放送大学 （放送大学

教授） 教授）

「旅人」の誕生 古来人々は戦のため（侵略や略奪、領土の拡大など） 宮下志朗 宮下志朗
はるばる遠路他国への旅をしてきた。また宗教の布 （放送大学 （放送大学

教のためあるいは商業の目的で、多くの困難を顧み 教授） 教授）

ず地球規模での旅をも行ってきた。そうした活動の

なかで得た知見は様々な形で残されている（たとえ 阜草光俊雄

ばカエサルの『ガリア戦記』、ルイス・フロイスの （放送大学

『日本史』、マルコ・ボーロ『東方見聞録』など）。 教授）

2 しかし近世になり、人々は知的好奇心のため、ある

いはたんなるレジャーのために旅をするようにな
る。旅のネットワークとはどんなものだったρだろ

うか、それぞれの旅人がどのような目的で何を発見

したのか。イギリス貴族のイ’タリアへのグランドツ

アーや、国内でも旅行家であったアーサー・ヤング

のフランス旅行などを例にとって考えてみる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国境を越える書 印刷術が誕生した次の世紀には、ヨーロッパの内で 宮下志朗 宮下志朗
物 は宗教改革が起こり、外に向かっては、大航海時代 （放送大学 （放送大学

を迎えてと、エピステモロジーの大きな変革の時期 教授） 教授：）

にさしかかる。そうした知や思想の所産である書物

の文化も発展していくが、発禁処分といった抑圧の 高宮利行
動きも強く働くことになる。そして各国語訳聖書に （慶応義塾

代表される「危険な書物」は、いわば国境の向こう 大学教授）

側で生産され、送りこまれたりする。フランスを例

3
に取れば、国境の商都リヨン、国外のアントワープ、

スイスの諸都市が、フランス語による「危険な書物

を、ときにはその信念から、ときにはビジネスライ

クに製作して、送りこむのだ。こうした動きを、の

ちの18世紀の啓蒙の時代まで射程に収めて考えて
みる。そしてまた、知的共同体としての「文芸の共

和国」を束ねる存在、つまりは「サロン」「カフェ」

の前身としての、印刷工房の役割にも注意を促した
い。

北欧一自らをど 我が国では理想的に語られることの多い北欧だ 古谷大輔 古谷大輔
う捉えてきたか が、現在の北欧ではヨーロッパ統合の進展を背景と （大阪大学 （大阪大学

い して「自らは何者であったのか」という問いを、歴 准教授） 准教授）

史のなかで省察する動きが盛んになっている。ヨー

惣ッパ世界の北の辺境に位置する北欧は、それだけ

で独特な自己意識と社会像を作り上げてきたように

見える。しかし実際には、ヴァイキング時代から現

代に至るまで、北欧と大陸ヨーロッパ世界との接触

と交渉が繰り返されてきた。北欧の歴史を振り返る

ならば、他者との接触を通じ固有の文化と外来の文
て

化を融合させて、独特な自己意識を形成するに至っ

た過程を確認できよう。この回の講義では、第一に

ヴァイキング時代以来の北欧固有の文化観と大陸ヨ
4

一ロッパ起源のキリスト教理念が融合することによ

って形成された自己意識の事例として近世のゴート

主義を、第二に西欧市民社会の理念を咀志しながら

構築され、現代へと繋がる北欧観に決定的な影響を

与えた近代のスカンディナヴィア主義を、第三に大

陸ヨーロッパ世界との駆け引きのなかで産み出され

てきた北欧アイデンティティが他者の自己理解形成

にさえ影響を与えていく事例として現代のサーミあ

るいはバルト諸国の変貌を紹介する。この回はこれ

らの事例を検討することによって、北欧の自己理解

が作り上げられる過程で、他者が果たした役割を具

体的に検討することを目標とする。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「好奇心」と「探 普通、ヨーロッパの啓蒙思想は18世紀フランスに 草光俊雄 草光俊雄
回心」一啓蒙主 始まると考えられているが、大航海時代以降のヨー （放送大学 （放送大学

義と博物館の思 ロッパがいかにして異文化にたいする好奇心を示 教授） 教授）

想一 し、探究心を持って異文化の思想や文物を収集して

いったか、そしてそれらがどのようにして体系的な 宮下志朗
知識の蓄積として新しい学問を生んでいったかを考 （放送大学

5 える。初期近代に生まれた博物館が、絶え別ない探 教授：）

至心と新しい、あるいは珍奇な知識の収集を求める

人々の活動によって成り立っていること、またそこ

には知のネットワークが存在していたことを見てい
く。

9

コレクターの誕 収集する欲望・ふるまいは、人類の属性のひとつか 草光俊雄 草光俊雄
生と芸術作品の もしれない。ここでは、「コレクション」を、流通 （放送大学 （放送大学

流通 回路とは（一時的に）引き離して、その目的のため 教授） 教授）

に特別に整備された空間で、保護・保存し、　（とき

に）他者の視線にさらすモノの集合体と定義して、 宮下志朗
考察する。すなわち、一般的な図書館のようなもの （放送大学

ではなく、特定個人の趣味・好奇心の投影としての 教授）

収集物、とりわけ芸術作事の「コレクション」を扱

馬う。近代を迎えると芸術家のパトロンが出現し、片

や作品のマーケットも生まれてくる。とりわけ商業

都市ヴェネツィアは、流通市場での影響力を強く行

黙していくし、ヴェネツィア絵画も各国のコレクタ
6 一に広がっていく。ここでは、パリ随一の優雅なコ

レクション空間である、ジャックマール・アンドレ

美術館の沿革を探り、また、イタリアにコレクター
の一族を訪ねて、芸術作品を鑑賞するとともに、そ

れらが「コレクション」として、いかなる流通・移

動の歴史をたどり、いかなる機能をはたしたのかを
検証してみる。0さらに私的なコレクションが、公的
なものになっていく一つの傾向を考え、’ 痩ﾆ規模で
の美術館の成立を、イギリスのナショナル・ギャラ

リーの館長とのインタビューを紹介する。最後にオ

一クション・ハウスのことを考える。

食文化の地政学 今日ヨーロッパの食文化は、各国ごとに、また一国 草光俊雄 草光俊雄
内でも地域ごとに特徴が見いだされる。一方、ある （放送大学 （放送大学

種普遍的とも呼べるヨーロッパ的な料理方法が存在 教授） 教授）

するのも確かである。また食事に欠かせない飲み物

も地域によって異なる。そしてそれはかっては素材 宮下志朗
の生育地域と密接に関連していた。イギリスや北フ （放送大学

7 ランス、北ヨーロッパには葡萄の生育が適さなかっ 教授）

たために葡萄酒の生産は不可能であった。そうした

地域では麦を原料とするビール、ウイスキーが主な

アルコールであったし、またリンゴからとれたサイ

ダ三三（シードル）も作られた。ヨーロッパを地政
学的に捉えて、イギリスやフランスそじてイタリア

などの食文化を考え、さらにはなぜイギリスがボル
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ドーやブルゴーニュの支配に固執したのかなどとい

つた問題を考えてみたい。葡萄酒は教会のミサに欠

かせなかったが、アルコールそのものの魅力もあっ

たであろう。放送授業ではイタリア・トスカーナの

ワイナリーを訪ねてそこで作られるワインやオリー
ブオイルについて取材したものを使う予定である。

ロシアー「大使 ユーラシア大陸の東の大国ロシアと西欧諸国、特に 土肥恒之 土肥恒之
節団」と西欧化 イギリスとの文化的接触と影響について考える。中 （一橋大学 （一橋大学

い 世に遅れてキリ、スト教国家となったロシアは、ギリ 大学院教 大学院教
シャ正教を取り入れた点で他のヨーロッパ諸国と大 授） 授）

きな違いがある。また中世都市国家を持たなかった

という点でも西欧的な市民社会形成という点で異な

8
っている。しかし16世紀半ば以降、ロシアは西欧
化を進めることによってヨーロッパの覇権を狙い始

める。とくに17世紀にピヨトーール帝はオランダ、

イギリスなどに長期旅行を行い、見聞を深めること

によってロシアの西欧化を進めようとした。授業で

は特にピヨトール帝の旅行を詳しく検討すること
で、ロシアの内部にある西欧志向とその反動である
ナショナリズムの問題を考えてみる。

旧臣と経済一三 奢修は一国の経済を大きく変化させる。さらにその 草光俊雄 草光俊雄
一ロッパ・ブラ 影響は一国を超えて広い地域に広がっていく。18 （放送大学 （放送大学

ンドの成立一 世紀のヨーロッパ1ま奢修の広がりが新しい技術を生 教授：） 教授）

み出し、その中で特産品が生まれそれがまた広く普
9 及していく。どのような技術が生まれどのような製 ゲスト：

品が生み出されたのか、この分野の世界的権威 Maxine
Maxine　Berg教授へのインタビューなどを交え、世 Berg（ウォ

界商品の成立について考える。 リック大学
教授）

異端のディアス ワルド（ヴァルド）派は、リヨンの豪商ペトルス・ 宮下志朗 宮下志朗
ボラ ウァルドゥスが12世紀に創始した、瞭罪と清貧を （放送大学 （放送大学

説く説教団である。この「リヨンの貧者」は異端宣 教授） 教i授）

告を受けて、ボヘミア、北イタリアなどに散開して

いくが、やがて衰微、フランスでは南仏の山塊の奥 草光俊雄

10
で、落ち武者のようにして、信仰の火をともしてい

ｭことになる。しかしながら、16世紀という宗教

（放送大学

ｳ授）

改革の世紀を迎えると、オリヴェタン訳仏語聖書の

刊行に関して改革派との結びつきを強め、以後はプ

ロテスタントの一翼を担っていく。こうしたワルド

派の流転を、現地調査を交えつつ報告し、宗教のネ

ットワークについて考察する。

アラビアン・ナ アラビア語の説話集『アラビアン・ナイト』は、1 杉田英明 杉田英明
イトの「発見」 8世紀初頭以来、ヨーロッパ各国語に翻訳され、ヨ （東京大学 （東京大学

・一 ?[ロッパ世 一ロバ人の東方幻想の基盤、諸芸術の霊感源として 大学院教 大学院教
11 界の東方幻想一 大きな役割を演じてきた。その受容の様相を、翻訳 授） 授）

自体に見られる改変や、文学、音楽、絵画、舞台、

映画などへの応用という視点から紹介する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

スポーツの近代 本来狩猟など上流階級の余暇の遊びであったスポー　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

草光俊雄 草光俊雄
化 ツが近代的な形をとるようになったのは19世紀イ （放送大学 （放送大学

ギリスであったが、それぞれの国々の余暇の様々な 教授） 教授）

あり方と国境を越えたスポーツへの変化を見てい
く。授業では特にテニス、ボートレース、登山を採 宮下志朗

12 り上げ、必ずしもイギリス発祥ではなかったこれら （放送大学

のスポーツがいかにイギリスにおいて近代化の道を 教授）

歩んだかを考える。また日本においてこれらのスポ

一ツがどのように受容され、どのように独自の発展

をしていったかについても見ていくことにする。

近代読者の成立 ここでは、「国境」ではなく、ことばが社会階層を 宮下志朗 宮下志朗
越境して、広がっていく様相を考察する。　r日常生 （放送大学 （放送大学

活の簡単な文章を理解し、読み書きできる15歳以 教授） 教授）

上の成人」、・これがユネスコによる「識字者」の定

義である。「読み書き能力」は、社会の安定した発 草光俊雄
展には不可欠なインフラなのである。だが日本のよ （放送大学

うな、だれもが読み書きできることが当然の国家に 教授）

暮らしていると、こうしたことも忘れがちになる。

ここでは話をヨーロッパの19世紀にさかのぼっ
13

て、読み書きの実体に迫りたい。19世紀は、人々
の読み書き能力が急速に増大した時代であって、こ

れと呼応して、新聞・雑誌、そして小説といったジ

ヤンルが発展し、社会に浸透していく。こうした変

化を、さまざまの図像や、大ベストセラーとなった

新聞小説等を見ながら確認し、読み書きの実践態（プ

ラティック）と、その研究方法などについて考えて
みたい。

アーサー王伝説 アーサー王伝説は、ローマ帝国が撤退した5世紀の 高宮利行 高宮利行
の展開 ブリテンで、北方から侵入したサクセン人に敗戦を （慶応義塾 （慶応義塾

強いられるケルト人のなかに、勇敢な戦争指揮官が 大学教授） 大学教授）

いて、後にアーサーという名前が与えられて伝説化
した。12世紀の歴史家が大いに喧伝したために、 宮下志朗
文学としてもフランスからヨーロッパ全土に広がっ （放送大学

た。その伝播にいは十字軍遠征の兵士達が一役を担 教授）

つたと考えられる。しかし、最近の映画『キング・
アーサー』に描かれたように、近年は伝説をケルト

文化ではなく、ローマ軍の傭兵となってブリテンに
14

駐屯したサルマート人求める説もある。

中世の終わりまで再話が繰り返され、長大な散文ロ

マンスが印刷されたが、近代精神の広がりとともに、

アーサー王ロマンスの不義密通や超自然的な要素は

嫌われ、忘れ去られた。アーサー王伝説がよみがえ

るのは、18世紀後半のロマン主義復興による振り

返り現象だった。19世紀の文学、絵画、音楽に題

材を提供したこの伝説は、カメレオンのように変容

しながら、20世紀の映像の時代を生き抜いた。漱
石にもすぐれた短編小説がある。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

こうした時代的にも地域的にも広がりをもつアーサ

一王伝説は、リアリズム小説の衰退とともに盛んに

なったファンタジー文学の基礎を形成している。ア

一サー王伝説の発展とその特色を探るのがこの講義
の狙いである。　　　　　　　　％

まとめ～ヨーロ 14回忌授業を振り返り、とくにヨーロッパから日 草光俊雄 草光俊雄
ッパから日本へ 本への旅を考えてみる。キリスト教の伝来と「かく （放送大学 （放送大学

の旅～ れキリシタン」、オランダ東インド会社、日本の近 教授） 教授）

15 代化などをヨーロッパとの関係で考える。

宮下志朗 宮下志朗
（放送大学 （放送大学

教授） 教授）
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事務局
記載欄

三
度

三
年 2009年両

目
分

科
区 大学院科目

目
ド

科
， 8940509

修
限

履
制 無

靴
数 2

科目名（メディア）　＝・ 日本の歴史と社会 （’・09）　＝＝　（R）

〔主任三二師（現職名）：五味文彦（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：杉森哲也（放送大学教授：）

h
ー
ノ
〕

講義概要
　この講義は日本の歴史と社会を、都市という切り口から探ってみるものである。都市は政治・文化・社会の結節点にあることか
　ら、その都市の成立と展開の歴史を古代から現代にいたるまで探って、まず日本における都市社会の展開の道筋を追い、さら

　に建築空間の様相から都市の新たな展開の方向性をも捉える。

授業の目標
　　日本において都市がどのように形成されてきたのか、都市が歴史的社会のありかたをいかに映し出しているのか、都市に凝縮
　された様々な社会関係はどうあったのか、日本の都市はどのような特色を帯びているのか、また今後、都市はいかなる方向をめ

　ざしているのか。これらの課題を考える材料となることをめざす。

履修上の留意点

　蒋にないが、学部の日本史関連の科目もあわせて学習することを希望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
総論一日本の都市と
ﾐ会一　　　・

日本において都市がいかに形成され、どう展開していった
ﾌかという問題を考える。これにより都市の視点から歴史と

ﾐ会・文化とのかかわりを多角的に探ることの意味を提示し

ｽい。

yキーワード】

s市論

五味文彦（放
卵蜉w教授）

五味文彦（放
卵蜉w教授）

2 日本古代の飛鳥

5～6世紀の日本はヤマト王権の勢力が各地に伸張し、
ｩ鮮：三国に対抗しうる存在となった。都城成立以前のこの

條冾ﾍいわゆる歴代遷宮の時代であり、激権の拠点となる
{格的都市は建設されていない。しかし7世紀になって宮
ｪ飛鳥に集中すると、飛鳥には次々に宮殿や寺院などの
�I施設が造営され、次第に政権拠点としての形を整えて
｢った。その姿は、天皇家と蘇我氏との間の権力抗争の姿
ﾅもあった。

yキーワード】

h我氏と飛鳥寺、飛鳥の諸学、飛鳥浄御町宮、飛鳥の公

I施設

北村優季（青

R学院大学
ｳ授）

北村優季（青

R学院大学
ｳ授）

3 平城京の成立

平城京の広さは、今日からみても驚くべき規模であるが、

ﾈぜそうした巨大な都市を日本古代の人々が造営したの
ｩ、その理由を考えるのが今回のテーマである。この時期
ﾌ「律令」は、自国を唐と並立する国と位置づけたが、その
艪ｦにこそ日本に長安を再現する必要があった。また同時
ﾉ、都城は畿内豪族を天皇の元に再編する空間ともなって
｢た。平城京は思想の産物であるとともに、天皇を中心とす

骭?ﾍ再編の場でもあった。

yキーワード】

･令国家の世界観、長安の再現、宅地の班給、権力集中

ﾌ場

北村四季（青

R学院大学
ｳ授）

北村優季（青

R学院大学
ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8世紀末に造営された平安京はその後も朝廷によって維
持・管理がなされたが、10世紀後半になると、右京の荒廃

が顕著になり左右対称の構造が崩壊した。摂関時代には
左京を中心として寝殿造による貴族邸宅や諸司厨町が展

4 平安時代の京都

寄したが、院政期になると、里内裏の造営が盛んになるのと
ｽ行して大内裏（宮城）が空洞化しさらに白河・鳥羽に上皇の政治拠点が作られるなどしたため、京都には左京域を中心とする新たな都市空間が展開した。

北村四季（青

R学院大学
ｳ授）

北村四季（青

R学院大学
ｳ授）

【キーワード】

右京の荒廃、大内裏と里内裏、庶民の祭礼、白河と鳥羽

11世紀から13世紀にかけて、博多や京都・奈良・1鎌倉など

の中世都市がいかに形成されてきたのかを探って、都市が
中世社会にとってどのような位置を占めていたのかを考察

5 中世都市の形成 する。 五味文彦（放

卵蜉w教授）
五味文彦（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

政治都市、宗教都市、＝港湾都市

12世紀から14世紀にかけての中世社会において、都市社
会がどう展開していったのかを、東アジア世界との関わりや

6
中世における都市社 日本列島の新たな流れのなかから考える。 五味文彦（放 五味文彦（放
会の展開 ／ノ 送大学教授） 送大学教授）

【キーワード】

市、宿、湊

■

15世紀から16世紀にかけて、中世の都市には新たな文化
が成長したが、その動きをさぐって、現在につながる都市の

7 中世の都市文化
諸要素がこの時期に用意されてきたことの意味を探る。 五味文彦（放

卵蜉w教授）
五味文彦（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

町、祇園祭り、館

城下町は、日本の歴史が中世から近世へと大きく転換す
る過程で生まれた、新しい都市類型である。近世幕藩制国
家における標準的な都市として、十六世紀末から十七世紀
初頭頃までの比較的短期間に全国で一斉に展開した。城
下町の成立は、日本の都市の歴史なかでも、画期的なこと
であった。そこで本章では、まず城下町を捉える方法を紹
介するとともに、加賀藩の城下町である金沢を事例として取

8 城下町の構造 り上げ、その構造について具体的に検討する。次に近世日
{が生み出した最大の巨大都市であり城下町でもある江戸

杉森哲也（放

卵蜉w教授）
杉森哲也（放

卵蜉w教授）

を取り上げ、空間的にも社会的にも大きな比重を占めてい
た武家地の中の大名藩邸の構造について、加賀藩の江戸
藩邸を事例として検討する。

【キーワード】

城下町、都市的要素、金：沢、江戸、大名藩邸
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

京都は、古代律令国家の都城・平安京として建設されて
以来、1200年余の歴史を有する都市である。とりわけ古代
から近世に至る前近代において、一貫して国家の中枢的
機能を担い続けてきたことは、日本の都市の歴史を考えるう
えで非常に重要な事実であると考えられる。第8章では、日
本の歴史が中世から近世へと大きく転換する過程で城下町

9 近世の京都
という新しい都市類型が生まれ、それが全国的に展開した
ｱとを述べた。それでは都城として成立して以来の歴史を

杉森哲也（放

卵蜉w教授）
杉森哲也（放

卵蜉w教授）

有する京都にとって、近世という時代はどのように位置づけ
られるのだろうか。本章では、近世の京都に焦点を合わせ、

その特徴の一端について検討する。

【キーワード】

京都改造、近世京都、町、町掟、町会所

札幌は、北海道開拓の拠点として建設された都市であり、
一般にその歴史は近代都市として始まるものとして理解さ

れている。しかし、札幌の建設の過程を検討してみると、近

10 札幌の建設
世から引き継いだ要素も含まれていることがわかる。本章で

ﾍ、札幌の建設を日本の都市の歴史という文脈の中で捉え
ｼし、再検討することを試みる。

杉森哲也（放’

卵蜉w教授）
杉森哲也（放
卵蜉w教授：）

【キーワード】

近世都市、近代都市、札幌、北海道開拓

19世紀中葉における安政の5力国条約の締結によって、5
港が開港され、自由貿易が開始された。貿易の進展ととも
に、これらの開港場は、単に貿易港としてだけではなく、世
界との接点として、日本の国際化（グローバル化）の尖兵と 小風秀雅（お 小風秀雅（お

11 開港場の形成
して、経済・社会を中心に日本の近代化を推進する都市と
ｵての機能を果たした。横浜を中心に開港場の都市として

茶の水女子
蜉w大学院

茶の水女子
蜉w大学院

の歴史的役割について考える。 教授） 教授）

【キーワード】

開港、開港場、交通革命、国際化

、

明治維新後、江戸は東京と改称されただけでなく、幕藩
体制における政治都市「江戸」から近代国家の首都「東京」
への変化は、その都市機能を大きく変化させた。なにより日

12 帝都の成立

本の中心としての首都の位置を明確にする儀礼の展開と国
ｯの受容による国民国家の成立は、近代日本史の展開と
ｧ接に関連していたのである。その構造を明らかにすること
ﾍ、近代日本史を都市の視点から再考することにつなが
驕B

小風秀雅（お

モﾌ水女子
蜉w大学院
ｳ授）

小風秀雅（お

モﾌ水女子
蜉w大学院
ｳ授）

【キーワード】

江戸から東京へ、憲法発布と東京、国家と国民の形成

特論1～3では、空間的立場から日本の都市史を捉え直
してみる。難論1の町屋論では、日本の伝統的な都市建築
であった町屋の形成と展開のプロセスを追跡し、日本都市 伊藤毅（東京 伊藤毅（東京

13 町屋論（特論1） の歴史的変化を建築の側から考える。 大学大学院 大学大学院
教授） 教授）

【キーワード】

町屋、接体性、沿道性、地割
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の都市の空間的組成を分解してみると、「境内」と

「町」という素朴な空間類型に還元できる。中世都市はこの

二つの空間類型の複雑な組み合わせとみることができる。 伊藤毅（東京 伊藤毅（東京
14 境内論（特論2） 前者の代表例が宗教都市であり、後者は交易都市である。 大学大学院 大学大学院

教授） 教授）

【キーワード】

境内、町、宗教都市、交易都市

格子状の道路パターン（グリッド）をもつ都市は古今東西

を問わず、普遍的に存在しつづけてきた。本四では一見単
純なグリッドがもつ多様な意味を探るとともに、そこに込めら 伊藤毅（東京 伊藤毅（東京

15 グリッド論（特論3） れた時代の都市イデアを考える。 大学大学院 大学大学院
教授） 教授）

【キーワード】

グリッド、街区、都市計画、都市イデア
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8940517

履修

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　＝ 異文化の交流と共存 （’　09）　：　（R）

〔主任講師（現職名）　：工藤庸子（東京大学名誉教授） ）

講義概要

　国際政治、歴史、文学、言語など、多角的な視点から、異文化の交流と共存について考察する。対象となるのは大航海時代か
　ら現代まで。欧米とイスラム世界、そしてアジアを視野に入れることになるが、15回の講義を構造化するために「宗教と文明」「人
　種と民族とジェンダー・・・・…」「言語と文化」という大枠を設けることにした。講義ごとに具体的なトピックを設定して問題構成とアプロー

　チの手法を実践的に提示する。

授業の目標

　歴史や地域の条件を背景として、現代世界の諸問題を解析することが、講義の目標である。履修者は、知識を習得するだけで
　なく、人文社会科学の方法論を学ぶこと、文献を引用し、これをふまえて論述を展開する手法を身につけることが重要な課題と

　なる。

履修上の留意点
　世界史概論の講義ではない。基礎知識の不足している履修者は、各自、しかるべき入門書で学んでおくこと。

執筆担当 放送担当
回 テ　一一　マ 内　　　　　　　　　　容 三二師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヨーロッパのキリスト教世界とイスラムの出会いを概観し、啓

蒙思想が生んだ「文明」の概念が、その後、変貌していゆく
さまを見る。20世紀末、「宗教の復讐」（ジル・ケペル）として

1宗教と文明（1） 西欧の人々を驚かせたイスラム復興の運動に、いかなる歴 工藤庸子 工藤庸子

1 「キリスト教文明vs．イ 史の必然があるのだろうか。 （東京大学名 （東京大学名

スラム？」 誉教授） 誉教授）

【キーワード】

文明と文化、啓蒙思想、ヨーロッパ、宗教と国家

1960年代にブラック・ムスリムの説教師としてマルコムXは
世に出た。マルコムは1950年代にキリスト教からネーション・

2

1宗教と文明（2）
uアメリカのイスラム：

}ルコムXの旅」

オブ・イスラムのイスラムへと改宗している。しかし、やがて

}ルコムは主流派のイスラムへと再改宗する。このマルコム
ﾌ遍歴を通じて、アメリカのイスラムの意味を考える。

高橋和夫
i放送大学教
�j

高橋和夫
i放送大学教
�j

【キーワード】

イライジャ・ムハマッド、ムハマッド・アリ、怒りのイスラム、巡

礼

スエズ運河沿いの町イスマイリーヤの教師であったハサ
ン・アルバンナーが1920年代に創始したムスリム同胞団は

1宗教と文明（3） 世界最大のイスラム教徒の組織に成長した。イギリス支配
「ムスリム同胞団： 下の運河地帯でイスラム復興運動が起こったわけだ。イスラ

3 スエズ運河のほとりで ム復興を欧米の浸透へのムスリムの反応という視点から、ア 高橋和夫 高橋和夫
生まれたイスラム復興 ルバンナーの時代と思想を振り返る。
運動」

【キーワード】

スエズ運河会社、ムスリム同胞団、バンナーの道

一一@183　一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
1宗教と文明（4）「政教分離と共和国」

1989年頃ランスでおきた「スカーフ事件」はいかなる問題を

ｾるみに出し、「ライシテ」（政教分離）をめぐる議論を巻き

ｨこしたか。イスラムの国トルコ、イギリスやドイツなどプロテ

Xタントの伝統に立つ国々と比較しながら、フランス共和国
ﾆカトリック教会との歴史的な関係を分析する。

yキーワード】

宴Cシテ、プロテスタント、カトリック、学校教育、法律

工藤庸子 工藤庸子

5

1宗教と文明（5＞
u寛容と不寛容のプロ
eスタンティズム」

プロテスタンティズムの波及と諸問題

窓ｳ会の成立と分裂の歴史的過程
vロテスタントの異分子たち（非国教徒とその言説、ユニタリ
Aンとメソディスト）

ﾙ端の文学
vロテスタンティズムの精神文化

yキーワード】

@教、プロテスタント、非国教徒、カトリック、異端

大石和欣
i名古屋大学
y教授）

大石和欣
i名古屋大学
y教授）、

6

H人種と民族とジェ
塔_ー（1）

u奴隷貿易・奴隷制と
｢うトラウマ」

奴隷制の起源
Cギリスの海外貿易と植民地政策
z隷貿易の実態（イギリス、アメリカ）

z隷制の実態（イギリス、アメリカ）～

z隷貿易廃止運動および奴隷制廃止運動とその言説
ｻ代の人身売買

yキーワード】

z隷制、奴隷貿易、植民地、人身売買

大石和欣 大石和欣

7

H人種と民族とジェ
塔_ー（2）「傷と記憶と

�j」

奴隷制、植民地化、旧植民地の経済破綻……人類の過去
ﾉおきてしまった悲劇、今日もおきている悲惨なドラマをい
ｩに歴史にとどめるか。法律と文学テクストと無名の黒人少

Nたちの遺書という3つの素材を通し、記憶の問題を考え
驕Bアフリカの奴隷制と植民地化、そして独立後の現実にも
ﾚを向けよう。

yキーワード】

L憶、歴史叙述、証言、弱者、アフリカ

工藤庸子 工藤庸子

8

H人種と民族とジェ
塔_ー（3）「フランス人

C軍士官の見た明治
ﾌ長崎」

18世紀から20世紀初頭の植民地化の時代まで、ヨーロッパ
ﾉよるアジアの「発見」を概観する。さらに、明治維新後の
坙{に滞在したピエール・ロティの小説『お菊さん』をとりあ

ｰ、海軍士官でもあった作家の証言の中に読みとれる異文
ｻ理解のあり方を検討する。

yキーワード】

Cンド洋、アジア、鎖国、明治維新、女性、異国趣味

工藤庸子 工藤庸子

9

H人種と民族とジェ
塔_ー（4）「西洋の衝

a^イランのジャラー
求Eアーレまアフマド
ﾌ『西洋かぶれ』を例
ﾆして」

古代ペルシア帝国以来の栄光を誇るイランも近代に入り
Rいがたい西洋の衝撃に直面した。自己のアイデンティ
eィーを守りつつ、いかに西洋の技術を導入するか。日本
ｪ中国が直面した課題にイランも苦悩してきた。この問題を
ｳ面から扱ったアーレ＝アフマドの評論を通して、近代化と
Aイデンティティーを考える。

yキーワ」ド】

Cスラム教シーア派、イラン革命、機械かぶれ

高橋和夫 高橋和夫

一一@184　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10

H人種と民族とジェ
塔_ー（5）「トルコの苦

Y／民主主義、民族
蜍`、世俗主義」

建国以来のトルコ共和国の二つの国是は、世俗主義と一
ｯ族神話であった。しかしながら、この二つの原則は民主
蜍`と矛盾していまいか。トルコは国民の多くはイスラム的

ﾈ価値を反映した政治を望んでいるからである。またトルコ

蒼烽ﾌクルド人は民族の権利を主張しているからである。ト

泣Rは民主主義、民族主義、世俗主義の間で苦悩してい
驕B

yキーワード】

Iスマン帝国、「オスマン・トルコ」帝国、アタテユルク、トルコ

R、イスラム政党

高橋和夫 高橋和夫

11

H人種と民族とジェ
塔_ー（6）

u多文化（士他文化）
ﾌ表象としての移民へのまなざし」

　　　　　　　　　　　　　　＼Cギリスにおける移民の構成と歴史的過程

?Aジア系移民
uリティッシュ・ムスリムとラシュディー事件

ﾚ民法と錯綜するイデオロギー（同化主義、多文化主義、

ｽ人種主義、新人種主義）
ｼ民族・外国人の表象

yキーワード】

ﾚ民、植民地、エスニック・アイノリティ、表象、人種主義、

ｯ化主義、多文化主義

大石和欣 大石和欣

12

皿言語と文化（1）

uディアスポラな英語

ﾌ三三

グローバル化する英語
wオックスフォード英語辞典』とジョンソン博士の『英語辞典』

p語の歴史とパクス・ブリ重臣カ
c張する英語の不安「英語帝国主義」という考え方は妥当か？

yキーワード】

p語帝国主義、英語辞書、パクス・ブリタ三二

大石和欣 大石和欣

13

皿言語と文化（2）

u多言語・多文化の国

ﾆ中国」

中国における二重の多様性
@漢民族・漢語／周縁諸民族・少数民族語
A漢民族の地域性と漢語内部の方言分岐

ﾁに近代の文脈において、これらがどのように捉えられ、ま
ｽ乗り越えられようとしたか。

yキーワード】

♀ｿ語、少数民族語、共通語（普通話）、方言

宮本徹
i放送大学准
ｳ授）

宮本徹
i放送大学准
ｳ授）

14
皿言語と文化（3）
uケベックの試み」

「二言語艦多文化主義」を掲げるカナダ。そのなかでフラン

X語のみを「公用語」に定めたケベック州。「ネイション」のア

Cデンティティを確立しつつ異文化との共存をめざす政治と
ﾍいかなるものか。「政教分離」論争を糸口に考察する。

yキーワード】
ｭ教分離、多文化主義、ネイション、公用語、インターカル　　一1　“

工藤庸子 工藤庸子

15

皿：言語と文化（4）

u多文化共生社会を
≠ﾟて」

「国民」の統一と自立のシンボルとしての「国語」という概念

ﾍ19世紀ヨーロッパで確立し、その後、世界に広まった。脱
A民地化の時代におけるベトナムとインドネシアの言語政
��ﾐ介し、最後に、外国語学習の問題もふくめて、グロー

oル化の時代における多文化共生という身近な課題につ
｢て考える。

糟鼡ｳ育、言語政策、多言語主義、地域社会

工藤庸子 工藤庸子
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8940525

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ ことばと情報 （’　09）一　（R）

〔主任講師（現職名）：杉浦克己（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：大橋理枝（放送大学准教授）

講義概要

　日常的なコミュニケーションの中でのことばの理解（会話の含意、言語行為論など）、自然言語を処理する仕組み（音声認識・文
　字認識や態素解析・構文解析についてなど）、及び人の脳の中での情報伝達のモデル（ニューラル・ネヅトワー…一一クの構築など）な

　どのトピックを通して、ことばで情報を伝達する仕組みや、そこで伝達される内容に関して、様々な角度から扱う。

授業の目標

　人間が相手に対して何かを伝えようとして発するもの全てを「ことば」と捉えた上で、なぜことばは通じるのか、という問いを考える

　ことによって、人が言葉を操ることについての本質に迫ることを目標とする。

履修上の留意点

　特になし

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

「ことば」とは、「言語」

ﾆは、そして「情報」と

ﾍ

この授業の全体像を受講者に示し、それぞれの回でどんな
燉eが扱われるのかを紹介した上で、授業を聞くについて
K要なにとば」「言語」及び「情報」の捉え方を明確化させ
驕B

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
蜍ｴ理枝（放
卵蜉w准教
�j

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
蜍ｴ理枝（放
卵蜉w准教
�j

秋光淳生（放 秋光淳生（放

送大学准教 送大学准教
【キーワード】 授） 授）

にとば」、「情報」

妹：「この服、いいよね一。滅多にないよね一。素敵だよ

ね一。ここが特に良くない？う一ん、すごいな一。
こういうの、持ってないし。」

姉：「じゃあ…（5千円札を手渡しながら）はい。」

2 「育ち」に潜む情報

という会話は、さほど不自然とは思えないだろう。では何故

ｱの会話がなぜ成り立ち得るのか。姉は妹の発話から、何
�Aどうやって、理解したのかを、文化背景を考慮する立場，
ｩら考える。・

大橋理枝（放

卵蜉w准教
�j

大橋理枝（放

卵蜉w准教
�j

【キーワード】

コミュニケーション、コンテクスト、価値観、社会慣習、言語

使用域、コードスイッチング、言語的社会規範

一一@i86　一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

3 会話の文脈の成立

妹：「これ、素敵だよね一。でも今月ピンチなんだよな一。」

o：「じゃあ…（5千円札を手渡しながら）はい。ちゃんと

@　返してね。」
ﾆいう会話は、会話としては筋が通っていると思えるが、実

ﾍかなり大きな飛躍を含んだ発話が並んでいる。何故この
?bが成り立ち得るのかを、会話の文脈に注目する立場か
迯lえる。

yキ轡ワード】

ﾗ接ペア、協調の原則と4つの公理、丁寧さの原理、ポライ
gネスのルール、ポライトネス理論、関連性の原則、表意と

цﾓ

同上 同上

4
発話することの能動

ｫ

妹：「これ、素敵だよね一。でも今月ピンチなんだよな一。」

o：「じゃあ…（5千円札を手渡しながら）はい。ちゃんと返

@　してね。」
?F「わかった。月末までに返す。」

ﾆいう会話があれば、姉は月末までには妹から5千円受け取
驍ﾅあろうと予想できるようになる。妹の発話の何が、そのよ

､な予想を成り立たせる根拠となるのか。「発話することの能、

ｮ性」を考える。

yキーワード】

ｾ語行為（発話行為）、（言語行為の遂行に必要な）権限、

ｼ接的言語行為、間接的言語行為、発話内行為、成功条

同上 同上

5 「内容」と「使い方」

姉：にれ、素敵ね。うちの娘によく似合うと思うわ。でも、今

@　これを買ってしまったら、今月足が出てしまうわ。」

?F「あなたの台所はいつも火の車なのね。（5千円札を
@　手渡しながら）はい。足（た）しにして。」

o：「どうも有難う。恩に着るわ。」

ﾆいう会話では、特定の内容を示す語として解釈しなけれ
ﾎ話が通じない単語がi幾つか入っている。私達は普段どう
竄ﾁて然るべき「特定の内容」に到達しているのか。単語が

wし示す内容や使い方の面から考える。

yキーワード】

ｫ書、文法規則、多義性、比喩、慣用句、視点の切り替え

大橋理枝（放

卵蜉w准教
�j

大橋理枝（放

卵蜉w准教
�j

6 音声認識と音声合成

言語による伝達の媒体となる言語音について概説し、音
ｺ、音韻、音節、音素、母音、子音などについて簡単に説
ｾする。

ｩ然言語処理の一例として、音声認識と音声合成を取り上
ｰ、その具体的な手法の一端を紹介し、言語音の物理的
ﾁ徴のどのような点が、言語音の弁別の中核を成している

ｩを示す。
yポイント】特徴を抽出する

yキーワード】

ｹ声、音韻、音節、音素、母音、子音、フォルマント、わたり
ｹ、アクセント、イントネーション、特徴抽出

杉浦克己（放

卵蜉w教授）

杉浦克己（放

卵蜉w教授）

一一@187　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

言語による伝達の媒体としての文字について概説し、文字
の形についての視点である字形、字体、書体、などについ
て説明する。

自然言語の一例として、コンピュータで”文字”を扱う技術の

基礎と文字認識技術の発達を概説する。いわゆる文字コー
ドの基本的な考え方と経緯・現状について概説する。静的

7 文字認識
な図形としての文字の認識ど動的な行為としての文字（今
曹ｩれている文字）の認識の質的な違いを取り上げ、自然
ｾ語処理には分析対象そのものの特徴を扱う静的な手法

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
杉浦克己（放

ｧ大学教授）

と、対象の変化をとらえる動的な手法があり得ることを示す。
【ポイント】コード体系、変化をとらえる。

【キーワード】

字形、字体、書体、文字コード、図形認識、筆i勢、筆圧、静

的認識、動的認識

ことばの“意味”をとらえる基本的な考え方を示し、意味を表

す最小の単位としての形態素について概説する。
自然言語処理の一例として、形態素解析の具体的な手法
を概説し、ことばと意味の関係をとらえる処理のごく基本的

な考え方と解析方法の実際例を提示し、併せて形態素解

8 形態素解析 析技術の応用可能性について紹介する。 杉浦克己（放

卵蜉w教授）
杉浦克己（放

卵蜉w教授）

【ポイント】要素に分解する

【キーワード】

形態素、意義素、慣用句、最長一致、辞書、活用形、自立
語、付属語

意味理解のための第一歩の例として、形態素相互の関係
をシソーラスのような形態で記述することを概説する。

実際の言語行動は、形態素の単位ではなく、文の単位で行
われる。ことばを形態素という要素まで分解して分析するこ

とができただけでは不十分であり、形態素が一定のきまりに

従って連なった文の単位での処理が不可欠である。文の構

9 構文解析 造やその生成は、どのような点に着目すれば可能になるの
ｩを、構文解析の具体的な手法の一端を例として概説す

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
杉浦克己（放

卵蜉w教授）
る。

yポイント】要素相互間の関係を記述する

【キーワード】、

ノ シソーラス、文法、語法、構文、句構造文法、生成文
法、入れ子型構造、逆ポーランド記法

言語によって伝えられる情報が「わかる」とは、どういうことな

のだろうか。自然言語処理の具体的な実例として第6～9回
で紹介してきたような技術を総合し、は、言語によって伝え

られた情報が「わかる」ということの様々な側面を、自動要約

10 文の理解 やテキスト生成の技術の実際を紹介しながら考える。
yポイント】分析を総合する

杉浦克己（放

卵蜉w教授）

杉浦克己（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

テキストマイニング、機械要約、抄録、情報検索、命題生
ｬ、

一　188　一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u＝師　名
i所属・職名）

放送担当
u’、師　名
i所属・職名）

11
ニューラルネットワー

Nとは

我々が普段ものを見たり、ことばを用いて会話をしたりする

ﾆき、一体脳の中ではどういった情報処理が行われている
ﾌだろうか？以降4回にわたり、脳の情報処理モデルにつ
｢て述べる。そこで、以降3回の準備として、脳の仕組み、

ｨよびそのモデルであるニューラルネットワークについて説

ｾする。

yキーワード】

]の情報表現、神経細胞のモデル、ニューラルネットワーク

秋光淳生（放

卵蜉w准教
�j

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
H光淳生（放

卵蜉w准教
�j

12
教師あり学習とパター

灯F識

今までに提案されてきた脳の学習法則を会話すると、例題

ﾆ解答を用いて学習を行う「教師あり学習」と、出力されるべ

ｫ解答に関する情報（教師信号）を用いない「教師なし学
K」の二つに分類される。今回の講義では、「教師あり学

K」の代表例である、「誤差逆伝播型学習則」について説
ｾし、この学習則を用いて機械がパターン認識を行う例を

ｦす。

yキーワード】

ｳ師あり学習パターン認識、誤差逆伝播学習則、油化と

ﾟ学習

秋光淳生（放

卵蜉w准教
�j

秋光淳生（放

卵蜉w准教
�j　　　　　、

13
自己組織化学習とク
宴Xタリング

脳は入力に対して期待する出力（教師信号）が与えられな
｢場合であっても、環境に適応するように学習を行ってい
驕Bこの講義では、こういつた「教師なし学習」の例として自

ﾈ組織化学習を取り上げ、説明する。応用例として、パター
燈ｪ類（クラスタリング）について述べる。

yキーワード】

ｳ師なし学習、トポロジカルマップ、Hebb則、クラスタリング

同上 同上

14

　　　　　　　

ｭ化学習と行動の決

強化学習とは、報酬を与えられた場合に、その与えられた
�Vをもとにどういう行動をするべきかを学習する仕組みで
?驕Bこのように環境との相互作用をしながら、自分の行動

ﾌ仕方を決定する、その学習の仕組みについて説明する。

yキーワード】

ｭ化学習、報酬、大脳基底面

同上 同上

15

再び、「情報」とは、

u言語」とは、そして

uことば」とは

これまでに扱ってきた内容の復習として、第11章～第14
ﾍ、第6章～第10章、第2章～第5章、の順に振り返り、こと
ﾎが何故通じるかをもう一度考える。

yキーワード】

ｱとば、情報、伝達、処理、理解

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
蜍ｴ理枝（放
卵蜉w湯教
�j

H光淳生（放
卵蜉w准教
�F）

杉浦克己（放

卵蜉w教授）
蜍ｴ理枝（放
卵蜉w湯教
�j

H光淳生（放
卵蜉w准教
�j
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事務局

L載欄
開講．

N度
平成20年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8930333

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝ 世界の芸術文化政策 （’　08）　一　（TV）

〔主任講師’（現職名）：笠原潔　　（放送大学教授）（平成20年1Q月ご逝去）　〕

〔主任講師（現職名）：西村　清和（東京大学大学院教授）　　　　　　　　〕

講義概要

　芸術文化は、一つの民族、一つの文化が生きた証であり、また、後世に多くのことを伝える貴重な文化遺産でもある。そうした
　芸術文化を現在に活用し、また後世に伝えていくためには、的確な芸術文化政策を採る必要がある。この講義では、そうした芸
　術文化・芸術文化政策に関する世界の取り組みの現状を紹介しながら、今後、どのような芸術文化・芸術文化政策を創出して
　いくべきかについて考える。

授業の目標

　本講義の第1の目標は、芸術文化や芸術文化政策の重要性を受講者に理解させることにある。また、芸術文化を保護・保存
　し、さらには新たな芸術文化政策を創出していくために、世界では現在どのような取り組みがなされているか、また、芸術文化政
　策を実際の現場で運用する際にはどのような留意点が生じてくるか、といった点に関する認識を受講生に深めさせることも、本
　講義の目的である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 芸術文化政策原論
芸術は、ある民族、ある文化が生きた証であり、人類にとっ

ﾄ貴重な文化遺産である。そうした芸術文化の意義、また
|術文化政策の意義について語る。

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）
ｿ丸吉彦（お
モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

}原潔（放
卵蜉w教授）

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）
ｿ丸吉彦（お
モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

2

古代中国音楽論に見
骭|術文化政策の諸

古代中国の音楽論は、実は、芸術文化政策を巡る議論で
?ﾁた。この講義では、孔子・墨子・孟子・「楽記」などの音
y論の紹介しながら、芸術文化政策上の諸問題について、考える。

笠原町（放
卵蜉w教授）

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

3
近代日本の西洋音楽
ｳ育政策

芸術文化政策の1ケース・スタディーとして、明治以後昭和
岺O期までを中心に、日本が西洋音楽をどのように取り入
黶A国民教育に利用したかを考えてみる。唱歌のような国
ﾆによる公的な教育政策だけでなく、校歌、民謡など、幅広
｢事例をとりあげ、それらの音楽が、人々が近代国家日本の「国民」としての意識や心性を身体化させてゆく上でどの

謔､な機能を果たしたかを明らかにしてゆきたい。

渡辺裕（東
梠蜉w大学
@教授）

渡辺裕（東
梠蜉w大学
@教授）

4 ミュージアムの思想

欧米の博物館では、展示品を展示するだけの従来の展示
@を越え、展示品から何を学ぶのかを明らかにするような新
ｵい展示法が試みられている。海外のミュージアムでのそう
ｵた試みを実写映像を交えながら紹介する6

笠原潔（放
卵蜉w教授）

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

5 アーカイヴの思想

日本に比べて、西洋ではア一三イヴ（文書館）がはるかに充
ﾀしている。諸資料を集積することによって過去から何を学
ﾚうとするのか、海外でのアーカイヴ活動の実写映像を交
ｦながら、文化を支えるアーカイヴの意義について考える。
ｹせて、日本のアーカイヴが抱える問題点についても触れ
驕B

笠原潔（放
卵蜉w教授）

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

6
資料の保存・修理・測

閧ﾌ科学

芸術文化を支える文化財としては各種の資料があるが、こう

ｵた資料を後世に伝えていくためには、保存・修理、さらに

ﾍ測定の科学が不可欠である。この講義では、資料の保
ｶ・修理・測定に関わる現場の状況を紹介する。

森田稔（九
B国立博物
ﾙ学芸部長）

森田稔（九
B国立博物
ﾙ学芸部長）

一一@190　一一



回 テ　一　マ
　　　　　　　一v　　　　　　　　　　　容

執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

7
無形文化財のドキュ

＜塔eーション

芸術文化を支える文化財の中には、無形文化財のように、
`のないものもある。そうした文化財をどのように記録し、ま

ｽ、後世に向けて保存していくか、具体的な例に則し、松浦
W一郎ユネスコ事務局長へのインタビューを交えながら紹
薰ｷる。

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

8
エリート文化と大衆文

ｻ

伝統的には、唯一無二のオリジナルな芸術作品を頂点とす
骰k鴛ｶ化こそを真の文化とし、一般大衆が喜ぶキッチュ
窿Iリジナルの大量の複製からなる大衆文化をえせ文化と
ｷる価値観が支配的であった。だが現代社会において、は
ｽして文化の真正性とはなにをいうのかを、あらためて考え

ﾄみたい。

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

9
写真がもたらした文

ｻ変容

1839年に写真が発明されたことで、人類が世界を見る見方
ｪ大きく変化し、文化のありようも変容した。写真は、貴族し

ｩ持てなかった自己の肖像を一般大衆も持つことを可能に
ｵ、いわばイメージ・デモクラシーをもたらしたが、同時に新

ｽな疎外も生み出した。そうした現代映像文化の深層を探
驕B

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

10
電子メディアが開く美

I文化の諸相

インターネットやケータイ、ゲームは、こんにちではわれわ

黷ﾌ環境となってしまった。電子メディアに乗って日常的に
�ｷされ消費される膨大な量の言葉やイメージや音は、．

買@ーチャルな空間に渦巻いている。はたしてそこにはどの
謔､な生活環境や美的文化が発生しているのかを考える。

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）

11
展覧会の企画から開

ﾃまで

芸術文化政策の講義で学んだことの実践への応用の1例と
ｵて、展覧会の企画から準備、開催に至るまでの過程を実
ﾛに即して紹介し、シミュレーションする。

森田稔（九
B国立博物
ﾙ学芸部長）

森田稔（九
B国立博物
ﾙ学芸部長）

12へ
コンサートの企画から

繪奄ﾜで

第11回の講義と同様に、コンサートの企画から準備、上演

ﾉ至るまでの過程を紹介し、芸術文化政策を実際の現場で
ﾀ践する際には、どのような視点が必要か、どのような問題
ｪ生じるか、などについて考える。

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

徳丸吉彦（お

モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j

13
海外への日本の芸術
ｶ化の紹介

今日、海外への日本の芸術文化紹介の試みは、国の機
ﾖ、民間団体、個人などさまざまなレベルで行われている。

ﾜた受け入れ側の団体の種類や機能も多様である。日本の
`統音楽の場合を例にして、日本と海外の相互の立場から
ｶ化の紹介について考える。

薦田治子（武

??ｹ楽大
w教授）

薦田治子（武

??ｹ楽大
w教授）

14
インドネシア、バリ島

ﾌ芸術文化政策

インドネシアでは、1950年代から、国家の文化指針のもと、

oリ島の芸能に対する文化政策がバリ州政府によって進め
轤黶Aその結果、現在の「バリ芸能」が誕生した。本講義で

ﾍ、インドネシアの社会的背景を踏まえながら、バリ芸能に

ﾖする文化政策の内容やその過程について論じる。

梅田英春（沖

鼬ｧ立芸術
蜉w准教授）

梅田英春（沖

鼬ｧ立芸術
蜉w准教授）蟹

15
新しい芸術文化政策

ﾌ創出

全15回の講義のまとめとして、今後どのような新しい芸術文
ｻ政策を創出していくべきか、これまでの講義の内容を踏

ﾜえてそれぞれの視点から提言する。

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）
ｿ丸吉彦（お
モﾌ水女子
蜉w名誉教
�j笠原潔（放送大学教授）

西村清和（東

梠蜉w大学
@教授）
ｿ丸吉彦（お
モﾌ水女子蜉

w
名
誉
教
授
〉
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事務局

L載欄
開講

N度

　　　　　　　科目2010年度　　　　　　　区分

／大学院科目 科目
Rード 8960550

履修

ｧ限
有 単位

2

科目名（メディア）＝　●　　　生命環境科学1　　　　　（’10）＝　（TV）
　　　　　　　　　　　　　一生物多様性の成立ちと保全一

　　　　　　　　　※この科目は「生命環境科学1（’05）」を一部改訂した科目で
　　　　　　　　　す。
　　　　　　　　　　改訂回は第9，10，11，14，15回です。

〔主任講師（現職名）：松本　忠夫（放送大学　教授） ）

　講義概要

、　　生命体は様々な地球環境のもとで、おそらく40億年近くかけて進化してきたが、その結果として、今日の大きな生物多様性が見
　　られる。そのような多様な生命体の姿は、ゲノムの中の遺伝情報が表現型として表れたものである。本講義では、遺伝情報がど
　　のようにして進化史の中で改変し、また現実にどのように発現されて多様化しているのかを環境との対比で見る。さらに、野外自

　　然における生物多様性の調査法を解説する。そして、人間活動が生物多様性の減少に大きく影響している現代の様相を概観
　　し、生物多様性の保全策について考察する。

授業の目標

　自然環境科学における重要な概念としての生物多様性とは何か、いかにして成立したか、そしてそれを保全するにはどのような
　ことを行わなくてはならないかについて、大学院生としての知識を学んでもらう。、

履修上の留意点

　本講義を履修するにあたっては、学部での基礎科目の「初歩からの生物学」を履修しておくこと、あるいは同水準の生物学を既
　憂していることが望ましい。また、学部での共通科目の「生物集団と地球環境」、専門科目の「動物の科学」、「植物の科学」、「分

　子生物学」、「細胞生物学」、「生物界の変遷」そして総合科目の「バイオサイエンスで豊かな暮らし」は、生物科学関係の関連し

　た科目として設置されているので、できるだけ参考にして欲しい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

「生命環境科学1」の

ﾋらい、生物多様性

ﾉついて

今日の生物の多様性が生じた理由は実にさまざまである
ｪ、特に大きな理由として無機環境への適応性、生活資源
ﾌ獲得力、そして生物間の相互作用がある。それらに関し
ﾄの様相を概観し、本講義全体のねらいを解説する。

yキーワード】

松本忠夫
i放送大学教
�j

松本忠夫
i放送大学教
�j

2
様々な生物社会とそ
ﾌ成立メカニズム

生物は多かれ少なかれ、同種個体が集団（群れ、群落、コ
鴻jーなど）を形成して生活しているものが多い。そのような

W団を社会と見ることができるが、いかなる理由でそれらの

ﾐ会が成立しているのかについて、特に環境との関連で説
ｾする。

yキーワード】

松本忠夫 松本忠夫

3
植物の多様な繁殖様
ｮと、動物との関係

植物では、動物とは個体性が大きく異なり、動物にはみられ

ﾈい多様な性表現が存在する。ここでは、被子植物にみら
黷髏ｫ表現と受粉様式の進化を解説するとともに、それに
ﾍ動物の影響が大きかったことを紹介する。また、植物が動

ｨからの摂食に耐えるためのさまざまな適応戦略を説明す
驕B

yキーワード】

松本忠夫

蛹ｴ　雅（北
C道大学大
w院教授）

松本忠夫

蛹ｴ　雅（北
C道大学大
w院教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ．一　マ 内　　　　　　　　　　容・ 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

通常の動物は有性生殖を行うが、中には単為生殖、多胚
生殖、駒形生殖などを行うものがいる。また、親による子の

4
動物の多様な繁殖様

ｮ

保護様式と関係して、卵生、卵胎生、胎生などが見られる。

ｳらに哺乳類では雌親による授乳が発達している。本章で
ﾍ、このように多様な動物の繁殖様式を説明する。

松本忠夫 松本忠夫

【キーワード】

植物は固着生物なので、環境に対して柔軟に適応する能
力が進化の過程で発達した。中でも植物の生活を支えてい
る光合成に関しては、環境適応が必須のため、光合成器官

5
植物の発生と環境適

である葉の発生は、外界の環境に適応して実に大きな可塑

ｫを発揮する。葉の発生の可塑性と環境適応との関係につ
｢て、発生を制御する遺伝子の働きの視点から、現在の理

塚谷裕一（東

梠蜉w大学
@教授）

塚谷裕一（東

梠蜉w大学
@教授）

解を紹介する　　　　　　　　　　　　　　　　・
」

【キーワード】

動物の中には、発生・発育過程において環境の影響を受
けて、その形態や性質が大きく変化するものたちがいる。生

動物の発生と環境適 存のための環境適応と解釈される。また、繁殖における戦

応 略として性転換をする魚類、さらには昆虫類の環境適応と

6 （1）諸事例 しての多型現象にもふれる。そして、そのような多様な形態 松本忠夫 松本忠夫
や性質をもたらす進化的要因および体内メカニズムについ
て説明する。

【キーワード】

昆虫類はその進化の中で翅を獲得することで陸上に大きく

動物の発生と環境適
繁栄できた。しかし、昆虫によっては翅を形成しない種類も

｢る。一方、チョウ類のように翅の色彩や斑紋が華美であっ
松本忠夫 松本忠夫

7

応（2）昆虫の翅形質の たり、擬態していたり多彩な分類群がいる。ここではそのよう

ﾈ昆虫類における翅形成の有無、色彩や斑紋の多様性な
ﾇが成立するに至った進化的要因および翅形成のメカニズ
?ﾉついて説明する。

三浦徹（北
C道大学大
w院准教授）

三浦徹（北
C道大学大
w院准教授）

【キーワード】

社会性生物は、集団で生活し、その中に少数の生殖者そし
て多数のワーカーや兵隊など三生三者といったカースト分

8
社会性生物における
Jースト分化

化が見られることを特徴としている。そして、四域において

蜚ﾉ栄している。ここでは動物の社会性について解説す
驕Bそして、繁栄の鍵となっているカースト分化がもたらされ

ｽ進化的要因およびカースト分化の分子生物学釧網継馬ズ

松本忠夫

O浦徹

松本忠夫

O浦徹
ムについておもにシロアリを例にして説明する。

【キーワード】

生態系において、微生物によっては一次生産（光合成
または化学合成による有機物生産）を行うものがいる。さら

に、多くの微生物は、植物や動物由来の有機物を分解する

9
生態系における微生

ｨの位置

働きをしている。本章では、そのような微生物の存在が、生

ﾔ系における生物多様性とどのように関係しているかを説
ｾする。また菌類と植物、あるいは菌類とシアノバクテリアと

松本忠夫 松本忠夫

の共生関係に関しても説明する。

【キーワード】

一一@193　一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10
地球における生物資

ｹの管理

　近世になって世界の人口は爆発的に増加し始めたが、
ｻ在でも勢いは衰えず着々と増えている。そして、所得水

?ﾌ向上もあり、近未来に食料不足や化石燃料由来のエ
lルギー枯渇が起こることが懸念されている。付随して、地

?繧ﾌ原生的な自然が急速に開発されつつあり、生物多
l性の危機がさけばれている。そこで、地球上における生、
ｨ多様性を保全しつつ、地球上の生物資源を合理的に利
pすることが強く求められている。

yキーワード】

松本忠夫 松本忠夫

11

人工物の生物多様性への影響

　人間は生活向上のために、さまざまな人為建造物を
?ﾁたりして、生態系を大規模に改変してきた。そして、近

Nでは実に様々な化学物質を作ってきている。しかし、この

謔､な人為建造物や人為的に作成された化学物質は、生物
ｽ様性にも大きな負の影響を与えている。本章では、その

e響の様相および対策について概観する。

yキーワード】

松本忠夫 松本忠夫

12
生物環境の調査法
i1）陸上生物

植物群落は、陸上の生態系の一次生産を担い、また動物の生息空間の構造を大きく規定している。植物の種組成や

岺ｽ様性、さらには動物の生息空間としての植物群落の構
｢を調査するための方法と、その結果の分析法についてま
ｸ紹介する。陸上の動物の調査法は、動物の種類に応じ
ｽ様々な方法が知られているが、ここではその中から鳥類
ﾌ個体数調査法を取り上げ、解説するとともに、調査結果を

A物群落の調査結果と対応づけるやり方についても概観
ｷる。

yキーワード】

加藤和弘
i東京大学大
w院准教授）

加藤和弘
i東京大学大
w院准教授）

13
生物環境の調査法
i2）水界生物

水界にも多様な生物が生育・生息しており、その調査方法

ﾍ生物の種類に応じて異なる。ここでは河川での生物調査
�O頭に置き、一次生産の主体である付着…藻類と、調査が

芒r的容易で環境指標性も高い底生無脊椎動物の調査
菇@について説明する。さらに、そのような調査によって得

轤黷ｽデータを分析して、種多様性の数値化や生物相の
n点間での比較、さらには生物の生息環境の善し悪しの評
ｿを行う手順についても解説する。

yキーワード】

加藤和弘 加藤和弘

14

外来種の生物多様性への影響

　近代の世界では、他地域からの生物が、意図的あるい
ﾍ非意図的に導入されるが、それらの中で、新しい場所に
薯?｢たものは外来種とよばれる。世界のあちこちで非常
ﾉ多数の生物が導入された結果として、在来の生物相を圧
翌ｷる種が出現し、それらの外来種のために、生物多様性
ｪ急速に変化しつつある。本章では、その典型的な例を知
驍ﾆともに、生物多様性保全のための施策について概観す
驕B

yキーワード】

松本忠夫 松本忠夫

15
生物の絶滅問題と生　　　V物多様牲の価値

　現在の地球における生物多様性（生態系、種、遺伝子
ｻれぞれの多様性）に対しての人為の影響はたいへん大き
｢。そして、近代では非常に多数の生物が絶滅し、現在も
笆ﾅの危機に瀕している生物が多い。特に熱帯多雨林域
ﾉおける森林群集全体の喪失は、生物多様性を一気に著しく減少させてしまうので重大問題である。ここでは、そのよ

､な生物絶滅の様相を説明し、絶滅をくい止める方策につ

｢て、また、生物多様性の価値についても改めて考える。

yキーワード】

松本忠夫 松本忠夫

気
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科目名（メディア） ＝　　　　　生命環境科学ll　　　　　（’08）＝（TV）
　　　　　　　一環境と生物進化一
※この科目は「生物環境科学五（’06）」を一部改訂した科目です。

　改訂回は1，5，6，7，8回です。

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

星　　元紀（放送大学・教授）

二河　成男（放送大学准教授）

講義概要
　生物の個体にとっては，自分自身を除くすべては環境である。このような意味における環境と生物の相互作用を軸として，生物

　の進化を総合的に考えることにする。

授業の目標
　生物と地球環境は、互いに作用しあいながら、進化の過程を通じて現在のような姿になっていること、同じような関係が個体内

　や、細胞内にも認められることとを学ぶことによって、生物進化と環境との関わりを、分子から生物種間の関係にわたる広い観点

　から理解することを目指す。

’回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u二師　名
i所属・職名）

1

生物にとって環境と

ﾍ何か
i※改訂回）

「環境と生物進化」を考えるための序章として，生物にとって

ﾌ環境とは外界の物理化学的自然環境だけではなく，細
E内の環境，生体の内部環境，さらには同種他個体や異
岦ｶ物との直接的間接的な相互作用等があることを紹介す
驕Bついで、環境との関わりにおいて生物進化を概観する。

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

2

原始地球環境と化学
i化：生命誕生への
謌齦

地球は今から45億5000万年前に誕生した。原始地球環境
ﾅ無生物的に有機物が合成され、蓄積した有機物を基に
ｶ命が誕生した。こうした過程を概説するとともに、当時の

ｶ態系特に海底熱水系についても述べる。

山岸明彦
i東京薬科大
w教授）

山岸明彦
i東京薬科大
w教授）

り
0
　
　
　
　
、

生命の起源とRNA

生命誕生間もない頃の原始的な生命体はいったいどのよう
ﾈ物であったか。有力な説の1つにRNAワールド仮説があ・
驕Bこの仮説ではこ原始的な生命体を形づくっていた物質
ﾍ主にRNA分子であり、現在ではDNAやタンパク質が担う
笂`情報や触媒機能といった生命活動の基礎を、生命の
N源の頃はRNAが担っていたとする。その根拠について解
烽ｷる。

二河成男（放

卵蜉w・准教
�j

二河成男（放

卵蜉w・准教
�F）

4
極限環境での生物の

ｶ存戦略

さまざまな極限環境、たとえば100℃以上の高温、低温、高
ｳ、酸性、アルカリ三等に、生物とくに微生物が生育してい
驕B微生物がこれらの環境に適応するためのさまざまな戦

ｪを解説する。

山岸明彦
i東京薬科大
w教授）

山岸明彦
i東京薬科大
w教授）

5
細胞の出現
i※改訂回）

細胞は生物を構築する基本単位であるとともに，機能分子

ﾉとっては環境としての意味をもっている。細胞の起源とそ

ﾌ構造と機能について述べる。

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

星元紀（放
卵蜉w・教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

6
分子状酸素の増加
i※改訂回）

原始地球上には酸素分子は乏しかったが，水分解型の光
≒ｬ生物が出現したことによって，大気中のその濃度が上
ｸした。酸素濃度の上昇が生物進化に与えた影響につい
ﾄ概説する。

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

7
真核細胞の出現
i※改訂回）

生物全体の系統進化を概観した後に，種類の異なる原核
ﾗ胞が共生しあうことによって真核細胞は生まれたとする共
ｶ説の根拠を紹介しつつ，ミトコンドリアおよび葉緑体の起

ｹと進化について述べる。

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

8
多細胞生物の出現
i※改訂回）

単細胞生物から多細胞生物が進化してきた道筋を考察す
驍ﾆともに，多細胞生物を構成する細胞は内部環境の恒常
ｫと他細胞との情報交換によって、個体としての整合性が
ﾛ持されていることを紹介する。

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

星元紀（放
卵蜉w・教
�j

生物の発生において個々の細胞は周囲の環境からの情報

9
発生の場としての細

E環境

を受容して分化する。環境要因としては細胞外基質や分泌
�qなどが重要であり、その作用機構の解明が進んでい
驕Bこの講義では発生における細胞環境や幹細胞の環境

八杉貞雄
i帝京平成大
w教授）

八杉貞雄
i帝京平成大
w教授）

（ニッチ）について概説する。

生物の進化が環境要因の影響下におこることはいうまでも

10
生物の大進化と地球

ﾂ境

ない。環境の影響は発生中の生物にとっても重要であり、

ﾟ年は環境を通した発生と進化の密接な結びつきが明らか
ﾉなりつつある。この講義では、進化、発生、環境の全体像

八杉貞雄
i帝京平成大
w教授）

八杉貞雄
i帝京平成大
w教授）

について概説する。

深津武馬 深津武馬
寄生：異種生物という 寄生者にとっては、宿主生物の体内が生きていく環境であ （産業技術総 （産業技術総

11 環境における生存戦 る。寄生者と宿主の間にみられる高度な相互作用、そして 合研究所研 合研究所研、
略 巧妙な駆け引きや生存戦略について学び、理解を深める。 究グループ 究グループ

長） 長）

12 内部共生と進化

密接な生物間相互作用のもとに成り立つ「内部共生」と、そ

黷ﾉともなう相互依存関係の発展としてとらえられる生物進
ｻについて、多様な実例に沿いつつ紹介し、その本質と帰
汲ﾉついて考察する。

深＝津武馬

i産業技術総

㈹､究所研
?Oループ
ｷ）

深津武馬
i産業技術総

㈹､究所研
?Oループ
ｷ）

13 環境とゲノム

ゲノム維持機構は、環境ストレスから生物を守るとともに、

l々な環境に適応する多様な生物種を生み出す原動力に
烽ﾈっている。このシステムを支える分子の働きを解説す
驕B、

三谷啓志
i東京大学教
�j

三谷啓志
i東京大学教
�j

14
生物集団の個体数変

ｮ

生物の数の多さ少なさ、変動性・安定性などはどのように決

ﾜっているのかについて紹介し，それが生物進化に果たす
宮下直
i東京大学准

宮下直
i東京大学准

役割について解説する。 教授） 教授）

描

自然界で生物種どうしは競争・捕食・寄生・共生など相互に

15
生物種間の相互作用
ﾆ進化

作用し合いながら共存しており，これが生物の多様性を生
ﾝだす原動力となっている。ここでは生物間相互作用の実

宮下直
i東京大学准
ｳ授）

宮下直
i東京大学准
ｳ授）

r
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三三（メディア）＝　複雑システム科学C‘07）＝（TV）

〔主任講師（現職名）：生井澤　寛（放送大学教授）〕

講義概要
　自然科学、特に物理学は、自然の理解にあたって、構成要素や基本的・普遍的な原理の追究を、ときには理

想化や単純化をしながら行ってきた。こうして我々は、通常見る物質が、原子・分子から成り、それらが、電

子、陽子、中性子などの素粒子から成り、素粒子はさらに…と言うように階層性を持つ構成要素とそれらの相

互作用を発見し、ミクロな世界だけでなく、宇宙の生成に至るまでの自然の様々な様相の理解にかなりの成功

を収めたし、いまでも同様のやり方で探求を続けている。
では、例えば空気が主に窒素、酸素と水の分子からなることを知って、台風がどうして、どこに、いつ発生し、

どういう運動をするかを理解できるだろうか。これは決して易しい問題ではない。まず問題を難しくするのは、

分子の数が膨大であることによる複雑さのほかに、海流、海水から太陽熱を吸収して蒸発する水蒸気と上昇気

流、雲の生成消滅等、熱平衡にない（非平衡）状態、エネルギーや物質の出入りがある状況（開放系という）、

さらに無数の雲の渦の生成消滅と非線形な相互作用が絡むからである。非線形な作用があれば、要素の数が少

なくても、運動には本質的な複雑さが生ずるし、加えて、開放系で非平衡状態であるために、複雑さは増す。

にもかかわらず、いっか無数の渦の中のどれかが成長して台風という形（形態形成）を取り、一つの存在とし

て発達しながら（自己発展・自己組織化）動き始める。
　実は良く見れば、我々が日常見るほとんどのもの（生命・生物と進化、乱れた水の流れ、気象など）が、こ

の様な複雑システムであり、ものの変化や秩序の形成は非平衡性、非線形性によって動かされている。これら
の様相を、　「木（構成要素）もみながら森（全体）も見る」と言う見方で探求し、自然や社会現象、経済活動

などを理解する手がかりを得ようと言うのがこの科目のねらいである。

授業の目標
　複雑システムの示す複雑さの要因とそれから生まれる多様な可能性を理解することによって、自然現象を総

合的に探求する姿勢を養う。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容： 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

複雑さは何から マクロな系は、分子数が多すぎてとても個々の分子 生井澤寛 生井澤寛
生まれるか の運動まで追跡できない典型的な複雑システムであ （放送大学 （放送大学

る。しかし、温度とエントロピーを導入し、体積や 教授） 教授）

庄力、成分比など、系のマクロな変数の振る舞いに

限定すれば、熱力学は、平衡状態の間の普遍的な振

る舞いを記述し、系の変化の方向の予測を可能にす

る。この熱力学をお手本にして、複雑システムに共
通の普遍性を探ることが、複雑システム科学の目標

である。

1 そこで、この講で複雑さが何から生ずるかを具体的

に見て行こう。まず、熱力学の対象でもある相変化

にともなう臨界現象には、マクロに成長するゆらぎ

が共通し、スケール普遍性やフラクタル性が現れる。

エネルギーや物質が出入りする開放系では、必然的

に非平衡状態が生まれ、複雑さを誘起する。また、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫Q重振り子のように簡単な系での複雑性は非線形性
による。さらに、相互作用や構造の階層性・複雑さ、

それに系の不安定性、緩和時間と時空条件の変化の

差も複雑性の産み手であることを見る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

複雑さから何が
●前壷で見た複雑さを産むものから、どのように複雑

生井三三 生井澤寛
生まれるか さが出現するかを見よう。非線形性による複雑さの

代表はカオスである。ここではまず、上田により非
線形電気回路で最初に発見されたカオスを紹介し、

カオスの性質・可能性について考える。そして、カ
2

オスにも見られる自己相似性がもたらすフラクタル

性とスケール不変性、臨界現象について見て行く。

これらの性質が、経済現象にどう現れ、どう予測に

つながるかを専門家にインタヴィユーしてお話を伺
’》9

つ。

準結晶：複雑さ 19世紀以来の古典結晶学では、原子を秩序正しく並 堂寺　知成 堂寺　知成
の中の美しさ べる方法は原子を周期的に並べて結晶にすることだ （近畿大学 （近畿大学

けであると信じられてきた。しかし、1980年代にご 教授） 教授）

3 の常識を覆す準周期タイリングをモチーフとする準

結晶の発見があった。準周期性、非結晶学的回転対

称性、自己相似性、高次元結晶学など、原子が構成
する複雑構造である準結晶の秘密を探る。

複雑分子：秩序 ソフトマター、複雑流体（界面活性剤、脂質、液晶、 堂寺知成 堂寺　知成

構造の建築家 ブロック共重合体）の領域では、複雑な分子が自己

組織化（ボトムアップ）的にメンスケールの秩序構

造を作ることが知られている。分子の複雑さが作る

4 新しい多様な秩序という観点で従来の研究を概観
し、複雑性と多様性の意味を議論する。さらに複雑

性を増すように分子をデザインすることでアルキ
メデス・タイリング、ケルビン多面体などの構造が
生成される。

共連続相：ミク さまざまな物質、生命系では2種以上の物質が複雑 堂寺知成 堂寺知成
ロ世界のラビリ に入り組んだ共連続相とよばれる構造が現れる。と

ンス りわけソフトマター系では数学的に周期的極小曲面

5 とよばれる種々の周期的な共連続構造が自己組織化

する。幾何、物理、化学、生物、工学の境界領域で

発展してきた共連続相の研究を概観し、シミュレー

ションで構造形成を観察する。

ダーウィン進化 ランダム突然変異と自然淘汰に基づくダーウィン進 伏見　　譲 伏見　　譲
機構 化機構は、ラマルク進化機構と異なり、分子生物学 （：埼玉大学 （；埼玉大学

セントラルドグマや物理化学と整合性がある。それ 教授） 教授）
6、

はまた、生物進化のみならず、一般的な複雑な系の

最適化問題・学習問題の解法でもある。

分子を進化させ ダーウィン進化機構1を試験管の中のDNAやRNAに 伏見　　譲 伏見　　譲

る1 適用すると、ランダムな塩基配列の分子集団から出
発しても、高機能な分子が速やかに進化してくる。

7 これは情報の物理的起源と言うべきものである。ま

た、物質の自己組織化現象の極致ともいうべき生命

の起源に関する、RNAワールド仮説を支持するもの
r

である。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講＝　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

分子を進化させ ダーウィン進化機構を試験管内の蛋白質に適用しよ 伏見　　譲 伏見　　譲

るII うとすると、遺伝子型／表現型対応付けの問題を解

決する必要がある。この対応付けのウイルス的戦略
8・ は1分子の進化に対しては細胞型戦略より効率が良

く、生命の起源においてウイルスが果たした役割に

示唆を与えている。

粉体とは何だろ 砂の様に巨視的な大きさを持ち、粒子間斥力とエネ 早川　尚男 早川　尚男

うか：砂は流れ ルギー散逸が重要な物体を粉体と言う。実験室での （京都大学 （京都大学

るか 砂やガラスビーズの振る舞いから、砂丘の運動、雪 教授） 教授）

9 崩、地震までも含めて紹介し、その物理の可能性を
探る。

粉体の振る舞 粉体の特徴や統計則を幾つか紹介する。粉体の粒子 早川　尚男 早川　尚男

い：経験則とし 間の衝突で散逸を表現するはねかえり係数は、高校

て何が知られて で習ってきたのとは異なり、衝突速度や角度に強く
」

いるか 依存する。また、粉体を積み上げると力は一様に伝

愛せずランダムな鎖状に力が伝わる。また粉体が流
10 れる時には普通の流体ではストレス（接線応力）とず

り速度が比例するのに対して、ストレスはずり速度
の2乗に比例する（バグノールド則）。また空中に分散

した状態でも一様状態は不安定でクラスター化して
いくという現象やその法則性を紹介していく。

粉体をどう記述 未だに粉体を統一的に物理的に記述する方法はな 早川　尚男 早川　尚男

するか い。そのうち、シミュレーション法や、応力鎖に関

する理論的手法、ガス状態の記述とその連続体方程
11 式を用いて、バグノールド則に関する簡単な説明を

紹介する。

複雑さを生み出 ＊相転移と臨界点：対称性の破れ、イジング模型と 今田　正俊 今田　正俊

す基礎 二元合金の模型、平均場近似、液相気　相転移と臨 （東京大学 （東京大学

界点 教授） 教授）

12 ＊量子系の相転移：ミクロな系と量子力学、量子多

体系、量子融解転移

空間構造と時間 ＊空間＝構造：欠陥と秩序の破壊、複雑な周期性を持つ 今田　正俊 今田　正俊

構造の発生 秩序

＊非平衡ダイナミックス：非平衡状態からの緩和、
13 スピノーダル分解・核形成

＊自己組織化
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

強相関量子系 ＊量子相の多様性と複雑性：多電子系、多原子団、 今田　正俊 今田　正俊
物質の性質の多様さ

＊強い相関・ゆらぎと階層構造
14

複雑さの他の例 複雑さは、訳の分からないものをもたらすだけでな 生井澤　寛 生井澤　寛
とまとめ：複雑 く、秩序や組織、新しい構造も産み出す。非平衡・

システム科学の 開放系の簡単な例では、エネルギー散逸や粘性によ
可能性 りきれいな渦（ベナール対流）が生まれたり、化学

摩

反応の時空構造が自発的に生ずる（ベルーゾフ・ジ

15
ヤボチンスキ反応）。脳の働きも、複雑システムと

してだんだん把握できてきている。受精卵からの発
生や、細胞・機能分化も、制御された実験の進化で、

複雑な仕組みが解きあかされてきている。ここでは、

この生物化学の進歩を、専門家に伺う。そして、ま

だ進化の途中にある複雑システム科学の可能性につ
いて考えて行く。
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事務局
記載欄

丁
度

丁
年 2009年度

目
分

科
区 大学院科目 目

ド

科
， 8960500

修
限

履
三

無 繋 2

科目名（メディア）一＝ 物質環境科学 （’　09）　：　（TV）

〔主任講師（現職名）：濱田嘉昭（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：秋鹿研一（放送大学特任教授）

）

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
講義概要

　物質の変化を分子レベルのミクロの視点で捉えることにより、環境問題を真に理解することができる。最初の4章で物質の循環、

　化学結合、反応、分析などの基礎的事項を学ぶ。次の2章で環境分析、未利用資源め利用、さらに続く2章で大気環境の観測
　や現象など、いわゆる環境化学的な事項を学ぶ。引き続く5章では環境を乱しながらも文明の発達の源泉であった産業活動と

　の関連、そこでの対応技術を学ぶ。最後の2章では環境問題への対策活動、将来への展望などをまとめる。

授業の目標

　「物質環境科学II（仮）」では、エネルギー、エントロピーを切り口としたマクロの話題を取り上げる予定であり、本教科では、環境

　問題を考えるときのミクロの視点、主として化学的視点について論じ、専門家養成ではない一般の受講生（視聴者）にも分かる

　内容とする。基礎的な化学的素養は学部の教科目を前提とするが、重要な点を講義の前半において要約する。通信指導に関
　わる8章程度までは、入門あるいは基礎的事柄とする。

履修上の留意点

　環境問題をミクnの視点から理解すると共に、その背景として理解の道具となる基礎的な化学を学ぶ。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

環境問題を考える上で、自然環境における物質の循環と移 濱田嘉昭（放

動、それに伴う物質の変化、状態の変化を全体として把握 送大学教
しておくことは基本的に重要である。地球上の生命に関わ 授）、秋鹿研

る代表的な物質を例に挙げて、物質循環の姿を要約すると 一（放送大学

1 物質の循環と移動
同時に、それらの循環と移動を起こしている原因となる力に

ﾂいても把握しておく。

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

特任教授）、

髢ﾘ勝久（横

【キーワード】システム、環境、相互作用、水、炭素、窒素、
}クロとミクロ　　　　　　　一

浜国立大学
ｳ授）、平田

ｽ（大分大学
准教授）

分子は原子が化学結合力で結ばれたものである。化学結
合にもさまざまな種類があるが、電子を仲介とした原子の結
びつきとして統一的に把握しておきたい。マクロの物体はミ 濱田嘉昭（放

2
化学結合と分子間相

ﾝ作用

クロの分子が会合したものであるが、それらはビー玉あるい

ﾍ小さな鉄の球が単に積み重なったようなものではなく、分

qと分子の間に働く分子間相互作用によって、結びついて

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

送大学教
�j、秋鹿研一（放送大学

、 いる。これらについて基本的な事柄を理解しておきたい。 特任教授）

｛キーワード】化学結合、電子のやりとり、分子軌道、分子間

相互作用

分子は光や熱をエネルギーとして、衝突を介して別の分
子に変化する。この変化の過程をマクロの立場で理解する

3 化学反応の基礎

のが熱力学であり、ミクロの立場で理解するのが統計力学
ﾅある。平衡が、前後の分子の性質で決まることを学ぶ。さ

轤ﾉ、化学反応の変化の様i子を記述する反応速度論、反

梛@構論を学ぶ。これらの基本的な考え方と扱い方を復習
ｷる。

逐鹿研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）

旧記研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）、濱田

ﾃ昭（放送大
w教授）

【キーワード】

自由エネルギー、エンタルピー、エントロピー、分配関数、

反応速度、活性錯合体、素反応、律速段階
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容’ 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自然環境・生活環境にどのような物質がどの程度に存在す
るかが、ヒトを含めたさまざまな生物の活動や生態系のバラ

ンスに大きく影響する。それを調べるには何らかの観測をし
て、データを収集する必要がある。検出・測定には、当該の 濱田嘉昭（放

4 環境分析の基礎
物質に相応しい装置を使用することが重要であり、観測
fータをどのように処理あるいは評価するかも、環境分析に

ｨいて重要な事柄である。

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

送大学教
�j、鈴木勝
v（横浜国立

【キーワード】濃度、分解能、検出限界、ダイナミックレンジ、
大学教授）

信号の飽和、誤差、

環境分析に多用される代表的な分析法について、その特 平田誠（大分

5
環境分析の方法と問

闢_

徴と適用範囲や限界などを実例に沿って説明する。

yキーワード】

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

大学准教
�j、濱田嘉
ｺ（放送大学

ガスクロマトグラフ、イオンクロマト、マススペクトル、赤外分 教授）

光器、pH計、　XRD

環境に大きな負荷を与えないように、資源やエネルギー

6
未利用物質の有効活

p

の有効活用が必要である一方、高機能で効率的、あるいは
p途に応じた新素材や製品を開発することも重要である。
p棄物の有効利用、リサイクルの事例を紹介し、化学の知
ｯと技術が重要であることを学ぶ。

秋鹿研一（放
卵蜉w特任、
ｳ授）

平田誠（大分

蜉w准教
�j、秋鹿研一（放送大学

【キーワード】 特任教授）
植物資源からの化学製品製造、CO2問題、カーボンニュー

トラル、醗酵化学、水問題、リサイクル

地球大気は、N2，02，　Arによって体積の99．96％が占め

7 大気を構成する物質

られる。その他極微量の気体が存在する。これら微量気体

ﾍ化学的活性が大きく、地球温暖化をはじめ大気環境に
蛯ｫな影響を与える。ここでは、基本的な大気の構造と組

ｬ、大気放射過程について述べ、さらに微量成分の生成
竢ﾁ滅反応、輸送過程について解説する。

鈴木勝久（横

l国立大学
ｳ授）

鈴木勝久（横

l国立大学
ｳ授）、濱田

ﾃ昭（放送大
w教授）

【キーワード】

微量成分、大気環境、太陽放射、光化学、温室効果ガス

大気環境の変動の解明には、大気微量成分の継続的で精
度の良い観測が不可欠である。このため現在、実施されて

8
大気環境のモニタリ

塔O

いるさまざまな観測法を解説し、観測データから得られた大

C環境の現状について述べる。ここでは成層圏におけるオ
]ン層破壊とフロンの規制，対流圏におけるNO、、　VOCに

謔骭�ｻ学スモッグを取り上げる。

鈴木勝久（横

l国立大学
ｳ授：）

鈴木勝久（横

l国立大学
ｳ授）、秋鹿

､一（放送大

【キーワード】
学特任教授）

分光分析、飛翔体、オゾン層破壊、光化学スモッグ、VOC、

環境規制

企業活動や個人の生活において、必ず出る廃棄物を最
小に抑え、排出の場合には有害性を除去することが求めら
れている。どのような対策が採られ、その化学的な三三ニズ
ムがどのようになっているかの実例を紹介する。製造プ三三 秋鹿研一（放

9
環境保全一化学プロ

Zス

スには多段階の反応を組み合わせ、その過程で副生成物
ｪ生ずるものも多い。これを1段で完結する触媒反応に変
vする努力が行われてきた。硫酸を反応物の1部としたプロ
Zスを酸触媒プロセスに変えた例など壷示す。触媒反応の

三三研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）

送大学特任
ｳ授）、三谷

ｽ（三井化学
叶G媒科学

考え方、活性、選択性、触媒の機能について論ずる。 研究所）

【キーワード】

触媒反応、分子の活性化、触媒機能、合成化学
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
O二師　名
i所属・職名）

10
環境保全一エネル

Mー変換プロセス

現在の日常生活は、エアコン、迅速大量交通手段など、

�Kな環境維持・空間と時間の利用においてさまざまな文
ｾ機器を使用することが前提になり、エネルギーと物質の
蝸ﾊ消費を招いている。これらにおける環境対策としてどの
謔､な工夫がなされているのかについて、実例を紹介しなが

迯l察する。発電プロセスで生ずる燃焼NOx、自動車エン
Wンより排出されるNOxの生成機構、それを無害化する触
}の作用を学ぶ。（電力、ガス、自動車産業関連）

yキーワード】

E硫、脱硝、ディーゼルとガソリンの燃焼の違い、金属触

}、酸化物のレドックス

秋鹿研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）

二世研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）、鈴木

沂v（横浜国
ｧ大学教授）

11
環境浄化一民生プロ

Zス

身の回りの民生機器、住居などでの環境はどのように守ら

黷ﾄいるか？光分解触媒を塗布した壁、有害物質を分解
ｷる触媒付ストーブ、フロンや含塩素化合物を分解固定化
ｷるプロセスなどを紹介し、その機能を化学的に解説する。
i民生分野関連）

yキーワード】

_化チタンの光活性化、色素増感太陽電池、フロン分解、
z着、気体と固体の反応

秋鹿研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）

秋山研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）、滝田

S作（大分大
w教授）

12 機能性物質の創成

望むものと望まないものを分離することは環境保全にとっ

ﾄきわめて重要である。分子のサイズの穴を規則的に有す
骭居ｻ鉱物であるゼオライトの発展が目覚しい。自然鉱物
ｩら合成ゼオライトの発展を探る。さらには吸水ポリマー、
ｪ離膜、純水製造などの化学を論ずる。ゼオライトのイオン

�ｷ性、酸性、空間制御による触媒機能にも言及する。

yキーワード】

ｪ子ふるい、メソポーラスシリカ、固体酸、分離

三三研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）

秋山研一（放

卵蜉w特任
ｳ授）、西村
z一（元、岐

倦蜉w客員
ｳ授）

13 ミクロからマクロへ

マクロの物体は水素結合やワンデルワールスカなどの力
ﾉよってミクロの粒子が集合したものであるが、マクロゐ物

ﾌの性質はミクロの粒子の性質の単純な和ではない。物質
｢界は小さな要素粒子が結びつき大きな物質系、階層を
?驍ｱとによって、新たな性質を発現するようになる。ミクロ

ﾌ粒子の集合によってどのような性質が発現するのか、そ
黷�｢かに利用できるのかについて学ぶ。

yキーワード】相、液晶、超臨界流体、機能性高分子、クラス

^ー、ナノサイエンス、光・電気変換機能

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

濱田嘉昭（放

卵蜉w教
�j、三三研一（放送大学

ﾁ任教授）

14 グリーンケミストリー

グリーンケミストリーに関しては、日本化学会などの学協会

ｪ世界の動きと連動させて取り組んでいる。化学プロセスを

ﾝ計するあるいは評価する際に環境負荷や化学物質リスク
�ﾅ小限にすることを目指すものである。Eファクター、　LCA

ﾈどのグリーン度評価法について学び、幾つかの実例をも
ﾆに有機合成、製薬などの化学プロセスを学ぶ。

yキーワード】グリーンケミストリー、アトミックエコノミー、廃棄

ｨ規制

濱田嘉昭（放

卵蜉w教授）

濱田嘉昭（放

卵蜉w教
�j、三三研一（放送大学

ﾁ任教授）

15
グローバル環境問題
�lえる

環境に排出される物質、環境の中を循環・移動する物質
�ﾇのように管理するかは、経済・産業活動がグローバル化
ｷる現在において、人類的な課題である。どのようなシステ

?ｪ構築されているのか、どのような問題を内包しているの
ｩ、将来の展望などを検討する。ミクロの観点からの環境問
閧ﾉついて、現状とこれからの対策について総合的に考え
驕B

yキーワード】

ﾂ境基本法、大気浄化法、Rhom規制、元素の資源問題、
ｻ石資源問題、バイオ燃料問題

濱田嘉昭（放

卵蜉w教
�j、秋鹿研一（放送大学

ﾁ任教授）

濱田嘉昭（放

卵蜉w教
�j、塗師研一（放送大学

ﾁ任教授）、

髢ﾘ勝久（横
l国立大学ゼ教授）

一一一
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事務局

L載欄
開講

N度
平成20年度

科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード ・8920249

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝・ 　　　物質環境科学II

一宇宙・自然システムと人類一

（’　08）　＝：　（TV）

〔主任講師（現職名）：海部　宣男　　（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：杉山　直 （名古屋大学大学院教授）

〔主任講師（現職名）：佐々木　晶　　（国立天文台教授）

）

）

）

講義概要

　地球上の生命、および人類とその文明は、膨張する宇宙で進んだ自然の営みから生まれたものである。地球と生命・人類の創
　生をもたらし、またその存続を支える物質・エネルギーの源泉とその転化・変遷・循環のしくみは、どのようなものなのか。人類に・

　とっての存続基盤であるさまざまなレベルの環境は、どのようにして生まれ、成り立っているのか。私たち人類文明の基盤とその
　現在とを物理学的・歴史的視点からグロ・・一一…バルに考察する、全15回の講義である。人類文明はいま存続の可能性すら問われる

　に至っているが、当面する問題や危機の背後にあるエネルギー・物質の流れや大きな時間・空間にわたるその変遷を踏まえて、

　宇宙の中の人類とその文明を、現代科学の視点でとらえなおす。

授業の目標

　私たちが生き、活動しているこの世界（自然）環境について、その本質と歴史、変化のしくみを物理学・天文学・地球科学にもと

　ついて全体的・重層的に理解することが、本講義の第一の目標である。そうした自然システムの理解を基盤として、人類が活動

　する基盤である地球、人類自身の活動がいまや脅かしっっある環境、そして人類と文明の未来について、科学的で長期的な
　視点をもって深く考えることのできる地球市民の視座を獲得することが、第二の（そして、最終の）目標である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 人類環境と宇宙

本講義の総論である。「環境」についての総合的かつ物理

w的な考察を行い、人類とその環境を生み出した基盤が宇
?E地球の運動と歴史にあることを概観し、人類と環境問題

ﾌ位置づけにふれながら、この講義全体の展望を与える。

yキーワード】

l類環境、生命環境、宇宙環境

海部宣男
i放送大学教
�j

海部宣男
i放送大学教
�j

2
宇宙の環境とそこに

ｶ在するエネルギー

宇宙の環境とはどのようなものか学び、そこに存在する多様

ﾈ構造を、多様なエネルギーの存在形態としてとらえる。具
ﾌ的な内容とレては、まず惑星系から銀河、銀河団、宇宙
ﾌ大規模；構造へとまたがる宇宙の多様な構造について見
ﾄいく。次に、密度や温度が10桁以上も異なる各々の構造
ﾌ環境についてまとめる。そして、そのような多様な環境を

ｶみ出した、宇宙でのエネルギーを生み出す機構につい
ﾄ解説する。

yキーワード】

K層構造、銀河、銀河団、エネルギー

杉山直
i名古屋大学
ｳ授）

杉山直
i名古屋大学
ｳ授）

3
宇宙における物質生

ｬ

ビッグバシの熱的な歴史におけるエネルギーの役割と、そ

ｱでの物質の生成について理解する。具体的な内容として
ﾍ、インフレーションと呼ばれる宇宙初期の莫大な膨張に

ｱかれたビッグバンの誕生から、空間の膨張に伴う宇宙の
M的な環境の進化、そして、そこでの構造の形成について
�烽ｷる。以上をふまえて、まとめとして地球という人間の

ｶまれた環境が、宇宙全体から見たときにどのように実現し
ﾄいるのかについて述べる。

yキーワード】

rッグバン、膨張宇宙、構造形成

杉山直
i名古屋大学
ｳ授）

杉山直
i名古屋大学
ｳ授）

4
恒星進化と物質・エ

lルギーの流れ

恒星進化を概説し、恒星で起きる元素合成、化学反応とそ・

黷轤ﾌ放出過程を踏まえながら、恒星活動による物質とエ
lルギーの転換、その銀河系への影響をまとめる。

yキーワード】

P星進化、元素合成、星周ダスト、質量放出

有本信雄
i国立天文

芫ｳ授）

有本信雄
i国立天文

芫ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

超新星爆発について現在の理解の到達点をまとめ、超新
星爆発が銀河系の物質・エネルギー環境にどのような影響

5
超新星による銀河環

ｫへの影響

を及ぼしてきたかを考察する。わが太陽系の形成において
yぼしたと考えられる影響（物質組成、トリガなど）にも触れ

驕B　　　　　　　　　　　　　／

有本信雄
i国立天文

芫ｳ授）

有本信雄
i国立天文

芫ｳ授）

【キーワード】

Ia型超新星、　II型超新星、化学進化、銀河系

星が生成放出した元素から星間物質、特に多量の氷やシリ
ケイト、有機分子を含む分子雲ができること、さらに星間分

子雲から太陽系と地球の形成に至る過程を概説する。また

6
星間分子雲からの地

?ﾂ境の形成

近年の太陽系外惑星の発見と太陽系形成論の新展開を踏
ﾜえ、地球の形成までにおこった物質の分別過程・変化に
ﾂいて考察し、地球という生命を生んだ環境の成立とその
ﾊ置を理解する。

海部宣男
i放送大学教
�j

海部宣男
i放送大学教
�j

【キーワード】

星間分子雲、原始惑星系円盤、惑星形成

太陽とはどんな星かという概論から始め、ひので衛星の最

7 太陽

新の画像により研究の最前線について紹介し、最後に太陽
ﾆ地球の関係、地球環境への影響について述べる。

櫻井隆
i国立天文台

櫻井隆
i国立天文台

【キーワード】
教授） 教授）

太陽、太陽フレア、太陽黒点、宇宙天気

惑星形成段階から現在に至る地球・惑星のエネルギー史を
説明する。惑星集積段階では、微惑星・原始惑星の衝突の
運動エネルギーの解放や金属中心核の生成に伴う重力工
ネルギーの解放により莫大な熱が内部に発生して、マグマ

8
地球の初期のエネル

Mー

の海が形成される。集積が収まると、冷却が進み、マントル
ｪ形成され、ウラン、トリウム、カリウムなどの放射性元素が

蝸vな熱源になる。一方で、地表付近や大気では、過去か
迪ｻ在に至るまで、太陽エネルギーが重要な役割を果たし

佐々木晶
i国立天文台
ｳ授）

佐々木晶
i国立天文台
ｳ授）

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環

【キーワード】

惑星集積、マグマの海、放射性熱源、太陽エネルギー

地球・惑星の長いスケールの物質循環とその変遷について
概説する。地球内部と表層・大気との間の物質循環には、
マントル対流や、それに関係する活動が大きくかかわって
いる。地球ではプレートテクトニクスが重要な役割を果た

地球の物質循環一 す。物質循環が、過去どのように変わってきたか、現在はど 佐々木晶 佐々木晶
9 生命が存在する惑星 のような状況にあるか。とくに、水や二酸化炭素の循環につ （国立天文台 （国立天文台

の維持 いて、火星や金星と比較して概説して、なぜ地球だけが生 教授） 教授）

命が繁栄できた環境になったかを議論する。

【キーワード】

物質循環、プレートテクトニクス、生命存在環境、二酸化炭

f
地球型惑星の気候が温室効果と大気大循環のエネルギー

10
地球型惑星の環境の
Gネルギーバランス

バランスのもとにどのように成り立っているのかを、金星・地

?E火星を比較しつつ論じる。これらの惑星は大きさ・太陽
ｩらの距離・大気量・大気組成・自転速度などが互いに
痰ﾁており、このことが異なる気候システムを生み出してい

今村剛
i宇宙航空研

?J発機構
F宙科学研

今村剛
i宇宙航空研

?J発機構
F宙科学研

る。

究本部 究本部

【キーワード】 准教授） 准教授）

惑星気候温室効果大気大循環
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11
生物関連元素の循環一微生物との共進化

地球表層を構成する四域、大気、海洋を通じての短い時間
Xケールの物質循環、特に炭素・窒素などの生元素の循環
ﾉは微生物を中心としたエネルギー獲i得系などの生命活
ｮが密接に関与し、現世を含めて地球の環境に大きな影
ｿを与えている。本章では、これらの生元素の循環と地球

¥層での生命活動との相互作用について具体的な例を挙
ｰながら考察する。さらに生命におけるエネルギー獲得系
ﾆ地球の進化の関係についてもふれる。

yキーワード】

ｶ元素循環、エネルギー獲得系、微生物

小池勲夫
i琉球大学監
磨F）

小池勲夫
i琉球大学監
磨j

12
天体の運動と気候変

ｮ

　　　　　　　　　　　　　　　、）
f星間の重力相互作用により、地球の軌道や自転軸の傾
ｫが長い時間で周期的に変化する。また太陽活動の変動

ﾉ伴い、地球の受ける太陽放射が変化したり、雲の量が変
ｻすることが知られている。これらの変化量はわずかである
ｪ、それから大きな気候変動が生まれる可能性がある。そ
ﾌ変動は、地球では海底堆積物や氷床に記録されている。一方面、火星の極冠の縞模様も気候変動の記録と考えら

黷驍謔､になっている。過去の気候変動の事例と、その機構についての最新の知識を説明する。

yキーワ「ド】

~ランコビッチ・サイクル、気候変動、火星の極冠、自転軸傾

ﾎ角　　　　　　　　　　　　・

佐々木晶
i国立天文台
ｳ授）

佐々木晶
i国立天文台
ｳ授）

13

地球の環境への生命
?ｮ・人間活動のイ
塔pクト

地球表層に誕生した生命は様々なプロセスを通じて地球の
ﾂ境を変え、そのことによって結果的に生命の進化、多様
ｫを導いてきた。ここでは生命活動によって地球表層の大
C、海洋、陸域の酸化還元状態などの化学的環境や地形
ﾈどの物理的環境がどのようなインパクトを受けたか、また
ｻのインパクトがどのような生命の多様性、進化をもたらした

ｩについて具体的な事例を挙げて解説する。さらに人間活
ｮが地球環境に与えたインパクトについても考察する。

yキーワード】　　　o生命の進化、物理的・化学的環境、人間活動

小池勲夫
i琉球大学監
磨j

小池勲夫
i琉球大学監
磨j

14 文明と環境

長い時間スケールで見れば地球環境は激しく変化してき
ｽ。その中で人類はわずかな歴史を刻んできたに過ぎない
ｪ、厳しい環境を克服するための技術を開拓し、自然の根
黷�ﾑく法則を理解すべく科学を発展させて、文明の形態
�蛯ｫく変化させてきた。その科学・技術文明が逆に人類
ﾉとって深刻な環境問題を引き起こすに至った現在の状況
�@り下げて考え、環境を保全しつつ人類活動をいかに進
ﾟるかを考えてみたい。今こそ、人類の英知が求められて
｢るのである。

yキーワード】

n球変動、環境問題、科学と技術の進歩、環境保全の取り

gみ

池内了
i総合研究大

w院大学教
�j

池内了
i総合研究大

w院大学教
�j

15
宇宙史の中の地球・
ｶ命・人類・文明

本講義全体のまとめをかねて、広く宇宙スケールで人類文
ｾの位置を振り返り、文明の存在可能性とも絡めながら現
ﾝ進行している宇宙文明の科学的探査を紹介し、そうした
?ｮの意義を考える。最後に、現代の人間にとっての環境
�ﾇう捉えるべきかを宇宙・地球・生命の視座から見直すとと

烽ﾉ、文明をもたらした科学・技術の人類にとっての意味を

?ﾟて考える。

yキーワード】

F宙の中の人類、人類文明、地球市民の環境論

海部宣男
i放送大学教
�j

海部宣男
i放送大学教
�j
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事務局
記載欄

三
度

三
年 2011年度

目
分

科
区 大学院科目

目
ド

三
三 8960569

修
四

三
制

無 繋 2

科目名（メデ4ア）　＝＝ 現代地球科学 （’　11）　：　（TV）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

【本学担当専任教員：

上
井
岡

川
藤
吉

紳一（岐阜大学教授）

直之（名古屋大学名誉教授）

一男（放送大学教授）

〕
〕
】

講義概要

　惑星探査、地球史解読、高温高圧試験、リモ…一…トセンシング技術などの進歩によって、新しい地球観が生み出されている。本

　科目では、地球科学における最近のトピックスを取り上げ、新しい地球観の探究を進めている研究現場をレポートしつつ、最

　新の研究成果を解説する。高温高圧実験技術の進歩による地球内部構造の解明、天体・衝突と地球環：境や生物進化、気候変

　動のしくみ、宇宙からの地球観測による地球変動などに関する研究をもとに、地球の探究のダイナミズムや最新の地球観をわ

　かりやすく講義する。

授業の目標

　地球温暖化問題や地球環境問題の理解には、地球変動のしくみについて、深く理解することが大切である。本科目では、さま
　ざまな研究手法による地球の変動とその歴史に関する研究者の発想や研究法を学び、地球環境の成り立ち、変遷に関する

　見方や考え方を育成することを目標としている。

履修上の留意点

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当

u師名
i所属・職名）

執筆担当

u師名
i所属・職名）

1
新しい地球観；変動

ｷる地球システム

これまでの地球科学の発展を振り返ると、新しい観測技術

ﾌ開発、新研究領域の開拓、観測データの総合化などが
xースになっていることがわかる。変動する地球システムの
{質的理解を目指す最近の研究トピックスを取り上げ、新

ｵい地球観の構築へ向けた研究を概説し、本科目の内容
ﾆ目標を明らかにする。

yキーワード】

n球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変

ｮ、生物進化

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j・藤井直

V（名古屋大
w・名誉教
�j・安成哲

O（名古屋大
w・教授）・大

?ﾆ文（京都
蜉w・教授）・

?蕪O男（愛
Q大学・教
�j

2 地球内部を探る

地球のマントルや核の大部分は、人類にとっていまだに未

･の地である。地球内部の構造や構成物質を探るため
ﾉ、地表の岩石や阻石の研究、地震波の伝わり方や、密
xの推定といった地球物理学的研究などが行われてい
驕Bこうした手法を概説するとともに、近年重要な役割を果

ｽしている超高圧実験：について、原理や応用、最近の発

Wについて紹介する。

yキーワード】

G石、超高圧実験、地震波速度、密度、第一原理計算

入舩徹男（愛

Q大学・教
�j

入舩徹男（愛

Q大学・教
�j

一一
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当

u師名
i所属・職名）

放送担当

u師名
i所属・職名）

3
地球内部の物質と構

｢

地球内部には、地震波速度や密度が急激に変化する地
F震学的不連続面が存在する。それらは、化学組成の違い

ﾉよる第1級の不連続面と、鉱物の結晶構造が変化するこ
ﾆによる第2級の不連続面に分けられる。最近の超高圧実験の結果に基づいて、地球内部物質の相転移を明らかに

ｷるとともに、そのマントルダイナミクスへの影響などにつ
｢て解説する。また、、「地球深部からの手紙」とも称される、ダイヤモンドに関する最近の研究についても紹介する。

yキーワード】

}ントル、核一マントル境界、核、相転移、プレート沈み込

ﾝ、ダイヤモンド

三三徹男（愛

Q大学・教
�j

三三徹男（愛

Q大学・教
�j

4 月と地球の進化

月と地球の内部構造の違いや月の誕生の謎、初期地球の
i化に関する最新の研究成果を講義する。月の起源につ
｢てはジャイアントインパクト説を詳しく解説する。地球や

獅ﾌ熱史の問題や地球マントルの対流についても述べ
驕B現在の地球では、プレートテクトニクスが支配的である

ｪ、地球の歴史を通じて、マントル対流のパターンの変
ｻ、地球表層のグローバルテクトニクスとの関連にも着目
ｷる。

yキーワード】

氏A地球、起源、三三、マントル対流、プレートテクトニクス

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

5
天体衝突と地球の歴

j

最近の研究によって、小惑星帯での大規模天体衝突が地
?竚事ﾊでの天体衝突現象と関係していることが明らかに
ﾈってきた。天体衝突と地球の歴史、地球の衝突構造の
､究の発展を講義する。小惑星の族と軌道進化に関する
ﾅ新の研究を紹介する。

yキーワード】

Nレーター、小惑星、恐竜絶滅、軌道進化

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j

川上紳一一（岐

倦蜉w・教
�j

6
氷河時代とスノー

{ール・アース仮説

気候変動と地球の歴史に関する講義を行う。氷河時代の

ｭ見やスノーボール・アース仮説の成立の鍵となった地質
w的証拠について詳しく解説する。計算機シミュレーション

ﾉよる研究についても紹介する。スノーボール・アース仮説

�р髦_争の展開や蒸発岩による画期的な検証など、最
ﾟのトピックスを紹介する。

yキーワード】

C候変動、スノーボール・アース、氷河堆積物、古地磁気

w

川上紳一一（岐

倦蜉w・教
�j　　ε

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j

7
多細胞動物の爆発

I多様化事件

多細胞動物の起源と進化については、分子生物学的研究が進んでいる。多様な姿や生態を示す現生の多細胞動物について、形態や遺伝子解析の研究成果をもとに、分類と

n統関係について、最新の知見を講義する。これらをふま
ｦて古生代カンプリア紀に起こった多細胞動物の多様な
ｪ類群の出現を示す重要な化石を紹介するとともに、それ
轤ﾌ爆発的出現の意味を探る。

yキーワード】

Jンプリア大爆発、ボディプラン、バージェス頁岩動物群、

n統樹、脱皮動物、冠輪動物

大野照文（京

s大学・教
�j

大野照文（京

s大学・教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当

u師名
i所属・職名）

放送担当

u師名
i所属・職名）

8
多細胞動物の進化

ﾌ様相

原生代末の最古の多細胞動物について、論争のあるエ
fィアカラ化石生物群も含めて紹介する。さらに、多細胞

ｮ物進化の前史と古生代以降の消長について、生物間の
褐ﾝ作用や環境との関連も含めて概観する。とりわけ、原

ｶ代後期に大気や海水中の酸素濃度が上昇したことを示
ｷ最新の地質学的、地球化学的証拠について解説する。

yキーワード】

Gディアカラ生物群化石、シアノバクテリア、酸素濃度、大

ﾊ絶滅

大野照文（京

s大学・教
�j

大野照文（京

s大学・教
�j

@　　、

9

、地球史と気候変動

地球における気候変動の復元の方法を述べ、気候の変遷
ﾉついて概観する。過去6億年については、超大陸の形成
笊ｪ裂と気候が相関している。第三紀になると徐々に気候
ﾍ寒冷化へ向かうが、5500万年前に一時的に突発的に温
g化した。その原因を考察する。過去500万年間には、氷
勛鼕ﾔ氷期サイクルが顕著になるが、そのペースメーカーと
ﾈっているのが、ミランコビッチサイクルである。ミランコビッ

`サイクルのメカニズムを述べ、その周期性が地層の縞模
lとして記録していることを述べる。10万年周期の謎など、

ﾜだ解明されていない事象が残されている。
yキーワード】

X期一間氷期サイクル、ミランコビッチサイクル、地球史、超

蝸､、気候変動

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j

川上紳一（岐

倦蜉w・教
�j

10

進
化
す
る
気
候
シ
ス
テ
ム

地球の気候状態はさまざまな要素が複雑に関わって変動
ｵており、気候を支配する要素全体を気候システムと呼ん
ﾅいる。気候システムを構成するサブシステムについて解
烽ｵ、サブシステム間の相互作用における、主なフィード
oックメカニズムについて説明する。地球の歴史とともに気

�Vステムが変化してきたことを、具体的な事例をもとに概

烽ｷる。

yキーワード】

C候システム、気候変動、ブイードバツク

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j

11
アジアモンスーン変

ｮ

日本列島周辺の気候は、アジアモンスーンの影響を強く受

ｯているが、その影響はアジアに限らず世界の気候にまで
yんでいる。アジアモンスーンについて概説し、新生代に

ｨけるその変動がヒマラヤ山脈の隆起と深く関わっている
ｱとを、研究現場からレポートする。

yキーワード】

Aジアモンスーン、ヒマラヤ山脈、大気大循環

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j

12
エルニーニョと異常

C象

エルニーニョ現象に関する発見のエピソードや研究をレ
rューし、その変動のメカニズムについて講義する。最新

ﾌ観測データによるエルニーニョ変動の予測の試みや、歴
j時代におけるエルニーニョ現象の復元に関する試みを
ﾐ介する。エルニーニョ現象は、各地の異常気象と関係が

?驍ﾆいわれている。日本の気象への影響についてもふれ
驕B

yキーワード】

dNSO、エルニーニョ、ラニーニャ、大気一海洋結合系、異

寀C象

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j

安成哲三（名

ﾃ屋大学・教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当

u師名
i所属・職名）

放送担当

u師名
i所属・：職名）

13 地震と火山のしくみ

日本では防災・減災の立場から地震や火山などに対する
竭閧ｪ大きな課題となっている。地震や火山の活動は，プ

戟[ト境界に特徴的な固体地球の変動である。近年の観
ｪシステムの進歩によって，最近発見された地震発生や
ﾎ山活動に伴う現象について述べる。自然災害に関わる
n震の発生や火山噴火の事例を紹介するとともに，最近
ﾌ地球観測技術の進歩によって明らかにされてきた沈み
桙ﾝ帯のスロースリップや火山噴火に伴う局所的な地殻変
ｮのモニタリング研究について概説する。

yキーワード】

n震発生，リアルタイム地震学，カルデラ形成長周期パ
泣X，スロースリップ，非火山性深部微動

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

14

　　♂

F宙からの地球観測

地球科学の進展に大きな貢献をしている最近の宇宙から
ﾌ地球観測について講義する。とくに、宇宙からの地球観

ｪの技術的進歩は目覚しく、気候変動や地震・火山活動
ﾈどについて，全地球規模でリアルタイムのデータを取得
ｵて，地球環境のモニタリングに貢献：する課題から，いくつ

ｩの話題を取り上げる。地球環境のモニタリングの進展を
T説するとともに，全地球測位システム（GPS）、面的に地

k変動を捉える合成開ロレーダー干渉法（lnSAR）、重力
ﾏ測衛星（GRACE）などについて、やや詳しく：解説する。

yキーワード】

潟a[トセンシング，地球観測衛星、GPS観測網、合成開
泣戟[ダー干渉法、地球変動の検出，重力探査衛星

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

15
地球観測技術と新し

｢地球観

観測技術の革新的な進歩とそれに刺激された新しい地球
ﾏによって、地球科学は常に大きな飛躍を遂げてきた。そ

ｵて、私たち人類の今後の展望において、変動する地球
竭ｽ様な生物との共存を目指して、地球環境の変遷と生
ｨ進化の理解が不可欠であることを確認する。これまでの
u義内容を振り返り、今後の地球科学の研究の方向性や
ﾛ題について考える。

yキーワード】

n球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変

ｮ、生物進化

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）

藤井直之（名

ﾃ屋大学・名
_教授）・川

辮a一（岐阜
蜉w教授）・

ﾀ成哲三（名
ﾃ屋大学・教
�j・大野照

ｶ（京都大
w・教授）・入

t徹男（愛媛
蜉w・教授）

／
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事務局
記載欄

三
度

三
年 2009年度

目
分

科
区 大学院科目

目
ド

科
， 8960526

修
限

履
制 無

記
数 2

科目名（メディア）　＝・ 数理科学の方法 （’　09）　＝　（R）

〔主任講師（現職名）：熊原啓作（放送大学教授） ）

講義概要
　コシピュN・・…一一タの発達と共に計量的手法があらゆる分野に浸透し，数理科学的手法が必要とされ使われている．この講義では数

　理科学の個別科学への応用例を提示する．数理科学やその考え方がいかに活用されているかを解説する．数理物理学から生
　まれ，情報科学，通信工学など広い応用を持つフーリエ解析学，生命現象を数学的に解明しようとする数理生物学，一見数学
　と無縁に思われる文化的方面にもデータ解析を活用する文化情報学，そして日々の経済動向の裏にある数理経済学を取り上
　げる．

授業の目標

　様々な場面で数学的考え方がいかに有効に活用されているか，またその限界とこれからの課題についても理解を深めることを
　目標とする．数理科学あるいは応用数学は，数学者が準備してくれた道具を便利に使うというようなものではなく，新たに問題に

　応じて数学を作ることであることも強調したい．

履修上の留意点

　15回の講義では厳密に理論を展開することはできないので，どうしても包括的な話が多くなるが，数学的論理の展開も不可欠で
　ある．数学に不慣れな受講者は細部より流れを読むようにし，この講義はいわば数理科学ガイダンスと理解していただきたい．

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属；職名） （所属・職名）

熊原啓作（放 熊原啓作（放

送大学教 送大学教
数理科学の概観と全担当講師によるそれぞれのパートにガ 授）・梶原毅 授）・梶原毅
イダンスを与える． （岡山大学教 （岡山大学教

1 数理科学の方法 授）・村上征 授）・村上征

勝（同志社大 勝（同志社大
学教授）・丸 学教授）・丸

【キーワード】 山徹（慶名義 山徹（慶事義
数学と数理科学，生物学と数理科学，文化情報学と数理科 塾大学教授） 塾大学教授）
学，数理経済学と数理科学

数理物理学における問題の解決のために誕生したフーリエ

フーリエとフーリエ解 解析の誕生と詠い立ちを見る． 熊原啓作（放 熊原啓作（放
2

析 送大学教授） 送大学教授）

【キーワード】

振動，熱伝導，フーリエ級数，フーリエ級数複素形

フーリエ解析の発展が数学の基礎を見直すことにつなが
り，」実数，関数，収束，積分などの基礎概念の明確化を必

3
フーリエ解析の発展

ﾆ数学における影響

要とし，集合論やルベーグ積分論誕生の一因にもなった。
矧wにいかに大きな影響を与えたかを見る。 熊原啓作（放

卵蜉w教授）
熊原啓作（放

卵蜉w教授）

【キーワード】

関数と実数，フーリエ級数の収束問題リーマン積分，フー
リエ積分，集合論，ルベーグ積分
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
O二師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
フーリエ解析の諸結

ﾊ

フーリエ解析の興味あるいくつかの性質について概観す
驕Bギブズ現象，直交関数展開としてのフーリエ級数，一般

tーリエ級数を紹介し，フーリエ級数の概収束，フーリエ変
ｷ，サンプリング定理を取り上げる。

yキーワード】

Mブズ現象，直交関数，関数空間，プランシュレルの定理，

s確定性原理，サンプリング定理

熊原啓作（放
卵蜉w教授）

熊原啓作（放

卵蜉w教授）

5

フーリエ餌析め新しい流れ

フーリエ解析は加法群に拡張される。その例として整数上
ﾌフーリエ変換とさらなる一般化の方向を示し，有限フーリエ変換と高速フーリエ変換を概説する。フーリエ変換は周

g数情報を与えるが，その成分が何時現れるかを教えては
ｭれない。その欠陥を補うものとして誕生したウェーブレット

ﾏ換を取り上げる。

yキーワード】

w標，離散フーリエ変換，双対定理，高速フーリエ変換，
Eェーブレット変換

熊原啓作（放

卵蜉w教授）
熊原啓作（放

卵蜉w教授）

β 単一集団モデル

生物集団の個体数：の変動は、数理生態学の基本的なテー
}である。最初に単一集団のモデルを説明する。微分方程
ｮモデルの導きかた、マルサスモデル、ロジスティックモデ

汲ﾉついて、データと比較しながら述べる。小集団をあつか
､確率モデルについても説明し、微分方程式モデルとの関
Wについても触れる。一

yキーワード】

ｶ物現象，微分方程式モデル，確率モデル

梶原毅（岡山

蜉w教授）
梶原毅（岡山

蜉w教授）

7 複数集団モデル

前回にひきつづき、互いに相互作用する複数集団のモデ
汲�ｵう。始めに競争関係を扱うロトカ・ヴォルテラ競争モデ

汲ﾉついて、アイソクライン法、および数学的解析、生物的
ﾓ味について説明する。次に、ロトカ・ヴォルテラ捕食モデ

汲ﾉついて、解が周期的になることを説明し、それを用いた
刳lの効果の解析を説明する。

yキーワード】

｣争モデル、単調性、捕食モデル、保存量

梶原毅（岡山

蜉w教授）

　　　　婁

′ｴ毅（岡山
蜉w教授）

8 体内の病気モデル

人間の体内は観察が容易ではないので、病気の様子を調べるために数理モデルを作って研究することが役に立つ。

蛯ﾆしてHIV感染のさまざまな段階を対象としたモデルに
ﾂいて、数学解析と生物的な意味について説明する。さら
ﾉ、免疫が自己を攻撃する自己免疫病のモデルについて
熕燒ｾする。

yキーワード】

Gイズ、免疫系、安定性、抗原多様性閾値、自己免疫

梶原毅（岡山

蜉w教授）
梶原毅（岡山

蜉w教授）

9 感染症の流行モデル

人間にとって切実な問題である病気の流行については
fータも豊富で，昔から研究が盛んである。感染症の流行
�?ﾂかういくつかの基本的なモデルについて説明する。さらに、具体例として、狂犬病などの伝播のモデル、また空

ﾔ的に一様でない防御の効果のモデルについて説明す
驕B

yキーワード】

ﾌ内の病気，エイズ，肝炎，免疫細胞

梶原毅（岡山

蜉w教授）
梶原毅（岡山

蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10 文化領域の数量分析

文章や絵画を中心に，文化の研究領域における数量的ア
vローチの目的，意義および研究方法を紹介する．特に類
乱ｫという観点から，分析に用いる情報（変数）の選択や必
vな統計量：について説明する．

yキーワード】

迫ﾊ分析，情報（変数）選択，平均値，分散，クラスター分

ﾍ，主成分分析

村上征勝（同

u社大学教
�j

村上征勝（同

u社大学教
�j

11 文章の数量分析

文章の類似性の分析で著者に関する疑問の解明を試みた
�ﾂかの研究を紹介する．具体的には「シェークスピア＝
xーコン説」の検討，『静かなドン』盗作説の解明，アメリカ

㍼O国憲法に関する論説12編の著者の推定，『源氏物
黶xの文章の分析，犯罪事件の文章の分析等を紹介する．

yキーワード】

Vェークスピア＝ベーコン説，『静かなドン』，『連邦主義

ﾒ』，『源氏物語』，最頻値，出現頻度，クラスター分析，判

ﾊ分析

村上征勝（同

u社大学教
�j

村上征勝（同

u社大学教
�j

12 浮世絵の数量分析

浮世絵・美人画に描かれてた顔を対象に，目，鼻，口など

ﾌ部品間の角度を分析することで，9人の浮世絵師たちの
`画法の差異の解明を試みた研究を紹介する。また，歌舞
鼬?ﾅ女役を演じる男性の顔の描き方について，数量分
ﾍでどのようなことが明らかになったかも紹介する。

yキーワード】

p｢絵，美人画，役者絵，女形，角度情報，主成分分析

村上征勝（同

u社大学教
�j

村上征勝（同

u社大学教
�j

13 効用関数の存在

集合上で定義された擬i順序を実数値の関数（効用関数）で

¥現する可能性について述べる。制約条件下における最
K化行動の分析は、経済理論におけるひとつの基本的類
^である。効用関数はこの種の分析上不可欠の役割を果
ｽす。併せて、必要とされる位相空間輪の基本的な概念・

鮪ﾀについても解説したい。

yキーワード】

ﾊ相空間，i擬順序，効用関数，　D6breu4）定理

丸山徹（慶磨

`塾大学教
�j

丸山徹（慶磨

`塾大学教
�j

14

　　　　　　塞

咜ﾒ効用の理論

生起しうる事象に対して定義された、いろいろな確率を序

�ﾃけする擬順序が与えられたとき、それを表現する効用
ﾖ数の存在について研究する。とくに効用関数が、ある関
狽ﾌ期待値の形式で与えられるための条件に焦点をあわ
ｹて論ずる。基礎的準備として、測度・積分、そして確率測

xが作る空間の＊弱位相についても解説し、ひとつの現代
�ﾍ学への案内としたい。放送授業では効用関数と中心に
囈Jに説明する。基礎的準備については印刷教材と精読
ｳれたい。

yキーワード】

ｪ度と積分、確率測度二上の＊弱位相、期待効用

丸山徹（慶磨

`塾大学教
�j

丸山徹（慶磨

`塾大学教
�j

15 経済の均衡

効用関数に基づき、経済を構成する主体の最適化行動を
ｪ析する。つついて多数の主体の間に成り立つバランスー
黷ﾂまり一般均衡の概念を論じて、現代経済学の基本的
ｪ析視角を紹介する。

yキーワード】

宴Oランジュ、の未定乗数法，二次形式の符号、需要関数の、

ｱ出、一般均衡

丸山徹（慶慮

`塾大学教
�F）

丸山徹（慶磨

`塾大学教
�j
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事務局

L載欄
開講

N度 2010年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科目
Rード 8960534

履修

ｧ限
無

単位
2

科目名（メディア）　＝・ 計算論 （’　10）＝　（R）

〔主任講師（現職名）　隈部　正博（放送大学准教授） 〕

’講義概要

　まず、言語、文法とは何かを定義する。次にチョムスキーの定義した様々な形の文法を学び、それによってどんな言語が生成さ

　れるかをみる。次に計算という概念について初歩から解説する。言語を構成（計算）するための機械であるオートマトンの定義か
　ら始め、様々な種類のオートマトンの形を学ぶ。その後チューリング機械の定義をする。そして多くの計算が、チューリング機械

　の形で書くことができることを理解する、最後にアルゴリズムとは何かを考える。

授業の目標

　計算という概念を、様々な種類に分けて解説し、最終的には計算機の数学的モデルといわれる、チューーング機械がどのような
　構造を持っているかを理解する。また文法によって生成される（形式）言語がどのようなものか理解し、様々な文法と言語との関

　わりを理解する。このとき、文法によって生成される言語と、オートマトンによって計算される言語、これらの関連性を理解するの

　が目標である。　　　　　　・

履修上の留意点

　予備知識は仮定しない。計算や言語という概念について、論理的立場から解説するが、数学のみならず、コンピューターや言
　語に興味のある学生向けの授業でもある。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師・名

（所属・職名） （所属・職名）

これから授業を進めるにあたって必要な予備知識に付いて
解説する。

1 準備 隈部正博 隈部正博、

【キーワード】

数学的帰納法、集合、関数

言語、文法とは何か、定義する。そして様々な例を通してこ
れらの概念を理解する。

2
一三｝三口三三

隈部正博 隈部正博

【キーワード】

言語、文法

チョムスキーの階層といわれる、様々な文法や言語の種類
について、例を挙げながら学ぶ。

3 チョムスキーの階層 隈部正博 隈部正博

【キーワード】

チョムスキーの階層、文脈依存文法、文脈自由文法、正規
文法
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

言語を計算する一つの形である、オートマトンとは何か、そ

の定義を述べ、簡単な例を学ぶ。

4 オートマトン 隈部正博 隈部正博

【キーワード】

オートマトン、遷移関数

様々なオートマトンの例を通して、どのような言語が作られ

5
オートマトンによって

�揩ｳれる言語

るかをみる。

隈部正博 隈部正博

【キーワード】

受理される言語

機械が次のステップで行う動作が一つに限らない、非決定
性オ「トマトンを定義し、いくつかの例を考える。

6 非決定性オートマトン 隈部正博 隈部正博

【キーワード】

決定性オートマトン、非決定性オートマトン

非決定性オートマトンによって受理される言語は、決定性

7
決定性オートマトンと

�?關ｫオートマトン

オートマトンによっても受理されることを示す。

隈部正博 隈部正博

【キーワード】

等価、状態の道

正規文法で生成される言語と、オートマトンによって受理さ
れる言語が等しいことを示す。これを例を挙げながら解説す

8
正規文法とオートマト る。

隈部正博 隈部正博
ン

【キーワード】

正規文法

今まで定義したオートマトンを改良し、機械のヘッドが左右

に動く、2方向オートマトンについて、その定義を述べ、幾

9 2方向オートマトン
つかの例を学ぶ。 隈部正博 隈部正博

【キーワード】

2方向オートマトン

2方向オートマトンによって受理される言語が、1方向オート
マトンによって受理される言語が等しいことを、例を使って

10
1方向オートマトンと2

綷?Iートマトン
解説しながら示す。 隈部正博 隈部正博

【キーワード】

1方向オートマトン、2方向オートマトン、等価
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u：師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師塩
i所属・職名）

11
ε一動作を含むオー
gマトン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’�?關ｫオートマトンの定義をさらに改良して、ヘッドが動

ｩず機械の状態のみを変化させるような動作を追加した、
�v決定性オートマトンの定義をする。このε一動作を含む
�?關ｫオートマトンと、含まない非決定性オートマトンが
刮ｿであることをみる。

yキーワード】

ﾃ一動作

隈部正博 隈部正博

12 正規表現

言語を式で表すことを考え、正規表現とは何か解説する。

ｻして正規表現で定義される言語がオートマトンによって受
揩ｳれる言語に等しいことを見る。

yキーワード】

ｳ規表現

隈部正博 隈部正博

13 チューリング機械

コンピューターの数学的モデルである、チューリング機械と

ﾍ何かについて考える。幾つかの例を通して理解を深め
驕B

yキーワード】

`ューリング機械、時点表示

隈部正博 隈部正博

14
　　　　　　　　5l々なチューリング

@械

さまざまなチューリング機械の例を考える。また複数のの

eープを備えた多テープチューリング機械を定義する。
ｻして、多テープチューリング機械とチューリング機械が等
ｿであることを示す。

yキーワード】

ｽテープチューリング機械、非決定性チューリング機械

隈部正博 隈部正博

15 アルゴリズムの概念

非決定性チューリング機械を定義し、これが決定性チューリング機械と等価であることを示す。次にチューリング機械と、

ｶ法の概念が等しいことをみる。最後にアルゴリズム、計算とは何か、考察する。

yキーワード】

Aルゴリズム、計算、チャーチの提唱

隈部正博 隈部正博
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事務局

L載欄
開講

N度 2009年度
科目

謨ｪ
大学院科目

科
目
コ
ー
ド 8960518

履修、

ｧ限
無 単位

2

科目名（メディア）　・＝・ 基礎情報科学 （7．09）＝　（R）

〔主任講師（現職名）　：川合慧（放送大学教授）

〔主任講師（現職名）：萩谷昌己（東京大学教授）

〕
〕

講義概要
　情報に関する学問分野は，記号論，計算機科学，計算機工学といった比較的に基礎分野を扱うものから，情報学，さらには人
　間社会と密接に絡み合うメディア関連の諸学問まで極めて幅広いものとなっており，その学習にあたっても，全体と部分を見る
　努力の焦点を定めにくい．本科目ではこのように広い情報分野の中で，基礎学問としての計算機科学の核となる概念である「計
　算」に焦点をあて，その数理的な概念と性質，計算のモデル化と計算量，計算可能性，さまざまなタイプの計算システム，そして

　その物理現象としての実装とを総合的に扱う．

授業の目標
　全15回の講義を通じ，本来抽象的であり理解することが容易ではない「基本概念としての計算」の姿を会得する．また，計算量

　やそのオーダ，計算可能性などについての具体的な理解を，数式等の助けを可能な限り借りることなしに得ることを目的とする．
　現代のコンピュータの動作についての，パシコン利用的な表面的ではない本質的な部分のイメージを体系的に学ぶことが最終

　目標である．

履修上の留意点
　「情報科学の基礎（’07）」および「数学基礎論（’08）」の履修が望ましいが，本科目の履修に必須ではない．グラフ理論や形式言

　一等の知識があれば理解はさらに深まるであろう．実際のプログラム言語の利用経験も理解の助けにはなるが，本科目ではより

　抽象的かつ包括的な計算を取り扱う．

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報とその表現

我々が一般にイメージする「情報」は，本来は普遍的な概念

ﾅある情報の，個々の局面での様々な出現形態である．こ
ｱでは情報の本質と，その表現に使われる種々の約束事に
ﾂいて，多面的な例をもとにして理解する．

yキーワード】

﨣�C情報処理，表現

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

2 情報の処理と計算

我々が普段目にする「計算」，たとえば四則演算のようなも

ﾌは，もともとの意味の忠実な表現を維持するようにして実
sされる，記号の間の変換操作である．ここでは，アルゴリ
Yムと呼ばれる様々な「計算手順」の具体例によって，計算

?揩ﾌ本質を理解する．

yキーワード】　　　　　　　　　　　　　　　　’

ﾓ味と記号，計算

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

3 再帰の本質

一定数の記述部品を使って計算を表現する場合，同じ部
iを状況を変えて何回も利用するが，自分自身を下請けと
ｵて使用することもある．ここでは，再帰と呼ばれるこの手法

ﾉよって組み立てられる計算のやり方と性質とを理解する．

yキーワード】

ﾄ帰，関数

萩谷昌己
i東京大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

4
パターン照合による

v算

データの間の対応関係を定める処理をパターン照合と呼
ﾔ．データの構造や制限された任意性の利用により，パ

^ーン照合による計算が実現できる．ここではパターン照合
ﾉよる計算のやり方を学び，その性質を理解する．

yキーワード】

pターン照合，バインディング

萩谷昌己
i東京大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

5
オートマトンと状態遷

ﾚ

一連の入力を与えると内部の状態が順々に変化してゆくよ
､な抽象的なシステムをオートマトンと呼び，その性質は詳

ｵく調べられている．ここではオートマトンを用いた計算のや
阨福ﾆ，その構成方法について学ぶ．

yキーワード】

Iートマトン，状態遷移

萩谷昌己
i東京大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�F）

拠J昌己
i東京大学教
�j

6
チューリングのテープ

@械

オートマトンの入出力を無限長のテープを使って行ない，

eープ上に計算結果を残す働きをもつシステムとして
`ューリング機械があり，計算論では中心的な意味をもつ．
ｱこではその原理と計算の様子および主な性質を学ぶ．

yキーワード】

`ューリング機械，遷移表，テープ

萩谷昌己
i東京大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

7 計算モデルの等価性

これまでに見た様々な「計算のやり方」は，その基本要素の
嵭ﾞに応じて「計算モデル」として整理される．ここではその

l子を学び，これらの計算モデルが互に他の真似をするこ
ﾆができるという意味で等価であることを理解する．

yキーワード】

v算モデル，シミュレーション，等価性

萩谷昌己
i東京大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

8
， 計算量

計算モデルのすべてに渡って，そのモデルに従った手順
iアルゴリズム）を実行した際に，結果を得るまでの手間という

ﾊ（計算量）を考えることができる．ここではその基本的な性

ｿと主要項である計算量のオーダについて学ぶ．

yキーワード】

v算量，計算の手間，計算量のオーダ

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

9 計算量の実際

各種の実用的な計算では計算量が莫大になることが多い．
ｱこではそのような計算の例として，膨大な数の局面を検査
ｷる必要のあるゲームプレイと，解手順の計算量の大きさを
?pする暗号処理について学ぶ．

yキーワード】

Qーム，探索空間，暗号，一方向関数

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j

10
計算の複雑さ　　、

計算量をそのオーダによって分類すると，問題の大きさが

ﾏ化した場合の計算量の変化の振舞いが明らかになる．い
ｭつかのオーダの例でこれを調べ，計算量のオーダの階層
ｫを学び，関連する未解決問題「P＝NP？」を理解する．

yキーワード】

v算量階層，多項式オーダ，指数オーダ，P＝NP問題

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

11 計算不能！

ここで取り上げた計算モデルはすべて数学の証明論の枠
gみで取らえられる．数学基礎論では証明不可能な問題
ｪあることが不完全性定理の名で知られているが，その「計
Z版」として計算不可能な問題が構成できることを学ぶ．

萩谷昌己
i東京大学教
猿�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教

【キーワード】 授）

計算可能性，不完全性定理，対角線論法

計算論におけるいくつかの話題として，分子の反応を利用 川合慧

12 いろいろな計算

する分子計算，いつでもundoができる可逆計算，量子力学
ﾉもとつく量子計算などの実際と，その原理とを理解する．

萩谷昌己
i東京大学教
�j

（放送大学教

�j

拠J昌己
i東京大学教

【キーワード】 授）

可逆計算，量子計算，分子計算

何かを意味し，かつ知覚できるもの，という記号の定義を， 川合慧

13 記号と情報

情報科学の文脈に摘要し，計算の諸概念を分析する．ま
ｽ，メッセージがもつ情報の大きさについての数値化の例と
ｵての情報量と，その計算とのかかわりを理解する．

川合慧
i放送大学教
�j

（放送大学教

�j

拠J昌己
i東京大学教

【キーワード】 授）

記号，情報の表現，情報量

14 計算の実現

計算で扱う様々な情報の処理は，計算の要素を様々な方
@で表現することにより，現実に動作する物理的な装置とし
ﾄ実現できる．ここではその概略と，現実のコンピュータに

ｨける2進表現の使用理由について学ぶ．

川合慧
i放送大学教
�j

川合慧
i放送大学教
�j

拠J昌己
i東京大学教

【キーワード】 授）

論理演算，2進表現

現代のコンピュータは「計算」を行なう機械であるが，その成 川合慧

15 現代的コンピュータ

り立ちは現実の工学的な実現可能性に強く縛られている．
ｱこではその概略と，実際に用いられているプログラム言語
ﾆ呼ばれる計算記述の様子を学ぶ．

萩谷昌己
i東京大学教
�j

（放送大学教

�j

拠J昌己
i東京大学教

【キーワード】 授）

コンピュータ，プログラム内蔵方式，プログラム言語

一一@219　一一



　この冊子に掲載した2011年度新規開設科目の講義内容は、教材の

原稿等を作成する時点で主任講師等が執筆しており、実際に印刷教

材及び放送教材を制作する時点で内容等を組み替えていることもあ

り、必ずしも最終的な印刷教材・放送教材と一致していない部分が

ありますので、ご容赦ください。

なお、放送大学ホ・・…一・・ムページに掲載されている講義内容については、

最新の内容にリアルタイムで更新しております。
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